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⑦　補強土壁工（帯鋼補強土壁，アンカー補強土壁）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-２- ⑦ -  1
⑧　ジオテキスタイル工･･･････････ Ⅱ-２- ⑧ -  1
⑨　連続地中壁工（柱列式）･････････ Ⅱ-２- ⑨ -  1
⑩　排水構造物工･････････････････ Ⅱ-２- ⑩ -  1
⑩ -１  排水構造物工 ････････････ Ⅱ-２- ⑩ -  1
⑩ -２  排水構造物工（管（函）渠型側溝・溶接金
　　　 網及び埋設鋼板型枠） ････ Ⅱ-２- ⑩ -27
⑩ -３  排水構造物工（現場打ち水路（本体））
　　　･････････････････････････ Ⅱ-２- ⑩ -31
⑩ -４  排水構造物工（現場打ち集水桝・街渠桝
　　　（本体））･････････････････ Ⅱ-２- ⑩ -34
⑪　軟弱地盤処理工･･･････････････ Ⅱ-２- ⑪ -  1
⑪ -１  サンドマット工 ･･････････ Ⅱ-２- ⑪ -  1
⑪ -２  粉体噴射撹拌工（ＤＪＭ工法）
　　　･････････････････････････ Ⅱ-２- ⑪ -  3
⑪ -３  スラリー攪拌工 ･･････････ Ⅱ-２- ⑪ -  8
⑪ -４  高圧噴射撹拌工 ･･････････ Ⅱ-２- ⑪ -14
⑪ -５  ペーパードレーン工 ･･････ Ⅱ-２- ⑪ -27
⑪ -６  中層混合処理工 ･･････････ Ⅱ-２- ⑪ -30
⑫　薬液注入工･･･････････････････ Ⅱ-２- ⑫ -  1
⑬　アンカー工（ロータリーパーカッション式）
･････････････････････････････････ Ⅱ-２- ⑬ -  1
⑭　構造物とりこわし工･･･････････ Ⅱ-２- ⑭ -  1
⑮　コンクリート削孔工･･･････････ Ⅱ-２- ⑮ -  1
⑯　ガス切断工･･･････････････････ Ⅱ-２- ⑯ -  1
⑯ -１  ガス切断工 ･･････････････ Ⅱ-２- ⑯ -  1
⑯ -２  鋼材現場ガス切断工 ･･････ Ⅱ-２- ⑯ -  2

⑰　吸出し防止材設置工･･･････････ Ⅱ-２- ⑰ -  1
⑱　目地・止水板設置工･･･････････ Ⅱ-２- ⑱ -  1
⑲　旧橋撤去工･･･････････････････ Ⅱ-２- ⑲ -  1
⑳　か　ご　工･･･････････････････ Ⅱ-２- ⑳ -  1
`　発泡スチロールを用いた超軽量盛土工
　　･････････････････････････････ Ⅱ-２- ` -  1
1　現場取卸費･･･････････････････ Ⅱ-２- 1 -  1
2　骨材再生工（自走式）･･･････････ Ⅱ-２- 2 -  1
3　函　渠　工･･･････････････････ Ⅱ-２- 3 -  1
3 -１  函渠工（1） ･･･････････････ Ⅱ-２- 3 -  1
3 -２  函渠工（2） ･･･････････････ Ⅱ-２- 3 -  6

4　殻運搬（施工パッケージ）･････ Ⅱ-２- 4 -  1

第３章　基　礎　工
①　鋼管・既製コンクリート杭打工（パイルハンマ工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-３- ① -  1
②　鋼管・既製コンクリート杭打工（中掘工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-３- ② -  1
③　鋼管ソイルセメント杭工･･･････ Ⅱ-３- ③ -  1
④　場所打杭工（オールケーシング工・全回転式
　　オールケーシング工）･･････････ Ⅱ-３- ④ -  1
⑤　場所打杭工（リバースサーキュレーション工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-３- ⑤ -  1
⑥　場所打杭工（アースオーガ工，硬質地盤用アース
　　オーガ工） ･････････････････････ Ⅱ-３- ⑥ -  1
⑦　場所打杭工（大口径ボーリングマシン工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-３- ⑦ -  1
⑧　場所打杭工（ダウンザホールハンマ工）
･････････････････････････････････ Ⅱ-３- ⑧ -  1
⑨　深　礎　工･･･････････････････ Ⅱ-３- ⑨ -  1
⑩　ニューマチックケーソン工･････ Ⅱ-３- ⑩ -  1
⑪　基礎工（鋼管矢板基礎工）･･･････ Ⅱ-３- ⑪ -  1
⑫　ドロップハンマ杭打工･････････ Ⅱ-３- ⑫ -  1
⑬　木杭及び矢板打工（人力，ドロップハンマ工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-３- ⑬ -  1
⑭　既製コンクリート杭カットオフ工
　　･････････････････････････････ Ⅱ-３- ⑭ -  1
⑮　泥水運搬工･･･････････････････ Ⅱ-３- ⑮ -  1

第４章　コンクリート工
①　コンクリート工･･･････････････ Ⅱ-４- ① -  1
②　型　枠　工･･･････････････････ Ⅱ-４- ② -  1
② -１  型　枠　工 ･･････････････ Ⅱ-４- ② -  1
② -２  型枠工（省力化構造） ･･････ Ⅱ-４- ② -  5
③　溶接金網設置工･･･････････････ Ⅱ-４- ③ -  1

第５章　仮　設　工
①　仮　設　工･･･････････････････ Ⅱ-５- ① -  1
②　鋼矢板（Ｈ形鋼）工･････････････ Ⅱ-５- ② -  1
② -１  バイブロハンマ工 ･････････ Ⅱ-５- ② -  1
② -２  バイブロハンマ工（軽量鋼矢板打込引抜工）
　　　･････････････････････････ Ⅱ-５- ② -25
③　油圧圧入引抜工･･･････････････ Ⅱ-５- ③ -  1



第２章　河川維持工
① 堤防除草工･･･････････････････ Ⅲ-２- ① -  1
② 堤防天端補修工･･･････････････ Ⅲ-２- ② -  1
③ 堤防芝養生工･････････････････ Ⅲ-２- ③ -  1
④ 伐木除根工･･･････････････････ Ⅲ-２- ④ -  1
⑤ 塵芥処理工･･･････････････････ Ⅲ-２- ⑤ -  1
⑥ ボーリンググラウト工･････････ Ⅲ-２- ⑥ -  1
⑦ 粗朶沈床工･･･････････････････ Ⅲ-２- ⑦ -  1
⑧ 機械土工（河床等掘削）･････････ Ⅲ-２- ⑧ -  1
⑨ 多自然型護岸工･･･････････････ Ⅲ-２- ⑨ -  1
⑨ -１  巨石積（張）工 ････････････ Ⅲ-２- ⑨ -  1
⑨ -２  木 杭 打 工 ･･････････････ Ⅲ-２- ⑨ -  9
⑨ -３  巨石据付工 ･･････････････ Ⅲ-２- ⑨ -11
⑩ 護岸基礎ブロック工･･･････････ Ⅲ-２- ⑩ -  1
⑪ かごマット工・・･････････････ Ⅲ-２- ⑪ -  1
⑪ -１  かごマット工（スロープ型）
　　　  ････････････････････････ Ⅲ-２- ⑪ -  1
⑪ -２  かごマット工（多段積型）
　　　  ････････････････････････ Ⅲ-２- ⑪ -  3
⑫ ブロックマット工･････････････ Ⅲ-２- ⑫ -  1
⑬ 野芝種子吹付工･･･････････････ Ⅲ-２- ⑬ -  1
⑭ 袋詰玉石工・・・・･･･････････ Ⅲ-２- ⑭ -  1
⑮ 笠コンクリートブロック据付工 ･･･ Ⅲ-２- ⑮ -  1
⑯ グラウトホール工･････････････ Ⅲ-２- ⑯ -  1
⑰ 連節ブロックの水中吊落し工･･･ Ⅲ-２- ⑰ -  1
⑱ 光ケーブル配管工･････････････ Ⅲ-２- ⑱ -  1

第３章　砂　防　工
①　土　　　工･･･････････････････ Ⅲ-３- ① -  1
① -１  土　　　工 ･･････････････ Ⅲ-３- ① -  1
① -２  土工（バックホウ床掘山積0.45㎥
　　　（平積0.35㎥）） ･･･････････ Ⅲ-３- ① -10
② コンクリート工･･･････････････ Ⅲ-３- ② -  1
② -１  コンクリート工 ･･････････ Ⅲ-３- ② -  1
② -２  コンクリート工（ケーブルクレーン打設）
　　　  ････････････････････････ Ⅲ-３- ② -  7
② -３  コンクリート工（横取りを行う場合）
　　　･････････････････････････ Ⅲ-３- ② -12
② -４  砂防コンクリート生産（ミキサによる
　　　 混合）工 ･････････････････ Ⅲ-３- ② -14
② -５  砂防コンクリート運搬（投入）工
　　　･････････････････････････ Ⅲ-３- ② -17
② -６  残存型枠工 ･･････････････ Ⅲ-３- ② -18
③ 仮 設 備 工 ･･･････････････････ Ⅲ-３- ③ -  1
③ -１  仮 設 備 工 ･･････････････ Ⅲ-３- ③ -  1
③ -２  仮設備工（砂防コンクリート生産設備）
　　　  ････････････････････････ Ⅲ-３- ③ -  6
③ -３  仮設備工（軌条及び機械設備）
　　　  ････････････････････････ Ⅲ-３- ③ -  7
③ -４  仮設備工（ケーブルクレーン付属設備）

････････････････････････ Ⅲ-３- ③ -  8
④ 養生工（練炭）･････････････････ Ⅲ-３- ④ -  1

④ 矢板工（アースオーガ併用圧入工）
･････････････････････････････ Ⅱ-５- ④ -  1

⑤ 矢板工（クレーン引抜工）･･･････ Ⅱ-５- ⑤ -  1
⑥ 矢板工（Ｈ形鋼）･･･････････････ Ⅱ-５- ⑥ -  1
⑦ 鋼矢板施工法選定（参考）･･･････ Ⅱ-５- ⑦ -  1
⑦ -１  鋼矢板打込み施工法選定表（参考）
　　　･････････････････････････ Ⅱ-５- ⑦ -  1
⑦ -２  鋼矢板引抜き施工法選定フロー（参考）
　　　･････････････････････････ Ⅱ-５- ⑦ -  3
⑧ 仮設材設置撤去工････････････  Ⅱ-５- ⑧ -  1
⑨ 足場支保工･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑨ -  1
⑨ -１  足　場　工 ･･････････････ Ⅱ-５- ⑨ -  1
⑨ -２  支　保　工 ･･････････････ Ⅱ-５- ⑨ -  4
⑩ 締切排水工･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑩ -  1
⑪ ウエルポイント工･････････････ Ⅱ-５- ⑪ -  1
⑫ 土 の う 工 ･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑫ -  1
⑫ -１  土 の う 工 ･･････････････ Ⅱ-５- ⑫ -  1
⑫ -２  大型土のう工 ････････････ Ⅱ-５- ⑫ -  2
⑬ 仮橋・仮桟橋工･･･････････････ Ⅱ-５- ⑬ -  1
⑭ 汚濁防止フェンス工･･･････････ Ⅱ-５- ⑭ -  1
⑮ 仮囲い設置撤去工･････････････ Ⅱ-５- ⑮ -  1
⑮ -１  仮囲い設置撤去工 ････････ Ⅱ-５- ⑮ -  1
⑮ -２  雪寒仮囲い工 ････････････ Ⅱ-５- ⑮ -  3
⑯ 仮設防護柵工・・･････････････ Ⅱ-５- ⑯ -  1
⑯ -１  切土及び発破防護柵工 ････ Ⅱ-５- ⑯ -  1
⑯ -２  掘削（発破）防護柵工 ･･････ Ⅱ-５- ⑯ -  5
⑰ 濁水処理工（一般土木工事）･････ Ⅱ-５- ⑰ -  1
⑱ 敷鉄板設置・撤去工･･･････････ Ⅱ-５- ⑱ -  1
⑲ 防塵処理工･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑲ -  1
⑳ 仮設電力設備工･･･････････････ Ⅱ-５- ⑳ -  1
`　グラフによる標準的な仮設電力設備の積算
　　･････････････････････････････ Ⅱ-５- ` -  1
1　法面工（仮設用モルタル吹付工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-５- 1 -  1
2　交通誘導警備員･･･････････････ Ⅱ-５- 2 -  1

第Ⅲ編　河　　　川

第１章　河 川 海 岸
① 消波根固めブロック工･････････ Ⅲ-１- ① -  1
① -１  消波根固めブロック工 ････ Ⅲ-１- ① -  1
① -２  消波根固めブロック工（ブロック撤去工）
（0.25ｔ以上35.5ｔ以下） ････････ Ⅲ-１- ① -13
② 捨　石　工･･･････････････････ Ⅲ-１- ② -  1
③ 消　波　工･･･････････････････ Ⅲ-１- ③ -  1
④ 浚　渫　工･･･････････････････ Ⅲ-１- ④ -  1
④ -１  浚渫工（ポンプ浚渫船）･････ Ⅲ-１- ④ -  1
④ -２  浚渫工（バックホウ浚渫船）
　　　･････････････････････････ Ⅲ-１- ④ -17
⑤ 軟弱地盤上における柔構造樋門・樋管工
･････････････････････････････ Ⅲ-１- ⑤ -  1



第Ⅳ編　道　　　路

第１章　舗　装　工
① 路　盤　工･･･････････････････ Ⅳ-１- ① -  1
② アスファルト舗装工･･･････････ Ⅳ-１- ② -  1
② -１  アスファルト舗装工 ･･････ Ⅳ-１- ② -  1
② -２  半たわみ性（コンポジット）舗装工
･･･････････････････････････････ Ⅳ-１- ② -10
③ 排水性舗装工･････････････････ Ⅳ-１- ③ -  1
③ -１  排水性アスファルト舗装工
　　　  ････････････････････････ Ⅳ-１- ③ -  1
③ -２  透水性樹脂コンクリート工
　　　  ････････････････････････ Ⅳ-１- ③ -  4
③ -３  透水性アスファルト舗装工
　　　  ････････････････････････ Ⅳ-１- ③ -  7
④ グースアスファルト舗装工･････ Ⅳ-１- ④ -  1
⑤ コンクリート舗装工･･･････････ Ⅳ-１- ⑤ -  1
⑤ -１  コンクリート舗装工 ･･････ Ⅳ-１- ⑤ -  1
⑤ -２  ローラ転圧コンクリート舗装工
　　　（ＲＣＣＰ工）･･･････････ Ⅳ-１- ⑤ -  6
⑤ -３  連続鉄筋コンクリート舗装工

･････････････････････････ Ⅳ-１- ⑤ -  9
⑥ 踏掛版（施工パッケージ）･･･････ Ⅳ-１- ⑥ -  1

第２章　付 属 施 設
① 防護柵設置工･････････････････ Ⅳ-２- ① -  1
① -１  ガードケーブル設置工 ････ Ⅳ-２- ① -  1
① -２  落石防止網（繊維網）設置工
　　　  ････････････････････････ Ⅳ-２- ① -  5

① -３  立入り防止柵工 ･･････････ Ⅳ-２- ① -  6
① -４  車止めポスト設置工 ･･････ Ⅳ-２- ① -  9
① -５  防雪柵設置及び撤去工 ････ Ⅳ-２- ① -10
① -６  防雪柵現地張出し・収納工
　　　  ････････････････････････ Ⅳ-２- ① -14
① -７  雪崩予防柵設置工 ････････ Ⅳ-２- ① -17
① -８  雪崩発生予防柵設置工（円形空洞型枠工，
　　　 立入防止柵工，柵板設置工）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-２- ① -23
① -９  ボックスビーム設置工 ････ Ⅳ-２- ① -25
① -10  遮光フェンス設置工 ･･････ Ⅳ-２- ① -27
① -11  落下物等防止柵設置工 ････ Ⅳ-２- ① -30
② しゃ音壁設置工･･･････････････ Ⅳ-２- ② -  1
② -１  しゃ音壁設置工 ･･････････ Ⅳ-２- ② -  1
② -２  基礎杭打工（しゃ音壁） ････ Ⅳ-２- ② -11
③ 路　側　工･･･････････････････ Ⅳ-２- ③ -  1
③ -１  路側工（据付け） ･･････････ Ⅳ-２- ③ -  1
③ -２  路側工（取外し） ･･････････ Ⅳ-２- ③ -  8
④ 特殊ブロック設置工･･･････････ Ⅳ-２- ④ -  1
⑤ 組立歩道工･･･････････････････ Ⅳ-２- ⑤ -  1
⑥ 橋梁付属施設設置工･･･････････ Ⅳ-２- ⑥ -  1
⑦ トンネル内装板設置工･････････ Ⅳ-２- ⑦ -  1
⑧ 道路付属物設置工･････････････ Ⅳ-２- ⑧ -  1
⑨ スノーポール設置・撤去工････  Ⅳ-２- ⑨ -  1
⑩ 道路植栽工（客土工）（上層30㎝）
･････････････････････････････････ Ⅳ-２- ⑩ -  1

第３章　道路維持修繕工
① 路面切削工･･･････････････････ Ⅳ-３- ① -  1
① -１  路面切削工 ･･････････････ Ⅳ-３- ① -  1

⑤ 石材等採取工（割石，雑割石，野面石採取）
･････････････････････････････ Ⅲ-３- ⑤ -  1

⑥ ケーブルクレーンによる資材等の運搬
･････････････････････････････ Ⅲ-３- ⑥ -  1

⑦ 水替とい工･･･････････････････ Ⅲ-３- ⑦ -  1
⑧ 銘　板　工･･･････････････････ Ⅲ-３- ⑧ -  1
⑨ 堤冠部保護工（隅石張）･････････ Ⅲ-３- ⑨ -  1
⑩ 仮 締 切 工 ･･･････････････････ Ⅲ-３- ⑩ -  1
⑩ -１  砂防土砂仮締切・砂防土砂土のう仮締切
　　　  ････････････････････････ Ⅲ-３- ⑩ -  1
⑩ -２  砂防コンクリート締切 ････ Ⅲ-３- ⑩ -  7
⑪ 鋼製砂防工･･･････････････････ Ⅲ-３- ⑪ -  1
⑫ 砂防ソイルセメント工･････････ Ⅲ-３- ⑫ -  1

第４章　地すべり防止工
① 地すべり防止工･･･････････････ Ⅲ-４- ① -  1
① -１  集水井工（ライナープレート土留工法）
･･･････････････････････････････ Ⅲ-４- ① -  1
① -２  集水井工（プレキャスト土留工法）
　　　･････････････････････････ Ⅲ-４- ① -  9
① -３  地すべり防止工（集排水ボーリング工）
　　　･････････････････････････ Ⅲ-４- ① -14
① -４  地すべり防止工（山腹水路工）
　　　･････････････････････････ Ⅲ-４- ① -20
① -５  地すべり防止工（かご工） ･･･ Ⅲ-４- ① -32
① -６  集排水ボーリング孔洗浄工
･･･････････････････････････ Ⅲ-４- ① -35

土木工事標準積算基準〔Ⅱ〕



① -２  切削オーバーレイ工 ･･････ Ⅳ-３- ① -  6
②　舗装版破砕工･････････････････ Ⅳ-３- ② -  1
③　舗装版切断工･････････････････ Ⅳ-３- ③ -  1
④　道路打換え工･････････････････ Ⅳ-３- ④ -  1
⑤　路上路盤再生工･･･････････････ Ⅳ-３- ⑤ -  1
⑥　アスファルト注入工･･･････････ Ⅳ-３- ⑥ -  1
⑦　舗装版クラック補修工･････････ Ⅳ-３- ⑦ -  1
⑧　道路付属構造物塗替工･････････ Ⅳ-３- ⑧ -  1
⑨　張紙防止工・・・・･･･････････ Ⅳ-３- ⑨ -  1
⑨ -１  張紙防止塗装工 ･･････････ Ⅳ-３- ⑨ -  1
⑨ -２  貼紙防止シート工 ････････ Ⅳ-３- ⑨ -  3
⑩　床版補強工･･･････････････････ Ⅳ-３- ⑩ -  1
⑪　橋梁補強工･･･････････････････ Ⅳ-３- ⑪ -  1
⑪ -１  橋梁補強工（鋼板巻立て）（1）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑪ -  1
⑪ -２  橋梁補強工（鋼板巻立て）（2）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑪ -10
⑪ -３  橋梁補強工（コンクリート巻立て）（1）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑪ -13
⑪ -４  橋梁補強工（コンクリート巻立て）（2）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑪ -20
⑫　橋梁補修工･･･････････････････ Ⅳ-３- ⑫ -  1
⑫ -１  橋梁地覆補修工 ･･････････ Ⅳ-３- ⑫ -  1
⑫ -２  橋梁補修工（支承取替工） ･･･ Ⅳ-３- ⑫ -  5
⑫ -３  橋梁補修工（現場溶接鋼桁補強工）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑫ -10
⑫ -４  橋梁補修工（ひび割れ補修工（充てん
　　　 工法）） ･･････････････････ Ⅳ-３- ⑫ -12
⑫ -５  橋梁補修工（ひび割れ補修工（低圧注入
　　　 工法）） ･･････････････････ Ⅳ-３- ⑫ -14
⑫ -６  橋梁補修工（断面修復工（左官工法））
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑫ -16
⑫ -７  橋梁補修工（表面被覆工（塗装工法））
　　　･･･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑫ -18
⑬　落橋防止装置工･･･････････････ Ⅳ-３- ⑬ -  1
⑭　道路除草工･･･････････････････ Ⅳ-３- ⑭ -  1
⑮　道路清掃工･･･････････････････ Ⅳ-３- ⑮ -  1
⑮ -１  路面清掃工（機械清掃） ････ Ⅳ-３- ⑮ -  1
⑮ -２  路面清掃工（都市型ブラシ式）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑮ -  6
⑮ -３  路面清掃工（人力清掃工） ･･･ Ⅳ-３- ⑮ -10
⑮ -４  ガードレール清掃工 ･･････ Ⅳ-３- ⑮ -13
⑮ -５  ガードレール清掃工（自動追従型）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑮ -16
⑮ -６  視線誘導標清掃工 ････････ Ⅳ-３- ⑮ -19
⑮ -７  ガードパイプ清掃工 ･･････ Ⅳ-３- ⑮ -20
⑮ -８  橋梁付属物清掃工 ････････ Ⅳ-３- ⑮ -21
⑯　排水構造物清掃工･････････････ Ⅳ-３- ⑯ -  1
⑯ -１  管渠清掃工及び側溝清掃（組合せ作業）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑯ -  1
⑯ -２  側溝清掃（単独作業） ･･････ Ⅳ-３- ⑯ -  7
⑯ -３  側溝清掃工（人力清掃工） ･･･ Ⅳ-３- ⑯ -10
⑯ -４  集水桝清掃工（単独作業） ･･･ Ⅳ-３- ⑯ -11

⑯ -５  集水桝清掃工（人力清掃工）
　　　  ････････････････････････ Ⅳ-３- ⑯ -14
⑰　トンネル清掃工･･･････････････ Ⅳ-３- ⑰ -  1
⑱　トンネル照明器具清掃工･･･････ Ⅳ-３- ⑱ -  1
⑲　トンネル漏水対策工･･･････････ Ⅳ-３- ⑲ -  1
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工 種 区 分 工  種  内  容 

港湾・漁港構造物工事・ 

海岸工事 

港湾構造物，海岸工事にあって,防舷材のみを取り付ける工事,電気防食のみを取り付け

る工事ならびに防舷材及び電気防食を取り付ける工事 

空港用地造成工事 

用地造成工事又は空港修繕工事にあたって，次に掲げる工事 

空港土木，地盤改良工，法面工，擁壁工，石・ブロック積（張）工，カルバート工，

小型水路工，緑地工，消防水利施設工，棚工等の付帯施設工，ブラストフェンス工， 

ケーブルダクト工，構造物撤去工，用地修繕工，構造物修繕工及びこれらに類する工

事 

空港舗装工事 

舗装の新設，改良工事，又は空港修繕工にあって，次に掲げる工事 

空港舗装工，舗装工，飛行場標識工，タイダウンリング・アースリング工等の付帯施 

設工，舗装撤去工，路面排水工，防護柵工，道路標識工，道路付属施設工，空港舗装 

修繕工，舗装修繕工，標識修繕工，及びこれらに類する工事 

空港維持工事 

空港維持工事にあって，次に掲げる工事 

 草刈工，清掃工，標識維持工，植栽維持工，緊急補修工，除雪工及びこれらに類する 

工事 

２－１ 共通仮設費の率分 

(１) 共通仮設費の率分の積算 

１） 共通仮設費の率分の算定は，別表第１(第１表～第10表) ※１の工種区分に従って対象額ごとに求めた 

共通仮設費率を，当該対象額に乗じて得た額の範囲内とする。 

 ※  別表第１（第１表～第10表）は，東日本大震災の復旧・復興事業等における積算方法等に関す 

る試行の補正済（復興係数適用済）の値である。 

２） 対象額の算定にあたっては，「２．共通仮設費（２）算定方法 1)率計算による部分」及び「２．共通仮

設費（２）算定方法 5)間接工事費等の項目別対象表」を参照のこと。 

(２) 共通仮設費率の補正 

 １）施工地域を考慮した共通仮設費率の補正及び計算 

イ) 表－２の適用条件に該当する場合，別表第１（第１表～第４表）の共通仮設費率に補正係数を乗じるもの

とする。 

  また，表－３に該当する場合，別表第１(第６表～第10表)の共通仮設費率に補正値を加算するものとする。 

表－２ 地域補正の適用（土木） 

適用条件 補正 

係数 

適用 

優先 施工地域区分 工種区分 対象 

市街地（ＤＩＤ補正） 

（１） 

鋼橋架設工事 

市街地部が施工箇所に含まれる場合。 1.3 １ 

電線共同溝工事 

道路維持工事 

舗装工事 

橋梁保全工事 

一般交通影響有り 

（１） 
全ての工種（※） 

２車線以上（片側１車線以上）かつ交

通量が5,000台/日以上の車道において

規制を行う場合。 ただし，常時全面通

行止めの場合は対象外とする。 

1.3 ２ 

一般交通影響有り 

（２） 
全ての工種（※） 

一般交通影響有り（１）以外の車道に

おいて，規制を伴う場合。（常時全面通

行止めの場合を含む。） 

1.2 ３ 

市街地（ＤＩＤ補正） 

（２） 

市街地（ＤＩＤ補正） 

（１）以外（※） 

市街地（DID 補正）（１）で適用となる

工種区分以外で，市街地部が施工箇所

に含まれる場合。 

1.2 ４ 

※コンクリートダム及びフィルダム工事は適用しない。 

（注）１．市街地とは，施工地域が人口集中地区（ＤＩＤ地区）及びこれに準ずる地区をいう。 

なお，ＤＩＤ地区とは，総務省統計局国勢調査による地域別人口密度が4,000人／㎞2以上でその全

体が5,000人以上となっている地域をいう。 

２．適用条件の複数に該当する場合は，適用優先順に従い決定するものとする。 

① 19 
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表－３ 地域補正の適用（港湾・漁港・空港） 

施工地域・工事場所区分 補正値(％) 

重要港湾・市街地に係る漁港 2.25 

地方部 

施工場所が一般交通等の影響を受ける場合 

 
ａ．地方港湾その他の漁港 2.25 

ｂ．空港 2.25 

施工場所が一般交通等の影響を受けない場合 0.0 

※この表は，東日本大震災の復旧・復興事業等における積算方法等に関する試行の補正済

（復興係数適用済，小数第２位止め（小数第３位四捨五入））の値である。 

 

（注）１．施工地域の区分は以下のとおりとする。 

市 街 地：施工地域が人口集中地区（ＤＩＤ地区）をいう。 

ＤＩＤ地区とは，総務省統計局国勢調査による地域別人口密度が4,000人／ 

㎞2以上でその全体が5,000人以上となっている地域をいう。 

      地 方 部：施工地域が上記以外の地区をいう。 

      重 要 港 湾：小名浜港，相馬港 

      地 方 港 湾：江名港，中之作港，久之浜港，翁島港，湖南港 

２．施工場所区分は以下のとおりとする。 

     一般交通等の影響を受ける場合：①施工場所において，一般交通等の影響を受ける場合 

                    ②施工場所において，地下埋設物件の影響を受ける場合 

                    ③施工場所において，50ｍ以内に人家等が連なっている場合 

平成 29年 5月 1日以降起工適用 
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Ⅰ－２－②－８ 

３．施工地域・工事場所区分が２つ以上の場合の取扱い 

工事場所において，施工地域・工事場所区分が２つ以上となる場合には，補正率の大きい方を

適用する。 

ロ） 海上輸送に要する補正 

海上作業がある工事については，労務者および作業船乗組員等の海上輸送費用として，別表第１（第

１表～第10表）の共通仮設費率に下表の補正値を加算するものとする。 

なお，下表は，東日本大震災の復旧・復興事業等における積算方法等に関する試行の補正済（復興

係数適用済，小数第２位止め（小数第３位四捨五入））の値である。 

また，海上作業とは作業員および作業船乗組員が陸路で直接現場まで移動することが困難な場合を

いう。 

陸上作業とは混在する場合の計上の有無および適用工種区分についての判断基準は当該工事の金額

によるものとする。 

工 種 区 分 補正値（％） 

港湾・漁港工事 
浚 渫 工 事 1.20 

構 造 物 工 事 0.90 

海岸工事（港湾・漁港に関わる海岸） 0.90 

ハ) 共通仮設費（率分）の計算 

共通仮設費（率分）＝対象額（Ｐ）×（共通仮設費率（Ｋｒ）＋施工地域・工事場所による補正値） 

または， 

共通仮設費（率分）＝対象額（Ｐ）×（共通仮設費率（Ｋｒ）×施工地域・工事場所による補正係数） 

ただし，共通仮設費率（Ｋｒ）は別表第１の第1表～第10表による。 

なお，補正係数を乗じる場合は，Ｋｒの端数処理後に係数を乗じて，小数点以下第３位を四捨五入して

２位止めとする。 

（３） その他 

設計変更時における共通仮設費率の補正については，工事区間の延長等により当初計上した補正値に増

減が生じた場合，あるいは当初計上していなかったが，上記条件の変更により補正出来ることとなった場

合は変更設計の対象として処理するものとする。 

別表第１ 

共通仮設費率 

第１表 

対象額 

適用区分 

工種区分 

600万円以下 600万円を超え10億円以下 10億円を超えるもの 

下記の 

率 

とする 

(５)の算定式により算出された率と

する｡ただし,変数値は下記による 

下記の 

率 

とする Ａ ｂ 

河川工事 18.80 357.9169 -0.1888 7.16 

河川・道路構造物工事 31.16 1,842.8291 -0.2614 8.18 

海岸工事 19.62 611.8500 -0.2204 6.36 

道路改良工事 19.17 85.5000 -0.0958 11.75 

鋼橋架設工事 57.54 16,002.6000 -0.3606 9.09 

ＰＣ橋工事 40.56 2,455.8504 -0.2629 10.58 

舗装工事 25.64 652.6500 -0.2074 8.88 

砂防・地すべり等工事 22.79 936.7500 -0.2381 6.74 

公園工事 16.20 72.0044 -0.0956 9.93 

電線共同溝工事 14.94 60.0400 -0.0891 9.47 

情報ボックス工事 28.40 742.3500 -0.2091 9.75 

  ※この表は，東日本大震災の復旧・復興事業等における積算方法等に関する試行の補正済（復興係数 

  適用済）の値である。 
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２) 施工地域，工事場所を考慮した現場管理費率の補正 

（イ）表３．４の適用条件に該当する場合，別表第１（第１表～第４表）の現場管理費率に下表の補正係数を乗

じるものとする。 

  また，表３．５に該当する場合，別表第１(第６表～第10表)の現場管理費率に補正値を加算するものとする。 

 

表３．４ 地域補正の適用（土木） 

適用条件 補正 

係数 

適用 

優先 施工地域区分 工種区分 対象 

市街地（ＤＩＤ補正） 

（１） 

鋼橋架設工事 

市街地部が施工箇所に含まれる場合。 1.1 １ 

電線共同溝工事 

道路維持工事 

舗装工事 

橋梁保全工事 

一般交通影響有り 

（１） 
全ての工種（※） 

２車線以上（片側１車線以上）かつ交

通量が5,000台/日以上の車道において

規制を行う場合。 ただし，常時全面通

行止めの場合は対象外とする。 

1.1 ２ 

一般交通影響有り 

（２） 
全ての工種（※） 

一般交通影響有り（１）以外の車道に

おいて，規制を伴う場合。（常時全面通

行止めの場合を含む。） 

1.1 ３ 

市街地（ＤＩＤ補正） 

（２） 

市街地（ＤＩＤ補正） 

（１）以外（※） 

市街地（DID 補正）（１）で適用となる

工種区分以外で，市街地部が施工箇所

に含まれる場合。 

1.1 ４ 

※コンクリートダム及びフィルダム工事は適用しない。 

（注）１．市街地とは，施工地域が人口集中地区（ＤＩＤ地区）及びこれに準ずる地区をいう。 

なお，ＤＩＤ地区とは，総務省統計局国勢調査による地域別人口密度が4,000人／㎞2以上でその

全体が5,000人以上となっている地域をいう。 

２．適用条件の複数に該当する場合は，適用優先によるが，共通仮設費で決定した施工地域区分と同じ

ものを適用すること。 

 

表３．５ 地域補正の適用（港湾・漁港・空港） 

施工地域・工事場所区分 補正値(％) 

重要港湾・市街地に係る漁港 1.20 

地方部 

施工場所が一般交通等の影響を受ける場合 

 
ａ．地方港湾その他の漁港 1.20 

ｂ．空港 1.20 

施工場所が一般交通等の影響を受けない場合 0.0 

※この表は，東日本大震災の復旧・復興事業等における積算方法等に関する試行の補正済

（復興係数適用済，小数第２位止め（小数第３位四捨五入））の値である。 

 

（注）１．施工地域の区分は以下のとおりとする。 

市 街 地：施工地域が人口集中地区（ＤＩＤ地区）をいう。 

ＤＩＤ地区とは，総務省統計局国勢調査による地域別人口密度が4,000人／ 

㎞2以上でその全体が5,000人以上となっている地域をいう。 

      地 方 部：施工地域が上記以外の地区をいう。 

      重 要 港 湾：小名浜港，相馬港 

      地 方 港 湾：江名港，中之作港，久之浜港，翁島港，湖南港 

２．施工場所区分は以下のとおりとする。 

     一般交通等の影響を受ける場合：①施工場所において，一般交通等の影響を受ける場合 

                    ②施工場所において，地下埋設物件の影響を受ける場合 

                    ③施工場所において，50ｍ以内に人家等が連なっている場合 
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３．施工地域・工事場所区分が２つ以上の場合の取扱い 

工事場所において，施工地域・工事場所区分が２つ以上となる場合には，補正値の大きい方を

適用する。 

 

３)  現場管理費の計算 

現場管理費＝対象純工事費×｛（現場管理費率標準値×補正係数（上記_2））＋補正値（上記_1）｝ 

または， 

現場管理費＝対象純工事費×（現場管理費率標準値×補正値（上記_1）＋補正値（上記_2）） 

ただし，現場管理費率標準値は別表第１第1表～第10表による。 

なお，補正係数を乗じる場合は，現場管理費率Ｊｏの端数処理後に係数を乗じて，小数点以下第３位を四

捨五入して２位止めとする。 

 

４） その他 

設計変更時における現場管理費率の補正については，工事区間の延長，工期の延長短縮等により当初計

上した補正値に増減が生じた場合，あるいは当初計上していなかったが，上記条件の変更により補正出来

ることとなった場合は変更設計の対象として処理するものとする。 

 

（４）支給品の取扱い 

１） 資材等を支給するときは，当該支給品費を純工事費に加算した額を現場管理費算定の対象となる純工事費

とする。 
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第 5 章　　建設機械運転労務等
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③　機械運転単価表･････････････････ Ⅰ- 5 - ③ -  1
④　一般事項･･･････････････････････ Ⅰ- 5 - ④ -  1

1 　建設機械運転労務 ････････････ Ⅰ- 5 - ④ -  1
2 　指定事項における運転労務数量について
　    ････････････････････････････ Ⅰ- 5 - ④ -  1
3 　運転日当り運転時間（Ｔ） ･･････ Ⅰ- 5 - ④ -  1
4 　運転手を計上する機械 ････････ Ⅰ- 5 - ④ -  1
5 　ダム工事及び大型造成工事について
　    ････････････････････････････ Ⅰ- 5 - ④ -  2
6 　労務単価について ････････････ Ⅰ- 5 - ④ -  2
7 　歩掛について ････････････････ Ⅰ- 5 - ④ -  2
8 　運転手職種別の対象機械 ･･････ Ⅰ- 5 - ④ -  2



Ⅰ−1−①− ①  74①  74



①  75①  75 Ⅰ−5−①−1

Ⅰ-6- -1 

  
 

  

 

１．     

・ 区分 表  

 

表１．１  

        

 格  

  

  

 

 

．     

  

 

 

     2.1 

 

工  

場

場  

数 位 数 位

数 位 数 位  
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１．  

本 工 量  

 

．  

 量  

量 工 表 規格

 

 

量  

 

( ) 量 数 数 位 数  

ン ン ン ン ン ン

 

ー ン 単位  - 量

量  

 

  

表  
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表 ．１ １  

        規    格 
 

 
     

1 ー   

0.153 

 

2 リ ー    

3 ク    

4 ク    

5 ク    

6 ク ー ー ト ク    

7 ー ー ト ク   0.153  

8 ク リ ト  ・  0.128  

9 
ン ト ク 

ー  0.085 15  

10 ン ー  
0.043 

 

11 ト ク  ク ーン  

12 ト ー   0.075  

13  ク ー  0.134  

14 ク ー ク ーン  0.076  

15 ト クク ーン ・  0.044 ー ーンク ーン  

16 ーンク ーン  0.088  

17 ー ン   7.648 -  量 

18 ン  
  0.305   

・  0.308  

19 ( ー ン)  0.085  

20 ー ト  
0.192 

 0.533  
 

21 ン   0.181  

22 ( )  
 0.305  

 

23   
 

0.145  

24 ー ー    0.436   

25 ー ー   
0.085 ー ン 

 0.436   

26 ク ー ー ー  
 

0.085 ー ン 

27 ・   0.436   

28    0.533   

29 ー ー ン  

1 ン ン(ク ー ) 0.181  

2 ン ン(ク ー ) 0.093  

 0.104  

30 クリーン   0.305   

31 処理    0.560   

32 ト ン   0.207 
 0.613  

 

33 ト    

34 ーリン ン  
0.151 

 0.429  
 

35 
リ ン  

ー  
0.171 

 0.415  
 ク ー  

 ー  

36 面トン    0.429   

37    0.700   

38 コンクリート  
トン 工  

 0.466  

 

39   

40 ト   

41 ー ー   0.108 ー ー  

42   
0.111 

 0.331  
 

43 ー ー   0.118  

44 ー   0.085  

45 ー  
ン  0.231  

 0.160  

46 ン ン   
 0.346 

 

47 コン ク    
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        規    格 
 

 
     

48 コンクリート ント  

 0.495  

 

49 ント   

50 ント ト    

51 ト ク   0.059  

52 コンクリート ン   0.078  

53 ト   0.147  

54 トリ ー   0.090  

55 コンクリート   

0.122 

 

56 リ ート    

57 コンクリート    

58 コンクリート    

59 ン クリー    

60 コンクリート   
 0.227 

 

61 ト ン ン ー    

62 ト ー    0.227  

63 面   0.144  

64   0.218  

65 表   
0.142 

 

66 面 ( ー ン )   

67 面 ー ( 表 )  0.160  

68 面   

0.063 

 

69 ー ー    

70 トン    

71   0.052  

72   

0.044 

 

73    

74    

75 ー ー   0.051  

76   0.071  

77  
 
 

0.187 トン 工  

 0.595   

78 ( ン)  
0.156 

 0.681  
ン ・

量  

79 ン ・ 量   0.571  

80 ン   0.323  

81 ン   
 0.495 
 0.900  

 

82 工 ー ン ン   
 0.584  

 

83 ン ン    

84   
0.145 

 0.436 
 

85 ン   
0.108 

 0.305  
 

86   
0.261 

 0.403 
量

 

87 トコン   
0.293 

 0.512 
 0.560  

 

88   0.191  

89   0.038  

90 
ト ン 

 
0.047 

 0.047 

 

91   

92 ト ク   

93 ク   
0.064 

 0.071 
 

94  
  0.588 

  0.209 

ン  
0.178 

 0.354 95   

96   
0.261 

 0.266 
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        規    格 
 

 
     

97 コンクリート ー   
 0.347 
 0.540  

 

98   0.638  

99 ト ク  ー  0.120  

100 ン   0.381  

101   0.252  

102 ー  ー  
0.153 

 

103 ー    

104 ト ク  0.078  

105  ン  
0.193 

 0.356 
 

106 ー リ  

ク ー 29  0.162  

  59   0.139  

30 180  0.137  

220 360  0.114  

107  ー リ  0.089  

108   0.090  

109   0.058  

110 ー ー   

0.175  
111 ト ク  ク ー  

112 ク ー ー   

113 ー   

114 ー ク ー   0.163  

115   0.175  

116 ト ン   0.152  

117 ン ト ク リン  0.071  

118  ー  0.160  

119 ト ー   0.560   

120 ーク ーン  
0.101 

 0.305  
 

121 ク ーン  

 0.305   

122 本 リ ト ー ン  

123 本 リ ト ー ン  

124 工 ー   

125 ク ーン  

126 ー ク ーン  0.108  

127 ークリ ト  0.037  

128 ク ー ン   
0.085 ー ン 

 0.305   

129  単   0.305   

130 ト ク ー ー   0.053  

131 
ーンク ーン ー ー

 
 0.103  

132 ー リ   0.093  

133 リ ー ー ー ン リ    0.426  
ント ク ーン
( ー ン)  

134    0.305   

135 ク ン  

 0.900  

 

136 ク ン ン    

137 ン    

138    0.533   

139 処理  ト   0.871   

140   0.053  
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機械
費率

（ － ）
要

141
ニュー ッ ケー ン施工機
( 用ショ )

0.600

142 ー ン ー 0.700

143 シー 工事用機 ー ニッ 0.533

144 一 分 機

0.900

145

146 土

147 分

148 ー ンプ

149 イン ー イ ー 0.122

150 コン ー ミ 0.495

151 コン ー ンプ 0.410

152 法 め機 0.167

153 ップ プ ッ 0.127

154 ア ッ 0.164

155 コン ー り機 0.293

156 ジョイン ー 0.174

157 動目地切機

0.233158 機 ハン イ 機

159 イン ー

イン ・ハン イ

イン ・
イン ・ 0.068

160

161 機 0.063

162 し
0.040

163

164 CNG 0.043 -

165 小 ンプ
0.900

166 ンプ

167 動 イ

0.305
168 ン ロッ ( 動 )

169 土 出機

170

171 ケー ーン
0.305
0.108

172 コン 0.560

173 ジ ッ 0.533

174 コン ー 付機
0.410

175 給 ( 付機用)

176 付機 0.191

177 ンジン付ミ 0.162

178 工事用 機
0.900
0.255

179 機 0.103

180 0.255

181 切 機 0.305

182 機 0.515

183 木 機
0.185

184 機

185 ン ー 0.450 は 当り 費 で る

186 ンプ 1.217

187 除 ー ロー 0.166

188 ロー 除 0.141
ロー 88kW ー シン
(除 ー )

（注） ： ン ： ：

のないものは で る。
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量 

 

表  量 

工            量 

ト ン         

 

  面 ト ン         

ント  30    8.0k h 

  面  ト  ン    工 

 
リ  

ク ー ・ ク  

コン  150  
  27.0k h 
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 表 

本 工 単 表 工 単 表

 

 

１． 工  

( ) Ⅰ  

( ) 数量 Ⅰ 量  

 

． 入  

( ) 表  

( ) 規格  

( ) 規格 規格  

 

１                     １ 表 

     規  格 単位 数  量        

 ( )    Ⅰ  

      Ⅰ 量  

        

       

     

 

                     １ 表 

     規  格 単位 数 量        

   ( )    Ⅰ  

      Ⅰ 量  

        

       

       

     

 

                     １ 表 

     規  格 単位 数 量        

   ( )    Ⅰ  

      Ⅰ 量  

(  )     

(  )     

       

     

   

第 第５

第 第５

第 第５

第 第５

第 第５

第 第５

第 第５

第 第５
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                     １ 表 

     規  格 単位 数 量        

   ( )    Ⅰ  

(  )  k h   

      Ⅰ 量  

     

       

     

 場  

 

                     １ 表 

     規  格 単位 数 量        

   ( )    Ⅰ  

(  )  k h   

      Ⅰ 量  

(  )     

(  )     

     1  

     

   

場  

 

                     １ 表 

     規  格 単位 数 量        

   ( )    Ⅰ  

      Ⅰ 量  

     

       

     

 

                     １ 表 

     規  格 単位 数 量        

   ( )    Ⅰ  

      Ⅰ 量  

     

       

       

     

 

第 第５

第 第５

第 第５

第 第５

第 第５

第 第５

第 第５

第 第５
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                     １ 表 

     規  格 単位 数 量        

         

      Ⅰ 量  

     

       

     

 

                     １ 表 

     規  格 単位 数 量        

         

      Ⅰ 量  

     

       

     

  

 

10                    １ 表 

     規  格 単位 数 量        

        

        

      Ⅰ 量  

     

       

     

 

11                    １ １ 表 

     規  格 単位 数 量        

(  )      

      Ⅰ 量  

     

       

     

   

 

12                    １ 表 

     規  格 単位 数 量        

      Ⅰ 量  

     

       

     

 施工  

第 第５

第 第５

第 第５

第 第５

第 第５
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13                    １ 表 

     規  格 単位 数 量        

      Ⅰ 量  

     

       

     

 施工  

 

14                    １ 表 

     規  格 単位 数 量        

(  )  k h   

     

       

     

場  

施工  

 

15                    １ 表 

     規  格 単位 数 量        

(  )  k h   

     

       

     

場  

施工  

 

16                   １ 表 

     規  格 単位 数 量        

       

      

       

     

 施工  

 

17                   １ 表 

     規  格 単位 数 量        

      施工  

     

       

     

 施工  

第 第５
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18                   １ 表 

     規  格 単位 数 量        

   ( )     

       

     

       

     

 

19                   １ 表 

     規  格 単位 数 量        

   ( )     

       

     

       

     

 

20                   １ 表 

     規  格 単位 数 量        

   ( )     

(  )  k h   

       

(  )     

(  )     

       

     

  

場  

 

21                   １ 表 

     規  格 単位 数 量        

   ( )     

(  )  k h   

       

        

       

     

 場  

 

22                   １ 表 

     規  格 単位 数 量        

   ( )     
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23                  １ 表 

     規  格 単位 数 量        

         

       

        

       

     

 

24                  １ 表 

     規  格 単位 数 量        

       

        

       

     

 施工  

 

25                  １ 表 

     規  格 単位 数 量        

(  )  k h   

        

       

     

場  

施工  

 

26                  １ 表 

     規  格 単位 数 量        

        

        

       

        

       

     

 

27                  １ 表 

     規  格 単位 数 量        
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28                  １ 表 

     規  格 単位 数 量        

   ( )     

       

      

       

     

 

29                  １ 表 

     規  格 単位 数 量        

   ( )     

       

      

       

     

 

30                  １ 表 

     規  格 単位 数 量        

(  )  k h   

      

       

     

場  

施工  

 

31                  １ 表 

     規  格 単位 数 量        

         

       

      

       

     

 

32                  １ 表 

     規  格 単位 数 量        

       

      1.4  

     1.4  
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④ 一 般 事 項

１． 建設機械運転労務

の労 の え方

(１) は通 用的な 用とみなす。

(２) １ 工は実働８ とする。

２． 指定事項における運転労務数量について

各工 における当該機械 の機械 単価表において， 事項に 労 数 が されている場合は，これ

によるものとする。

事項において 労 数 が されていない場合は，第 第５章 建設機械 労 によるものとする。

３． 運転日当り運転時間（Ｔ）

(１) 作業が標準状 で る場合， 当り （ ）は建設機械等 算 表に す 標準 ，

標準 数等より算出した を 用する。

ただし，各工 における当該機械 に 労 数 が されている場合は，これによる。

(２) 工事の施工に特別な条件がない場合，作業は標準状 と なす。

(３) 積上げで めた 当り （ ）と標準 （ ）の が に対し±20％未満の場合には，標準状

とみなし，標準 を 用することができる。

( ) 設計 の 等により，当 の 条件を するため 当り （ ）がいちじるし

く する場合（ 20％以上の場合）は， 当り （ ）を する。

(５) 当り （ ）が 未満の場合， はすべて ＝ で積算し同一 による の機

械の 等を 慮する。 当り （ ）が を超える場合も はすべて ＝ で積算

し，場合によ ては２シ を 慮する。

( ) 当り （ ）は，小数第２位を四捨五入して小数第１位止めとし，機械 １ 当り労

は，小数第３位を四捨五入して小数第２位止めとする。

４． 運転手を計上する機械

通法に める が 要な建設機械 びにこれと同等の機械（ ニッシ ，ア プ ン

等）とする。

を計上する条件を （特 ）及び （一般）と分 して の各 の内容を のとおりとする。

(１) （特 ）

機械（ 通法第 84 条に する大 特 または労働安全 生法第 61 条第１項に する ，

もしくは の を 要とし， 及び 作に を要するもの。）の 及び 作について 当

の を し， として 機械を または 作及び 備 ，給 ， 等の作業。

(２) （一般）

通法第 84 条に する （大 ， 通 等）を し， として機械を または 作

及び 備 ，給 ， 等の作業。

(３) 特 作業 としての い

機械（ 通法第 84条に する または労働安全 生法第 61条第１項に する ，

もしくは の を 要とせず， 及び 作に 的 を要しないもの。）を または 作して

行う作業。
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５． ダム工事及び大型造成工事について 

ダム工事及び大型造成工事については，機械付世話役及び助手を別途考慮する。 

 

６． 労務単価について 

単価は公共工事設計労務単価（二省単価）による。 

・世話役の単価について（6.1） 

機械付世話役単価は一般土木世話役の労務単価とする。 

・助手の単価（58.2） 

助手の単価は普通作業員の単価とする。 

・機械工の単価（58.2） 

機械工の単価は溶接工の単価とする。 

 

７． 歩掛について 

(１) 損料との関係 

１) 機械の供用日数，運転時間の定義等についてはすべて「請負工事機械経費積算要領」によるものとする。 

２) 時間当り損料 労務歩掛積算要領表（表－１） 

 

８． 運転手職種別の対象機械 

運転手職種別の対象機械は，表－２のとおりとする。 
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①　土木請負工事の特許使用料の積算について

　･･･････････････････････････････ Ⅰ- 6 - ① -  1

第 6 章　　土木請負工事の特許
　　　　　使用料の積算
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①　時間的制約を受ける公共土木工事の積算について

　･･･････････････････････････････ Ⅰ- 7 - ① -  1

第 7 章　　時間的制約を受ける
公共土木工事の積算
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なお，土木工事標準積算 準 第 第１章 についても すること。
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①　土木請負工事におけるイメージアップ経費の積算

　･･･････････････････････････････ Ⅰ- 8 - ① -  1

第 8 章　　土木請負工事における
　　　　　イメージアップ経費の
　　　　　積算
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第８章 土木請負工事におけるイメージアップ経費の積算

工事に伴い実施する仮設備，営繕施設，安全施設のイメージアップ及び地域とのコミュニケーション等に関

するものを対象とする。

周辺住民の生活環境への配慮及び一般住民への建設事業の広報活動，現場労働者の作業環境の改善を行うた

めに実施するもので，原則，すべての屋外工事を対象とする。ただし，維持工事等でイメージアップの実施が

困難なもの及び効果が期待出来ないものについては，対象外とすることが出来る。

（１）イメージアップ経費の積算は，以下の方法により行うものとする。ただし，標準的なイメージアップを

行う場合は率計上とし，特別なイメージアップを行う場合は積上げ計上とする。

イ．積算方法は以下のとおりとし，イメージアップ経費に計上するものとする。

Ｋ＝i・(n/5)・Pi＋α

ただし

Ｋ：イメージアップに要する費用（単位：円，1000 円未満切り捨て）

i ：イメージアップ費率（単位：％，小数第３位四捨五入２位止め）

i＝11.0・Pi -0.1380（Pi が５億円を超える場合は 0.69とする）

ただし，市街地についてはｉに（n/5）×1.5 を加算する。

n ：イメージアップで実施する内容の数（項目数，最大５）

Pi：対象額（直接工事費（処分費等を除く）＋支給品費（共通仮設費対象分）＋無償貸付機械等

評価額）

なお，対象額が５億円を超える場合は５億円とする。

α ：積上げ計上分（単位 円，1000 円未満切り捨て）

対象額 ： Pi
イメージアップ費率 ： ｉ （％）

地 方 部 市 街 地

直接工事費（処

分費等を除く）

＋

支給品費

＋

無償貸付機械等

評価額

５億円以下

の場合
i＝ 11.0･Pi-0.138 ｉ＝ 11.0・P i -0.138＋1.5

５億円を超

える場合
i＝ 0.69 i＝ 2.19

ロ．率に計上されるものは，別表－１の内容のうち原則として各計上費目（仮設備関係，営繕関係，安全

関係，地域とのコミュニケーション）につき１内容（いずれか１費目のみ２内容）までの最大５つの内

容を計上することができる。

なお，地域の状況・工事内容により組み合わせ，実施費目数及び実施内容を適切に選択すること。

ハ．近接工事の条件に該当する追加工事を発注する場合で，イメージアップの費用を計上する場合は，現

工事の項目数（n）と同じとすること。

103 8

第８章 土木請負工事におけるイメージアップ

経費の積算

平成29年4月30日までの起工適用

211827
長方形



Ⅰ-８-①-1 

 

 

第８章 土木請負工事における現場環境改善費の

積算 
 

① 土木請負工事における現場環境改善費の積算 

１． 対象となる内容は次のとおりとする。 

工事に伴い実施する現場環境改善（仮設備関係，営繕関係，安全関係）及び地域連携に関するものを対象とする。 

なお、工種区分が「港湾・漁港工事」、「海岸工事（港湾・漁港に関わる海岸）」、「港湾・漁港構造物工事・海岸

工事」、「空港用地造成工事」、「空港舗装工事」、「空港維持工事」を適用する場合は，本積算の対象外とする。 

 

２． 適 用 の 範 囲 

周辺住民の生活環境への配慮及び一般住民への建設事業の広報活動，現場労働者の作業環境の改善を行うために

実施するもので，原則，すべての屋外工事を対象とする。ただし，維持工事等で実施が困難なもの及び効果が期待

出来ないものについては，対象外とすることが出来る。 

 

３． 積 算 方 法 

(１)  現場環境改善費の積算は，以下の方法により行うものとする。ただし，標準的な現場環境改善を行う場合

は率計上とし，特別な内容を実施する場合は積上げ計上とする。 

 

イ．積算方法は以下のとおりとし，現場環境改善費に計上するものとする。 

Ｋ＝i・(n/5)・Pi＋α 

ただし Ｋ：現場環境改善費（単位：円，1000円未満切り捨て） 

i ：現場環境改善費率（単位：％，小数第３位四捨五入２位止め） 

n ：現場環境改善で実施する内容の数（項目数，最大５） 

Pi ：対象額（直接工事費（処分費等を除く共通仮設費対象分）＋支給品費（共通仮設費対象分）

＋無償貸付機械等評価額） 

なお，対象額が５億円を超える場合は５億円とする。 

α ：積上げ計上分（単位 円，1000円未満切り捨て） 

 

対象額 ： Pi  
現場環境改善費率： ｉ (％) 

市街地 左記以外 

直接工事費(処分費等を除く) 

＋ 

支給品費 

＋ 

無償貸付機械等評価額 

５億円以下の場合 ｉ＝56.6・P i -0.174 i＝39.9･Pi-0.201 

５億円を超える場合 ｉ＝1.73 ｉ＝0.71 

 

ロ．率に計上されるものは，別表－１の内容のうち原則として各計上費目（現場環境改善のうち仮設備関係、

営繕関係、安全関係及び地域連携）につき１内容（いずれか１費目のみ２内容）までの最大５つの内容を計

上することができる。 

なお，地域の状況・工事内容により組み合わせ，実施費目数及び実施内容を適切に選択すること。 

ハ．積上げ計上分（α）に計上するものは，費用が巨額となるため現場環境改善費率分で行うことが適当でな

いと判断されるものとする。 

ニ.なお、経費率は現場環境改善費の各費目を１本化した全体での率である。 

ホ. 現場環境改善に関する費用の対象額は５億円を限度とする。 

ヘ．近接工事の条件に該当する追加工事を発注する場合で，現場環境改善の費用を計上する場合は，現工事の

項目数（ｎ）と同じとすること。 
平成 29年 5月 1日以降起工適用 
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(２) 設計変更について 

率に計上されるものについては，必要に応じて実施する内容の数を変更できるものとする。さらに，対象金

額（Pi）の変動に伴う現場環境改善費率ｉは変更される。また，積上げ計上分（α）については，内容に変更

が生じた場合は設計変更の対象とする。 

 

［別表－１］ 

計上費目 実施する内容（率計上分） 

現場環境改善 

（仮設備関係） 

１.用水・電力等の供給設備，２.緑化・花壇 

３.ライトアップ施設，４.見学路及び椅子の設置 

５.昇降設備の充実，６.環境負荷の低減 

現場環境改善 

（営繕関係） 

１.現場事務所の快適化（女性用更衣室の設置を含む） 

２.労働宿舎の快適化 

３.デザインボックス（交通誘導警備員待機室） 

４.現場休憩所の快適化 

５.健康関連設備及び厚生施設の充実等 

現場環境改善 

（安全関係） 

１.工事標識・照明等安全施設のイメージアップ（電光式標識等） 

２.盗難防止対策（警報器等） 

３.避暑（熱中症予防）・防寒対策 

地域連携 

１.完成予想図、２.工法説明図、３.工事工程表 

４.デザイン工事看板（各工事 PR看板含む） 

５.見学会等の開催（イベント等の実施含む） 

６.見学所（ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ）の設置及び管理運営 

７.パンフレット・工法説明ビデオ 

８.地域対策費（地域行事等の経費を含む） 

９.社会貢献 
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①　工事の一時中止に伴う増加費用等の積算について

　　　　　　･･･････････････････････ Ⅰ- 9 - ① -  1

1 　増加費用等の考え方 ･･････････ Ⅰ- 9 - ① -  1

2 　増加費用等の算定 ････････････ Ⅰ- 9 - ① -  1

第 9 章　　工事の一時中止に伴う
増加費用等の積算
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工  

工  

理  

工  

工  

 

現場 理  

工  

現場  

 

工  

本  
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①  108①  108 Ⅰ−9−①−2

Ⅰ 9 2 

 

．  

  

現場 工 工 理

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

) 工

処理  

 

工 工 施工

場  

 

 現場  

( ) 場 現場

 

)  

工 施

現場  

工

 

工 施 現場  

)  

現場  

 

現場 工 現場 工 現場

現場  

 

工 現場  

施 工 理  

 

本  

 

現場  

現場 理  

現場 現場 理  

 

 

 

工 格 

 

工  

工  

理  

工  

工  

 

現場 理  

工  

現場  

 

工  

本  
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 ( )  

現場  

 

dg×J  

 

現場 単位  1,000  

dg 現場  数 位 位  

 

工 (単位  1,000  

単位  1,000  

 

 

 現場  

 

 

 

 

 

dg 現場  数 位 位  

1  

工 (単位  1,000  

数  

分 場 分 工 数  

 工 単  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コー   

工 数 表 1  

dg  )  ( (  )  
 

a b+  

 

a b  

( 100) 
+ 
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コード番号 Ｓ 9 8 0 1

， ， ， ：各工 に まる係数（別表 1）



①  109①  109 Ⅰ−9−①−3

Ⅰ 9 4 

 

表 1 

工  区 分 

 数  

 数   数   数  

 

 

 

 

区・

区  

工  739.2 781.0 807.6 -0.2636 0.3687 0.3311 

・ 工  180.4 190.6 197.2 -0.1562 0.8251 0.3075 

工  105.5 111.4 115.2 -0.1120 1.6285 0.2498 

工  339.5 358.7 370.9 -0.1935 0.4461 0.3348 

工  550.3 581.5 601.3 -0.2612 0.0717 0.4607 

工  476.3 503.2 520.4 -0.2330 0.8742 0.3058 

工  180.4 190.6 197.2 -0.1562 0.8251 0.3075 

工  453.4 479.0 495.4 -0.2108 0.0761 0.4226 

工  
(1) 209.6 221.5 229.1 -0.1448 0.1529 0.4058 

(2) 154.8 163.6 169.1 -0.1153 0.3726 0.3559 

トン 工  293.8 310.3 321.0 -0.1718 0.0973 0.4252 

・ 工  151.0 159.5 164.9 -0.1379 0.4267 0.3357 

工  96.0 101.4 104.9 -0.0926 0.1699 0.3933 

工  439.2 464.0 479.9 -0.2138 0.0144 0.5544 

工  

(1) 437.5 462.4 478.1 -0.2054 0.0812 0.4356 

(2) 135.2 142.9 147.8 -0.1089 0.2598 0.3771 

(3) 106.4 112.6 116.3 -0.1078 0.5988 0.3258 

工  244.3 258.1 267.0 -0.1733 0.2026 0.3740 

コンクリート 工  351.8 371.8 384.5 -0.1793 11.6225 0.1998 

工  508.1 536.9 555.1 -0.2055 0.0617 0.4440 

工  256.9 271.4 280.8 -0.1615 8.1264 0.1740 

 

工  区 分 

 数  

 数   数   数  

 

(1) 

 

 

(2) 

(3) 

 

 

(3) 

 

 

・

工  

工  60.3 58.3 55.2 -0.0709 0.7347 0.2713 

工  36.6 35.4 33.5 -0.0311 0.5764 0.2992 

 

工  区 分 

 数  

 数   数   数  

 

 

区・

区  

 

 

   

 

 

 

 

工  99.0 95.7 90.6 95.7 -0.1127 0.2315 0.3539 

工  210.4 203.5 192.6 203.5 -0.1620 0.1342 0.3663 
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第10章　　工事日数及び日当り
　　　　　作業量

①　工事日数･･･････････････････････ Ⅰ-10- ① -  1
1 　工事日数の算定 ･･････････････ Ⅰ-10- ① -  1

②　水替日数･･･････････････････････ Ⅰ-10- ② -  1
1 　水替日数の算定 ･･････････････ Ⅰ-10- ② -  1

③　作業日当り標準作業量･･･････････ Ⅰ-10- ③ -  1
1 　適　　用 ････････････････････ Ⅰ-10- ③ -  1
2 　作業日当り標準作業量 ････････ Ⅰ-10- ③ -  1

④　市場単価の 1 日当り標準施工量 ･･･ Ⅰ-10- ④ -  1
1 　鉄筋工 ･･････････････････････ Ⅰ-10- ④ -  1
2 　鉄筋工（ガス圧接工） ･･････････ Ⅰ-10- ④ -  1
3 　区画線工 ････････････････････ Ⅰ-10- ④ -  2
4 　高視認性区画線工 ････････････ Ⅰ-10- ④ -  3
5 　インターロッキングブロック工
　　 ････････････････････････････ Ⅰ-10- ④ -  4
6 　ガードレール設置工 ･･････････ Ⅰ-10- ④ -  5
7 　ガードパイプ設置工 ･･････････ Ⅰ-10- ④ -  8
8 　横断・転落防止柵設置工 ･･････ Ⅰ-10- ④ -  9
9 　防護柵設置工（落石防護柵） ････ Ⅰ-10- ④ -11
10　防護柵設置工（落石防止網） ････ Ⅰ-10- ④ -12
11　法面工 ･･････････････････････ Ⅰ-10- ④ -13
12　吹付枠工 ････････････････････ Ⅰ-10- ④ -13
13　道路植栽工 ･･････････････････ Ⅰ-10- ④ -14

14　橋梁塗装工 ･･････････････････ Ⅰ-10- ④ -16
15　橋梁用伸縮継手装置設置工 ････ Ⅰ-10- ④ -17
16　橋梁用埋設型伸縮継手装置設置工
　　･････････････････････････････ Ⅰ-10- ④ -17
17　構造物とりこわし工 ･･････････ Ⅰ-10- ④ -17
18　薄層カラー舗装工 ････････････ Ⅰ-10- ④ -17
19　道路標識設置工 ･･････････････ Ⅰ-10- ④ -18
20　道路付属物工 ････････････････ Ⅰ-10- ④ -21
21　公園植栽工 ･･････････････････ Ⅰ-10- ④ -23
22　コンクリートブロック積工 ････ Ⅰ-10- ④ -23
23　軟弱地盤処理工 ･･････････････ Ⅰ-10- ④ -23
24　排水構造物工 ････････････････ Ⅰ-10- ④ -24
25　橋面防水工 ･･････････････････ Ⅰ-10- ④ -24
26　グルービング工 ･･････････････ Ⅰ-10- ④ -24
27　鉄筋挿入工 ･･････････････････ Ⅰ-10- ④ -25
28　コンクリート表面処理工 ･･････ Ⅰ-10- ④ -25

工
事
日
数
及
び
日
当
り
作
業
量
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①  115①  115 Ⅰ−10−③−1

Ⅰ-12- -1 

  

１．  

本 量 施工 ー 条件 工

工 数  

量 施工 場 工 施工条件 施工 条件 分

 

 

．  

工                    

工 

 

  

 
施工 

  
 
 

 
 

施工数量 
 

  

量 

 

ー ン
ト 

 

  

30,000m3

 
   320m3/  

30,000m3     710m3/  

 

 
50,000m3     300m3/  

50,000m3     500m3/  

 
50,000m3     190m3/  

50,000m3     320m3/  

        220m3/  

        260m3/  

現場
 

       4m3/  

( 規 ) 
   

1 100m3
( ) 

   37m3/  

1 100m3
( ) 

   15m3/  

 
・ 

 

ー ン
ト 

  

 

50,000m3     230m3/  

50,000m3     410m3/  

 

50,000m3     140m3/  

50,000m3     260m3/  

        180m3/  

現場

 
       3m3/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③
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Ⅰ-12- -2 

工                    

工 

 

 

 
施工

 
 

 
 

 

 
 

 

施工 
数量 

 

 

 
  量 

 

ー ン
ト 

  

 

500m3 

 
 

 
 63m3/  

 63m3/  

(5 m3 )  63m3/  

(5 m3 )  63m3/  

500m3 
 

   340m3/  

 
500m3 

 
 

 
 32m3/  

 32m3/  

(5 m3 )  32m3/  

(5 m3 )  32m3/  

 
     

 
 49m3/  

 49m3/  

(5 m3 )  49m3/  

(5 m3 )  49m3/  

現場

 

(Ⅰ) 
      25m3/  

(Ⅱ) 
      17m3/  

 

ー ン
ト 

  

   

 
 41m3/  

 41m3/  

(5 m3 )  41m3/  

(5 m3 )  41m3/  

 
 

 

  190m3/  

  
 

 
 21m3/  

 21m3/  

(5 m3 )  21m3/  

(5 m3 )  21m3/  

 
 

    

 

 
 29m3/  

 29m3/  

(5 m3 )  29m3/  

(5 m3 )  29m3/  

 

 
 55m3/  

 55m3/  

(5 m3 )  55m3/  

(5 m3 )  55m3/  

現場
 

 
      13m3/  

(Ⅰ) 
      8m3/  
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Ⅰ-12- -3 

 

 

工                    

工       

 
現場 

 
・規格 

 
DID区  

 
 

量 

 
ク  

 0.8m3 
( 0.6m3) 

( ・
) 

 

0.3km  154m3/  

0.5km  133m3/  

1.0km  118m3/  

1.5km  105m3/  

2.0km  91m3/  

3.0km  77m3/  

4.0km  67m3/  

5.5km  56m3/  

6.5km  48m3/  

7.5km  42m3/  

9.5km  37m3/  

11.5km  32m3/  

15.5km  26m3/  

22.5km  21m3/  

49.5km  16m3/  

60.0km  11m3/  

 

0.3km  154m3/  

0.5km  133m3/  

1.0km  118m3/  

1.5km  105m3/  

2.0km  91m3/  

3.0km  77m3/  

3.5km  67m3/  

5.0km  56m3/  

6.0km  48m3/  

7.0km  42m3/  

8.5km  37m3/  

11.0km  32m3/  

14.0km  26m3/  

19.5km  21m3/  

31.5km  16m3/  

60.0km  11m3/  

   1.22 

   1.37 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  118①  118 Ⅰ−10−③−4

Ⅰ-12- -4 

 

 

工                    

工  

 
現場 

 
・規格 

 
DID区  

 
 

量 

 
ク  

 1.4m3 
( 1.0m3) 

( ・
) 

 

0.3km  200m3/  

0.5km  167m3/  

1.0km  143m3/  

1.5km  125m3/  

2.0km  111m3/  

2.5km  100m3/  

3.0km  83m3/  

3.5km  77m3/  

4.5km  67m3/  

6.0km  56m3/  

7.0km  48m3/  

8.5km  42m3/  

10.0km  37m3/  

12.5km  32m3/  

16.5km  26m3/  

23.5km  21m3/  

51.5km  16m3/  

60.0km  11m3/  

 

0.3km  200m3/  

0.5km  167m3/  

1.0km  143m3/  

1.5km  125m3/  

2.0km  111m3/  

2.5km  100m3/  

3.0km  83m3/  

3.5km  77m3/  

4.5km  67m3/  

5.5km  56m3/  

6.5km  48m3/  

8.0km  42m3/  

9.5km  37m3/  

11.5km  32m3/  

15.0km  26m3/  

20.5km  21m3/  

33.0km  16m3/  

60.0km  11m3/  

   1.22 

   1.37 
 

 

 

 

 



①  119①  119 Ⅰ−10−③−5

Ⅰ-12- -5 

 

 

工                    

工  

 
現場 

 
・規格 

 
DID区  

 
 

量 

 

ク  
 0.45m3 
( 0.35m3) 

(
) 

 

0.5km  91m3/  

1.0km  83m3/  

2.0km  71m3/  

2.5km  63m3/  

3.5km  56m3/  

4.5km  48m3/  

6.0km  42m3/  

7.5km  37m3/  

10.0km  32m3/  

13.5km  26m3/  

19.5km  21m3/  

39.0km  16m3/  

60.0km  11m3/  

 

0.5km  91m3/  

1.0km  83m3/  

1.5km  71m3/  

2.0km  63m3/  

3.0km  56m3/  

4.0km  48m3/  

5.5km  42m3/  

7.0km  37m3/  

9.0km  32m3/  

12.0km  26m3/  

17.5km  21m3/  

28.5km  16m3/  

60.0km  11m3/  

   1.22 

   1.37 

ク  
( ・

) 
 

0.5km  67m3/  

2.0km  56m3/  

2.5km  48m3/  

4.0km  42m3/  

5.5km  37m3/  

7.5km  32m3/  

10.5km  26m3/  

16.0km  21m3/  

30.0km  16m3/  

60.0km  11m3/  
 

 

 

 

 



①  120①  120 Ⅰ−10−③−6

Ⅰ-12- -6 

  

工                    

工  

 
現場 

 
・規格 

 
DID区  

 
 

量 

 ク  

( ・
) 

 

0.5km  67m3/  

2.0km  56m3/  

2.5km  48m3/  

3.5km  42m3/  

5.0km  37m3/  

7.0km  32m3/  

10.0km  26m3/  

14.5km  21m3/  

24.5km  16m3/  

60.0km  11m3/  

   1.22 

   1.37 

規  
ク   
0.28m3 

( 0.2m3) 

( ・
) 

 

0.2km  50m3/  

1.0km  40m3/  

1.5km  33m3/  

2.5km  29m3/  

3.5km  25m3/  

4.0km  22m3/  

5.0km  20m3/  

6.0km  18m3/  

7.5km  17m3/  

10.0km  13m3/  

13.0km  11m3/  

19.0km  9m3/  

35.0km  7m3/  

60.0km  4m3/  

 

0.2km  50m3/  

1.0km  40m3/  

1.5km  33m3/  

2.0km  29m3/  

3.0km  25m3/  

3.5km  22m3/  

4.5km  20m3/  

5.5km  18m3/  

7.0km  17m3/  

9.0km  13m3/  

12.0km  11m3/  

17.0km  9m3/  

27.0km  7m3/  

60.0km  4m3/  
 

 

 

 



①  121①  121 Ⅰ−10−③−7

Ⅰ-12- -7 

工                    

工  

 
現場 

 
・規格 

 
DID区  

 
 

量 

規  
ク   
0.13m3 

( 0.1m3) 

( ・
) 

 

0.3km  22m3/  

1.0km  20m3/  

1.5km  17m3/  

2.5km  14m3/  

3.0km  13m3/  

3.5km  11m3/  

4.5km  10m3/  

5.5km  9m3/  

7.0km  8m3/  

9.0km  7m3/  

12.0km  6m3/  

17.0km  4m3/  

28.0km  3m3/  

60.0km  2m3/  

 

0.3km  22m3/  

1.0km  20m3/  

1.5km  17m3/  

2.5km  14m3/  

3.0km  13m3/  

3.5km  11m3/  

4.5km  10m3/  

5.0km  9m3/  

6.5km  8m3/  

8.0km  7m3/  

11.0km  6m3/  

15.0km  4m3/  

24.0km  3m3/  

60.0km  2m3/  

現場
 

 
( ・

) 
 

0.3km  20m3/  

0.5km  18m3/  

1.5km  17m3/  

2.0km  14m3/  

2.5km  13m3/  

3.0km  11m3/  

4.0km  10m3/  

5.0km  9m3/  

6.5km  8m3/  

8.5km  7m3/  

11.0km  6m3/  

16.0km  4m3/  

27.5km  3m3/  

60.0km  2m3/  
 

 

 



①  122①  122 Ⅰ−10−③−8

Ⅰ-12- -8 

工                    

工  

 
現場 

 
・規格 

 
DID区  

 
 

量 

現場
 

 

( ・
) 

 

0.3km  20m3/  

0.5km  18m3/  

1.0km  17m3/  

1.5km  14m3/  

2.0km  13m3/  

2.5km  11m3/  

3.5km  10m3/  

4.5km  9m3/  

6.0km  8m3/  

8.0km  7m3/  

10.5km  6m3/  

14.5km  4m3/  

23.0km  3m3/  

60.0km  2m3/  

   1.22 

   1.37 

 

   

区分  
 

量 

処理  1,030m3/  

( ー ) 

 760m3/  

 1,090m3/  

( 2.5m 4m ) 140m3/  

ト リ 場  620m3/  

 

 ( )  

施工    施工数量  
量 

2.5m      50m3/  

2.5m 4.0m
 

    86m3/  

4.0m  

 
 

10,000m3
 

 690m3/  

 350m3/  

10,000m3
 

 940m3/  

 360m3/  

 
 

 
 

10,000m3
 

 350m3/  

 160m3/  

10,000m3
 

 490m3/  

 210m3/  

 
 

 290m3/  

 130m3/  

( ) 表 量  

仕 0.2 0.3ｍ  

 



①  123①  123 Ⅰ−10−③−9

Ⅰ-12- -9 

工                    

工 ⑤  

 施工数量  
量 

2.5m    43m3/  

2.5m 4.0m    78m3/  

4.0m  

10,000m3  
 440m3/  

 120m3/  

10,000m3  
 440m3/  

 120m3/  

( ) 表 量  

仕 0.2 0.3ｍ  

 

 ( ー ) 

 
 

量 

 540m3/  

・  350m3/  

 350m3/  

 

 ( ー )  

  
 

量 

 

量50,000m3  310m3/  

量50,000m3  520m3/  

施工 1m 2m  160m3/  

1 100m3 ( ) 42m3/  

1 100m3 ( ) 22m3/  

・  
 

量50,000m3  260m3/  

量50,000m3  440m3/  

施工 1m 2m  130m3/  

 

  

 
 

量 

 33m3/  

 34m3/  

( ) 表 ー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  124①  124 Ⅰ−10−③−10

Ⅰ-12- -10 

工                    

工   

 施工    
 

量 

 

 

 
 180m3/  

 220m3/  

 
 180m3/  

 220m3/  

ン ン ー  
 180m3/  

 220m3/  

  180m3/  

施工  
1m 2m  

 
 100m3/  

 150m3/  

 
 100m3/  

 150m3/  

ン ン ー  
 100m3/  

 150m3/  

  100m3/  

 

5m 20m  

ン ン ー  
 130m3/  

 200m3/  

  130m3/  

20m  
ン ン ー   120m3/  

  120m3/  

( 規 )   32m3/  

 
・ 

 

 

 
 130m3/  

 160m3/  

 
 130m3/  

 160m3/  

ン ン ー  
 130m3/  

 160m3/  

  130m3/  

施工  
1m 2m  

 
 70m3/  

 110m3/  

 
 70m3/  

 110m3/  

ン ン ー  
 70m3/  

 110m3/  

  70m3/  

 
5m 20m  

ン ン ー  
 90m3/  

 140m3/  

  90m3/  

20m  
ン ン ー   90m3/  

  90m3/  

 

 

 

 

 

 



①  125①  125 Ⅰ−10−③−11

Ⅰ-12- -11 

工                    

工  ( 規 工) 

量 
m2  

23 

 

  

施工    
 

量 

4m    270m3/  

4m    96m3/  

1m 4m    61m3/  

1m    33m3/  

( 規 )   40m3/  

 

 ン  

量 
m3  

36 
 

工 トコン

 

 トコン  

 
トコン  

 
量 

 
 12m3/  

 7m3/  

・  
 8m3/  

 5m3/  

 

 トコン  

 
トコン  

 
量 

 
 36m3/  

 21m3/  

・  
 26m3/  

 16m3/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  126①  126 Ⅰ−10−③−12

Ⅰ-12- -12 

工                    

処理工  処理  

数 量 

1  790m2  

2  690m2  

( ) 施工量  

表 100ｍ 場 現場 現場  
 

 処理 ク  

施工   量 

 1m  180m2  

 
1m  127m2  

1m 2m   74m2  

 ( ) 施工量  

表 50ｍ 現場  

処理工

工  

 処理工 工  

      分  量 

工 

 375ｍ3  

 316ｍ3  

 301ｍ3  

( ) 量 量  

面工 面

工  

面 工                                                        

 
面

 

現場

 
 

量 

 
 

  120m2/  

  140m2/  

   220m2/  

  

 Ⅰ Ⅱ  30m2/  

 
 140m2/  

Ⅰ 120m2/  
 

面工 コンクリー

ト 工(現場

工)  

 コンクリート ン  

量 
m3  

7.2 

( )  

面工

トコンクリート

工  

 トコンクリート  

( ) 数  

数 数 施工 数 

数 工 単位  

 

ー  数 量 

ク  

20  6.3  

20 30  7  

30  7.7  

ク ・ 

ク  

20  4.5  

20 30  5  

30  5.5  



①  127①  127 Ⅰ−10−③−13

Ⅰ-12- -13 

工                    

面 工  面 工                            

工 区分 量 

施工 59m2/  

施工 147m2/  
 

・ 工

・ 工

 ・ 工 ・ 工 

工   量 

 155m2  

 38m3  

 
 161m2  

 100m2  

 
 31m2  

 10m2  

表 20ｍ 現場  

20cm 場 表  

0.7 数量 場 30cm

 

工 場  

30cm  

 

コンクリート ク

工

 コンクリート ク 工 

工   ク 量 量 

コンクリート 

ク  
150  13m2  

ク  

ク  

ク  

150  49m2  

150  81m2  

ク  
150  13m2  

150  24m2  

  340本  

表 量  

・コンクリート ク  

ク  

ク ク ク ・ CO  

 

・ ク       ク CO  

 

・                

ク ・ CO 施工 場 表 

 

ク CO 施工 場 表  

 

 

 

 

 

 



①  128①  128 Ⅰ−10−③−14

Ⅰ-12- -14 

工                    

工  工 

区分 工 区分  量 

工   19m2  

工 
  31m2  

  31m2  

( ) 工 ・ CO 施工 場 表  

 

工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 工 

(m2 ) 

区 分 量 

・  
 21 

 28 

 
 10 

 18 

 
 13 

 11 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  129①  129 Ⅰ−10−③−15

Ⅰ-12- -15 

工                    

場 工 Ⅰ 工( ) 

区   分 量 m3  

( ) 

0.5ｍ 0.6ｍ  0.8 

0.6ｍ 0.8ｍ  1.0 

0.8ｍ 1.0ｍ  1.1 

( ) 

0.5ｍ 0.6ｍ  0.8 

0.6ｍ 0.8ｍ  0.9 

0.8ｍ 1.0ｍ  1.0 

 
1ｍ ｍ  5.7 

ｍ ｍ  7.8 7.5  

 ｍ ｍ  6.3 6.3  

 ｍ 10ｍ  5.2 5.0  

Ｌ  ｍ ｍ  4.2 4.0  

( ) 表 量  

・ ・  

・ ・ ・ コンクリート ・  

・コンクリート ・  

・ ・  

・ 工・  

・ 場 ・  

・  

・  

・  

表 量 コンクリート 場 施工

場 場 単 場 場),

施工  

場 場  数  

場  

コンクリート  

表 量 本 コンクリート  

 

Ⅱ 工( ) 

       量 

コンクリート ン  80m3  
 

ト 工  ト  

ト  

ｍ  

0.5  

1.0  

1.0  

2.0  

2.0  

3.5  

3.5  

5.0  

 

量 
45ｍ  38ｍ  30ｍ  24ｍ  

( ) 10ｍ 現場 工

コンクリート 処理  

 

 

 

 

 

 



①  130①  130 Ⅰ−10−③−16

Ⅰ-12- -16 

工                    

工 

・

・

ン ー  

 工 ・ ・ ン ー  

    
 

量 

 

 

面 ・  40.0 ㎡  

 227 ｍ  

・  172  

 

面 ・  41.7 ㎡  

 227 ｍ  

・  204  

ン ー  

面 ・  33.3 ㎡  

 116 ｍ  

・  172  

     

工  面 ・  

 面    量 面  

ト 59m2  面  

 36m2  面  

ト 117m2  面  

 

 ・ ・ ・  

         量 

・  

・ ・  
93m2  

( ) 表

面

面 面  

面  

面 a1 a2 a3 (m2) 

a1,a2,a3 工 面  (m2)  

表 工 施工 1.5ｍ  

表 工 数

 

 

工 面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面 = 施工 Ｌ m2  

面 = ’ 施工 Ｌ m2  



①  131①  131 Ⅰ−10−③−17

Ⅰ-12- -17 

工                    

工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( ) ー  

 ー 単  

     
200 250 

300 350 

400 450 

500 600 

700   800 

900 1,000 

1,100 1,200 

1,350 

量 

(ｍ ) 
50 25 17 14 

 ー ー コンクリート 

     
200 250 

300 350 

400 450 

500 600 

700   800 

900 1,000 

1,100 1,200 

1,350 

 

量 

(ｍ ) 

90°  8 6 4 3 

180°  7 5 3 2 

360°  5 3 2  

( ) 表 量  

・ ・  

・ ー  

・コンクリート ・  

・ ・  

・ 工・  

表 量

 

コンクリート  

表 量 ー  

( ) ク ート 

 ク ート単  

区  分 PC 場  

ｍ  1.0 1.5 2.0 

  ⑤   ⑤     

量 

(ｍ ) 
6 3 8 6 4 3 17 11 9 

PC 場  

1.5 2.0 

  ⑤     

4 4 3 2 13 8 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  132①  132 Ⅰ−10−③−18

Ⅰ-12- -18 

工                    

工  ク ート 工 ・ コンクリート  

区  分 PC 場  

ｍ  1.0 1.5 2.0 

  ⑤   ⑤      

量 
(ｍ ) 

4 2 4 4 2 2 10 5 7 4 

区  分 PC 場  

ｍ  1.5 2.0 

   ⑤      

量 

(ｍ ) 
3 3 2 1 9 4 5 3 

( ) 表 量  

・ ・  

・ ・ ・ コンクリート ・  

・ ク ート  

表 量 ク ート

 

表 区分 施工 ー ク

ート ・ 区分  

( )  

区  分    ・  

   50 150 200 400 50 150 200 400 450 600 

量 

(ｍ ) 
250 125 429 273 150 

( ) ー  

量
(m3 )

36 

( )  

 単  

 ｍ  2.0 

  ( ) 200 400  400 600  

量(ｍ ) 33 17 

 

  

 ｍ  2.0 

  ( ) 200 400  400 600  

量(ｍ ) 29 16 

( ) 表 量  

・ ・  

・  

表 量  

( ) ト  

 単  

量( ) 
50  

80  

80  

400  

400  

800  

800  

1,200  

1,200  

1,600  

1,600  

2,200  

量

( ) 
100 24 17 14 11 9 

 



①  133①  133 Ⅰ−10−③−19

Ⅰ-12- -19 

工                    

工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   量( ) 
50  
80  

80  
400  

400  
800  

800  
1,200  

1,200  
1,600  

1,600  
2,200  

量( ) 77 22 16 13 10 8 

( ) 表 量  

・ ・  

・  

表 量 数量  

( ) コンクリート  

 コンクリート 単  

     
200  250 

300 

350  400 

450  500 

600  700 

800 

900 1,000 

1,100 1200 

量 

(ｍ ) 
50 33 25 17 

 コンクリート  

     
200  250 

300 

350  400 

450  500 

600  700 

800 

900 1,000 

1,100 1200 

量 

(ｍ ) 
44 29 23 16 

( ) 表 量  

・ ・  

・ コンクリート  

表 量 コンクリート

 

( ) トＬ  

 Ｌ 単  

      ｍ  0.6 

量(ｍ ) 33 

 Ｌ  

     ｍ  0.6 

量(ｍ ) 29 

( ) 表 量  

・ ・  

・Ｌ  

表 量 Ｌ  

( ) ト ン ー  

   量 ( ) 2,000  2,000 4,000  

量( ) 4 3 

( ) 表 量  

・ ・  

・ ン ー  

量  

表 量 ン ー 数量  

 

 

 

 



①  134①  134 Ⅰ−10−③−20

Ⅰ-12- -20 

工                    

工 

 

( ) 現場 (本 ) 

 10m 量 
 

量 

1.0m  

3.0m3/10m 3.3m3/10m  4m/  

3.3m3/10m 6.0m3/10m  3m/  

6.0m3/10m 9.0m3/10m  2m/  

1.0m  
5.0m3/10m 7.7m3/10m  2m/  

7.7m3/10m 8.1m3/10m  1m/  

表 量 コンクリート , ・ ,

工・ ,  

    

   工 現場 施工条件  

 

   量 

 155m2/  

 14m2/  

工  3.5t/  

・  15m2/  

コンクリート   5m3/  

 

( ) 現場 ・ (本 ) 

1 量 量 

0.30m3 0.36m3  3 /  

0.36m3 0.69m3  2 /  

0.69m3 1.00m3  1 /  

1.00m3 1.29m3  2 /  

1.29m3 3.42m3  1 /  

表 量 コンクリート , ・ ,

 

    

   工 現場 施工条件  

 

   量 

 155m2/  

・ (1 量1.00m3 )  15m2/  

・ (1 量1.00m3 )  38m2/  

(1 量1.00m3 )   5m3/  

(1 量1.00m3 )   4m3/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  135①  135 Ⅰ−10−③−21

Ⅰ-12- -21 

工                    

工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単 工  

工  

  800  1,100  

ト数 4 ト 2 ト 

 15ｍ 15ｍ 

 10ｍ 10ｍ 

   

 

 
0 0 

 

       量 

単 工  

700  
800  

17本  

800  
1,100  

9本  

 

 工  

施工条件        1,800  

  ト 数 ト 

    15ｍ 

    5ｍ 

 

15 

    量 

工  本  

 

 工  

施工条件        2,000  

  ト 数 ト 

    15ｍ 

    5ｍ 

 

15 

    量 

工  
 本  

 本  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  136①  136 Ⅰ−10−③−22

Ⅰ-12- -22 

工                      

ン ト工 ン ト 

       量 

ン ト 560m3  
 

工

工  

 

 

施工本数 

(ｍ) 現場  

(単 施工) 

(ｍ) 現場  

( 施工) 

3ｍ 6ｍ  14本  3ｍ 6ｍ  28本  

6ｍ 10ｍ  10本  6ｍ 10ｍ  22本  

10ｍ 14ｍ   7本  10ｍ 15ｍ  16本  

14ｍ 17ｍ   6本  15ｍ 20ｍ  12本  

17ｍ 20ｍ   5本  20ｍ 27ｍ  10本  

27ｍ 33ｍ   8本  

 ( ) 施工本数 位

 

施工 施工本数 本  
 

工  ト ー 工 単  

施工条件    ト数 ト 

  工 9.5ｍ 

  7.0ｍ 

  量 00  

   

       量 

ト ー 工  

(単 ) 
12本  

 

 ト ー 工 ( ) 

施工条件    ト数 ト 

  工 11.0ｍ 

   7.0ｍ 

  量 ・・ 00  

・ 00  

   

       量 

ト ー 工  

( ) 
7本  

 

 ー工  

施工条件    ト数 ト ト ・  

  工 16.5ｍ 

   6.0ｍ 

  量 ・・5 0  

・3,300  

   
 

             

ー工  5本  20本  4本  

( ) 表 量 ・ ・

 



①  137①  137 Ⅰ−10−③−23

Ⅰ-12- -23 

工                      

ン ー工 

( ー リー ー  

ン ) 

 ン ー  

(m ) 

 
場  

 
 

量 

 

 
 

 

 
  

単  

 

( ) 

90mm 48 32 22   

110mm 33 26 18   

135mm 26 22 15   

 

( ) 

90mm 53 36 24   

110mm 37 29 20   

135mm 29 24 17   

 

 

( ) 

90mm 45 30 21 26 20 

110mm 28 23 16 20 16 

135mm 22 18 14 15 13 

146mm 19 16 12 14 10 

 

( ) 

90mm 50 33 24 29 22 

110mm 31 26 18 22 18 

135mm 24 20 15 17 14 

146mm 21 18 14 15 11 

( ) 表 量 ーリン ン  

コンクリート  

条件 表区分 場  

処理 場  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  138①  138 Ⅰ−10−③−24

Ⅰ-12- -24 

工                      

ン ー工 

( ー リー ー  

ン ) 

 ン ー 工・ ・ ・ ・ ・ 処理 ン ー  

ン ー 工・ ・  

10m  

  

量(本 ) 

kN 

＜400 400≦ ＜1,300 1,300≦ ＜2,000 

 

PC  5 4 4 

PC  13 11 10 

PC  7 7  

 
PC  9 6 4 

PC  11 10  

 

10m 20m  

  

量(本 ) 

kN 

＜400 400≦ ＜1,300 1,300≦ ＜2,000 

 

PC  4 4 4 

PC  11 10 9 

PC  7 7  

 
PC  8 5 4 

PC  10 9  

 

20m  

  

量(本 ) 

kN 

＜400 400≦ ＜1,300 1,300≦ ＜2,000 

 

PC  4 4 4 

PC  10 9 8 

PC  6 6  

 
PC  7 5 4 

PC  9 8  

( ) 表 量 現場  

 

現場 工・ ー

 

現 工・ ー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  139①  139 Ⅰ−10−③−25

Ⅰ-12- -25 

工                      

ン ー工 

( ー リー ー  

ン ) 

ン ー (工場 工・ ) 

10m  

  

量(本 ) 

kN 

＜400 400≦ ＜1,300 1,300≦ ＜2,000 

 PC  33 33 33 

 PC  50 50 50 

 

10m 20m  

  

量(本 ) 

kN 

＜400 400≦ ＜1,300 1,300≦ ＜2,000 

 PC  23 23 23 

 PC  30 30 30 

 

20m  

  

量(本 ) 

kN 

＜400 400≦ ＜1,300 1,300≦ ＜2,000 

 PC  19 19 19 

 PC  23 23 23 

( ) 表 現場  

 

・ 工  

 

・ ・ 処理 

 

処理 

量(本 ) 

kN 

＜400 400≦ ＜1,300 1,300≦ ＜2,000 

ク

ト 

 8 7 5 

 11 9 6 

 

 ト ( ン ー) 

  量     

ト  3.9m3  

 

 ーリン ン ( ン ー) 

  量     

ーリン ン  2.9   

 

⑤ 場 ン ー  

   量     

場 ・  場量 44 m3  

( ) ン ー 工・ ・ ト ー

リン ン 施工 ー  



①  140①  140 Ⅰ−10−③−26

Ⅰ-12- -26 

工                      

工  (コンクリート ) 

   量     

コンク

リート  
260m3  

 

コンクリート 工  コンクリート 工 

     量 

ン リ  10 30  100 200  125  

 

( ン ン ) 
30 60  

100 200  158  

200 400  77  

400 600  46  

コ ーリン  

ン 
60 200  200 400  16  

 

・ 工  ・ 工 

     量 

 14m2  

 14ｍ  
 

工  工 

 ( ) 量    

 
45 56ｍ   

60 31ｍ   

 

40× 120 27ｍ   

50× 120 21ｍ   

60× 120 18ｍ   
 

ー

量 工 

 ー 面  

     量 

ー  54m3  

 面     65m2  

( ) ー ー ク 現

場 ー 工  

面 面 面

ート  

 コンクリート  

  コンクリート ン  

     量 

コンクリート ン  29m3  

 

 

 

 

 

 



①  141①  141 Ⅰ−10−③−27

Ⅰ-12- -27 

工                      

工  工( ) 

ｍ  

 

量 

m3  

1.0 2.5 1.0 2.5  2.0 

2.5 4.0 1.0 2.5  3.4 

1.0 2.5 2.5 4.0  3.5 

2.5 4.0 2.5 4.0  3.9 

4.0 5.5 2.5 4.0  5.0 

5.5 7.0 2.5 4.0  5.9 

4.0 5.5 4.0 5.5  6.5 

5.5 7.0 4.0 5.5  7.5 

7.0 8.5 4.0 5.5  8.5 

8.5 10.0 4.0 5.5  10.0 

4.0 5.5 5.5 7.0  7.2 

5.5 7.0 5.5 7.0  8.4 

( ) 表 量  

・ ・  

・ ・ ・ コンクリート ・  

・コンクリート ・  

・ ・  

・ 工・  

・ 場 ・  

・ ・  

表 量 ク

工 施工場 ク数

 

表 量 ・ コンクリー

ト 場 施工 場 場 場

 

コンクリート  

表 量 本 コンクリート( ン

)  

 

 工( ) 

       量 

コンクリート ン  102  
 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  142①  142 Ⅰ−10−③−28

Ⅰ-12- -28 

工                      

  

 
工  

区分 

DID区

 
 

 

量 

コンクリート 

・  

 

 

 

 

0.3km  118m3/  

0.5km  103m3/  

1.0km  90m3/  

1.5km  81m3/  

2.0km  70m3/  

3.0km  59m3/  

4.0km  51m3/  

5.5km  43m3/  

6.5km  37m3/  

7.5km  32m3/  

9.5km  28m3/  

11.5km  25m3/  

15.5km  20m3/  

22.5km  16m3/  

49.5km  12m3/  

60.0km  8m3/  

 

0.3km  118m3/  

0.5km  103m3/  

1.0km  90m3/  

1.5km  81m3/  

2.0km  70m3/  

3.0km  59m3/  

3.5km  51m3/  

5.0km  43m3/  

6.0km  37m3/  

7.0km  32m3/  

8.5km  28m3/  

11.0km  25m3/  

14.0km  20m3/  

19.5km  16m3/  

31.5km  12m3/  

60.0km  8m3/  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  143①  143 Ⅰ−10−③−29

Ⅰ-12- -29 

工                      

  

 
工  

区分 

DID区

 
 

作業日当り 

標準作業量 

コンクリート 

・  

 

 

 

 

0.3km  15m3/日 

0.5km  14m3/日 

1.5km  13m3/日 

2.0km  11m3/日 

2.5km  10m3/日 

3.0km  9m3/日 

4.0km  8m3/日 

5.0km  7m3/日 

6.5km  6m3/日 

8.5km  5m3/日 

11.0km  4m3/日 

16.0km  3m3/日 

27.5km  3m3/日 

60.0km  2m3/日 

 

0.3km  15m3/日 

0.5km  14m3/日 

1.0km  13m3/日 

1.5km  11m3/日 

2.0km  10m3/日 

2.5km  9m3/日 

3.5km  8m3/日 

4.5km  7m3/日 

6.0km  6m3/日 

8.0km  5m3/日 

10.5km  4m3/日 

14.5km  3m3/日 

23.0km  3m3/日 

60.0km  2m3/日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  144①  144 Ⅰ−10−③−30

Ⅰ-12- -30 

工                      

  

 
工  

区分 

DID区  

 
 

作業日当り 

標準作業量 

 

 

 

 

15cm  

 

 

 

0.5km  70m3/  

1.0km  64m3/  

2.0km  55m3/  

2.5km  48m3/  

3.5km  43m3/  

4.5km  37m3/  

6.0km  32m3/  

7.5km  28m3/  

10.0km  25m3/  

13.5km  20m3/  

19.5km  16m3/  

39.0km  12m3/  

60.0km  8m3/  

 

0.5km  70m3/  

1.0km  64m3/  

1.5km  55m3/  

2.0km  48m3/  

3.0km  43m3/  

4.0km  37m3/  

5.5km  32m3/  

7.0km  28m3/  

9.0km  25m3/  

12.0km  20m3/  

17.5km  16m3/  

28.5km  12m3/  

60.0km  8m3/  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  145①  145 Ⅰ−10−③−31

Ⅰ-12- -31 

工                      

  

 
工  

区分 

DID区

 
 

作業日当り 

標準作業量 

  

 

0.3km  15m3/日 

0.5km  14m3/日 

1.5km  13m3/日 

2.0km  11m3/日 

2.5km  10m3/日 

3.0km  9m3/日 

4.0km  8m3/日 

5.0km  7m3/日 

6.5km  6m3/日 

8.5km  5m3/日 

11.0km  4m3/日 

16.0km  3m3/日 

27.5km  3m3/日 

60.0km  2m3/日 

 

0.3km  15m3/日 

0.5km  14m3/日 

1.0km  13m3/日 

1.5km  11m3/日 

2.0km  10m3/日 

2.5km  9m3/日 

3.5km  8m3/日 

4.5km  7m3/日 

6.0km  6m3/日 

8.0km  5m3/日 

10.5km  4m3/日 

14.5km  3m3/日 

23.0km  3m3/日 

60.0km  2m3/日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  146①  146 Ⅰ−10−③−32

Ⅰ-12- -32 

工                      

  

 工 区分 
DID区

 
 

作業日当り 

標準作業量 

 

 

( , 

 

15cm ) 

 

0.3km  32m3/  

1.5km  28m3/  

3.5km  25m3/  

6.5km  20m3/  

11.5km  16m3/  

22.0km  12m3/  

60.0km  8m3/  

 

0.3km  32m3/  

1.5km  28m3/  

3.5km  25m3/  

6.0km  20m3/  

10.5km  16m3/  

19.5km  12m3/  

60.0km  8m3/  

 

( 規 工) 

 

0.3km  17m3/  

1.0km  15m3/  

1.5km  13m3/  

2.5km  11m3/  

3.0km  10m3/  

3.5km  9m3/  

4.5km  8m3/  

5.5km  7m3/  

7.0km  6m3/  

9.0km  5m3/  

12.0km  4m3/  

17.0km  3m3/  

28.5km  3m3/  

60.0km  2m3/  

 

0.3km  17m3/  

1.0km  15m3/  

1.5km  13m3/  

2.5km  11m3/  

3.0km  10m3/  

3.5km  9m3/  

4.5km  8m3/  

5.0km  7m3/  

6.5km  6m3/  

8.0km  5m3/  

11.0km  4m3/  

15.0km  3m3/  

24.0km  3m3/  

60.0km  2m3/  
 

 



①  147①  147 Ⅰ−10−③−33

Ⅰ-12- -33 

工                      

  

 工 区分 
DID区  

 
 

作業日当り 

標準作業量 

面 

 

( ) 

 

 

0.5km  100m3/  

1.0km   83m3/  

1.5km   71m3/  

2.5km   63m3/  

3.5km   56m3/  

5.5km   45m3/  

7.5km   36m3/  

9.5km   31m3/  

12.0km   27m3/  

16.5km   22m3/  

25.5km   18m3/  

60.0km   13m3/  

 

0.5km  100m3/  

1.0km   83m3/  

1.5km   71m3/  

2.5km   63m3/  

3.5km   56m3/  

5.5km   45m3/  

7.0km   36m3/  

8.5km   31m3/  

11.0km   27m3/  

15.0km   22m3/  

22.0km   18m3/  

42.0km   13m3/  

60.0km    9m3/  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  148①  148 Ⅰ−10−③−34

Ⅰ-12- -34 

工                      

コンクリート工  コンクリート 

区 分  量区分 量   

・  

コンクリート 

ン  

10m3 300m3  81m3   

300m3 600m3  400m3   

 10m3  4m3   

 
ク ーン   6m3   

  5m3   

( ) 工 現場 施工条件  

工   

        量   

・ 

・  

・  38m2   

     15m2   
 

工  工 

工   
量 

   
    

・  
6.1  

(10.1 ) 

10.2  

(18.3 ) 
 

・  2.0  4.6   

 24.8㎡  49.3㎡   

工  119.3㎡  209.2㎡   

工  6.2  10.1   

( ) 工 ・ 工  

・ ク 場 ( )  

場工 

工 

 場工 

    量 

場 ・  61 ㎡  

単 場 ・  79 ㎡  

単 場 ・  57 ㎡  

 

 工 

    (f)kN ㎡ 量 

ート  
≦40 27  

40＜ ≦ 0 15  

 
≦40 67  

40＜ ≦ 0 37  
 

 

 

 

 

 

 

 



①  149①  149 Ⅰ−10−③−35

Ⅰ-12- -35 

工                      

工  ン ・  

量 

 
1.7 

( ) 表 量 ン  

ント工  ント工 

   量   

 ント ( ン ー ) 40本   

 ント ( ン ー ) 40本   

 ント  77本   

 ント ン   3   

 ント ン  10   
 

・ 工  ・ 工 ・  

工  
量 

   
     

 11  12  量 

工  73m2  163m2  工 面  

( ー ー ) 36ｍ  52ｍ   

(単 ) 41ｍ  78ｍ     

 8  10  2 

 4  5  3 

( ) 工 面  

ト 量 

ト 量 

ン 工  ン 工 

  区 分 量 

ン   77ｍ  

ン  111ｍ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  150①  150 Ⅰ−10−③−36

Ⅰ-12- -36 

工                      

ク工  ク 工  

区      分 
量 

   
      

2.5  

2.5 11.0  

105m2  

164m2  

139m2  

193m2  
 

 

 ク コンクリート工  

区      分 量    

2.5  

2.5  5.5  

5.5 11.0  

43m3  

56m3  

59m3  

ク ーン  

 

 ク  

 量 

区分 2.5  
2.5  

5.5  

5.5  

11.0  

 78  74  52  

 69  62  55  

 72  72  60  

( ) 66  65  48  

( ) 50  43  36  
 

ク工 

ク 工

0.25 35.5

 

 ク  

区分 

量 

   0.25  

6.5  

6.5  

12.5  

12.5  

35.5  

・  84(67) /  55(44) /  37(30) /  

場 ( )

量

 

・ 

 

 75(60) /  57(46) /  43(34) /  

 53(42) /  45(36) /  35(28) /  

・  73(58) /  51(41) /  36(29) /  
 

工  工 

   量    

 
76m3  ｍ  

67m3  ｍ 24ｍ  

表面  55m2   
 

工  ク 工  

区      分 
量 

   
      

11.0 25.0  

25.0 50.0  

164m2  

230m2  

193m2  

270m2  
 

 

 ク コンクリート工  

区      分 量    

11.0 25.0  

25.0 50.0  

83m3  

125m3  
ク ーン  

 

 



①  151①  151 Ⅰ−10−③−37

Ⅰ-12- -37 

工                      

工  工 

    
 

量 

 
 

 
 

 

 

ン リー  6,670m2/  

 

 
7,690m2/  

 

 

185  7,690m2/  

120  4,760m2/  

ン  6,250m2/  

     770m2/  

      290m2/  

 

( ) 7,690m2/  

 

 

180  8,640m2/  

160  7,690m2/  

ン  7,690m2/  

      1,350m2/  

           7,570m2/  

・  

ン ト ク) 
1,960m2/  

・  

ン ト ク) 
6,500m2/  

・ ( ー ) 5,560m2/  
 

工  工 

       量 

・ ・  690m3  

・  1,340m3  
 

工  工 

 
 

量 
    

    1,470㎡/   1  4  

    3,630㎡/   2  

  2,320㎡/   1  

施   13,600㎡/   1  3  

( ) 工  

 

 

 



①  152①  152 Ⅰ−10−③−38

Ⅰ-12- -38 

工                      

工  工 

     量 

    

 2,105m2  

 768m2  

 433m2  

    439m2  

    1,160m2  

    880m2  

 ( 施工) 1,180m2  

 ( 施工) 
 720m2  

 940m2  

  ( 施工) 21,300m2  

 

 施工 

条件 
 

 

DID区  

 
 

 

量 

施工 - 

 

1.0km  833m2/  

2.5km  769m2/  

4.0km  714m2/  

5.5km  667m2/  

7.5km  588m2/  

9.5km  556m2/  

12.0km  500m2/  

15.0km  455m2/  

19.0km  417m2/  

24.0km  385m2/  

31.0km  345m2/  

49.0km  313m2/  

60.0km  286m2/  

 

1.0km  833m2/  

2.5km  769m2/  

4.0km  714m2/  

5.5km  667m2/  

7.5km  588m2/  

9.5km  556m2/  

11.5km  500m2/  

14.5km  455m2/  

18.0km  417m2/  

22.0km  385m2/  

27.5km  345m2/  

34.5km  313m2/  

60.0km  286m2/  
 

 

 

 

 

 



①  153①  153 Ⅰ−10−③−39

Ⅰ-12- -39 

工                      

工 

 

 施工・  

条件 
 

 

DID区  

 
 

 

量 

施工  

 

0.5km  909m2/  

1.0km  769m2/  

1.5km  714m2/  

2.0km  667m2/  

2.5km  588m2/  

3.0km  556m2/  

3.5km  526m2/  

4.0km  500m2/  

4.5km  476m2/  

5.5km  435m2/  

6.5km  400m2/  

7.5km  370m2/  

8.5km  333m2/  

10.0km  313m2/  

11.5km  286m2/  

13.5km  263m2/  

15.5km  238m2/  

18.0km  222m2/  

21.0km  204m2/  

25.0km  185m2/  

30.5km  169m2/  

41.5km  154m2/  

60.0km  141m2/  

 

0.5km  909m2/  

1.0km  769m2/  

1.5km  714m2/  

2.0km  625m2/  

2.5km  588m2/  

3.0km  556m2/  

3.5km  526m2/  

4.0km  476m2/  

4.5km  455m2/  

5.0km  435m2/  

6.0km  400m2/  

7.0km  370m2/  

8.0km  345m2/  

9.5km  313m2/  

11.0km  286m2/  

12.5km  256m2/  

14.0km  238m2/  

16.0km  222m2/  

18.5km  204m2/  

21.0km  185m2/  

25.0km  172m2/  

29.0km  154m2/  

60.0km  141m2/  
 

 

 

 



①  154①  154 Ⅰ−10−③−40

Ⅰ-12- -40 

工                      

工 

 

 施工・  

条件 
 

 

DID区  

 
 

 

量 

施工  

 

0.5km  2,000m2/  

1.5km  1,670m2/  

2.0km  1,430m2/  

2.5km  1,250m2/  

3.0km  1,110m2/  

4.0km  1,000m2/  

4.5km  909m2/  

5.0km  833m2/  

6.5km  769m2/  

7.5km  667m2/  

8.5km  625m2/  

9.5km  556m2/  

11.0km  526m2/  

12.5km  476m2/  

14.5km  435m2/  

16.5km  400m2/  

19.0km  370m2/  

22.0km  333m2/  

26.0km  303m2/  

32.0km  278m2/  

47.0km  250m2/  

60.0km  227m2/  

 

0.5km  2,000m2/  

1.5km  1,670m2/  

2.0km  1,430m2/  

2.5km  1,250m2/  

3.0km  1,110m2/  

4.0km  1,000m2/  

4.5km  909m2/  

5.0km  833m2/  

6.0km  769m2/  

7.0km  667m2/  

8.0km  625m2/  

9.0km  556m2/  

10.0km  526m2/  

11.5km  476m2/  

13.0km  435m2/  

15.0km  400m2/  

17.0km  370m2/  

19.5km  333m2/  

22.0km  303m2/  

25.5km  278m2/  

30.0km  250m2/  

60.0km  227m2/  
 

 

 

 



①  155①  155 Ⅰ−10−③−41

Ⅰ-12- -41 

工                      

処理工  処理工 

工     量 

 20,000m2  

 ( 処理) 26m3  

 ( 処理) 9m3  

 

 処理  

DID区  

 
 

当り 

標準作業量 

 

1.0km  14,300m2/  

2.0km  12,500m2/  

3.0km  11,100m2/  

4.5km  10,000m2/  

6.0km  9,090m2/  

7.5km  8,330m2/  

9.5km  7,140m2/  

12.0km  6,670m2/  

14.5km  5,880m2/  

17.5km  5,260m2/  

21.5km  4,760m2/  

26.5km  4,350m2/  

34.5km  3,850m2/  

46.0km  3,570m2/  

60.0km  3,330m2/  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  156①  156 Ⅰ−10−③−42

Ⅰ-12- -42 

工                      

処理工  

DID区  

 
 

当り 

標準作業量 

 

1.0km  14,300m2/  

2.0km  12,500m2/  

3.0km  11,100m2/  

4.0km  10,000m2/  

5.0km  9,090m2/  

7.0km  8,330m2/  

8.5km  7,140m2/  

10.5km  6,670m2/  

13.0km  5,880m2/  

15.5km  5,260m2/  

18.0km  4,760m2/  

22.5km  4,350m2/  

25.5km  3,850m2/  

29.5km  3,570m2/  

60.0km  3,330m2/  

 

 処理  

 
DID区

 
 

当り 

標準作業量 

・

・

 

 

0.5km  12.5m3/  

1.0km  11.1m3/  

2.0km  10.0m3/  

3.0km  8.3m3/  

4.0km  7.1m3/  

5.0km  6.3m3/  

6.5km  5.6m3/  

8.0km  5.0m3/  

9.5km  4.3m3/  

11.5km  4.0m3/  

13.5km  3.6m3/  

16.0km  3.2m3/  

19.0km  2.9m3/  

22.5km  2.6m3/  

27.5km  2.4m3/  

35.0km  2.1m3/  

46.0km  1.9m3/  

60.0km  1.9m3/  
 

 

 

 

 

 



①  157①  157 Ⅰ−10−③−43

Ⅰ-12- -43 

工                      

処理工  

 
DID区

 
 

当り 

標準作業量 

・

・

 

 

0.5km  12.5m3/  

1.0km  11.1m3/  

2.0km  10.0m3/  

3.0km  8.3m3/  

4.0km  7.1m3/  

5.0km  6.3m3/  

6.0km  5.6m3/  

7.5km  5.0m3/  

8.5km  4.3m3/  

10.5km  4.0m3/  

12.0km  3.6m3/  

14.5km  3.2m3/  

16.5km  2.9m3/  

19.0km  2.6m3/  

23.0km  2.4m3/  

27.0km  2.1m3/  

29.5km  1.9m3/  

60.0km  1.9m3/  

コンクリー

ト

量  

 

0.5km  3.4m3/  

1.0km  3.1m3/  

2.0km  2.8m3/  

3.0km  2.3m3/  

4.0km  2.0m3/  

5.0km  1.8m3/  

6.0km  1.6m3/  

7.5km  1.4m3/  

9.0km  1.3m3/  

11.0km  1.1m3/  

13.0km  1.0m3/  

15.5km  0.9m3/  

18.5km  0.8m3/  

22.0km  0.7m3/  

26.5km  0.7m3/  

33.0km  0.6m3/  

46.0km  0.5m3/  

60.0km  0.5m3/  
 

 

 

 

 

 

 



①  158①  158 Ⅰ−10−③−44

Ⅰ-12- -44 

工                      

処理工  

 
DID区

 
 

当り 

標準作業量 

コンクリー

ト

量  

 

0.5km  3.4m3/  

1.0km  3.1m3/  

2.0km  2.8m3/  

3.0km  2.3m3/  

4.0km  2.0m3/  

5.0km  1.8m3/  

6.0km  1.6m3/  

7.0km  1.4m3/  

8.5km  1.3m3/  

10.5km  1.1m3/  

12.0km  1.0m3/  

14.0km  0.9m3/  

17.0km  0.8m3/  

19.5km  0.7m3/  

22.5km  0.7m3/  

26.5km  0.6m3/  

29.5km  0.5m3/  

60.0km  0.5m3/  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  159①  159 Ⅰ−10−③−45

Ⅰ-12- -45 

工                      

ーリン ト工  施工本数  

工 ー工 ト 施工本数  

ト 施工本数 本  

 

 

 

工 10 数 1 1  

ー工 10 数 1 2  

 工 m3 数 2 1  

 量 m3  

 工 10 数 r  

 0.9 ト  

10 数 表  

0.9 数 

 数 数

数 位 数 位 , 表  

      

 

1 数(=1.0) 

    2 数 2.5  

Ｌ1 ｍ                                               

Ｌ2 ｍ  

 

数  

1.0 

1.1 

1.2 

1.3 

1.4 

1.5 

1.6 

1.7 

1.8 

 

工  10 数 ト  

m  単位 数量 

1.0m 2.0m   0.2 

2.0m 3.0m   0.4 

3.0m 4.0m   0.6 

4.0m 5.0m   0.7 

5.0m 6.0m   0.9 

6.0m 7.0m   1.0 

7.0m 8.0m   1.2 

8.0m 9.0m   1.4 

9.0m 10.0m   1.5 

10.0m 11.0m   1.7 

11.0m 12.0m   1.8 

12.0m 13.0m   2.0 

13.0m 14.0m   2.2 

14.0m 15.0m   2.3 

15.0m 16.0m   2.5 
 

 

1 

 
 

10 
 

 
 1 Ｌ1 2 Ｌ2 

Ｌ1 Ｌ2 



①  160①  160 Ⅰ−10−③−46

Ⅰ-12- -46 

工                      

ーリン ト工   ー工 10 数 表  

ー工  10 数 ( ト  

m  単位 数    量 

0.2m   0.8 

0.2m 0.4m   1.0 

0.4m 0.6m   1.1 

0.6m 0.8m   1.3 

0.8m 1.0m   1.5 

1.0m 1.2m   1.7 

1.2m 1.4m   1.8 

1.4m 1.6m   2.0 

1.6m 1.8m   2.2 

1.8m 2.0m   2.3 

 

 工 m3 数 表  

工 m3 数 ト  

   数  

0.12 

( ) 表 数 1 分 量 0.01m3 min 場  

分 量 場 数

 

408 × ×  

分 量 m3 min  

数 位 数 位  

 

工  工 

     量 

・  32m2  

・  169m2  

 94m2  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  161①  161 Ⅰ−10−③−47

Ⅰ-12- -47 

工                      

工

 

  

     量 

 147ｍ  

 

  

DID区  

 
 

作業日当り 

標準作業量 

 

0.3km  63m3/  

0.8km  59m3/  

1.5km  53m3/  

2.5km  48m3/  

3.5km  42m3/  

6.5km  37m3/  

9.0km  31m3/  

13.0km  26m3/  

19.5km  21m3/  

40.0km  16m3/  

60.0km  11m3/  

 

0.3km  63m3/  

0.8km  59m3/  

1.5km  53m3/  

2.5km  48m3/  

3.5km  42m3/  

4.5km  37m3/  

8.5km  31m3/  

12.0km  26m3/  

17.5km  21m3/  

30.0km  16m3/  

50.0km  11m3/  

60.0km  5m3/  
 

工  工 

     量 

 ( ) 25m2/  

 ( ) 27m2/  

 ( ) 30m2/  

( ) 工 工 施工 場 表  

 

 

 

 

 

 



①  162①  162 Ⅰ−10−③−48

Ⅰ-12- -48 

工                      

ク工  ト ( コンクリート) 

ク  ク  
 

量 

2,000  

500 600  26ｍ/  

600 700  22ｍ/  

700 900  18ｍ/  

900 1,100  14ｍ/  

1,100  12ｍ/  

3,300  

500 600  33ｍ/  

600 700  26ｍ/  

700 900  21ｍ/  

900 1,100  16ｍ/  

1,100  13ｍ/  

5,000  

500 600  40ｍ/  

600 700  31ｍ/  

700 900  23ｍ/  

900 1,100  17ｍ/  

1,100  15ｍ/  

( )1 表 量 ク

コンクリート  

2  

3 コンクリート工 ク ーン  

4  

 

 ト ( ) 

ク  量 

2,000  30(32)ｍ/  

3,300  38ｍ/  

4,000  42ｍ/  

5,000  48ｍ/  

( )1 表 量 ク

 

2 ク 2,000mm 場 ()  

3  

4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  163①  163 Ⅰ−10−③−49

Ⅰ-12- -49 

工                      

ト工  ト工 

     量   

ト 
 30    42m2/   

 50    35m2/   

( )1 表 量 面

・  

  2  

 

     量   

面  478m2/   

 418m2/   

・  
 30  328m2/   

 50  190m2/   

 165m2/   

 
 30  150m2/   

 50  108m2/   

 289m2/   

 

 

 ト工  

     量   

ト    18m2/   

( )1 表 量 ・

・ 面  

  2  

 

工   

規格 量 

 40  

 38  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  164①  164 Ⅰ−10−③−50

Ⅰ-12- -50 

工                      

コンクリート 

ク 工 

 コンクリート ク 

   量 

 107 ｍ  

コンクリート 

ク  
56 ｍ  

ク  122 ｍ  

コンクリート工 30 m3  

 67 ｍ  

 111 ｍ  
 

ー 工  ー 工 

   量 

        28 m2  

       13 m2  

 96 ｍ  

 121 ｍ  

ン ー   1  
 

工( 工)    

 

  
 

  
 

量 

 

    230m3/  

 
   220m3/  

   160m3/  

・
 

    190m3/  

 
   180m3/  

   120m3/  

 

  
面

5m  
 51m3/  

  
面

5m  

 37m3/  

   9m3/  

 

  
面

5m  
 29m3/  

  
面

5m  

 21m3/  

   7m3/  

 

  
面

5m  
 31m3/  

  
面

5m  

 9m3/  

   12m3/  

 

 



①  165①  165 Ⅰ−10−③−51

Ⅰ-12- -51 

工                      

工 工     

  
 

量 

 
( ・ ) 

0.5km  125m3/  

1.0km  111m3/  

1.5km  100m3/  

2.0km  91m3/  

2.5km  77m3/  

3.0km  71m3/  

4.0km  63m3/  

5.0km  56m3/  

6.0km  48m3/  

7.0km  43m3/  

  1.22 

  1.37 

 

  ー  

 量 

 240m3/  

・  210m3/  

 110m3/  

 

ー  

 量 

 240m3/  

・  200m3/  

 160m3/  

 

 

工 

(コンクリート工) 

 工 コンクリート工  

     
 

量 

コ ン ク リ ー ト  

量 5 0 m 3  43m3  

量 5 0 m 3  

150m3  
73m3  

・ ・ ン  47m2  
 

工 

( 工) 

 工 

    量 

工・  
 72m2  

 66m2  
 

 

 

 



①  166①  166 Ⅰ−10−③−52

Ⅰ-12- -52 

工                      

工 

工  

 工 工  

規格 

( ) 

ン 

(ｍ) 

 

( ン ー ・ 

ン ー ー ) 

 

( ・ 

) 

 

( ・ 

) 

2  

 

  75  

76 125 

126 175 

176 225 

226 275 

276 325 

326 375 

376 425 

426 500 

3 /  

4 /  

4 /  

5 /  

6 /  

6 /  

7 /  

7 /  

8 /  

3 /  

4 /  

5 /  

5 /  

6 /  

7 /  

7 /  

8 /  

9 /  

2 /  

3 /  

3 /  

4 /  

4 /  

5 /  

5 /  

6 /  

6 /  

3  

 

  75  

76 125 

126 175 

176 225 

226 275 

276 325 

326 375 

376 425 

426 500 

3 /  

4 /  

5 /  

5 /  

6 /  

7 /  

7 /  

8 /  

9 /  

5 /  

5 /  

6 /  

7 /  

7 /  

8 /  

9 /  

9 /  

10 /  

3 /  
4 /  
4 /  
4 /  
5 /  
5 /  
6 /  
6 /  
7 /  

4  
 

  75  

76 125 

126 175 

176 225 

226 275 

276 325 

326 375 

376 425 

426 500 

4 /  
4 /  
5 /  
6 /  
6 /  
7 /  
8 /  
8 /  
9 /  

5 /  
6 /  
7 /  
7 /  
8 /  
9 /  
10 /  
10 /  
11 /  

3 /  
4 /  
4 /  
5 /  
5 /  
6 /  
6 /  
6 /  
7 /  

5  
 

  75  

76 125 

126 175 

176 225 

226 275 

276 325 

326 375 

376 425 

426 500 

4 /  
4 /  
5 /  
6 /  
6 /  
7 /  
8 /  
8 /  
9 /  

6 /  
7 /  
7 /  
8 /  
9 /  
9 /  
10 /  
11 /  
12 /  

3 /  
4 /  
4 /  
5 /  
5 /  
6 /  
6 /  
7 /  
7 /  

 

 

 

 

 



①  167①  167 Ⅰ−10−③−53

Ⅰ-12- -53 

工                      

工 

( ーリン 工) 

  

施工場   

量 

 

 
   

表 

90mm 32m/  22m/  16m/  20m/  

110mm 24m/  18m/  14m/  17m/  

135mm 20m/  15m/  13m/  15m/  

 

90mm 27m/  19m/  13m/  17m/  

110mm 20m/  15m/  12m/  14m/  

135mm 17m/  13m/  11m/  13m/  

( ) リ  

場  

50 場 20  

 

 ーリン 工 

   量    

 

表  

VP  
150ｍ/  

500ｍ/  

ト ー 現 工  

ト ー 現 工  

SGP  
52ｍ/  

98ｍ/  

ト ー 現 工  

ト ー 現 工  

 

VP  
110ｍ/  

440ｍ/  

ト ー 現 工  

ト ー 現 工  

SGP  
37ｍ/  

56ｍ/  

ト ー 現 工  

ト ー 現 工  

ーリン

ン 

 

表   0.89 /   

  0.30 /  場  

場

 

表  
 42 m3/  

32 m3/  
 

 

    

( )  表 量 ー リ ー ン ーリン ン

場 ( )  

 

工 

( 工) 

 工 工  

  量 量 

工 

 

0.4m3  1.7  

0.4 0.8m3  1.4  

0.8 1.0m3  1.1  

ト 

 

150 500  2.8  

500 1,000  2.3  

1,000 1,500  1.9  

1,500 1,700  1.8  

( ) 量 仕 ) コン

クリート 数

 

 



①  168①  168 Ⅰ−10−③−54

Ⅰ-12- -54 

工                      

工 

( 工) 

 工 工  

  量 

 
45 25ｍ  

60 14ｍ  

 

 40× 120 ｍ  

 50× 120 ｍ  

 60× 120 ｍ  

100× 120 ｍ  

 50× 200 ｍ  

100× 200 ｍ  
 

工 工 

工                   ( ・ ) 

施工区分 工   単位 量 

・  

施工 

 m2 1,580m2/  

  1,110m2/  

施工     268m2/  

 

( ) 仕 20cm  

  仕 15cm 処理 場

10cm  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  169①  169 Ⅰ−10−③−55

Ⅰ-12- -55 

工                      

ト 工 工 

                                                           ・ ) 

施工区分   
単 

位 

 

量 

( ・ ) 

( ・ ) 

表 ( ・ )  

25mm
35mm  

1.4m  

m2 

250m2/  

1.4m  2,300m2/  

35mm
45mm  

1.4m  250m2/  

1.4m  2,300m2/  

45mm
55mm  

1.4m  250m2/  

1.4m  2,300m2/  

55mm
65mm  

1.4m  230m2/  

1.4m  2,300m2/  

65mm
70mm  

1.4m  230m2/  

1.4m  2,300m2/  

( ) 

( ) 

表 ( )  

 

 

25mm
35mm  

1.4m  

m2 

250m2/  

1.4m  1,000m2/  

35mm
45mm  

1.4m  250m2/  

1.4m  1,000m2/  

45mm
55mm  

1.4m  250m2/  

1.4m  1,000m2/  

55mm
65mm  

1.4m  230m2/  

1.4m  1,000m2/  

65mm  
70mm  

1.4m  230m2/  

1.4m  1,000m2/  

 

ー  

( ) 

    単 位 量 

ー  ｍ 260m/  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  170①  170 Ⅰ−10−③−56

Ⅰ-12- -56 

工                      

工 ・表 ・                                           

施工   
 

量 

1.4m  
   170m2  

   190m2  

2.4m  
 1,500m2  

 1,700m2  
 

ト

工 

 ー  

   量 

ー  290m2/ ・  

 

 ト  

施工  量 

1.4m  600m2  

1.4m  200m2  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  171①  171 Ⅰ−10−③−57

Ⅰ-12- -57 

工                      

コンクリート 工  コンクリート 工 

    量 

 

     111㎡  

     152㎡  

 

20      47㎡  

20      69㎡  

 

 コンクリート 工 

    量 

コンクリート

工 
146㎡  

  

          

量 量 

0.08t/m3 0.12t/m3  11m3/  

0.12t/m3 0.14t/m3  10m3/  

0.14t/m3 0.18t/m3  9m3/  

0.18t/m3 0.24t/m3  8m3/  

0.24t/m3 0.28t/m3  7m3/  

表 量 コンクリート, , ,

 

    

 

   量 

 14m2/  

工  3.5t/  

 38m2/  

コンクリート  81m3/  
 

ー ー 工  ー ー 工 

    量 

  
 53本/  

 52本/  

 
 

 44本/  

 37本/  

コンクリート  25本/  

ー  

 164ｍ/  

 205ｍ/  

 273ｍ/  

 137ｍ/  

ｍ  102ｍ/  

ｍ  137ｍ/  

 

 

 

 

5

5



①  172①  172 Ⅰ−10−③−58

Ⅰ-12- -58 

工                      

工 

 場  

   量 

 

( ) 
3.5m  87m/  

3.5 6.0m  56m/  

( ) 
3.5m  201m/  

3.5 6.0m  128m/  

( ) 5.0m  29m/  

( ) 5.0m  68m/  

 

( ) 4.0m  67m/  

( ) 4.0m  155m/  

( ) 4.0m  39m/  

( ) 4.0m  90m/  

 場  

   量 

 

( ) 
3.5m  114m/  

3.5 6.0m  73m/  

( ) 
3.5m  264m/  

3.5 6.0m  170m/  

( ) 5.0m  38m/  

( ) 5.0m  88m/  

 

( ) 4.0m  88m/  

( ) 4.0m  203m/  

( ) 4.0m  51m/  

( ) 4.0m  118m/  

( ) 表 量 現場  

 

現 ・

工 

現 ・  

     量 

     186m/  

   214m/  

工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区分       規 格 
 

量 

 ・  
6.0ｍ  

3.0ｍ  
 

  

ン ー  
ン ー 114.3  

ン ー 2.0 3.0ｍ 
本  

ン ー  
ン ー 32 36  

ン ー 1.7ｍ 
11本  

・  
6.0ｍ  

3.0ｍ  
 

( ) 表 量  

・ 工・  

 



①  173①  173 Ⅰ−10−③−59

Ⅰ-12- -59 

工                      

工  工 

     量 

 

 

 

 

ン ー  

 
ｍ  475ｍ  

ｍ  150ｍ  

ｍ 
ｍ  981ｍ  

ｍ  297ｍ  

 

ｍ 
ｍ  72ｍ  

ｍ  28ｍ  

ｍ 
ｍ  148ｍ  

ｍ  55ｍ  

 

    量 

 

 

 

ン ー  
 22ｍ  

ｍ 50ｍ  

 
ｍ 39ｍ  

ｍ 78ｍ  

 

    量 

 
ｍ  175m2  

ｍ  144m2  

 
ｍ  199m2  

ｍ  173m2  

 
ｍ  78m2  

ｍ  53m2  

 

   量 

 2,000ｍ  

 152m2  

 254ｍ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  174①  174 Ⅰ−10−③−60

Ⅰ-12- -60 

工                      

工  ク ク  

ク 量 量 

ク  ク 量 

600mm  
50kg  70ｍ  

50kg 100kg  60ｍ  

600mm 1,000mm  50kg 150kg  65ｍ  

1,000mm 2,000mm  150kg 550kg  70ｍ  

( ) 表 面 面 ク

 

表 施工  

表 ク 現場  

施工  

 

 ク ク   

区分 量 

処分 200ｍ  

 115ｍ  

( ) 表 面 面 ク

 

表  

表 ク 現場  

コンクリート  

 

ク 工  ク 工 

量 

m2  
77 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  175①  175 Ⅰ−10−③−61

Ⅰ-12- -61 

工                      

工  工 

区分   
( ) 

  

区分 トコンクリート  

 

現場  
ト 

コンクリート  

 

 
トコン 

クリート  
 

 

  

  

 
ｍ  3.0 5.0 3.0  

ｍ  1.0 1.5 2.0 2.5 1.0 1.5 2.0 2.0 1.5 2.0 1.5 2.0 

 
量 

ｍ  
17 14 13 11 17 14 13 13 13 11 20 17 

 

トン 工  トン 工 

工   量 

トン 工 63.4m2  
 

工   工  

     量 

 33本  
 

面 工  面  

施工区分 
面  

 
4,000m2  4,000m2   

(H) 6cm  
6cm  

12cm  
3cm  

量 

(m2 ) 
1,400 1,800 1,340 1,800 

( ) 量 面 施工 場 施工

 

面 施工区分 1 工 面 面 施工面

 

表  

 

 

 

現場  

 現場 面 m2  

ｍ  

場 ｍ  

面 場  

施工面  

施工面 ｍ × 施工  

 

 

 

 

 
 

 
×100 



①  176①  176 Ⅰ−10−③−62

Ⅰ-12- -62 

工                      

面 工  面  

DID区  

 
 

作業日当り 

標準作業量 

 

0.2km  167m3/  

0.5km  143m3/  

1.0km  125m3/  

1.5km  111m3/  

2.0km  91m3/  

2.5km  83m3/  

3.0km  71m3/  

3.5km  67m3/  

4.0km  59m3/  

4.5km  56m3/  

5.0km  50m3/  

5.5km  48m3/  

6.5km  43m3/  

7.5km  38m3/  

9.0km  34m3/  

10.5km  30m3/  

12.0km  28m3/  

13.5km  25m3/  

16.0km  23m3/  

18.5km  20m3/  

21.5km  19m3/  

26.0km  17m3/  

32.0km  15m3/  

39.5km  14m3/  

47.0km  12m3/  

55.5km  11m3/  

60.0km  10m3/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  177①  177 Ⅰ−10−③−63

Ⅰ-12- -63 

工                      

面 工  

DID区  

 
 

作業日当り 

標準作業量 

 

0.2km  167m3/  

0.5km  143m3/  

1.0km  125m3/  

1.5km  111m3/  

2.0km  91m3/  

2.5km  77m3/  

3.0km  71m3/  

3.5km  63m3/  

4.0km  56m3/  

4.5km  53m3/  

5.0km  48m3/  

5.5km  45m3/  

6.0km  42m3/  

6.5km  40m3/  

7.5km  37m3/  

8.5km  33m3/  

9.5km  30m3/  

11.0km  28m3/  

12.5km  25m3/  

14.5km  23m3/  

16.5km  20m3/  

19.0km  19m3/  

22.0km  17m3/  

25.5km  15m3/  

30.0km  14m3/  

36.0km  12m3/  

46.0km  11m3/  

60.0km  10m3/  

( )  

場  

DID 区 区

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  178①  178 Ⅰ−10−③−64

Ⅰ-12- -64 

工                      

工   

 ト  

 
 

 
 

 

量 

 
・  

 
 

・  
 

 

 

10cm  810m2    

10cm  
15cm  

560m2    

15cm  
40cm  

 310m2  370m2  

 

15cm   260m2  490m2  

15cm  
35cm  

 180m2  370m2  

 
コンクリート  

  

量 

 
・  

 
 

・  
 

 

10cm  810m2    

10cm  
15cm  

560m2    

15cm  
35cm  

 230m2  260m2  

 

15cm   190m2  320m2  

15cm  
35cm  

 150m2  260m2  

  
コンクリート ト( ー)  

Co As( ー)  
ト  

量 

 
 

・  
 

15cm  230m2  170m2  

15cm 22.5cm  230m2  150m2  
 

 

 

 

 



①  179①  179 Ⅰ−10−③−65

Ⅰ-12- -65 

工                      

工   

ト  

ト  量 

15cm  240ｍ  

15cm 30cm  170ｍ  

30cm 40cm  120ｍ  

 
コンクリート コンクリート ト ー  

コンクリート  量 

15cm  150ｍ  

15cm 30cm   70ｍ  

  ( ) コンクリート ト ー 場 コンクリート
 

工  工 

量 施工量 1,000 ㎡            ㎡/  

 40  
40  
80  

80  
120  

数  
 
 

 
  

 

コンクリート 15
 

250 

220 

160 140 

コンクリート ・
ー 15  30
 

コンクリート ・
ー 30  40
 

190 

    ㎡/  

数  
 

  
 

ク ・
40  360 270 220 

数  
 

 
 
 

 

ク ・
40 80  260 210 170 

ク ・
80 120  200 170 140 

  

量 施工量 1,000 ㎡              ㎡/  

 40  
40  
80  

80  
120  

数  
 
 

 
  

 

コンクリート 15
 

260 

220 180 

150 

コンクリート ・
ー 15  30
 

210 

170 
コンクリート ・

ー 30  40
 

200 

( ) 数 表 数  

量 量  

 



①  180①  180 Ⅰ−10−③−66

Ⅰ-12- -66 

工                      

工 量 施工量 1,000 ㎡             ㎡/  

数  
 

 
 

 

ク ・
40  380 300 240 

数  
 

 
 
 

 

ク ・
40 80  270 230 180 

ク ・
80 120  210 170 

 ( ) 数 表 数  

量 量  

ク ク

工 

 ク ク 工 

   量     

ク ク  620ｍ  

 

 

 

 

 

ク ク  

ー ト  
930ｍ   

 

工 

  

量    

m2 施工   

( ) 施工量 量  

場  

工   

    量 

ン  14m2  

 32m2  
 

Ⅰ-12- -67 

工  工  

工     
 

量 
     

処 理 工 66m2  施工量 面  

ン ー 工 419本  本  

工 

( 工 ) 
39m2  

本 現場

 

ー 工 301ｍ  

施工量 ー  

本

 

工 59m2  
施工量 面

面  

仕 工 144m2  

施工量 面  

本

 
 

工                      
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工  工  

工     
 

量 
     

工 0.4   

現 場 工 120   

処 理 工 17m2  
施工量 面  

本  

 

 3.5  
施工量 量  

本 ト  

ー

施工 件  
 2.7  

ト 工 310本   

ー 工 79ｍ  
施工量 ー  

本  

工 12m2  施工量 面  

仕 工 140ｍ  
施工量 ー  

本  
 

 工  

工  
 

量 
     

処 理 工 52.1㎡  施工量 面  

ー 工 
面  96.3㎡  施工量 面

本  格  94.7㎡  

工 
面  49.7㎡  施工量 面

本  格  42.4㎡  

ート 

工 

面  36.3㎡  施工量 面

本  格  34.0㎡  

仕 工 88.7㎡  施工量 面  
 

 ク ク処理工 

工             量    

ク ク処理工 22ｍ   
 

工  工  

    量 

場 ・ ( 場( )) 72 ㎡  

 10㎡  

現場  

 6  15ｍ  
    6 10  7ｍ  
    12 13  3ｍ  
    14 15  3ｍ  
    16 19  2ｍ  
    21 22  1ｍ  

ー ン ン ー 

・  

 0.8ｍ 1.0ｍ  46  
 1.0ｍ 1.2ｍ  40  
 1.2ｍ 1.4ｍ  36  
 1.4ｍ 1.6ｍ  32  

 

Ⅰ-12- -67 

工  工  

工     
 

量 
     

処 理 工 66m2  施工量 面  

ン ー 工 419本  本  

工 

( 工 ) 
39m2  

本 現場

 

ー 工 301ｍ  

施工量 ー  

本

 

工 59m2  
施工量 面

面  

仕 工 144m2  

施工量 面  

本

 
 

工                      
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工                      

工  工 コンクリート 工  

    量 

場 ・ ( 場( )) 72 ㎡  

処理   36㎡  

・ ・    26㎡  

・ ・    13㎡  

コ ン ク リ ー ト     43  

 

( ) 

 ン リ  ン リ  

  ( ) 
20  

30  

30  

50  

  (ｍ) 
0.2  

0.4  

0.3  

0.6  

0.6  

0.9  

施工量 127 77 56 

 

 

工  

工   
     

    量 
    

工 1.4  
・

 

工 0.36  現場 工  

コンクリート工 0.76  ・

 
 

工 

( 工) 

  

工            数 

 

 (150 )  5  

 (150 )  4  

PC  (200 )  4  

 

(150 250 ) 

 7  

1 2  8  

1 1  11  

 

(250 320 ) 

 8  

1 2  11  

1 1  13  
 

工 

(現場 工) 

 現場 工 

ｍ  

工   量 

現場 工 14 

( ) 表 量 現場  
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工                      

工 コンクリート  

 (mm) (mm) 量 

コ ーリン

ン 

50  
500  20  

500 1000  12  

50 110  

500  11  

500 1000  9  

1000 1300  6  

ン リ  20 30  200  84  

 

( ン ン ) 
20 50  

200 500  48  

500 800  38  

 

  ン ー 

ン ー (mm)  量 

ン ー 25  
 68本  

 53本  

ン ー 25 40  
 51本  

 36本  

ン ー 40 55  
 37本  

 24本  

ン ー 55 70  
 26本  

 15本  

ン ー 70 85  
 18本  

 9本  

 

  

   量 

    59  
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工                      

工   

 

    量 ㎡  

 

 
 2,250 

 2,250 

 ン      6,120 

   1,670 

 2,760 

 2,050 
 

トン  

工 

 トン 工 

    量 

施工 表面  2,600ｍ  

施工 
表面   111  

表面 面    55  

( ) 施工 施工単位 トン  

工   工 

     条 件 量 

現 場   
10本  80本  

 40本  

      10  

現 場   8 12mm 5.6m  

  ト  
10本  200本  

 100本  
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工                      

工  工 単位  

( ) 工  1.5＜ ≦ .0  

 

区分 量 

 3.6m3  

 3.8m3  

 3.2m3  

 3.3m3  

 

( ) 工  1.5＜ ≦ .0  

 

区分 量 

 3.9m3  

 4.0m3  

 

( ) 工  3.0＜ ≦5.0  

 

区分 量 

⑤ 4.7m3  

 4.8m3  

 4.5m3  

 4.5m3  

( ) 表 量  

工 工・ 工  

・ 工 ・  

・ 工 コンクリート  ・ ・  

・コンクリート工 コンクリート  ・  

・ 工 コンクリート  ・ ・  

・コンクリート工 コンクリート  ・  

・ 工 コンクリート ・ ・  

・コンクリート工 コンクリート  ・  

・ 場・ 工 ・  

・  ・  

表 量 ン

工 施工場 ン数

 

量 工 コンクリート工

コンクリート・ コンクリート ・ 場

施工  

コンクリート  

表 量 本 コンクリート
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工                      

工  工( )  

 

( ) コンクリート ン  

       量 

コンクリート ン  87m3  

 

( ) 工 

  工     量 

         工 124m3 

          171m3 
 

トン 工 

ン ート工  

 ン ート工 

 

    量 

ン ート工 

工 コンクリート工  
2.4ｍ  

( ) 表 ン ート 50 場 場 量
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工                      

工 

(C C BOX) 

 ( ) 

区分 
DID区  

 
 作業日当り標準作業量 

 

 

0.5km  40m3/  

2.0km  33m3/  

3.5km  29m3/  

6.5km  22m3/  

11.5km  17m3/  

26.5km  11m3/  

60.0km  6m3/  

 

0.5km  40m3/  

2.0km  33m3/  

3.5km  29m3/  

6.0km  22m3/  

10.5km  17m3/  

22.5km  11m3/  

60.0km  6m3/  

ト  

 

0.5km   31m3/  

2.0km   26m3/  

3.5km   22m3/  

6.5km   17m3/  

11.5km   13m3/  

26.5km    9m3/  

60.0km    4m3/  

 

0.5km   31m3/  

2.0km   26m3/  

3.5km   22m3/  

6.0km   17m3/  

10.5km   13m3/  

22.5km    9m3/  

60.0km    4m3/  
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工                      

ー  

工 

 ー 工 

工   量 

ー  

工  

コンクリート工 

22ｍ      本 

22ｍ 30ｍ 本 

30ｍ 40ｍ 本 

40ｍ      10 本 

( ) 表 ー 場 量 本数

10本 場 1/2 11 30本 場 1/3  

ト ン ン  

工 

 ト ン ン 工 

工   量 

ト ン ン 

工 
1.2m3  

( ) 表 量 場

工・ ー ー ・

コンクリート ・ ト  

ト ン

ト 工 

 ト ント 工 

    量    

ント ・

 

1.3本  

1.1本  

分  

分  

ー 工・  

ト工 
1.1本  

2,200kN(225t)

ー  

コンクリート工 9.1本   

( ) 表 量 ント ト

 

工  工 

    量    

コンクリート工 40   工 

工 1.1   工 

工 
ン ン  148  ｍ  工 

ト ン ン  150  ｍ  工 

工 27  ー  工 

工 120   コン  

工 50   コン  

工 8  ㎡  コン  

 ( ) 表 量 工
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工                      

工  工 

   量    

 工 

 工 

  

 工 

84  

0.33ｍ  

0.3ｍ  

31  

 

( ) 数 工 数  

工   

   量    

コンクリート ン ー ト  56本   

 17ｍ   

 13ｍ   
 

工  工 ・  

     量    

・  337 m3  55 45  

・   119m2  63 37  

・  286 m3  54 46  

・   76ｍ  56 44  
 

工  工 

     量 

 18m2  

 60m2  
 

工( ) 

工 

 工( ) 工 

   量  

工( ) 工 

ン ー ント  
2.8ｍ/   

工( ) 工 

ント  
3.6ｍ/   

( ) 表 量  

・ ン ー ント  

面 コンクリート ント ント

・ CO  

・ ント  

面 コンクリート ント ント

CO  
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工                      

・ 工  

単位  

 ・ 工 単位  

 区分 コンクリート 量区分 
 

量 
m3  

 

5≦ ＜10 
100m3 300m3  6.6 (6.5) 

300m3 500m3  8.9 (8.8) 

10≦ ＜15 

120m3 220m3  5.6 (5.5) 

220m3 440m3  7.8 (7.7) 

440m3 650m3  8.5 (8.4) 

15≦ ＜25 
290m3 910m3  8.6 (8.4) 

910m3 980m3  9.9 (9.7) 

 

5≦ ＜15 
100m3 280m3  6.5 (6.5) 

280m3 700m3  9.6 (9.5) 

15≦ ＜20 
250m3 520m3  7.4 (7.3) 

520m3 700m3  8.6 (8.5) 

 

＜5 
50m3 140m3  4.3 (4.3) 

140m3 260m3  6.9 (6.9) 

5≦ ＜7 

50m3  90m3  3.2 (3.2) 

90m3 160m3  4.4 (4.3) 

160m3 310m3  6.1 (6.1) 

7≦ ＜9 

70m3 110m3  3.9 (3.9) 

110m3 210m3  5.7 (5.6) 

210m3 310m3  7.4 (7.3) 

9≦ ＜10 
130m3 280m3  6.3 (6.2) 

280m3 310m3  7.6 (7.5) 

10≦ ＜11 
230m3 370m3  7.5 (7.4) 

370m3 650m3  9.7 (9.6) 

11≦ ＜12 

230m3 320m3  6.8 (6.7) 

320m3 560m3  8.9 (8.8) 

560m3 650m3  10.5 (10.3) 

( ) 表 量  

・ ・  

・ ・ ・ コンクリート ・  

・コンクリート ・ ・ ・  

・ 工・  

・ 場 ・  

・ ・  

・ ( ) 

表 コンクリート 量区分 量 表 ,工

数量 量 現場条件

 

施工量 コンクリート 場

施工 場

場  数  

コンクリート ・  

表 量 ・ 本 コンクリート  

・ 工   ・ 工  

 区分 量区分 
 

量 

コンクリート 

ン  
・ 工 50m3  110m3  

( ) 工 現場 施工条件  
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工                      

工  工 

       量 

 

  15cm  3.5本  

15cm  25cm  2.0本  

25cm  40cm  2.4本  

40cm  60cm  1.2本  

60cm  90cm  1.0本  
 

 工 

    
 

量 
 

 129㎡  
 

     

 68㎡  
 

     

Ⅰ 788㎡  

 

     

     

Ⅱ 1,859㎡  

 

     

     

 1,238㎡  
 

     

・  2,304㎡  
 

     
 

 



 

 

工 種 名 設      定     内     容 

土工 

（ＩＣＴ） 

 

① 掘削（ＩＣＴ） 

土質 施工方法 障害の有無 施工数量 
作業日当り 
標準作業量 

ＩＣＴ 
標準作業量 

土砂 
オープンカット 

無し 
50,000m3未満 307 m3/日 330 m3/日 

50,000m3以上 512 m3/日 550 m3/日 

有り 
50,000m3未満 194 m3/日 209 m3/日 

50,000m3以上 327 m3/日 352 m3/日 

片切掘削 － － 225 m3/日 242 m3/日 

岩塊・玉石 オープンカット 

無し 
50,000m3未満 235 m3/日 253 m3/日 

50,000m3以上 420 m3/日 451 m3/日 

有り 
50,000m3未満 143 m3/日 154 m3/日 

50,000m3以上 266 m3/日 286 m3/日 

（注）保守点検費を算出する場合に限り，上表の「ＩＣＴ標準作業量」を適用すること。 

 

② 路体（築堤）盛土（ＩＣＴ） 

作業形態 土質 施工数量 障害の有無 
作業日当り 
標準作業量 

ＩＣＴ 
標準作業量 

敷均し＋ 
締固め 

－ 

10,000m3未満 
無し 828 m3/日 828 m3/日 

有り 360 m3/日 420 m3/日 

10,000m3以上 
無し 940 m3/日 1,176 m3/日 

有り 360 m3/日 684 m3/日 

敷均し 
締固め 

高含水比粘性土 
以外 

10,000m3未満 
無し 385 m3/日 385 m3/日 

有り 176 m3/日 176 m3/日 

10,000m3以上 
無し 539 m3/日 539 m3/日 

有り 231 m3/日 231 m3/日 

高含水比粘性土 － 
無し 319 m3/日 319 m3/日 

有り 143 m3/日 143 m3/日 

（注）１．上表は，締固め後の土量である。 

２．敷均し作業の仕上り厚さは0.2～0.3ｍとする。 

３．保守点検費を算出する場合に限り，上表の「ＩＣＴ標準作業量」を適用すること。 

 

③ 路床盛土（ＩＣＴ） 

施工数量 障害の有無 作業日当り標準作業量 ＩＣＴ作業量 

10,000m3未満 
無し 440 m3/日 648 m3/日 

有り 120 m3/日 336 m3/日 

10,000m3以上 
無し 440 m3/日 924 m3/日 

有り 120 m3/日 540 m3/日 

（注）１．上表は，締固め後の土量である。 

２．敷均し作業の仕上り厚さは0.2～0.3ｍとする。 

３．保守点検費を算出する場合に限り，上表の「ＩＣＴ標準作業量」を適用すること。 

① 191(1) 
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工 種 名 設      定      内      容 

法面整形工 

（ＩＣＴ） 

 

① 法面整形（ＩＣＴ） 

整形箇所 法面締固めの有無 土質 
作業日当り

標準作業量 

盛土部 
有り レキ質土，砂及び砂質土，粘性土 154 m2/日 

無し レキ質土，砂及び砂質土，粘性土 242 m2/日 

切土部 － 
レキ質土，砂及び砂質土，粘性土 154 m2/日 

軟岩Ⅰ 132 m2/日 
 

路盤工 

（ＩＣＴ） 

 

① 不陸整正（ＩＣＴ）下層路盤（ＩＣＴ），上層路盤（ＩＣＴ） 

（１日・１層当り） 

工  種 単位 作業日当り標準作業量 

不陸整正（ＩＣＴ） 

m2 

1,920 m2/日･層 

下層路盤（車道・路肩部）（ＩＣＴ） 1,350 m2/日･層 

上層路盤（車道・路肩部）（ＩＣＴ） 1,350 m2/日･層 

（注）１．下層路盤の一層当りの仕上り厚さは 20cmまでとする。 

２．上層路盤の一層当りの仕上り厚さは 15cmまでとする。 
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 １ 工  

本 量 場単 工 量  

量 施工 場 工 施工条件 施工 条件 分

 

 

１． 鉄 筋 工 

 

表１．１ 

規格・仕様 単位 施工数量 

1   3.5 

2   
3.0 

3   

4   4.0 

5 場   6.5 

6 場 ー   2.5 

7 処理  3.5 

8 
 

( ) 
 5.0 

9 
 

( ) 
 4.0 

10 
 

( ) 
 4.0 

11 
場  

( ) 
 9.0 

 

④

Ⅰ-12-⑤-2 

． 鉄筋工 工  

 

表 ．１ 

規格・仕様 単位 施工数量 

 

 

 

工 

 

      

19 19  

350 22 22  

25 25  

29 29  310 

32 32  280 

35 35  240 

38 38  160 

41 41  150 

51 51  130 
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． 工 

 

表 ．１ 

区  分 規 格・仕 様 単位 施工数量 

区  

 

  

 
 

 

15  ｍ 
1,500 

20  ｍ 

30  ｍ 1,000 

 
 

 

15  ｍ 
1,200 

20  ｍ 

30  ｍ 
 800 

45  ｍ 

 
 

 

15  ｍ 
1,100 

20  ｍ 

30  ｍ 
 600 

45  ｍ 

 
 
 

 15  

 

ｍ 
 500 

 ｍ 

 

表 ．  

区  分 規 格・仕 様 単位 施工数量 

区  

・  

ント  

  

 
 

 

 15  ｍ 
8,200 

 15  ｍ 

 
 

 

 15  ｍ 5,600 

 30  ｍ 3,200 

 15  ｍ 5,600 

 

表 ．  

区  分 規 格・仕 様 単位 施工数量 

区  
 15  ｍ 350 

ー ー ト  15  ｍ 900 
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． 工 

 

表 ．１ 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

区  

リ  

 

  
  

  

15  ｍ 
1,000 

20  ｍ 

30  ｍ  800 

 

表 ．  

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

区  

リ  

 

  
  

  

15  ｍ 
1,000 

20  ｍ 

30  ｍ  800 

 

 

表 ．  

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

区  

リ  

 

  
  

  

15  ｍ 
1,000 

20  ｍ 

30  ｍ  800 

 
  

  

15  ｍ 
 750 

20  ｍ 

30  ｍ 
 400 

45  ｍ 

 

 

表 ．  

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

区  

 

    

    
15  ｍ 300 

 

 

表 ．  

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

 

区  
15  ｍ 350 
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． ン ー ン ク工 

 

表 ．１ 

規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

設 
 
 
 
 

置 

 ク  ㎡ 
100 

ク  ㎡ 

 ク  ㎡ 

80 

ク  ㎡ 

 

ク  ㎡ 

ク  ㎡ 

 

ク  ㎡ 

ク  ㎡ 

 
 

 

ク  

 
㎡ 200 

 
ク  

 
㎡ 300 
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． ー ー 工 

 

表 ．１  

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

  

・ 

 

Gr-A-4E ｍ 

130 Gr-B-4E ｍ 

Gr-C-4E ｍ 

Gr-Am-4E ｍ 
60 

Gr-Bm-4E ｍ 

コンクリート 

   

Gr-A-2B ｍ 

40 Gr-B-2B ｍ 

Gr-C-2B ｍ 

Gr-Am-2B ｍ 
40 

Gr-Bm-2B ｍ 

 

 

表 ．    

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

  

・ 

 

Gr-A2-4E ｍ 130 

Gr-A3-3E ｍ 120 

Gr-A4-2E ｍ 
100 

Gr-A5-2E ｍ 

Gr-B2-4E ｍ 130 

Gr-B3-3E ｍ 120 

Gr-B4-2E ｍ 100 

Gr-C2-3E ｍ 120 

Gr-C3-2E ｍ 100 

コンクリート 

   

Gr-A2-2B ｍ 

40 

Gr-A3-2B ｍ 

Gr-A4-2B ｍ 

Gr-A5-2B ｍ 

Gr-B2-2B ｍ 

Gr-B3-2B ｍ 

Gr-B4-2B ｍ 

Gr-C2-2B ｍ 

Gr-C3-2B ｍ 

 



①  197①  197 Ⅰ−10−④−6

Ⅰ-12-⑤-7 

表 ．    

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

   

 

・ 

 

Gr-S-2E  ｍ 120 

Gr-A-4E 

ｍ 250 Gr-B-4E 

Gr-C-4E 

Gr-Am-4E 
ｍ 120 

Gr-Bm-4E 

Gr-Ap-2E  

ｍ 200 Gr-Bp-2E  

Gr-Cp-2E  

コンクリート 

 

Gr-S-1B  ｍ 160 

Gr-A-2B 

ｍ 200 Gr-B-2B 

Gr-C-2B 

Gr-Am-2B 
ｍ 120 

Gr-Bm-2B 

Gr-Ap-2B  

ｍ 200 Gr-Bp-2B  

Gr-Cp-2B  

( ) 分  

Ⅰ-12-⑤-8 

表 ．     

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

   

 

・ 

 

Gr-S2-2E  

ｍ 60 
Gr-S3-2E  

Gr-S4-2E  

Gr-S5-2E  

Gr-A4-2E 

ｍ 100 
Gr-A5-2E 

Gr-B4-2E 

Gr-C3-2E 

Gr-A3-3E 

ｍ 120 Gr-B3-3E 

Gr-C2-3E 

Gr-A2-4E 
ｍ 130 

Gr-B2-4E 

コンクリート 

 

Gr-S2-1B  

ｍ 80 
Gr-S3-1B  

Gr-S4-1B  

Gr-S5-1B  

Gr-A2-2B 

ｍ 100 

Gr-A3-2B 

Gr-A4-2B 

Gr-A5-2B 

Gr-B2-2B 

Gr-B3-2B 

Gr-B4-2B 

Gr-C2-2B 

Gr-C3-2B 

 



①  198①  198 Ⅰ−10−④−7

Ⅰ-12-⑤-9 

表 ．   

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ー    A B C  
 4ｍ 

ｍ 130 

  A B C  
 2ｍ 

ｍ 100 

 
分  Am Bm  

 4ｍ 
ｍ 60 

分  Am Bm  
 2ｍ 

ｍ 60 

 
表 ．   

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ー    S  
 1ｍ  

ｍ 170 

  S  
 2ｍ  

ｍ 100 

  A B C  
 4ｍ 

ｍ 250 

 
  A B C  
 2ｍ 

ｍ 200 

分  Am Bm  
 4ｍ 

ｍ 130 

分  Am Bm  
 2ｍ 

ｍ 110 

  Ap Bp Cp  
 2ｍ 

ｍ 200 

 
表 ．    

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ー    A B  
 4ｍ 

ｍ 130 

 
 

  A B C  
 3ｍ 

ｍ 120 

  A B C  
 2ｍ 

ｍ 100 

 
表 ．    

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ー    S  
 2ｍ  

ｍ 120 

 
 

  S  
 1ｍ  

ｍ 160 

  A B  
 4ｍ 

ｍ 250 

  A B C  
 3ｍ 

ｍ 200 

  A B C  
 2ｍ 

ｍ 200 

 



①  199①  199 Ⅰ−10−④−8

Ⅰ-12-⑤-10 

． ー 工 

 

表 ．１   

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 
 

・ 

 

Gp-Ap-2E ｍ 

70 Gp-Bp-2E ｍ 

Gp-Cp-2E ｍ 

コンクリート  

Gp-Ap-2B ｍ 

40 Gp-Bp-2B ｍ 

Gp-Cp-2B ｍ 

 

表 ．    

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

     

・ 

 

Gp-Ap-2E ｍ 

135 Gp-Bp-2E ｍ 

Gp-Cp-2E ｍ 

コンクリート  

    

Gp-Ap-2B ｍ 

80 Gp-Bp-2B ｍ 

Gp-Cp-2B ｍ 

 

表 ．   

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 
  Ap Bp Cp  

  2ｍ 
ｍ 80 

 

表 ．   

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 
  Ap Bp Cp  

  2ｍ 
ｍ 150 

 



①  200①  200 Ⅰ−10−④−9

Ⅰ-12-⑤-11 

． 工 

 

表 ．１ 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 ー   1ｍ ｍ 55 

 1.5ｍ ｍ 75 

ー  

・ 

 

 2ｍ ｍ 100 

 3ｍ ｍ 140 

 

表 ．  

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ト 
コンクリート 

ク  

ー   1ｍ ｍ 25 

 1.5ｍ ｍ 40 

ー  

・ 

 

 2ｍ ｍ 55 

 3ｍ ｍ 75 

    3ｍ ｍ 95 

 

表 ．  

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

コンクリート  ー   1ｍ ｍ 55 

 1.5ｍ ｍ 70 

ー  

・ 

 

 2ｍ ｍ 100 

 3ｍ ｍ 140 

    3ｍ ｍ 175 

 

表 ．  

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ン ー ト 

 

ー   1ｍ ｍ 30 

 1.5ｍ ｍ 45 

ー  

・ 

 

 2ｍ ｍ 60 

 3ｍ ｍ 80 

 

表 ．  

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 ー   1ｍ ｍ 50 

 1.5ｍ ｍ 65 

ー

 

 2ｍ ｍ 95 

 3ｍ ｍ 130 

 



①  201①  201 Ⅰ−10−④−10

Ⅰ-12-⑤-12 

表 ．  

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

コンクリート  
  60 

 

表 ．  

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 ー   1ｍ ｍ 105 

 1.5ｍ ｍ 145 

ー  

・ 

 

 2ｍ ｍ 195 

 3ｍ ｍ 275 

 

表 ．  

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ト 
コンクリート 

ク 
 

ー   1ｍ ｍ 45 

 1.5ｍ ｍ 70 

ー  

・ 

 

 2ｍ ｍ 100 

 3ｍ ｍ 145 

    3ｍ ｍ 180 

 

表 ．  

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

コンクリート 

 

ー   1ｍ ｍ 100 

 1.5ｍ ｍ 135 

ー  

・ 

 

 2ｍ ｍ 190 

 3ｍ ｍ 270 

    3ｍ ｍ 340 

 

表 ．10 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ン ー ト 

 

ー   1ｍ ｍ 55 

 1.5ｍ ｍ 80 

ー  

・ 

 

 2ｍ ｍ 110 

 3ｍ ｍ 160 

 

表 ．11 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 ー   1ｍ ｍ 95 

 1.5ｍ ｍ 125 

ー  

 

 2ｍ ｍ 185 

 3ｍ ｍ 250 

 



①  202①  202 Ⅰ−10−④−11

Ⅰ-12-⑤-13 

． 工  

 

表 ．１  ー 工  

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

 1.50ｍ ー 本数 本 ｍ 20 

 2.00ｍ ー 本数 本 ｍ 15 

 2.50ｍ ー 本数 本 ｍ 10 

 3.00ｍ ー 本数 10本 ｍ 9 

 3.50ｍ ー 本数 12本 ｍ 8 

 4.00ｍ ー 本数 13本 ｍ 6 

 

表 ．   ー 工  

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

 1.50ｍ ー 本数 本 ｍ 15 

 2.00ｍ ー 本数 本 ｍ 12 

 2.50ｍ ー 本数 本 ｍ 8 

 3.00ｍ ー 本数 10本 ｍ 7 

 

表 ．  ー ー 工 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

ー ー  ン ー  本 15 

 



①  203①  203 Ⅰ−10−④−12

Ⅰ-12-⑤-14 

10． 工  

 

表 10．１ ー  

規格・仕様 単位 施工数量 

  2.6  ㎡ 130 

  3.2  ㎡ 110 

  4.0  ㎡ 90 

  5.0  ㎡ 75 

 

表 10．  ン ー  

規格・仕様 単位 施工数量 

   

 22  ×  1,000   

15 
 25  ×  1,000   

 29  ×  1,000   

 32  ×  1,000   

   

ン ー 25 ×  1,500   18 

ン ー 

( ート ) 

ン ー  1,500   
6 

ン ー  2,000   

ン ー 

( ) 

ン ー  1,500   
4 

ン ー  2,000   

 

表 10．   

規格・仕様 単位 施工数量 

ト  

( ン ー ) 

 2.0ｍ  

6 

 2.5ｍ  

 3.0ｍ  

 3.5ｍ  

 4.0ｍ  

 



①  204①  204 Ⅰ−10−④−13

Ⅰ-12-⑤-15 

11． 面 工 

 

表 11．１                           表 11．  

区  分 規格・仕様 単位 施工数量 

 

区  分 規格・仕様 単位 施工数量 

 

 5  ㎡ 

120 

 

10  ㎡ 100 
 6  ㎡ 

 7  ㎡ 
15  ㎡ 60 

 8  ㎡ 

100  9  ㎡ 
20  ㎡ 50 

10  ㎡ 

 

表 11．                                表 11．  

区  分 規格・仕様 単位 施工数量  区  分 規格・仕様 単位 施工数量 

工 

 3  ㎡ 

140 

ト工  ㎡ 200 

 4  ㎡ 
ート工  

 ㎡ 
250 

 5  ㎡  ㎡ 

 6  ㎡ 

110 

工 工 ( ) ㎡ 100 

 7  ㎡ 工 ・  ㎡ 90 

 8  ㎡ 
工 

・  

面  
㎡ 300 

10  ㎡ 100 

工 

 1  ㎡ 

400 

 

 2  ㎡ 

 3  ㎡ 

工  ㎡ 1,100 

 

表 11．  

区  分 規格・仕様 単位 施工数量 

ト工  ㎡ 250 

 ㎡ 200 

 

Ⅰ-12-⑤-16 

12． 工 

 

表 12．１ 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

工 

( ・ 

 コンクリート) 

面 150×150 ｍ 98 

面 200×200 ｍ 77 

面 300×300 ｍ 51 

面 400×400 ｍ 30 

面 500×500 ｍ 26 

面 600×600 ｍ 20 

 

表 12．  

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

工 面 ・ ン ー ン  ㎡ 140 

 



①  205①  205 Ⅰ−10−④−14

Ⅰ-12-⑤-17 

13． 工 

 

表 13．１ 工                           表 13．   

区 分 規格・仕様 単位 施工数量  区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

  

60  
本 1,000 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

設 
 
 
 
 

置 

 
 
 
 
 
 

 

  

   250  
本  60 

 
 
 

 

  

60  

100  

本  440 

  ( ) 

   100  
本 110 

   ( ) 

   100  
ｍ 180 

  

100  

200  
本  120  ( 本 ・ ) 

   100  
本 200 

  

200  

300  
本   60 

 

   100  
ｍ 130 

 
 
 
 
 
 

 

  

   30  
本  60 

 
 
 

 

  

20  本   30 

  

 30 40  
本 110 

  

20  

40  

本   20 

 

 30 60  
本 100 

  

40  

60  

本   10  

   30  
本  40 

  

60  

90  

本   6 

 

   50  
本  45 

 

   40  
本  35 

 

 

   40  
本  35 

 

表 13．   

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

 

 

( ) ( 本 ・ ) 
本 450 

)  ｍ 450 

  本 200 

 

表 13．  工 

区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

工      3,500 

 



①  206①  206 Ⅰ−10−④−15

Ⅰ-12-⑤-18 

表 13．  理                           表 13．  理  

区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

60  
本 90 

 

60  

120  

本 30 

 

 

60  
本 80 

 

60  

120  

本 30 

 

 

表 13．  理 ( , , , ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

表 13．  工 工  

区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

 

   60  本 400 

 
 

 

  60  

100  
本 120 

 100  

200  
本 80 

 200  

300  
本 60 

 
 

 

  30  本 20 

  30  

60  
本 5 

  60  

90  
本 3 

区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

100  
本  430 

 

100  

200  

本  120 

 

200  

300  

本   45 

 
 
 

 
 
 

 

 

100  
本 1,000 

 

100  

200  

本  290 

 

200  

300  

本  110 

 

      ㎡ 1,000 

      ㎡   700 

区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

 

 

 本   200 

 本   600 

 ㎡ 2,000 

 ㎡ 5,000 

 

 
 ㎡   500 

   ㎡   350 

 

 ㎡   800 

 

ト ク  ㎡ 1,000 

 ㎡ 5,000 区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

 
 
 
 
 

 

    60  本 5,000 

 
 

 

   60  

100  
本 5,000 

  100  

200  
本 2,000 

  200  

300  
本 1,300 

 
 

 

   60  本  400 

   60  

120  
本  300 

 

 ㎡ 2,000 

 ㎡ 1,000 

 ㎡ 6,000 

( ) 施工数量  

 

表 13．  理  



①  207①  207 Ⅰ−10−④−16

Ⅰ-12-⑤-19 

14． 工 

 

表 14．１  

区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

 

現場  

 

工 処理 
㎡ 50 

 

ト処理 
㎡ 60 

 

表 14．   

区分 規格・仕様 単位 施工数量 

 

 
 

 
 

 
 

・  ㎡  600 

トコート 

・ ー ー 
㎡  400 

 

・ ー ー 
㎡  400 

 

・ ー ー 
㎡  400 

 

・ ー ー 
㎡  400 

 
 

 
 

 
 

・  ㎡ 1,300 

 1 ン 

ト  
㎡   70 

 2 ン 

工 工  
㎡   80 

 3 ンA 

工 工  
㎡  110 

 3 ンB 

工 工  
㎡  200 

 3 ンC 

工 工  
㎡  300 

 4 ン 

工 工  
㎡  400 

 

・ ー ー 
㎡  400 

 

・ ー ー 
㎡  400 

 

・ ー ー 
㎡  400 

 

ー 
㎡  500 

 

ー 
㎡  500 

 

ー 
㎡  500 

 



①  208①  208 Ⅰ−10−④−17

Ⅰ-12-⑤-20 

15． 工 

表 15．１ 

区分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 
 

設 

量  1.8ｍ 50  ｍ 7.2 

 1.8ｍ 50 180  ｍ 7.2 

 
 

 

量  

1  1.8ｍ 50  ｍ 3.6 

2  1.8ｍ 50  ｍ 7.2 

 

1  1.8ｍ 50 180  ｍ 3.6 

2  1.8ｍ 50 180  ｍ 7.2 

 

Ⅰ-12-⑤-21 

16． 工 

 

表 16．１ 

区分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

設 

 工  ｍ 7.2 

 
工  ｍ 7.2 

工  ｍ 7.2 

 
 

 
1  ｍ 3.6 

2  ｍ 7.2 

 
1  ｍ 3.6 

2  ｍ 7.2 

 

Ⅰ-12-⑤-22 

17． 工 

 

表 17．１ 

区 分 規 格・仕 様 単位 施工数量 

 
    施  工  20 

    施  工   6 

 
    施  工  10 

    施  工   4 

 

Ⅰ-12-⑤-23 

18． ー 工 

 

表 18．１ 

区 分 規 格・仕 様 単位 施工数量 

 

工 

 6  ㎡ 

60 

 6  8  ㎡ 

 8 10  ㎡ 

     

工 

10  ㎡ 

10 15  ㎡ 

 



①  209①  209 Ⅰ−10−④−18
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19． 工 

 

表 19．１   

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

単  

 

 

 

 

60.5  

20 

  76.3  

  89.1  

  101.6  

 

60.5  

  76.3  

  89.1  

 

60.5  

  76.3  

  89.1  

 

表 19．     

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

 

 

 

 

 

60.5  

15 

  76.3  

  89.1  

  101.6  

 

60.5  

  76.3  

  89.1  

 

60.5  

  76.3  

  89.1  

 

表 19．    

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

 

 

1 量 400   6 

400   4 

 

表 19．    

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

 

 

1 ン  10ｍ   

1 10ｍ 20ｍ   

20ｍ   
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Ⅰ-12-⑤-25 

表 19．    ]  

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

( ) 

 

 

 

 

 

 

 

(ク ン  

ト )  

リ  
1

面

 

2.0㎡  ㎡ 

25 

2.0㎡  ㎡ 

リ  

ン  

2.0㎡  ㎡ 

2.0㎡  ㎡ 

リ ・

ン  

2.0㎡  ㎡ 

2.0㎡  ㎡ 

 

表 19．   ) 

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 
・規 ・ ・ 

 

数  

 
 30 

 

表 19．   

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

ー   20 
・   20 

   3 
 

表 19．    

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

コンクリート

ン ー

ト

 

1  

コンクリート 量 
4.0   

8 4.0 6.0   

6.0   

 

表 19．     

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 
単 ( ) 60.5, 76.3, 89.1, 101.6  40 

( ) 60.5, 76.3, 89.1, 101.6  30 

 

表 19．10   

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 
1 量 

( ) 

400   12 

400   9 

 

1 ン  

( ) 

10ｍ   

2 10ｍ 20ｍ   

20ｍ   
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表 19．11   

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

( ) 

 ( ・規 ・ ・ )  60 

 

( ・ ) 

1 面  2.0㎡  ㎡ 
50.0 

2.0㎡  ㎡ 

 

表 19．12   

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

 

 

ー   
20 

・   

  3 

 

表 19．13  コンクリート   

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 コンクリート   2 
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20． 工 
 

表 20．1  
区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

視 

線 

誘 

導 

標 

設 

置 

 

面  
100  

34 本 

40 

60.5 本 
89 本 

300 60.5 本 

面  
100  

34 本 
60.5 本 
89 本 

300 60.5 本 

コンクリート 
 
 

面  
100  

34 本 

25 

60.5 本 
89 本 

300 60.5 本 

面  
100  

34 本 
60.5 本 
89 本 

300 60.5 本 

コンクリート 
 
 

面  
100  

34 本 

200 

60.5 本 
89 本 

300 60.5 本 

面  
100  

34 本 
60.5 本 
89 本 

300 60.5 本 

 

面  
100  

ン  本 

100 

ト  本 
 本 

300 ン  本 

面  
100  

ン  本 
ト  本 

 本 
300 ン  本 

 

面  
100  

 本 

40 

ー ート  本 
300 ー ート  本 

面  
100  

 本 
ー ート  本 

300 ー ート  本 
 

表 20．  ー ー  
区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 
 
 

ー ー  
 

 
( ) 

( ) 

面  100  数  本 
40 

面  100  
数  本 
数  本 

コンクリート  
( ) 
( ) 

( ) 

面  100  数  本 
25 

面  100  
数  本 
数  本 

コンクリート  

( ) 
( ) 

( ) 

面  100  数  本 
200 

面  100  
数  本 
数  本 

 

表 20．   

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

     
コンクリート  本 

20 
コンクリート  本 
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表 20．   

区    分 規  格  ・  仕  様 単位 施工数量 

 

 

 

30  

50  

面    
30   

60 
20   

面    
30   

20   

 

30  
面・ 面 

  15   120 

  10   150 

 

表 20．   

区    分 規  格  ・  仕  様 単位 施工数量 

           150 

 

表 20．   

区    分 規  格  ・  仕  様 単位 施工数量 

 

ー ー  

 本 100 

コンクリート  本 100 

 本 200 

 本 100 

  本 60 

 
  120 

  240 

   300 
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21． 工 

 

表 21．１ 工 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

     

( 本 ) 
  60  本 500 

     

  60  100  本 330 

 100  200  本 100 

 200  300  本  30 

 

表 21．   

区  分 規  格  ・  仕  様 単位 施工数量 

     

     250  本  30 

 ( )      100  本  40 

 (1本 ・ )   100  本 200 

 ( )       100  ｍ  60 

         100  ｍ  90 

 

表 21．  工 

区  分 規格・仕様 単位 施工数量 

工    4,000 
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22． コンクリート ク 工 

 

表 22．１ 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

コンクリート 

ク 工 

工 

工 

ク 工 

ク面  

 

㎡ 11 

施工数量 コンクリート 数 数量  
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23． 処理工 

 

表 23．１ 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ン ーン工 

 10ｍ  ｍ 440 

 10ｍ 20ｍ  ｍ 390 

 20ｍ 35ｍ  ｍ 390 

ン コン ク

ン 工 

 10ｍ  ｍ 180 

 10ｍ 20ｍ  ｍ 170 

 20ｍ 35ｍ  ｍ 170 
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24． 工 

 

表 24．１ 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 

Ｌ 600mm 
60  ｍ 

25 
60 300  ｍ 

Ｌ 2,000mm 

1,000  ｍ 50 

1,000 2,000  ｍ 35 

2,000 2,900  ｍ 25 

( ) 本  

 

表 24．  

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 Ｌ 2,000mm 

1,000  ｍ 30 

1,000 2,000  ｍ 
20 

2,000 2,900  ｍ 

( ) コンクリート 本 コンクリート  

施工数量 コンクリート 数 数量  

 

表 24．  

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 コンクリート・  
40   210 

40 170   130 
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25． 面 工 

 

表 25．１ 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

ート ト  
  ㎡ 220 

  ㎡ 150 

ト  
  ㎡ 250 

  ㎡ 170 
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26． ー ン 工 

 

表 26．１ 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

ー ン 工 

 
60  ㎡ 300 

60  ㎡ 300 

 
60  ㎡ 150 

36 10 面  ｍ 150 
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27． 鉄 筋 挿 入 工 

 

表 27．１ 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

現場条件Ⅰ 
Ｌ≦2.0ｍ 本 14 

2.0ｍ＜Ｌ≦5.0ｍ 本 7 

現場条件Ⅱ 
Ｌ≦2.0ｍ 本 8 

2.0ｍ＜Ｌ≦5.0ｍ 本 4 

現場条件Ⅲ Ｌ≦2.0ｍ 本 8 

 

28． コンクリート表面処理工 

 

表 28．１ 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

コンクリート表面処理  ㎡ 150 
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1．本表は体積（土量）より求めたＬ，Ｃである。
2．土（岩）の均しのみに関する土量変化率及び適用歩掛は土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕を
　  参照のこと。
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　　　土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕を参照のこと。
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②－２ 土工（ＩＣＴ） 

 

 

１． 適 用 範 囲  

本資料は，ＩＣＴによる土工に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

１－１－１ 掘削（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウによる土砂，岩塊・玉石の掘削積込又は３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウ

による土砂の片切掘削 

１－１－２ 路体（築堤）盛土（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣブルドーザによる施工幅員 4.0ｍ以上の土砂等を使用した路体（築堤）盛土 

１－１－３ 路床盛土（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣブルドーザによる施工幅員 4.0ｍ以上の土砂等を使用した路床盛土 

 

１－２ 適用出来ない範囲 

１－２－１ 掘削（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウ以外による掘削 

１－２－２ 路体（築堤）盛土（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣブルドーザ以外による路体（築堤）盛土 

１－２－３ 路床盛土（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣブルドーザ以外による路床盛土 

 

２． 施 工 概 要  

２－１ 施工フロー 

２－１－１ 「掘削（ＩＣＴ）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

２．積込，運搬作業が必要な場合は，「第Ⅱ編第１章土工②－１土工」に

より別途計上すること。 

 

２－１－２ 「路体(築堤)盛土（ＩＣＴ）」，「路床盛土（ＩＣＴ）」 

 

 

 

 

 

 

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

掘削作業 積込作業 運搬作業 機 

械 

搬 

出 運搬作業 

機 

械 

搬 

入 

 

掘削積込作業 

敷 均 し 作 業 締 固 め 作 業 

敷 均 し ・ 締 固 め 作 業 

機 

械 

搬 

出 

機 

械 

搬 

入 
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平成 29年 5月 1日以降起工適用 
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３． 施工パッケージ 

３－１ 掘削（ＩＣＴ） 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 掘削（ＩＣＴ） 積算条件区分一覧 

（積算単位：m3） 

土質 施工方法 障害の有無 施工数量 

土砂 
オープンカット 

無し 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

有り 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

片切掘削 － － 

岩塊・玉石 オープンカット 

無し 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

有り 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

（注）１．上表は，土砂，岩塊・玉石の掘削積込（片切掘削は掘削のみ）の他，その施工に必要な全ての機

械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．土量は，地山土量とする。 

３．施工方法は，掘削箇所の地形により「オープンカット」，「片切り」に区分する。 

区分については，「第Ⅱ編第１章土工②－１土工」の図３.１，図３.２，図３.３を参照のこと。 

４．障害の有無 

①無し：構造物及び建造物等の障害物や交通の影響により施工条件が制限されず，連続掘削作業

が出来る場合 

②有り：掘削作業において障害物等により施工条件に制限があり（例えば作業障害が多い場合）

連続掘削作業が出来ない場合。掘削深さ 5ｍ以内で掘削箇所が地下水位等で排水をせず

水中掘削（溝掘り，基礎掘削）を行う場合 

５．施工数量は，１工事当りの全体掘削土量とする。なお，数量の判定は，「第Ⅱ編第１章土工②－

１ ３－１掘削（注）６．施工数量，破砕片除去数量」による。 
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（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．２ 掘削（ＩＣＴ） 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 
バックホウ（クローラ型）［標準型・排出ガス対策型 

（第 2次基準値）］山積 0.8m3（平積 0.6m3） 

・「オープンカット」で施工数

量 50,000m3未満の場合 

・「片切掘削」の場合 

Ｋ１ 
バックホウ（クローラ型）［標準型・排出ガス対策型 

（第 1次基準値）］山積 1.4m3（平積 1.0m3） 

「オープンカット」で施工数量

50,000m3以上の場合 

Ｋ２ ＩＣＴ建設機械経費加算額（バックホウ） 賃料 

Ｋ３ －  

労務 

Ｒ１ 運転手（特殊）  

Ｒ２ 普通作業員 片切掘削の場合 

Ｒ３ －  

Ｒ４ －  

材料 

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油  

Ｚ２ －  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  

（注）ＩＣＴ建設機械経費加算額（バックホウ）は，建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃

貸費用である。 
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３－２ 路体（築堤）盛土（ＩＣＴ） 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．３ 路体（築堤）盛土（ＩＣＴ） 積算条件区分一覧 

（積算単位：m3） 

作業形態 土質 施工数量 障害の有無 

敷均し＋締固め － 

10,000m3未満 
無し 

有り 

10,000m3以上 
無し 

有り 

敷均し締固め 

高含水比粘性土以外 

10,000m3未満 
無し 

有り 

10,000m3以上 
無し 

有り 

高含水比粘性土 － 
無し 

有り 

（注）１．上表は，路体又は築堤の自工区内で掘削又は作業土工により発生した土砂等の敷均し・締固め，他

工事で発生し運搬されてくる土砂等の敷均し・締固め，土取場（仮置場）で採取し運搬してくる土

砂等の敷均し・締固め等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．施工数量は，ＩＣＴ施工による１工事当りの全体盛土量（平均幅員 4.0m以上の合計盛土量）とす

る。 

３．作業形態 

①敷均し＋締固め：敷均しと締固めの作業をそれぞれ異なる施工機械で行うと想定する場合 

②敷均し締固め ：盛土材料がタイヤローラの締固めに適さない土質（砂等）の場合 

４．障害の有無 

①無し：作業現場が広く，かつ作業障害が少ない場合（例えば，新設のバイパス工事，築堤工事等） 

②有り：作業現場が狭い，又は作業障害が多い場合（例えば，現道上の工事，一車線程度の現道拡

幅工事，拡築（腹付，嵩上）工事等） 

５．高含水比粘性土：バケットやブレード（排土板）等に付着しやすく，特にトラフィカビリティが不

足する等問題となりやすいもの。（条件の悪いローム，条件の悪い粘性土，火山

灰質粘性土等） 

６．土量は締固め後の土量とする。 
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（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 
 

表３．４ 路体(築堤)盛土（ＩＣＴ） 代表機労材規格一覧 

作業形態 土質 項目 代表機労材規格 備考 

敷均し 

＋締固め 
－ 

機械 

K1 

ブルドーザ［普通・排出ガス対策型 

（第 1次基準値）］15t級 
施工数量 10,000m3未満の場合 

ブルドーザ［普通・排出ガス対策型 

（第 1次基準値）］21t級 
施工数量 10,000m3以上の場合 

K2 ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ） 賃料 

K3 
タイヤローラ［普通型･排出ガス対策型 
（第 2次基準値）］運転質量 8～20t 

賃料 

労務 

R1 運転手（特殊）  

R2 普通作業員  

R3 -  

R4 -  

材料 

Z1 軽油 1.2号 パトロール給油  

Z2 -  

Z3 -  

Z4 -  

市場単価 S -  

敷均し 

締固め 

高含水比 

粘性土 

以外 

機械 

K1 

ブルドーザ［普通・排出ガス対策型 

（第 1次基準値）］15t級 
施工数量 10,000m3未満の場合 

ブルドーザ［普通・排出ガス対策型 

（第 1次基準値）］21t級 
施工数量 10,000m3以上の場合 

K2 ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ） 賃料 

K3 －  

労務 

R1 運転手（特殊）  

R2 普通作業員  

R3 －  

R4 －  

材料 

Z1 軽油 1.2号 パトロール給油  

Z2 －  

Z3 －  

Z4 －  

市場単価 S －  

高含水比 

粘性土 

機械 

K1 
ブルドーザ［湿地・排出ガス対策型 
（第 1次基準値）］16t級 

 

K2 ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ） 賃料 

K3 －  

労務 

R1 運転手（特殊）  

R2 普通作業員  

R3 －  

R4 －  

材料 

Z1 軽油 1.2号 パトロール給油  

Z2 －  

Z3 －  

Z4 －  

市場単価 S －  

（注）ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ）は，建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃

貸費用である。 
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３－３ 路床盛土（ＩＣＴ） 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．５ 路床盛土（ＩＣＴ） 積算条件区分一覧 

（積算単位：m3） 

施工数量 障害の有無 

10,000m3未満 
無し 

有り 

10,000m3以上 
無し 

有り 

（注）１．上表は，路床の自工区内で掘削又は作業土工により発生した土砂等の敷均し・締固め，他工事で

発生し運搬されてくる土砂等の敷均し・締固め，土取場（仮置場）で採取し運搬してくる土砂等の

敷均し・締固め等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．施工数量は，ＩＣＴ施工による１工事当りの全体盛土量（平均幅員 4.0m以上の合計盛土量）と

する。 

３．土量は締固め後の土量とする。 

４．障害の有無 

①無し：作業現場が広く，かつ作業障害が少ない場合（例えば，新設のバイパス工事，あるいは

新設の築堤工事等） 

②有り：作業現場が狭い，又は作業障害が多い場合（例えば，現道上の工事，一車線程度の現道

拡幅工事，あるいは拡築（腹付，嵩上）工事等） 
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（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．６ 路床盛土（ＩＣＴ） 代表機労材規格一覧 

施工数量 項目 代表機労材規格 備考 

10,000m3 

未満 

機械 

Ｋ１ 
ブルドーザ［普通・排出ガス対策型（第 1次基準値）］ 

15ｔ級 
 

Ｋ２ ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ） 賃料 

Ｋ３ 
タイヤローラ[普通型･排出ガス対策型(第 2次基準値)] 

質量 8～20t 

 

 

賃料 

労務 

Ｒ１ 運転手（特殊）  

Ｒ２ 普通作業員  

Ｒ３ －  

Ｒ４ －  

材料 

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油  

Ｚ２ －  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  

10,000m3 

以上 

機械 

Ｋ１ 
ブルドーザ［普通・排出ガス対策型（第 1次基準値）］ 

21t級 
 

Ｋ２ ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ） 賃料 

Ｋ３ 
タイヤローラ[普通型･排出ガス対策型(第 2次基準値)] 

質量 8～20t 

 

 

賃料 

労務 

Ｒ１ 運転手（特殊）  

Ｒ２ 普通作業員  

Ｒ３ －  

Ｒ４ －  

材料 

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油  

Ｚ２ －  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  

（注）ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ）は，建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の

賃貸費用である。 
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４． ＩＣＴ建設機械経費加算額 

建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃貸費用は，以下のとおりとする。 

（１）ＩＣＴ建設機械経費加算額（バックホウ） 

41,000円／日 

（２）ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ） 

39,000円／日 

 

５． その他ＩＣＴ建設機械経費等 

ＩＣＴ建設機械経費等として，以下の各経費を，共通仮設費の技術管理費に計上する。 

５－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は，次式により計上するものとする。 

（１）掘削（ＩＣＴ） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 
施工数量(m3) 

× 
25 

作業日当り標準作業量（m3/日） 100 

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編第 10章③作業日当り標準作業量」のＩＣＴ標準作業量による。 

 

（２）路体（築堤）盛土（ＩＣＴ），路床盛土（ＩＣＴ） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.11(人/日) × 
施工数量(m3) 

作業日当り標準作業量（m3/日） 

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編第 10章③作業日当り標準作業量」のＩＣＴ標準作業量による。 

 

５－２ システム初期費 

ＩＣＴ施工用機器の賃貸業者が行う施工業者への取扱説明に要する費用，システムの初期費用等，貸出しに要

する全ての費用は，以下のとおりとする。 

（１）掘削（ＩＣＴ） 対象機械：バックホウ 

598,000円／式 

（２）路体（築堤）盛土（ＩＣＴ），路床盛土（ＩＣＴ） 対象機械：ブルドーザ 

548,000円／式 

 

５－３ ３次元起工測量・３次元設計データの作成費用 

３次元起工測量・３次元設計データの作成を必要とする場合に計上するものとし，必要額を適正に積上げるも

のとする。 
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①－１－１ 法面整形工（ＩＣＴ） 

 

 

１． 適 用 範 囲  

本資料は，ＩＣＴによる盛土法面整形工及び切土法面整形工に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウによる土質がレキ質土，砂及び砂質土，粘性土，軟岩Ⅰの法面整形 

１－２ 適用出来ない範囲 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウ以外の法面整形 

（２）現場制約がある場合 

現場制約：「第Ⅱ編第２章共通工①－１法面整形工 ３．施工フロー 図３－１（注）１」による。 

 

２． 施 工 概 要  

２－１ 盛土法面整形工 

法面表層部を締固め整形することを盛土法面整形工という。 

２－２ 切土法面整形工 

法面表層部を削取りながら整形することを切土法面整形工という。 

 

３． 施 工 フ ロ ー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１ 法面整形工（ＩＣＴ） 工法選定フロー図 

 

（注）盛土部の施工フローは，「第Ⅱ編第２章共通工①－１法面整形工」の図３－２を，

切土部の施工フローは，図３－３を参照のこと。 

 

 

工法の選定 

機械による 

築立(土羽)整形 
【積算条件】 

整形箇所：盛土部 

法面締固め：有り 

機械による 

削取り整形 
【積算条件】 

整形箇所：盛土部 

法面締固め：無し 

機械による 

切土整形 
【積算条件】 

整形箇所：切土部 

盛土部 

築立(土羽)部が 
本体と同一材料 

(土)であるか 

切土部 

Yes 

整形箇所 

No 
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４． 施工パッケージ 

４－１ 法面整形（ＩＣＴ） 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表４．１ 法面整形（ＩＣＴ） 積算条件区分一覧 

（積算単位：m2） 

整形箇所 法面締固めの有無 土質 

盛土部 
有り レキ質土，砂及び砂質土，粘性土 

無し レキ質土，砂及び砂質土，粘性土 

切土部 － 
レキ質土，砂及び砂質土，粘性土 

軟岩Ⅰ 

（注）１．上表は，切土法面の表層部を削取りながらの法面整形又は盛土法面の表層部を削取りながらの

法面整形及び築立てながらの法面（土羽）整形，土羽土の現場内小運搬（20m 程度）の他，その

施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．残土の積込み，工区外の運搬，並びに法面保護工は含まない。 

３．土羽土の搬入等は含まない。 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表４．２ 法面整形（ＩＣＴ） 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

K1 ＩＣＴ建設機械経費加算額（バックホウ） 賃料 

K2 

バックホウ（クローラ型） 

［標準型・排出ガス対策型（第 2次基準値）］ 

山積 0.8m3（平積 0.6m3） 

 

K3 －  

労務 

R1 運転手（特殊）  

R2 土木一般世話役  

R3 普通作業員  

R4 －  

材料 

Z1 軽油 1.2号 パトロール給油  

Z2 －  

Z3 －  

Z4 －  

市場単価 S －  

（注）ＩＣＴ建設機械経費加算額（バックホウ）は，建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・

管理局の賃貸費用である。 
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５． ＩＣＴ建設機械経費加算額 

建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃貸費用は，以下のとおりとする。 

（１）ＩＣＴ建設機械経費加算額（バックホウ） 

41,000円／日 

 

６． その他ＩＣＴ建設機械経費等 

ＩＣＴ建設機械経費等として，以下の各経費を，共通仮設費の技術管理費に計上する。 

６－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は，次式により計上するものとする。 

（１）法面整形（ＩＣＴ） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 
施工数量(m2) 

作業日当り標準作業量（m2/日） 

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編第 10章③作業日当り標準作業量」による。 

 

６－２ システム初期費 

ＩＣＴ施工用機器の賃貸業者が行う施工業者への取扱説明に要する費用，システムの初期費用等，貸出しに要

する全ての費用は，以下のとおりとする。 

（１）法面整形（ＩＣＴ） 対象機械：バックホウ 

598,000円／式 

 

６－３ ３次元起工測量・３次元設計データの作成費用 

３次元起工測量・３次元設計データの作成を必要とする場合に計上するものとし，必要額を適正に積上げるも

のとする。 
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コード番号 ＳＰＡ 3 7 1



①  318①  318 Ⅱ－2－①－26

コード番号 ＳＰＡ 3 7 2

コード番号 ＳＰＡ 3 7 5



①  319①  319 Ⅱ－2－①－27

コード番号 ＳＰＡ 3 7 6



①  320①  320 Ⅱ－2－①－28

コード番号 ＳＰＡ 3 8 1



①  321①  321 Ⅱ－2－②－1



①  322①  322 Ⅱ－2－②－2



①  323①  323 Ⅱ－2－②－3

コード番号 ＳＰＡ 3 9 1



①  324①  324 Ⅱ－2－②－4

コード番号 ＳＰＡ 3 9 5



①  325①  325 Ⅱ－2－②－5

コード番号 ＳＰＡ 3 9 9



①  326①  326 Ⅱ－2－②－6

コード番号 ＳＰＡ 4 0 3



①  327①  327 Ⅱ－2－②－7

コード番号 ＳＰＡ 4 0 7



①  328①  328 Ⅱ－2－③－1



①  329①  329 Ⅱ－2－③－2



①  330①  330 Ⅱ－2－③－3

コード番号 ＳＰＡ 4 1 9



①  331①  331 Ⅱ－2－③－4

コード番号 ＳＰＡ 4 1 1



①  332①  332 Ⅱ－2－③－5



①  333①  333 Ⅱ－2－③－6

コード番号 ＳＰＡ 4 2 3



①  334①  334 Ⅱ－2－③－7



①  335①  335 Ⅱ－2－③－8

コード番号 ＳＰＡ 4 2 7



①  336①  336 Ⅱ－2－③－9

コード番号 ＳＰＡ 4 3 1



①  337①  337 Ⅱ－2－③－10

コード番号 ＳＰＡ 4 3 2

コード番号 ＳＰＡ 4 3 9



①  338①  338 Ⅱ－2－③－11

コード番号 ＳＰＡ 4 4 3

コード番号 ＳＰＡ 4 4 7



①  339①  339 Ⅱ－2－③－12

コード番号 ＳＰＡ 4 5 1



①  340①  340 Ⅱ－2－③－13

コード番号 ＳＰＡ 4 5 5

コード番号 ＳＰＡ 4 5 9



①  341①  341 Ⅱ－2－③－14

コード番号 ＳＰＡ 4 6 3



①  342①  342 Ⅱ－2－③－15



①  343①  343 Ⅱ－2－③－16

コード番号 ＳＰＡ 4 1 5



①  344①  344 Ⅱ－2－③－17



①  345①  345 Ⅱ－2－③－18



①  346①  346 Ⅱ－2－③－19



①  347①  347 Ⅱ－2－④－1



①  348①  348 Ⅱ－2－④－2



①  349①  349 Ⅱ－2－④－3



①  350①  350 Ⅱ－2－④－4

コード番号 ＳＰＡ 4 7 5



①  351①  351 Ⅱ－2－④－5



①  352①  352 Ⅱ－2－④－6

コード番号 ＳＰＡ 4 7 9



①  353①  353 Ⅱ－2－④－7

コード番号 ＳＰＡ 4 8 3



①  354①  354 Ⅱ－2－④－8

コード番号 ＳＰＡ 4 8 4

コード番号 ＳＰＡ 4 8 7



①  355①  355 Ⅱ－2－④－9

コード番号 ＳＰＡ 4 9 1



①  356①  356 Ⅱ－2－④－10



①  357①  357 Ⅱ－2－④－11



①  358①  358 Ⅱ－2－④－12



①  359①  359 Ⅱ－2－④－13

コード番号 Ｓ 1 3 1 3



①  360①  360 Ⅱ－2－⑤－1



①  361①  361 Ⅱ－2－⑤－2



①  362①  362 Ⅱ－2－⑤－3



①  363①  363 Ⅱ－2－⑤－4



①  364①  364 Ⅱ－2－⑤－5

コード番号 ＳＰＡ 5 0 1



①  365①  365 Ⅱ－2－⑤－6



①  366①  366 Ⅱ－2－⑤－7

コード番号 ＳＰＡ 5 0 5



①  367①  367 Ⅱ－2－⑤－8



①  368①  368 Ⅱ－2－⑤－9

コード番号 ＳＰＡ 5 1 1



①  369①  369 Ⅱ－2－⑤－10



①  370①  370 Ⅱ－2－⑤－11

コード番号 ＳＰＡ 5 1 3



①  371①  371 Ⅱ－2－⑤－12



①  372①  372 Ⅱ－2－⑤－13

コード番号 ＳＰＡ 5 1 5



①  373①  373 Ⅱ－2－⑤－14



①  374①  374 Ⅱ－2－⑤－15

コード番号 ＳＰＡ 5 1 7



①  375①  375 Ⅱ－2－⑤－16



①  376①  376 Ⅱ－2－⑤－17

コード番号 ＳＰＡ 5 2 1



①  377①  377 Ⅱ－2－⑤－18

コード番号 ＳＰＡ 5 2 5



①  378①  378 Ⅱ－2－⑤－19



①  379①  379 Ⅱ－2－⑥－1



①  380①  380 Ⅱ－2－⑥－2

コード番号 ＳＰＡ 5 3 1



①  381①  381 Ⅱ－2－⑥－3



①  382①  382 Ⅱ－2－⑦－1



①  383①  383 Ⅱ－2－⑦－2



①  384①  384 Ⅱ－2－⑦－3



①  385①  385 Ⅱ－2－⑦－4



①  386①  386 Ⅱ－2－⑦－5



①  387①  387 Ⅱ－2－⑦－6

コード番号 Ｓ 1 3 4 0

コード番号 Ｓ 1 3 4 1



①  388①  388 Ⅱ－2－⑦－7

コード番号 Ｓ 1 3 4 2



①  389①  389 Ⅱ－2－⑦－8



①  390①  390 Ⅱ－2－⑧－1



①  391①  391 Ⅱ－2－⑧－2

コード番号 ＳＰＡ 5 5 1



①  392①  392 Ⅱ－2－⑧－3

コード番号 ＳＰＡ 5 5 2

コード番号 ＳＰＡ 5 5 9



①  393①  393 Ⅱ－2－⑧－4

コード番号 ＳＰＡ 5 5 5



①  394①  394 Ⅱ－2－⑧－5



①  395①  395 Ⅱ－2－⑧－6



①  396①  396 Ⅱ－2－⑧－7



①  397①  397 Ⅱ－2－⑧－8



①  398①  398 Ⅱ－2－⑨－1

  



①  399①  399 Ⅱ－2－⑨－2



①  400①  400 Ⅱ－2－⑨－3



①  401①  401 Ⅱ－2－⑨－4



①  402①  402 Ⅱ－2－⑨－5



①  403①  403 Ⅱ－2－⑨－6



①  404①  404 Ⅱ－2－⑩－1



①  405①  405 Ⅱ－2－⑩－2



①  406①  406 Ⅱ－2－⑩－3



①  407①  407 Ⅱ－2－⑩－4



①  408①  408 Ⅱ－2－⑩－5

コード番号 ＳＰＡ 5 8 1



①  409①  409 Ⅱ－2－⑩－6



①  410①  410 Ⅱ－2－⑩－7



①  411①  411 Ⅱ－2－⑩－8

コード番号 ＳＰＡ 5 8 5



①  412①  412 Ⅱ－2－⑩－9



①  413①  413 Ⅱ－2－⑩－10



①  414①  414 Ⅱ－2－⑩－11



①  415①  415 Ⅱ－2－⑩－12

コード番号 ＳＰＡ 5 8 9



①  416①  416 Ⅱ－2－⑩－13



①  417①  417 Ⅱ－2－⑩－14

コード番号 ＳＰＡ 5 9 3



①  418①  418 Ⅱ－2－⑩－15

コード番号 ＳＰＡ 5 9 7



①  419①  419 Ⅱ－2－⑩－16

コード番号 ＳＰＡ 6 0 1



①  420①  420 Ⅱ－2－⑩－17

コード番号 ＳＰＡ 6 0 2

コード番号 ＳＰＡ 6 0 5



①  421①  421 Ⅱ－2－⑩－18



①  422①  422 Ⅱ－2－⑩－19

コード番号 ＳＰＡ 6 0 9



①  423①  423 Ⅱ－2－⑩－20

コード番号 ＳＰＡ 6 1 3



①  424①  424 Ⅱ－2－⑩－21



①  425①  425 Ⅱ－2－⑩－22

コード番号 ＳＰＡ 6 1 7



①  426①  426 Ⅱ－2－⑩－23



①  427①  427 Ⅱ－2－⑩－24

コード番号 ＳＰＡ 6 2 1



①  428①  428 Ⅱ－2－⑩－25



①  429①  429 Ⅱ－2－⑩－26

コード番号 ＳＰＡ 6 2 5



①  430①  430 Ⅱ－2－⑩－27



①  431①  431 Ⅱ－2－⑩－28



①  432①  432 Ⅱ－2－⑩－29



①  433①  433 Ⅱ－2－⑩－30



①  434①  434 Ⅱ－2－⑩－31



①  435①  435 Ⅱ－2－⑩－32

コード番号 ＳＰＡ 6 2 9



①  436①  436 Ⅱ－2－⑩－33



①  437①  437 Ⅱ－2－⑩－34



①  438①  438 Ⅱ－2－⑩－35

コード番号 ＳＰＡ 6 3 3



①  439①  439 Ⅱ－2－⑩－36



①  440①  440 Ⅱ－2－⑪－1

コード番号 ＳＰＡ 6 4 1



①  441①  441 Ⅱ－2－⑪－2

コード番号 ＳＰＡ 6 4 5



①  442①  442 Ⅱ－2－⑪－3



①  443①  443 Ⅱ－2－⑪－4

コード番号 ＳＰＡ 6 5 1



①  444①  444 Ⅱ－2－⑪－5



①  445①  445 Ⅱ－2－⑪－6

コード番号 ＳＰＡ 6 5 3



①  446①  446 Ⅱ－2－⑪－7

コード番号 ＳＰＡ 6 5 5



①  447①  447 Ⅱ－2－⑪－8



①  448①  448 Ⅱ－2－⑪－9



①  449①  449 Ⅱ－2－⑪－10



①  450①  450 Ⅱ－2－⑪－11



①  451①  451 Ⅱ－2－⑪－12



①  452①  452 Ⅱ－2－⑪－13

コード番号 Ｓ 1 4 2 5



①  453①  453 Ⅱ－2－⑪－14



①  454①  454 Ⅱ－2－⑪－15



①  455①  455 Ⅱ－2－⑪－16



①  456①  456 Ⅱ－2－⑪－17



①  457①  457 Ⅱ－2－⑪－18



①  458①  458 Ⅱ－2－⑪－19



①  459①  459 Ⅱ－2－⑪－20



①  460①  460 Ⅱ－2－⑪－21



①  461①  461 Ⅱ－2－⑪－22



①  462①  462 Ⅱ－2－⑪－23



①  463①  463 Ⅱ－2－⑪－24



①  464①  464 Ⅱ－2－⑪－25



①  465①  465 Ⅱ－2－⑪－26



①  466①  466 Ⅱ－2－⑪－27



①  467①  467 Ⅱ－2－⑪－28



①  468①  468 Ⅱ－2－⑪－29



①  469①  469 Ⅱ－2－⑪－30



①  470①  470 Ⅱ－2－⑪－31



①  471①  471 Ⅱ－2－⑪－32



①  472①  472 Ⅱ－2－⑪－33



①  473①  473 Ⅱ－2－⑪－34

D
00

D
00

D
00

D
00

D
00



①  474①  474 Ⅱ－2－⑫－1



①  475①  475 Ⅱ－2－⑫－2



①  476①  476 Ⅱ－2－⑫－3



①  477①  477 Ⅱ－2－⑫－4



①  478①  478 Ⅱ－2－⑫－5



①  479①  479 Ⅱ－2－⑫－6



①  480①  480 Ⅱ－2－⑫－7



①  481①  481 Ⅱ－2－⑫－8



①  482①  482 Ⅱ－2－⑫－9



①  483①  483 Ⅱ－2－⑫－10



①  484①  484 Ⅱ－2－⑫－11



①  485①  485 Ⅱ－2－⑫－12



①  486①  486 Ⅱ－2－⑫－13



①  487①  487 Ⅱ－2－⑬－1



①  488①  488 Ⅱ－2－⑬－2

コード番号 ＳＰＡ 7 4 1



①  489①  489 Ⅱ－2－⑬－3



①  490①  490 Ⅱ－2－⑬－4

コード番号 ＳＰＡ 7 4 5



①  491①  491 Ⅱ－2－⑬－5

コード番号 ＳＰＡ 7 4 9



①  492①  492 Ⅱ－2－⑬－6

コード番号 ＳＰＡ 7 5 3



①  493①  493 Ⅱ－2－⑬－7

コード番号 ＳＰＡ 7 5 7

コード番号 ＳＰＡ 7 5 8



①  494①  494 Ⅱ－2－⑭－1



①  495①  495 Ⅱ－2－⑭－2

コード番号 ＳＰＡ 7 8 1

コード番号 ＳＰＡ 7 8 5



①  496①  496 Ⅱ－2－⑭－3

コード番号 ＳＰＡ 7 8 9



①  497①  497 Ⅱ－2－⑮－1



①  498①  498 Ⅱ－2－⑮－2

コード番号 Ｓ 1 6 2 0

コード番号 Ｓ 1 6 2 0

コード番号 Ｓ 1 6 2 0



①  499①  499 Ⅱ－2－⑯－1

コード番号 Ｓ 1 6 3 0



①  500①  500 Ⅱ－2－⑯－2



①  501①  501 Ⅱ－2－⑯－3

コード番号 Ｓ 1 6 3 5



①  502①  502 Ⅱ－2－⑰－1

コード番号 ＳＰＡ 8 3 1



①  503①  503 Ⅱ－2－⑱－1



①  504①  504 Ⅱ－2－⑱－2

コード番号 ＳＰＡ 8 4 1



①  505①  505 Ⅱ－2－⑱－3

コード番号 ＳＰＡ 8 4 5



①  506①  506 Ⅱ－2－⑱－4



①  507①  507 Ⅱ－2－⑲－1



①  508①  508 Ⅱ－2－⑲－2



①  509①  509 Ⅱ－2－⑲－3



①  510①  510 Ⅱ－2－⑲－4



①  511①  511 Ⅱ－2－⑲－5



①  512①  512 Ⅱ－2－⑲－6



①  513①  513 Ⅱ－2－⑲－7

㉕



①  514①  514 Ⅱ－2－⑲－8

コード番号 Ｓ 1 8 0 0

コード番号 Ｓ 1 8 0 1

コード番号 Ｓ 1 8 0 5



①  515①  515 Ⅱ－2－⑲－9

コード番号 Ｓ 1 8 1 5

コード番号 Ｓ 1 8 1 0

コード番号 Ｓ 1 8 1 1



①  516①  516 Ⅱ－2－⑲－10

コード番号 Ｓ 1 8 2 0

コード番号 Ｓ 1 8 2 1



①  517①  517 Ⅱ－2－⑲－11



①  518①  518 Ⅱ－2－⑳－1



①  519①  519 Ⅱ－2－⑳－2

コード番号 ＳＰＡ 8 8 1



①  520①  520 Ⅱ－2－⑳－3

コード番号 ＳＰＡ 8 8 5



①  521①  521 Ⅱ－2－⑳－4

コード番号 ＳＰＡ 8 8 9



①  522①  522 Ⅱ－2－⑳－5



①  523①  523 Ⅱ－2－K－1



①  524①  524 Ⅱ－2－K－2



①  525①  525 Ⅱ－2－K－3



①  526①  526 Ⅱ－2－K－4

コード番号 ＳＰＡ 8 9 1



①  527①  527 Ⅱ－2－K－5

コード番号 ＳＰＡ 8 9 2

コード番号 ＳＰＡ 8 9 3

コード番号 ＳＰＡ 8 9 7



①  528①  528 Ⅱ－2－K－6

コード番号 ＳＰＡ 8 9 8



①  529①  529 Ⅱ－2－K－7

コード番号 ＳＰＡ 9 0 3

コード番号 ＳＰＡ 9 0 4



①  530①  530 Ⅱ－2－K－8

コード番号 ＳＰＡ 9 0 7

コード番号 ＳＰＡ 9 0 8



①  531①  531 Ⅱ－2－K－9

コード番号 ＳＰＡ 9 1 1



①  532①  532 Ⅱ－2－K－10



①  533①  533 Ⅱ－2－L－1

コード番号 ＳＰＡ 9 2 1



①  534①  534 Ⅱ－2－L－2



①  535①  535 Ⅱ－2－L－3

コード番号 ＳＰＡ 9 2 3



①  536①  536 Ⅱ－2－L－4

コード番号 ＳＰＡ 9 2 5



①  537①  537 Ⅱ－2－M－1



①  538①  538 Ⅱ－2－M－2



①  539①  539 Ⅱ－2－M－3

コード番号 Ｓ 1 8 9 0

コード番号 Ｓ 1 8 9 5



①  540①  540 Ⅱ－2－N－1



①  541①  541 Ⅱ－2－N－2

コード番号 ＳＰＡ 9 4 1



①  542①  542 Ⅱ－2－N－3



①  543①  543 Ⅱ－2－N－4



①  544①  544 Ⅱ－2－N－5



①  545①  545 Ⅱ－2－N－6



①  546①  546 Ⅱ－2－N－7

コード番号 ＳＰＡ 9 4 5



①  547①  547 Ⅱ－2－N－8



①  548①  548 Ⅱ－2－O－1

コード番号 ＳＰＡ 9 6 1



①  549①  549 Ⅱ－2－O－2



①  550①  550 Ⅱ－2－O－3
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①  574①  574 Ⅱ－3－③－5



①  575①  575 Ⅱ－3－③－6



①  576①  576 Ⅱ－3－③－7



①  577①  577 Ⅱ－3－③－8

w

コード番号 Ｓ 5 0 6 0



①  578①  578 Ⅱ－3－④－1



①  579①  579 Ⅱ－3－④－2



①  580①  580 Ⅱ－3－④－3



①  581①  581 Ⅱ－3－④－4



①  582①  582 Ⅱ－3－④－5

コード番号 Ｓ 5 0 2 1



①  583①  583 Ⅱ－3－④－6



①  584①  584 Ⅱ－3－⑤－1



①  585①  585 Ⅱ－3－⑤－2



①  586①  586 Ⅱ－3－⑤－3



①  587①  587 Ⅱ－3－⑤－4



①  588①  588 Ⅱ－3－⑤－5



①  589①  589 Ⅱ－3－⑤－6

コード番号 Ｓ 5 0 3 0

コード番号 Ｓ 5 0 3 1



①  590①  590 Ⅱ－3－⑤－7



①  591①  591 Ⅱ－3－⑥－1



①  592①  592 Ⅱ－3－⑥－2



①  593①  593 Ⅱ－3－⑥－3



①  594①  594 Ⅱ－3－⑥－4

コード番号 Ｓ 5 0 4 0



①  595①  595 Ⅱ－3－⑥－5



①  596①  596 Ⅱ－3－⑦－1



①  597①  597 Ⅱ－3－⑦－2



①  598①  598 Ⅱ－3－⑦－3



①  599①  599 Ⅱ－3－⑦－4



①  600①  600 Ⅱ－3－⑦－5



①  601①  601 Ⅱ－3－⑦－6



①  602①  602 Ⅱ－3－⑦－7



①  603①  603 Ⅱ－3－⑦－8



①  604①  604 Ⅱ－3－⑦－9



①  605①  605 Ⅱ－3－⑧－1



①  606①  606 Ⅱ－3－⑧－2



①  607①  607 Ⅱ－3－⑧－3



①  608①  608 Ⅱ－3－⑧－4



①  609①  609 Ⅱ－3－⑧－5



①  610①  610 Ⅱ－3－⑧－6



①  611①  611 Ⅱ－3－⑧－7



①  612①  612 Ⅱ－3－⑧－8

コード番号 Ｓ 5 0 5 0
Ｓ 5 0 5 1



①  613①  613 Ⅱ－3－⑧－9

コード番号 Ｓ 5 0 5 0
Ｓ 5 0 5 1



①  614①  614 Ⅱ－3－⑧－10

コード番号 Ｓ 5 0 5 2



①  615①  615 Ⅱ－3－⑧－11



①  616①  616 Ⅱ－3－⑨－1

,



①  617①  617 Ⅱ－3－⑨－2



①  618①  618 Ⅱ－3－⑨－3



①  619①  619 Ⅱ－3－⑨－4



①  620①  620 Ⅱ－3－⑨－5



①  621①  621 Ⅱ－3－⑨－6



①  622①  622 Ⅱ－3－⑨－7

コード番号 Ｓ 5 0 8 0

コード番号 Ｓ 5 0 8 1



①  623①  623 Ⅱ－3－⑨－8

コード番号 Ｓ 5 0 8 3



①  624①  624 Ⅱ－3－⑩－1



①  625①  625 Ⅱ－3－⑩－2



①  626①  626 Ⅱ－3－⑩－3



①  627①  627 Ⅱ－3－⑩－4



①  628①  628 Ⅱ－3－⑩－5



①  629①  629 Ⅱ－3－⑩－6



①  630①  630 Ⅱ－3－⑩－7



①  631①  631 Ⅱ－3－⑩－8



①  632①  632 Ⅱ－3－⑩－9



①  633①  633 Ⅱ－3－⑩－10



①  634①  634 Ⅱ－3－⑩－11



①  635①  635 Ⅱ－3－⑩－12



①  636①  636 Ⅱ－3－⑩－13



①  637①  637 Ⅱ－3－⑩－14



①  638①  638 Ⅱ－3－⑩－15



①  639①  639 Ⅱ－3－⑩－16



①  640①  640 Ⅱ－3－⑩－17



①  641①  641 Ⅱ－3－⑩－18



①  642①  642 Ⅱ－3－⑩－19



①  643①  643 Ⅱ－3－⑩－20



①  644①  644 Ⅱ－3－⑩－21



①  645①  645 Ⅱ－3－⑩－22



①  646①  646 Ⅱ－3－⑩－23



①  647①  647 Ⅱ－3－⑩－24



①  648①  648 Ⅱ－3－⑩－25



①  649①  649 Ⅱ－3－⑩－26



①  650①  650 Ⅱ－3－⑩－27



①  651①  651 Ⅱ－3－⑩－28



①  652①  652 Ⅱ－3－⑩－29



①  653①  653 Ⅱ－3－⑩－30



①  654①  654 Ⅱ－3－⑩－31



①  655①  655 Ⅱ－3－⑩－32



①  656①  656 Ⅱ－3－⑩－33



①  657①  657 Ⅱ－3－⑪－1



①  658①  658 Ⅱ－3－⑪－2



①  659①  659 Ⅱ－3－⑪－3



①  660①  660 Ⅱ－3－⑪－4



①  661①  661 Ⅱ－3－⑪－5



①  662①  662 Ⅱ－3－⑪－6



①  663①  663 Ⅱ－3－⑪－7



①  664①  664 Ⅱ－3－⑪－8



①  665①  665 Ⅱ－3－⑪－9



①  666①  666 Ⅱ－3－⑪－10



①  667①  667 Ⅱ－3－⑪－11



①  668①  668 Ⅱ－3－⑪－12



①  669①  669 Ⅱ－3－⑪－13



①  670①  670 Ⅱ－3－⑪－14



①  671①  671 Ⅱ－3－⑪－15



①  672①  672 Ⅱ－3－⑪－16



①  673①  673 Ⅱ－3－⑪－17



①  674①  674 Ⅱ－3－⑪－18



①  675①  675 Ⅱ－3－⑪－19



①  676①  676 Ⅱ－3－⑫－1



①  677①  677 Ⅱ－3－⑫－2



①  678①  678 Ⅱ－3－⑬－1

コード番号 Ｓ 5 1 4 0

コード番号 Ｓ 5 1 4 0



①  679①  679 Ⅱ－3－⑭－1

コード番号 Ｓ 5 1 5 0



①  680①  680 Ⅱ－3－⑮－1



①  681①  681 Ⅱ－3－⑮－2



Ⅱ－3－①－ ①  682①  682



Ⅱ－4－①－ ①  683①  683
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3 　施工パッケージ ････････････Ⅱ- 4 - ② -  2
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③　溶接金網設置工･････････････････Ⅱ- 4 - ③ -  1
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Ⅱ－4－①－ ①  684①  684



①  685①  685 Ⅱ－4－①－1



①  686①  686 Ⅱ－4－①－2



①  687①  687 Ⅱ－4－①－3

コード番号 SPB 4 0 1



①  688①  688 Ⅱ－4－①－4



①  689①  689 Ⅱ－4－①－5



①  690①  690 Ⅱ－4－①－6

コード番号 SPB 4 0 5



①  691①  691 Ⅱ－4－①－7



①  692①  692 Ⅱ－4－①－8



①  693①  693 Ⅱ－4－①－9

コード番号 S 1 9 1 1

コード番号 S 1 9 2 5

コード番号 S 1 9 2 5

コード番号 S 1 9 2 5

コード番号 S 8 5 8 1



①  694①  694 Ⅱ－4－②－1



①  695①  695 Ⅱ－4－②－2

コード番号 SPB 4 3 1



①  696①  696 Ⅱ－4－②－3



①  697①  697 Ⅱ－4－②－4

コード番号 SPA 5 1 9

コード番号 SPA 5 2 0

コード番号 SPB 4 3 5



①  698①  698 Ⅱ－4－②－5

コード番号 SPB 4 4 1



①  699①  699 Ⅱ－4－③－1



Ⅱ－4－①－ ①  700①  700



Ⅱ−5−①− ①  701①  701
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② -2　バイブロハンマ工（軽量鋼矢板打込引抜工）
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③　油圧圧入引抜工････････････････ Ⅱ - 5 - ③ -  1
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ③ -  1
2 　施工概要 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ③ -  1
3 　施工歩掛 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ③ -  3
4 　単 価 表 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ③ -  9

④　矢板工（アースオーガ併用圧入工）
　　･･････････････････････････････ Ⅱ - 5 - ④ -  1
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3 　機種の選定 ･･･････････････ Ⅱ - 5 - ④ -  1
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5 　施工歩掛 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ④ -  2
6 　単 価 表 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ④ -  3

⑤　矢板工（クレーン引抜工）･･･････ Ⅱ - 5 - ⑤ -  1
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ⑤ -  1
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3 　施工歩掛 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ⑤ -  2
4 　単 価 表 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ⑤ -  3

⑥　矢板工（Ｈ形鋼）  ･･････････････ Ⅱ - 5 - ⑥ -  1
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5 　水上施工 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ⑥ -  6
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⑦　鋼矢板施工法選定（参考）･･･････ Ⅱ - 5 - ⑦ -  1
⑦ -1　鋼矢板打込み施工法選定表（参考）

　　　　･･････････････････････････ Ⅱ - 5 - ⑦ -  1
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工



Ⅱ−5−①− ①  702①  702

⑦ -2　鋼矢板引抜き施工法選定フロー（参考）
　　　　･･････････････････････････ Ⅱ - 5 - ⑦ -  3
⑧　仮設材設置撤去工･･････････････ Ⅱ - 5 - ⑧ -  1

1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ⑧ -  1
2 　施工概要 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ⑧ -  1
3 　機種の選定 ･･･････････････ Ⅱ - 5 - ⑧ -  1
4 　施工歩掛 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ⑧ -  2
5 　Ｈ形鋼の使用区分 ･････････ Ⅱ - 5 - ⑧ -  3
6 　部材質量 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ⑧ -  3
7 　単 価 表 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ⑧ -  5

⑨　足場支保工････････････････････ Ⅱ - 5 - ⑨ -  1
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第５章 仮 設 工

① 仮 設 工

(１) 仮設工項目

１) 型枠，支保工，足場工に要する費用

２) 山留（土留，仮締切），仮井筒，築島工に要する費用

３) 水替工，仮水路に要する費用

４) 工事施工に必要な機械設備（コンクリートプラント，アスファルトプラント等）に要する費用

５) 用水，電力等の供給設備に要する費用

６) 仮道，仮橋，現場補修等に要する費用

(２) 仮設工の積算

１) 仮設工として積算する内容は次のとおりとする。

イ. 型枠，支保工，足場工の設置，撤去，補修に要する費用及び当該設備の使用期間中の損料（賃料）

ロ. 山留（土留，仮締切），仮井筒，築島工の設置，撤去，補修に要する費用及び当該設備の使用期間中の損

料（賃料）

ハ. 水替工，仮水路の設置，撤去，補修に要する費用及び当該設備の使用期間中の電力料及び損料（賃料）

ニ. 工事施工に必要な機械設備の設置，撤去，及び補修等に要する費用

(イ) コンクリートプラント，アスファルトプラント等の設置，撤去及び当該施設の補修に要する費用

(ロ) トンネル工事における照明設備に係る設置，撤去，補修に要する費用及び当該設備の使用期間中の電

力料

ホ. 電力，用水等の供給設備の設置，撤去，補修等に要する費用

(イ) 電力，用水等の供給設備に係る設置，撤去，補修に要する費用及び当該供給設備の使用期間中の損

料（賃料）

ヘ. 仮道，仮橋，現道補修等に要する費用

(イ) 仮道，仮橋に係る設置，撤去，補修に要する費用及び当該仮施設の使用期間中の損料（賃料）

(ロ) 公道等の補修に要する費用（運搬路等の補修については、土木工事標準積算基準［Ⅲ］を参照のこと。）

ト. 工事施工に必要な防護施設（転落，飛来等の防止柵及び発破用防護柵等），仮囲い（工事用防護塀）に係

る設置，撤去，補修に要する費用及び当該防護施設等の使用期間中の損料（賃料）

チ. 工事施工に伴う防じん対策（簡易舗装，タイヤ洗浄装置，路面清掃等）に係る設置，撤去，補修に要す

る費用及び使用期間中の損料（賃料）

リ

ヌ． 工事のための除雪に係る費用（実績により精算する。）

. 仮区画線に係る費用

２) 積算方法

仮設工の積算（工事用仮設材を後続工事に継続して使用する場合,発注後の工期延期により仮設物の存置が

長期となる場合等）は，現場条件を的確に把握することにより必要額を適正に積上げるものとする。
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３) 仮設材の損料率 

表２．１ 土留，仮締切，築島，仮橋等の材料損料率 

種別 

期間 

損料率（％） 

木 材 鋼 材 じゃかご 

3ヶ月未満 60 10 100 

6ヶ月 〃 70 20 100 

1年  〃 90 30 100 

2年  〃 100 50 100 

3年  〃 100 70 100 

(注)１．再使用不可能なもの及び長さ２ｍ 未満の場合は全損とする。 

ただし，鋼材の内回収可能なものについては，スクラップ控除する。 

２．タイロッドは１工事全損としスクラップ控除する。 

３．ボルト，カスガイ，釘，鉄線等は全損とする。 

４．上表は，「建設用仮設材損料算定基準」（昭和 44 年６月 12 日付け建設省機械発第 65 号）

及び「建設用仮設材賃料積算基準」（平成７年３月 29 日付け建設省経機発第 43 号）に示す

材料以外のものに適用する。 

 

表２．２ 足場材，支保材，防護柵の材料損料率 

種別 

期間 

損料率（％） 

木 材 金 網 シート ワイヤロープ 

3ヶ月未満 25 80 

30 20 

6ヶ月 〃 40 90 

1年 〃 50 100 

2年 〃 75 100 

3年 〃 100 100 

(注)１．簡易な足場材又は，期間が１ヶ月未満の木材については，損料率 15％とする。 

２．上表は，「建設用仮設材損料算定基準」及び「建設用仮設材賃料積算基準」に示す材料以

外のものに適用する。 

 

４） 鋼矢板の賃料期間の算定 

鋼矢板の賃料期間の算定については，下記を標準とする。
なお、年度を越えて在置する場合等の取り扱いについては、土木工事標準積算基準[Ⅲ]を参照のこと。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５) 適用区分による賃料の補正について 

供用日数（又は月数）の長短による賃料にかかる市場単価の適用区分が変わることによって賃料計上額（１

現場当り修理及び損耗費を除く。）が当該日数（又は月数）の増加に比例せず減少する場合がある。したが

って，減少する時点までの供用日数（又は月数）における賃料計上額（１現場当り修理及び損耗費を除く。）

は，その減少する時点における賃料計上額（１現場当り修理及び損耗費を除く）を上限とし，下記の方法に

より減額補正する。 

４．作業日当り標準施工量から在場期間を算出する場合は，対象となる工種の設計数量を
　作業日当り標準施工量で除して算出した実作業日数に不稼働率1.646を乗じた在場期間とす
る。

存置
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使用する仮設材

撤去部分（L1）
（賃料＋修理費及び損耗費）×質量

未撤去部分（L2）
（不足分弁償金に掛かる市中価格（中古））×質量

撤去部分（L1）
（市中価格×80%）×質量

未撤去部分（L2）
（市中価格×90%）×質量

市中価格×90%市中価格

スクラップ長
以上

スクラップ長
未満

仮設材の
未撤去

全体

一部

中古品

新品

③（イ）（ロ）

③（イ）（ロ）

①（イ）①（ロ）

撤去部分（L1）

撤去部分（L1）
（賃料＋修理費及び損耗費）×質量
未撤去部分（L2）
（不足分弁償金に掛かる市中価格（中
古））×質量

未撤去の範囲

撤去部分（L1）

全体

一部

撤去部分（L1）
（不足分弁償金に掛かる市中価格
（中古）×90%）×質量
未撤去部分（L2）
（不足分弁償金に掛かる市中価格
（中古））×質量

スクラップ長
以上

スクラップ長
未満

仮設材の
未撤去

あり

なし
切断による撤去

なし

あり

撤去部分（L1）(L2）

スクラップ長
以上

（不足分弁償金に掛かる市中
価格（中古）×90%）×質量

（賃料＋修理費及び損
耗費）×質量

スクラップ長
未満

（賃料＋修理費及び
損耗費）×質量

使用した仮設材

中古品

新品

（不足分弁償金に掛かる市中
価格（中古））×質量

（不足分弁償金に掛かる市中
価格（新品））×質量

⑤（ロ）

⑤（イ）

④（イ）（ロ）

④（イ）（ロ）

②（ロ）

②（イ）

⑥

 

 

 

 

 

 

 

６) 工事用仮設材（鋼矢板，Ｈ形鋼等）の計上について 

下記により難い場合は，別途考慮する。 

なお，賃料計上限度額については，土木工事標準積算基準[Ⅲ]を参照のこと。 

６)－１ 当初より撤去しないものとする（していた）場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６)－２ 当初より撤去するものとしていた場合 
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① 当初より撤去しない場合 

(イ) 中古品の場合は市中価格の 90％とする。 

(ロ) 新品を使用する場合，又は中古品が入手不可能な場合は市中価格とする。 

② 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本ものが全て撤去出来なくなった場合 

(イ) 新品でない場合 

（不足分弁償金に掛かる市中価格（中古））×質量 

(ロ) 新品の場合 

（不足分弁償金に掛かる市中価格（新品））×質量 

③ 当初より，現地の状況で１本もののうち，一部を撤去しないものとした場合 

（新品でない場合） 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) Ｌ１について 

・Ｌ１がスクラップ長以上の場合は賃料を計上する。 

（賃料＋修理費及び損耗費）×質量 

・Ｌ１がスクラップ長未満の場合は市中価格を計上する。 

（市中価格×80％）×質量 

(ロ) Ｌ２について 

・Ｌ１がスクラップ長以上の場合は，Ｌ２（未撤去部分）については，不足分弁償金に掛かる市中

価格を計上する。 

（不足分弁償金に掛かる市中価格（中古））×質量 

・Ｌ１がスクラップ長未満の場合は，Ｌ２（未撤去部分）については，市中価格を計上する。 

（市中価格×90％）×質量 

④ 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本もののうち，一部が撤去出来なくなった場合 

（新品でない場合） 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) Ｌ１について 

・Ｌ１がスクラップ長以上の場合は賃料を計上する。 

（賃料＋修理費及び損耗費）×質量 

・Ｌ１がスクラップ長未満の場合は不足分弁償金に掛かる市中価格を計上する。 

（不足分弁償金に掛かる市中価格（中古）×90％）×質量 

(ロ) Ｌ２について 

（不足分弁償金に掛かる市中価格（中古））×質量 
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⑤ 当初は切断をせず撤去するものとしていたが，現場状況により切断を行い撤去した場合

（新品でない場合）

(イ) Ｌ１又はＬ２がスクラップ長以上の場合

・賃料を計上する。

（賃料＋修理費及び損耗費）×質量

(ロ) Ｌ１又はＬ２がスクラップ長未満の場合

・不足分弁償金に掛かる市中価格を計上する。

（不足分弁償金に掛かる市中価格（中古）×90％）×質量

⑥ 当初より切断をせず撤去する場合

・賃料を計上する

（賃料＋修理費及び損耗費）×質量

７) 仮設材賃料に係る修理費及び損耗費の作業区分について

〔鋼矢板・Ｈ形鋼〕

イ．打込みを伴う場合（打撃，振動，圧入工法等）

最大Ｎ値が 20未満‥‥‥‥‥‥ 軽作業

〃 20以上 39以下‥‥‥‥‥ 標 準

〃 40以上‥‥‥‥‥‥‥‥‥重作業

ロ．補助工法を併用し打込みを伴う場合（ジェット併用バイブロハンマ・オーガ併用圧入・ジェット併用圧

入工法）及び打込みを伴わない場合（プレボーリング工法）

最大Ｎ値が 39以下 ‥‥‥‥‥‥軽作業

〃 40以上‥‥‥‥‥‥‥‥‥標 準

(注) 「先端部分のみに補助工法を併用しないで打込む場合」及び「プレボーリング工法で先端部分の

みを打撃する場合」についても，ロ．を適用する。

〔主桁・腹起し材〕

主桁・腹起し材‥‥‥‥‥‥‥標 準

※河川等の締切工事で捨石や埋れ木等の障害物がある場合及び海岸又は著しい酸性河川等における鋼矢板

　の修理費及び損耗費については，十分に調査検討し適用する。 
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(４) 単価表 

① 当初より撤去しない場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250010 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格（市中価格の90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は中古の場合 

② 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本ものが全て撤去出来なくなった場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250020 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は不足分弁償金 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

③ 当初より，現地の状況で１本ものの内一部を撤去しないものとした場合 

１) 撤去出来る部分（スクラップ長以上の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 賃 料 各 種 ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

２) 撤去出来る部分（スクラップ長未満の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格の80％（90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は未撤去部分の場合 

④ 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本もののうち，一部が撤去出来なくなった場合 

１) 撤去出来る部分（スクラップ長以上の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250040 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 賃 料 各 種 ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     
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(４) 単価表 

① 当初より撤去しない場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250010 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格（市中価格の90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は中古の場合 

② 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本ものが全て撤去出来なくなった場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250020 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は不足分弁償金 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

③ 当初より，現地の状況で１本ものの内一部を撤去しないものとした場合 

１) 撤去出来る部分（スクラップ長以上の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 賃 料 各 種 ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

２) 撤去出来る部分（スクラップ長未満の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格の80％（90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は未撤去部分の場合 

④ 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本もののうち，一部が撤去出来なくなった場合 

１) 撤去出来る部分（スクラップ長以上の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250040 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 賃 料 各 種 ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     
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(４) 単価表 

① 当初より撤去しない場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250010 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格（市中価格の90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は中古の場合 

② 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本ものが全て撤去出来なくなった場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250020 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は不足分弁償金 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

③ 当初より，現地の状況で１本ものの内一部を撤去しないものとした場合 

１) 撤去出来る部分（スクラップ長以上の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 賃 料 各 種 ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

２) 撤去出来る部分（スクラップ長未満の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格の80％（90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は未撤去部分の場合 

④ 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本もののうち，一部が撤去出来なくなった場合 

１) 撤去出来る部分（スクラップ長以上の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250040 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 賃 料 各 種 ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     
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(４) 単価表 

① 当初より撤去しない場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250010 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格（市中価格の90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は中古の場合 

② 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本ものが全て撤去出来なくなった場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250020 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は不足分弁償金 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

③ 当初より，現地の状況で１本ものの内一部を撤去しないものとした場合 

１) 撤去出来る部分（スクラップ長以上の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 賃 料 各 種 ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

２) 撤去出来る部分（スクラップ長未満の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格の80％（90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は未撤去部分の場合 

④ 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本もののうち，一部が撤去出来なくなった場合 

１) 撤去出来る部分（スクラップ長以上の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250040 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 賃 料 各 種 ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  
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計     
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(４) 単価表 

① 当初より撤去しない場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250010 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格（市中価格の90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は中古の場合 

② 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本ものが全て撤去出来なくなった場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250020 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は不足分弁償金 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

③ 当初より，現地の状況で１本ものの内一部を撤去しないものとした場合 

１) 撤去出来る部分（スクラップ長以上の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 賃 料 各 種 ｔ 1  
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計     

 

２) 撤去出来る部分（スクラップ長未満の場合） 
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名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 
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計     
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施工歩掛コード WB250040 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 
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計     
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② 鋼矢板（Ｈ形鋼）工 

②－１ バイブロハンマ工 

１． 適 用 範 囲 

電動式バイブロハンマ，油圧式可変超高周波型バイブロハンマ（以下「油圧式バイブロハンマ」という）による

鋼矢板・Ｈ形鋼の打込み（ウォータジェット併用施工を含む）及び引抜きの陸上・水上施工（継施工を含む）に適

用する。 

なお，陸上施工と水上施工の作業形態は，次のとおりである。 

【陸上施工】クレーンを陸上に設置して行う施工のことで，次の形態が該当する。 

・クレーンの設置場所：陸上（桟橋上等を含む） 

・鋼矢板・Ｈ形鋼の施工場所：陸上部又は水中部 

【水上施工】クレーンを台船上に設置して行う施工のことである。 

 

また，継施工における施工法は，次のとおりである。 

【鋼矢板】先行する鋼矢板を打込み後，それに接続する鋼矢板を鉛直に建込んだ状態で継手部を溶接する方法。 

【Ｈ形鋼】先行するＨ形鋼を打込み後，それに接続するＨ形鋼を鉛直に建込んだ状態で継手部をボルトにより接 

合する方法。 

また，鋼矢板型式毎の打込長（引抜長）の適用範囲は，表 1.1 ～表 1.3 のとおりとし，これにより難い場合は，

別途考慮する。 

(１) 打込み（電動式バイブロハンマ） 

 

表１．１ 打込長                    （ｍ） 

鋼矢板種類 普  通 広  幅 
広  幅 

(ハット形) 

鋼矢板型式 ⅠＡ型 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ⅤL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10Ｈ型 25Ｈ型 

打込長 

（ｍ） 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

単 独 施 工 
６以下 15以下 19以下 25以下 25以下 15以下 19以下 25以下 15以下 19以下 

ウォータジェット 

併 用 施 工 
－ 15以下 19以下 25以下 25以下 15以下 19以下 25以下 19以下 25以下 

 

Ｈ形鋼型式 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

打込長 

（ｍ） 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

単 独 施 工 
12以下 15以下 25以下 25以下 25以下 

ウォータジェット 

併 用 施 工 
15以下 19以下 25以下 25以下 25以下 
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鋼矢板種類 普  通 広  幅 
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(ハット形) 
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Ｈ形鋼型式 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

打込長 
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なお，広幅鋼矢板の引抜き（バイブロハンマ）については，土木工事標準積算基準[Ⅲ]を参照のこと。
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(２) 打込み（油圧式バイブロハンマ） 

表１．２ 打込長                              （ｍ） 

鋼矢板種類 普  通 広  幅 
広  幅 

(ハット形) 

鋼矢板型式 ⅠＡ型 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ⅤL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10Ｈ型 25Ｈ型 

打込長 

（ｍ） 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

単 独 施 工 
－ 15以下 19以下 25以下 25以下 15以下 19以下 25以下 15以下 19以下 

ウォータジェット 

併 用 施 工 
－ 15以下 19以下 25以下 25以下 15以下 19以下 25以下 19以下 25以下 

 

Ｈ形鋼型式 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

打込長 

（ｍ） 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

単 独 施 工 
6以下 15以下 25以下 25以下 25以下 

ウォータジェット 

併 用 施 工 
－ 19以下 25以下 25以下 25以下 

 

(３) 引抜き（電動式バイブロハンマ，油圧式バイブロハンマ） 

表１．３ 引抜長                     (ｍ) 

 電動式バイブロハンマ 油圧式バイブロハンマ 

鋼 矢 板 

Ｈ 形 鋼 
25以下 25以下 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

(１) 打込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※導材（ガイド）及び敷鉄板の施工を含む。 

 (注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 
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(２) 打込み（ウォータジェット併用施工） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※導材（ガイド）及び敷鉄板の施工を含む。 
(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

(３) 引抜き 

 

 

 

 

 

 

 

 

※敷鉄板の施工を含む。 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

３． 施 工 歩 掛 

３－１ 機種の選定 

(１) バイブロハンマの規格（２機種以上となる場合の取扱いは土木工事標準積算基準[Ⅲ]を参照のこと。） 

鋼矢板，Ｈ形鋼の打込み，引抜きに使用するバイブロハンマの規格は，次表を標準とする。 

なお，ハット形鋼矢板の打込みに使用するバイブロハンマは，フランジ把持式の専用チャック装備を標準

とする。 

１) 打込み（電動式バイブロハンマ） 

図３－１ 電動式バイブロハンマ機種の選定範囲 
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配 管 部 材 引 抜 き 
 

･
 

 

ウォータジェット併用施工  

ウォータジェット 

併用施工 
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表３．１ 機種の選定（電動式バイブロハンマ） 

施工方法 バイブロハンマ単独施工 ウォータジェット併用施工 

最大Ｎ値 Ｎmax＜50 50≦Ｎmax＜100 100≦Ｎmax≦180 

打 

込 

長 

15ｍ以下 

電動式・普通型 60kＷ 

電動式・可変モーメント型 

(ハット型鋼矢板用)60kＷ 

電動式・普通型90kＷ 

電動式・可変モーメント型 

(ハット型鋼矢板用)90kW 

25ｍ以下 
電動式・普通型 90kＷ  

電動式・可変モーメント型(ハット型鋼矢板用)90kＷ 

杭 打 ち 用 

ウォータジェット － 

エンジン式・排出ガス対策型(第Ⅰ次基準値) 

ポンプ圧力14.7ＭPa、吐出量325ℓ/min×２台 

(14.7ＭPa 325ℓ/min×１台)(注１) 

(注)１．杭打ち用ウォータジェット（ ）書きはＮmax＜50 で転石等によりやむを得ず杭打ち用ウォータジェ

ットを使用する必要が生じた場合に計上するものである。 

２．対象地盤の最大Ｎ値が 50を超えるものについては，式 3.1により換算Ｎ値を求めたうえで適用する。 

 

 

３．打込長は，地表面よりの鋼矢板及びＨ形鋼の打込長であり，鋼矢板長及びＨ形鋼長とは異なる。 

 

２) 打込み（油圧式バイブロハンマ） 

 

図３－２ 油圧式バイブロハンマ機種の選定範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３．２ 機種の選定（油圧式バイブロハンマ） 

施工方法 バイブロハンマ単独施工 ウォータジェット併用施工 

最大Ｎ値 Ｎmax＜50 50≦Ｎmax＜100 100≦Ｎmax≦180 

打込長 25ｍ以下 
油圧式・可変超高周波型・排出ガス対策型(第 1次基準値)224ｋＷ 

油圧式・可変超高周波型・排出ガス対策型(第 2次基準値)235ｋＷ(注 1) 

杭 打 ち 用 

ウ ォ ー タ ジ ェ ッ ト 
－ 

エンジン式・排出ガス対策型(第Ⅰ次基準値) 

ポンプ圧力 14.7ＭPa、吐出量 325ℓ/min×２

台 

(14.7ＭＰa 325ℓ/min×１台)（注２） 

(注)１．打込長（ ）書きは，ハット形鋼矢板の場合に選定する。 

２．杭打ち用ウォータジェット( )書きはＮmax＜50 で転石等によりやむを得ず杭打ち用ウォータジェ

ットを使用する必要が生じた場合に計上するものである。 

３．対象地盤の最大Ｎ値が 50 を超えるものについては，式 3.1 により換算Ｎ値を求めたうえで適用す

る。 

４．打込長は，地表面よりの鋼矢板及びＨ形鋼の打込長であり，鋼矢板長及びＨ形鋼長とは異なる。 

 

３．打込長は，地表面よりの鋼矢板及びＨ形鋼の打込長であり，鋼矢板長及びＨ形鋼長とは異なる。

落下 50回当り貫入量（㎝） 

1,500 
換算Ｎ値＝ ……式３．１ 

ウォータジェット併用施工  
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３) 引抜き 

引抜作業に使用する機械・規格は，Ｎ値にかかわらず次表のとおりとする。 

 

表３．３ 引抜作業の機種の選定 

 
電動式バイブロハンマ 油圧式バイブロハンマ 

引抜長 規 格 引抜長 規 格 

鋼矢板 

Ｈ形鋼 
25ｍ以下 60kW 25ｍ以下 

油圧式・可変超高

周波型・排出ガス

対策型 

(第１次基準値) 

224kW 

(注)１．上表は，広幅鋼矢板（Ⅱｗ，Ⅲｗ，Ⅳｗ）及びハット形鋼矢板（10Ｈ，25Ｈ）には適用しない。 

２．引抜長は，地表面よりの鋼矢板及びＨ形鋼の引抜長であり，鋼矢板長及びＨ形鋼長とは異なる。 

 

(２) 付属機械 

バイブロハンマの付属機械の機械・規格は，次表を標準とするが，現場条件によりこれにより難い場合は，

施工上必要な機械・規格を計上する。なお，水上施工の場合の台船，引船は表 3.5を標準とする。 

 

表３．４ 付属機械の機種の選定 

バイブロハンマ種別 施 工 内 容 機 械 名 規 格 

電動式バイブロハンマ 打込み(WJ併用施工を含む)・引抜き 
クローラクレーン 

油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型 

・排出ガス対策型(第1次基準値) 

50～55ｔ吊 

油圧式バイブロハンマ 

打込み(WJ併用施工を含む) 

引抜き ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第1次基準値) 

25ｔ吊 

(注) 現場条件により濁水処理が必要な場合は，「第Ⅱ編第５章⑰濁水処理工（一般土木工事）」による。 

 

表３．５ 台船・引船 

杭 打 機 台 船 矢板積台船 引 船 

ク レ ー ン 付 台 船 

台    船 (300ｔ積) 1    台 

クローラクレーン(45～50ｔ吊)1台 
台船(200ｔ積)1台 引船(鋼製200PS型)1台 

 

３－２ 日当り編成人員 

鋼矢板，Ｈ形鋼の打込・引抜作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。なお，水上施工の１船団に対

する船舶作業の日当り編成人員は，表 3.7を標準とする。 

 

表３．６ 打込・引抜作業の日当り編成人員 

項  目 区   分 世話役 とび工 普通作業員 溶接工 

バイブロハンマ 

単独施工 

(打込み,引抜き) 

継施工なし 1 2 1 － 

鋼矢板(溶接接合) 1 2 1 2 

Ｈ形鋼(ボルト接合) 1 3 1 － 

ウォータジェット 

併用施工 

継施工なし 1 2 1 1 

鋼矢板(溶接接合) 1 2 1 2 

Ｈ形鋼(ボルト接合) 1 3 1 1 

 

（人） 
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表３．７ 船舶作業の日当り編成人員        （人） 

職 種 杭打機台船 矢板積台船 引 船 

高 級 船 員 1 1 

(注)１．船員は休日以外の休止日については，共通仮設費（準備費）に繋船費として計上する。 

２．潜水士は必要に応じて船員と同様な方法で計上する。 

３．海上及び港湾工事で，これにより難い場合は別途考慮する。 

４．上表は打込み，又は引抜作業時の配置人員であり，搬入，搬出等の回航は共通仮設費

の運搬費に計上する。 

 

３－３ 日当り施工枚（本）数 

(１) 打込み（継施工なし） 

鋼矢板，Ｈ形鋼の１日当り打込枚数及び本数（Ｎ）は表 3.8～3.19による。 

１) 電動式バイブロハンマによる施工（Ｎmax＜50） 

 

表３．８ 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）          ［枚（本）／日］ 

 型式 
ⅠA型 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

打込長(ｍ)  

2以下 57 56 55 54 52 55 53 52 53 51 56 54 52 49 47 

4以下 51 49 47 44 40 46 43 39 42 39 48 44 41 36 32 

6以下 47 43 40 37 32 40 36 32 35 31 43 38 34 28 25 

9以下  38 35 31 26 34 30 26 29 25 37 32 28 22 19 

12以下  33 29 26 21 29 25 21 24 20 32 27 23 18 15 

15以下  29 26 22 18 25 21 18 20 17  23 19 15 12 

19以下   24 21 16  20 16  16   18 14 11 

23以下    18 14   14     15 12 9 

25以下    16 13   13     14 10 8 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 

 

表３．９ 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）         ［枚（本）／日］ 

 型式 
ⅠA型 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 29 28 28 28 27 28 28 27 28 27 28 28 27 27 26 

4以下 27 26 26 25 23 26 25 23 24 23 26 25 24 22 21 

6以下 26 25 24 22 21 23 22 21 22 20 24 23 21 19 17 

9以下  23 22 20 18 21 20 18 19 17 23 20 19 16 14 

12以下  21 19 18 15 19 17 15 17 15 21 18 16 14 12 

15以下  19 18 16 14 17 15 14 15 13  16 15 12 10 

19以下   17 15 13  15 13  12   14 11 9 

23以下    14 11   11     12 10 8 

25以下    13 10   10     11 9 7 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 
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２) 油圧式バイブロハンマによる施工（Ｎmax＜50） 

 

表３．10 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）        ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 56 55 53 51 55 53 51 52 50 56 54 52 49 46 

4以下 48 46 43 39 45 42 38 41 37 48 44 40 35 31 

6以下 42 39 36 31 39 35 31 34 30 42 37 33 27 24 

9以下 37 33 30 25 33 29 25 28 24  31 27 21 18 

12以下 31 28 25 20 28 24 20 23 19  26 22 17 14 

15以下 28 25 21 17 24 20 17 19 16  22 18 14 12 

19以下  21 18 14  17 14  13   16 12 10 

23以下   16 12   12     13 10 8 

25以下   14 ll   ll     12 9 7 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 

 

表３．11 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）       ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 28 28 28 27 28 28 27 27 27 28 28 27 26 26 

4以下 26 25 25 23 25 24 23 24 23 26 25 24 22 20 

6以下 24 23 22 20 23 22 20 21 20 24 22 21 18 17 

9以下 22 21 20 17 21 19 17 19 17  20 18 16 14 

12以下 20 19 17 15 19 17 15 16 14  18 16 13 11 

15以下 19 17 15 13 17 15 13 14 13  16 14 ll 10 

19以下  16 14 ll  13 ll  11   12 10 8 

23以下   12 10   10     11 8 7 

25以下   ll 9   9     10 8 6 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 
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３) 電動式バイブロハンマとウォータジェット併用施工 

 

表３．12 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）           ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
64 

(68) 

62 

(67) 

60 

(65) 

56 

(62) 

62 

(66) 

59 

(65) 

56 

(62) 

59 

(64) 

55 

(62) 

64 

(68) 

61 

(65) 

58 

(63) 

52 

(60) 

49 

(57) 

4以下 
40 

(44) 

38 

(43) 

35 

(41) 

31 

(38) 

37 

(43) 

34 

(40) 

31 

(38) 

34 

(40) 

30 

(37) 

40 

(44) 

36 

(41) 

33 

(39) 

28 

(35) 

25 

(32) 

6以下 
29 

(33) 

27 

(32) 

25 

(30) 

22 

(27) 

27 

(31) 

24 

(29) 

22 

(27) 

24 

(29) 

21 

(26) 

29 

(33) 

25 

(30) 

23 

(28) 

19 

(25) 

17 

(22) 

9以下 
22 

(25) 

20 

(24) 

18 

(22) 

16 

(20) 

20 

(24) 

18 

(22) 

16 

(20) 

17 

(21) 

15 

(19) 

21 

(25) 

19 

(23) 

17 

(21) 

14 

(18) 

12 

(16) 

12以下 
17 

(19) 

15 

(18) 

14 

(17) 

12 

(15) 

15 

(18) 

13 

(17) 

12 

(15) 

13 

(16) 

11 

(15) 

16 

(19) 

14 

(17) 

13 

(16) 

10 

(14) 

9 

(12) 

15以下 
13 

(16) 

12 

(15) 

11 

(14) 

9 

(12) 

12 

(15) 

11 

(14) 

9 

(12) 

10 

(13) 

9 

(12) 

13 

(16) 

ll 

(14) 

10 

(13) 

8 

(11) 

7 

(10) 

19以下 
 ll 

(13) 

10 

(12) 

8 

(10) 

 9 

(11) 

8 

(10) 

9 

(ll) 

8 

(10) 

 10 

(12) 

9 

(11) 

7 

(9) 

6 

(8) 

23以下 
  8 

(10) 

7 

(9) 

  7 

(9) 

 6 

(8) 

  7 

(9) 

6 

(8) 

5 

(7) 

25以下 
  7 

(9) 

6 

(8) 

  6 

(8) 

 6 

(7) 

  6 

(8) 

5 

(7) 

4 

(6) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Ｎmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要

が生じた場合。  

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．13 日当り施工枚(本)数(Ν)（水上施工）           ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
30 

(31) 

30 

(31) 

29 

(30) 

28 

(30) 

30 

(31) 

29 

(30) 

28 

(30) 

29 

(30) 

28 

(30) 

30 

(31) 

29 

(31) 

29 

(30) 

27 

(29) 

26 

(29) 

4以下 
24 

(25) 

23 

(25) 

22 

(24) 

20 

(23) 

23 

(24) 

22 

(24) 

20 

(23) 

21 

(23) 

20 

(22) 

23 

(25) 

22 

(24) 

21 

(23) 

19 

(22) 

17 

(21) 

6以下 
19 

(21) 

18 

(20) 

17 

(20) 

16 

(18) 

18 

(20) 

17 

(19) 

16 

(18) 

17 

(19) 

15 

(18) 

19 

(21) 

18 

(20) 

16 

(19) 

14 

(17) 

13 

(16) 

9以下 
16 

(17) 

15 

(17) 

14 

(16) 

12 

(15) 

15 

(17) 

14 

(16) 

12 

(15) 

13 

(16) 

12 

(15) 

16 

(17) 

14 

(16) 

13 

(15) 

11 

(14) 

10 

(13) 

12以下 
13 

(14) 

12 

(14) 

ll 

(13) 

10 

(12) 

12 

(14) 

ll 

(13) 

10 

(12) 

11 

(13) 

9 

(12) 

13 

(14) 

11 

(13) 

10 

(12) 

9 

(ll) 

8 

(10) 

15以下 
ll 

(12) 

10 

(12) 

9 

(11) 

8 

(10) 

10 

(12) 

9 

(11) 

8 

(10) 

9 

(ll) 

8 

(10) 

11 

(12) 

10 

(ll) 

9 

(ll) 

7 

(9) 

6 

(8) 

19以下  
9 

(10) 

8 

(10) 

7 

(9) 
 

8 

(10) 

7 

(9) 

8 

(9) 

7 

(9) 
 

8 

(10) 

8 

(9) 

6 

(8) 

5 

(7) 

23以下   
7 

(8) 

6 

(8) 
  

6 

(8) 
 

6 

(7) 
  

6 

(8) 

5 

(7) 

5 

(6) 

25以下   
6 

(8) 

5 

(7) 
  

5 

(7) 
 

5 

(7) 
  

6 

(7) 

5 

(6) 

4 

(5) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Ｎmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要が生

じた場合。 

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

４) 電動式バイブロハンマとウォータジェット併用施工（100≦Ｎmax≦180） 

 

表３．14 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）               ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 58 55 52 46 55 50 46 50 45 57 52 48 42 37 

4以下 33 31 27 23 30 26 23 26 22 33 28 25 20 17 

6以下 23 21 19 15 21 18 15 17 15 23 19 17 13 ll 

9以下 17 15 13 11 15 13 11 12 10 17 14 12 9 8 

12以下 13 11 10 8 11 10 8 9 8 12 10 9 7 6 

15以下 10 9 8 6 9 8 6 7 6 10 8 7 5 4 

19以下  7 6 5  6 5 6 5  7 6 4 4 

23以下   5 4   4  4   5 4 3 

25以下   5 4   4  4   4 3 3 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．15 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）          ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 29 28 27 26 28 27 26 27 25 29 27 26 24 23 

4以下 21 20 19 16 20 18 16 18 16 21 19 17 15 13 

6以下 17 15 14 12 15 14 12 13 12 16 14 13 ll 9 

9以下 13 12 ll 9 12 10 9 10 9 13 ll 10 8 7 

12以下 10 10 8 7 9 8 7 8 7 10 9 8 6 5 

15以下 9 8 7 6 8 7 6 6 5 9 7 6 5 4 

19以下  7 6 5  6 5 5 5  6 5 4 3 

23以下   5 4   4  4   4 3 3 

25以下   4 3   3  3   4 3 2 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

５) 油圧式バイブロハンマとウォータジェット併用施工 

 

表３．16 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）           ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
61 

(66) 

58 

(64) 

55 

(62) 

51 

(58) 

58 

(64) 

54 

(61) 

50 

(58) 

53 

(60) 

49 

(57) 

56 

(62) 

52 

(60) 

46 

(55) 

42 

(51) 

4以下 
36 

(42) 

34 

(40) 

31 

(37) 

27 

(34) 

33 

(39) 

30 

(36) 

26 

(33) 

29 

(36) 

26 

(33) 

31 

(38) 

28 

(35) 

23 

(30) 

20 

(27) 

6以下 
26 

(30) 

24 

(29) 

21 

(27) 

18 

(24) 

23 

(28) 

21 

(26) 

18 

(23) 

20 

(25) 

17 

(23) 

22 

(27) 

19 

(25) 

16 

(21) 

13 

(19) 

9以下 
19 

(23) 

17 

(21) 

15 

(20) 

13 

(17) 

17 

(21) 

15 

(19) 

13 

(17) 

14 

(19) 

12 

(17) 

16 

(20) 

14 

(18) 

ll 

(15) 

9 

(13) 

12以下 
14 

(17) 

13 

(16) 

ll 

(15) 

10 

(13) 

13 

(16) 

ll 

(14) 

9 

(13) 

ll 

(14) 

9 

(12) 

12 

(15) 

10 

(14) 

8 

(ll) 

7 

(10) 

15以下 
12 

(14) 

10 

(13) 

9 

(12) 

8 

(10) 

10 

(13) 

9 

(12) 

8 

(10) 

9 

(ll) 

7 

(10) 

9 

(12) 

8 

(ll) 

6 

(9) 

5 

(8) 

19以下 
 8 

(ll) 

7 

(10) 

6 

(8) 

 7 

(10) 

6 

(8) 

7 

(9) 

6 

(8) 

8 

(10) 

7 

(9) 

5 

(7) 

4 

(6) 

23以下 
  6 

(8) 

5 

(7) 

  5 

(7) 

 5 

(7) 

 5 

(7) 

4 

(6) 

4 

(5) 

25以下 
  5 

(7) 

4 

(6) 

  4 

(6) 

 4 

(6) 

 5 

(7) 

4 

(5) 

3 

(5) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Nmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要

が生じた場合。 

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．17 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）          ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
30 

(31) 

29 

(30) 

28 

(30) 

27 

(29) 

29 

(30) 

28 

(30) 

27 

(29) 

28 

(29) 

27 

(29) 

28 

(30) 

27 

(29) 

26 

(28) 

24 

(27) 

4以下 
22 

(24) 

21 

(23) 

20 

(23) 

18 

(21) 

21 

(23) 

20 

(22) 

18 

(21) 

19 

(22) 

18 

(21) 

20 

(23) 

19 

(22) 

17 

(20) 

15 

(18) 

6以下 
18 

(20) 

17 

(19) 

15 

(18) 

14 

(17) 

17 

(19) 

15 

(18) 

14 

(17) 

15 

(18) 

13 

(16) 

16 

(18) 

14 

(17) 

12 

(15) 

11 

(14) 

9以下 
14 

(16) 

13 

(16) 

12 

(15) 

10 

(13) 

13 

(15) 

12 

(14) 

10 

(13) 

11 

(14) 

10 

(13) 

12 

(15) 

11 

(14) 

9 

(12) 

8 

(ll) 

12以下 
ll 

(13) 

11 

(13) 

10 

(12) 

8 

(11) 

10 

(13) 

9 

(12) 

8 

(11) 

9 

(ll) 

8 

(10) 

10 

(12) 

9 

(ll) 

7 

(9) 

6 

(8) 

15以下 
10 

(11) 

9 

(11) 

8 

(10) 

7 

(9) 

9 

(11) 

8 

(10) 

7 

(9) 

7 

(9) 

6 

(9) 

8 

(10) 

7 

(9) 

6 

(8) 

5 

(7) 

19以下 
 7 

(9) 

7 

(8) 

6 

(7) 

 6 

(8) 

6 

(7) 

6 

(8) 

5 

(7) 

7 

(9) 

6 

(8) 

5 

(7) 

4 

(6) 

23以下 
  6 

(7) 

5 

(6) 

  5 

(6) 

 4 

(6) 

 5 

(7) 

4 

(5) 

3 

(5) 

25以下 
  5 

(6) 

4 

(6) 

  4 

(6) 

 4 

(5) 

 4 

(6) 

3 

(5) 

3 

(4) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Ｎmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要

が生じた場合。 

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

６) 油圧式バイブロハンマとウォータジェット併用施工（100≦Ｎmax≦180） 

 

表３．18 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）           ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 51 48 44 38 47 42 38 41 36 45 40 33 29 

4以下 27 24 21 17 24 20 17 20 16 22 19 15 12 

6以下 18 16 14 11 16 13 ll 13 11 15 12 9 8 

9以下 13 12 10 8 11 9 8 9 7 10 9 6 5 

12以下 10 9 7 6 8 7 6 7 5 8 6 5 4 

15以下 8 7 6 4 7 5 4 5 4 6 5 4 3 

19以下  5 5 4  4 4 4 3 5 4 3 2 

23以下   4 3   3  3  3 2 2 

25以下   3 3   3  2  3 2 2 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 



①  722①  722 Ⅱ−5−②−12

 

Ⅱ-5-②-12 

表３．19 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）            ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 27 26 25 23 26 24 23 24 22 25 24 21 19 

4以下 18 17 15 13 17 15 13 15 13 16 14 12 10 

6以下 14 13 ll 9 12 ll 9 10 9 12 10 8 7 

9以下 ll 10 8 7 9 8 7 8 7 9 7 6 5 

12以下 8 7 6 5 7 6 5 6 5 7 6 4 4 

15以下 7 6 5 4 6 5 4 5 4 5 5 3 3 

19以下  5 4 3  4 3 4 3 4 4 3 2 

23以下   4 3   3  3  3 2 2 

25以下   3 2   2  2  3 2 2 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

(２) 打込み（継施工あり） 

鋼矢板，Ｈ形鋼１枚（本）につき１箇所継施工（打込み）する場合の１日当り打込枚数及び本数（Ｎ）は，

表 3.20～3.31による。 

また，鋼矢板，Ｈ形鋼１枚（本）につき２箇所以上継施工を行う場合は，表 3.32 の補正係数（Ｆ）を，

表 3.20～3.31の枚数及び本数に乗じて，１日当り継施工枚数及び本数を求める。 

（注） 鋼矢板，Ｈ形鋼１枚（本）当りＸ箇所継ぐ場合の日当り継施工枚数及び本数＝Ｎ×Ｆ 

なお，日当り継施工枚数及び本数については，整数止め（小数点以下四捨五入）とする。 

１) 電動式バイブロハンマによる施工（Ｎmax＜50） 

 

表３．20 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）   ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 21 17 15 8 19 15 10 10 8 18 14 13 10 

4以下 20 16 14 8 18 14 10 9 7 17 13 12 9 

6以下 19 15 13 8 17 13 9 9 7 16 12 ll 9 

9以下 18 14 12 7 16 12 9 8 7 15 ll 10 8 

12以下 17 13 ll 7 15 ll 8 8 6 14 10 9 7 

15以下 16 12 10 6 14 ll 8 8 6 12 10 8 6 

19以下  12 10 6  10 7  6  9 8 6 

23以下   9 6   7    8 7 5 

25以下   9 6   7    8 6 5 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 



①  723①  723 Ⅱ−5−②−13

 

Ⅱ-5-②-13 

表３．21 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）  ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 15 13 12 7 14 12 9 8 7 14 ll 10 9 

4以下 15 12 ll 7 14 ll 8 8 6 13 ll 10 8 

6以下 14 12 10 7 13 ll 8 8 6 12 10 9 7 

9以下 14 ll 10 6 12 10 8 7 6 ll 10 8 7 

12以下 13 11 9 6 12 9 7 7 6 11 9 8 6 

15以下 12 10 9 6 ll 9 7 7 5 10 8 7 6 

19以下  10 9 6  9 7  5  8 7 5 

23以下   8 5   6    7 6 5 

25以下   8 5   6    7 6 5 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

２) 油圧式バイブロハンマによる施工（Ｎmax＜50） 

 

表３．22 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）   ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 21 17 15 8 19 15 10 10 8 18 14 13 10 

4以下 20 16 14 8 18 14 10 9 7 17 13 ll 9 

6以下 19 15 13 8 17 13 9 9 7 16 12 10 8 

9以下 18 14 12 7 16 12 9 8 7 14 ll 9 8 

12以下 16 13 ll 7 14 ll 8 8 6 13 10 9 7 

15以下 15 12 10 6 13 10 7 7 6 12 9 8 6 

19以下  ll 9 6  9 7  5  9 7 6 

23以下   9 5   6    8 6 5 

25以下   8 5   6    7 6 5 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 

 

表３．23 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）  ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 15 13 12 7 14 12 9 8 7 14 11 10 9 

4以下 15 12 ll 7 14 ll 8 8 6 13 11 10 8 

6以下 14 12 10 7 13 ll 8 8 6 12 10 9 7 

9以下 13 11 10 6 12 10 7 7 6 ll 9 8 7 

12以下 13 11 9 6 12 9 7 7 5 11 9 7 6 

15以下 12 10 9 6 ll 9 7 6 5 10 8 7 6 

19以下  10 8 5  8 6  5  7 6 5 

23以下   8 5   6    7 5 5 

25以下   7 5   5    7 5 4 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 
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３) 電動式バイブロハンマとウォータジェット併用施工 

 

表３．24 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）     ［１枚（本）当り１箇所継ぎ］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
22 

(23) 

17 

(18) 

15 

(15) 

8 

(9) 

20 

(21) 

15 

(16) 

ll 

(ll) 

10 

(10) 

8 

(8) 

19 

(19) 

14 

(15) 

13 

(13) 

10 

(ll) 

4以下 
18 

(19) 

15 

(15) 

13 

(13) 

8 

(8) 

17 

(18) 

13 

(14) 

9 

(10) 

9 

(9) 

7 

(7) 

15 

(16) 

12 

(13) 

ll 

(ll) 

9 

(9) 

6以下 
16 

(17) 

13 

(14) 

ll 

(12) 

7 

(7) 

14 

(15) 

ll 

(12) 

8 

(9) 

8 

(8) 

6 

(7) 

13 

(14) 

10 

(ll) 

9 

(10) 

7 

(8) 

9以下 
13 

(14) 

ll 

(12) 

9 

(10) 

6 

(7) 

12 

(13) 

10 

(11) 

7 

(8) 

7 

(8) 

6 

(6) 

11 

(12) 

9 

(10) 

8 

(9) 

6 

(7) 

12以下 
11 

(12) 

9 

(10) 

8 

(9) 

5 

(6) 

10 

(ll) 

8 

(9) 

6 

(7) 

6 

(7) 

5 

(6) 

9 

(10) 

8 

(9) 

6 

(8) 

5 

(6) 

15以下 
9 

(11) 

8 

(9) 

7 

(8) 

5 

(5) 

9 

(10) 

7 

(8) 

5 

(6) 

5 

(6) 

5 

(5) 

8 

(9) 

7 

(8) 

5 

(7) 

5 

(6) 

19以下 
 8 

(8) 

7 

(8) 

4 

(5) 

 6 

(7) 

5 

(6) 

5 

(6) 

4 

(5) 

7 

(8) 

6 

(7) 

5 

(6) 

4 

(5) 

23以下 
  6 

(7) 

4 

(5) 

  5 

(5) 

 4 

(4) 

 5 

(6) 

4 

(5) 

4 

(5) 

25以下 
  5 

(6) 

4 

(4) 

  4 

(5) 

 4 

(4) 

 5 

(6) 

4 

(5) 

3 

(4) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Ｎmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要

が生じた場合。 

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．25 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）      ［１枚（本）当り１箇所継ぎ］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
16 

(16) 

13 

(14) 

12 

(12) 

7 

(8) 

15 

(15) 

12 

(12) 

9 

(9) 

8 

(9) 

7 

(7) 

14 

(14) 

ll 

(12) 

10 

(ll) 

9 

(9) 

4以下 
14 

(14) 

12 

(12) 

10 

(ll) 

7 

(7) 

13 

(13) 

ll 

(ll) 

8 

(8) 

8 

(8) 

6 

(6) 

12 

(13) 

10 

(10) 

9 

(10) 

7 

(8) 

6以下 
12 

(13) 

10 

(ll) 

9 

(10) 

6 

(6) 

ll 

(12) 

9 

(10) 

7 

(8) 

7 

(7) 

6 

(6) 

11 

(11) 

9 

(10) 

8 

(9) 

7 

(7) 

9以下 
11 

(11) 

9 

(10) 

8 

(9) 

5 

(6) 

10 

(11) 

8 

(9) 

6 

(7) 

6 

(7) 

5 

(6) 

9 

(10) 

8 

(8) 

7 

(8) 

6 

(7) 

12以下 
9 

(10) 

8 

(9) 

7 

(8) 

5 

(5) 

9 

(10) 

7 

(8) 

6 

(6) 

6 

(6) 

5 

(5) 

8 

(9) 

7 

(7) 

6 

(7) 

5 

(6) 

15以下 
8 

(9) 

7 

(8) 

6 

(7) 

4 

(5) 

8 

(9) 

6 

(7) 

5 

(6) 

5 

(6) 

4 

(5) 

7 

(8) 

6 

(7) 

5 

(6) 

4 

(5) 

19以下 
 7 

(7) 

6 

(7) 

4 

(5) 

 6 

(5) 

5 

(5) 

5 

(5) 

4 

(5) 

6 

(7) 

6 

(6) 

4 

(5) 

4 

(5) 

23以下 
  5 

(6) 

4 

(4) 

  4 

(5) 

 4 

(4) 

 5 

(6) 

4 

(5) 

4 

(4) 

25以下 
  5 

(6) 

3 

(4) 

  4 

(5) 

 3 

(4) 

 5 

(5) 

4 

(4) 

3 

(4) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Ｎmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要

が生じた場合。 

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

４) 電動式バイブロハンマとウォータジェット併用施工（100≦Ｎmax≦180） 

 

表３．26 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工） ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 21 17 14 8 19 15 10 10 8 18 14 12 10 

4以下 17 14 ll 7 15 12 8 8 6 14 11 9 7 

6以下 14 11 10 6 12 10 7 7 6 ll 9 7 6 

9以下 ll 9 8 5 10 8 6 6 5 9 7 6 5 

12以下 9 8 7 4 8 7 5 5 4 7 6 5 4 

15以下 8 7 6 4 7 6 4 4 4 6 5 4 3 

19以下  5 5 3  5 4 4 3 6 5 3 3 

23以下   4 3   3  3  4 3 2 

25以下   4 3   3  3  3 3 2 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．27 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）     ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 16 13 ll 7 14 12 9 8 7 14 ll 10 8 

4以下 13 ll 10 6 12 10 7 7 6 ll 9 8 7 

6以下 ll 9 8 5 10 8 6 6 5 9 8 7 5 

9以下 9 8 7 5 9 7 5 5 5 8 7 5 5 

12以下 8 7 6 4 7 6 5 5 4 7 6 4 4 

15以下 7 6 5 4 6 5 4 4 3 6 5 4 3 

19以下  5 5 3  5 4 4 3 5 4 3 2 

23以下   4 3   3  3  3 3 2 

25以下   3 2   2  2  3 3 2 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

５) 油圧式バイブロハンマとウォータジェット併用施工 

 

表３．28 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）   ［１枚（本）当り１箇所継ぎ］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
22 

(22) 

17 

(17) 

15 

(15) 

8 

(9) 

20 

(20) 

15 

(16) 

10 

(ll) 

10 

(10) 

8 

(8) 

18 

(19) 

14 

(14) 

12 

(13) 

10 

(10) 

4以下 
17 

(19) 

14 

(15) 

12 

(13) 

7 

(8) 

16 

(17) 

12 

(13) 

9 

(9) 

8 

(9) 

7 

(7) 

14 

(16) 

ll 

(12) 

10 

(ll) 

8 

(9) 

6以下 
15 

(16) 

12 

(13) 

10 

(ll) 

6 

(7) 

13 

(14) 

ll 

(12) 

8 

(8) 

8 

(8) 

6 

(6) 

12 

(14) 

10 

(ll) 

8 

(9) 

7 

(8) 

9以下 
12 

(14) 

10 

(ll) 

9 

(10) 

6 

(6) 

ll 

(12) 

9 

(10) 

7 

(7) 

6 

(7) 

5 

(6) 

10 

(ll) 

8 

(9) 

7 

(8) 

5 

(7) 

12以下 
10 

(ll) 

8 

(10) 

7 

(9) 

5 

(6) 

9 

(10) 

7 

(8) 

5 

(7) 

6 

(6) 

5 

(5) 

8 

(10) 

7 

(8) 

5 

(7) 

5 

(6) 

15以下 
9 

(10) 

7 

(8) 

6 

(8) 

4 

(5) 

8 

(9) 

6 

(8) 

5 

(6) 

5 

(6) 

4 

(5) 

7 

(8) 

6 

(7) 

4 

(6) 

4 

(5) 

19以下 
 6 

(8) 

6 

(7) 

4 

(4) 

 5 

(7) 

4 

(5) 

4 

(5) 

4 

(4) 

6 

(7) 

5 

(6) 

4 

(5) 

3 

(4) 

23以下 
  5 

(6) 

3 

(4) 

  4 

(5) 

 3 

(4) 

 4 

(5) 

3 

(4) 

3 

(4) 

25以下 
  4 

(5) 

3 

(4) 

  3 

(4) 

 3 

(4) 

 4 

(5) 

3 

(4) 

2 

(4) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Ｎmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要

が生じた場合。 

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．29 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）  ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
16 

(16) 

13 

(13) 

12 

(12) 

7 

(7) 

15 

(15) 

12 

(12) 

9 

(9) 

8 

(8) 

7 

(7) 

14 

(14) 

ll 

(ll) 

10 

(ll) 

8 

(9) 

4以下 
13 

(14) 

ll 

(12) 

10 

(ll) 

6 

(7) 

12 

(13) 

10 

(ll) 

8 

(8) 

7 

(8) 

6 

(6) 

ll 

(12) 

10 

(10) 

9 

(9) 

7 

(8) 

6以下 
12 

(13) 

10 

(ll) 

9 

(9) 

6 

(6) 

ll 

(12) 

9 

(10) 

7 

(7) 

7 

(7) 

5 

(6) 

10 

(11) 

8 

(9) 

7 

(8) 

6 

(7) 

9以下 
10 

(11) 

8 

(10) 

8 

(9) 

5 

(6) 

9 

(10) 

8 

(8) 

6 

(7) 

6 

(6) 

5 

(5) 

8 

(10) 

7 

(8) 

6 

(7) 

5 

(6) 

12以下 
8 

(9) 

8 

(8) 

7 

(8) 

4 

(5) 

8 

(9) 

6 

(8) 

5 

(6) 

5 

(6) 

4 

(5) 

7 

(8) 

6 

(7) 

5 

(6) 

4 

(5) 

15以下 
8 

(8) 

7 

(8) 

6 

(7) 

4 

(5) 

7 

(8) 

6 

(7) 

5 

(5) 

4 

(5) 

4 

(5) 

6 

(7) 

5 

(6) 

4 

(5) 

4 

(5) 

19以下 
 5 

(7) 

5 

(6) 

4 

(4) 

 5 

(6) 

4 

(5) 

4 

(5) 

3 

(4) 

6 

(7) 

5 

(6) 

4 

(5) 

3 

(4) 

23以下 
  5 

(5) 

3 

(4) 

  4 

(4) 

 3 

(4) 

 4 

(5) 

3 

(4) 

2 

(4) 

25以下 
  4 

(5) 

3 

(4) 

  3 

(4) 

 3 

(3) 

 3 

(5) 

3 

(4) 

2 

(3) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Ｎmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要

が生じた場合。 

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

６) 油圧式バイブロハンマとウォータジェット併用施工（100≦Ｎmax≦180） 

 

表３．30 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）  ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 20 16 14 8 18 14 10 9 7 17 13 ll 9 

4以下 15 12 10 6 13 10 7 8 6 12 10 8 6 

6以下 12 10 8 5 10 8 6 6 5 10 7 6 5 

9以下 9 8 7 4 8 6 5 5 4 7 6 4 4 

12以下 8 7 5 4 6 5 4 4 3 6 5 4 3 

15以下 6 5 5 3 6 4 3 4 3 5 4 3 2 

19以下  4 4 3  3 3 3 2 4 3 3 2 

23以下   3 2   2  2  3 2 2 

25以下   3 2   2  2  3 2 2 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．31 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）    ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 15 12 ll 7 14 ll 8 8 6 13 ll 9 8 

4以下 12 10 9 6 ll 9 7 7 5 10 8 7 6 

6以下 10 8 7 5 9 7 5 5 5 8 7 5 5 

9以下 8 7 6 4 7 6 5 5 4 7 5 4 4 

12以下 6 5 5 3 6 5 4 4 3 6 5 3 3 

15以下 6 5 4 3 5 4 3 4 3 4 4 3 2 

19以下  4 3 2  3 2 3 2 3 3 3 2 

23以下   3 2   2  2  3 2 2 

25以下   3 2   2  2  3 2 2 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

７) 鋼矢板，Ｈ形鋼１枚（本）当り箇所継施工箇所数による補正 

 

表３．32 補正係数(Ｆ)｛鋼矢板(Ｈ形鋼)１枚(本)当り２箇所以上継施工を行う場合｝ 

適 用 鋼矢板 Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，ⅤL，Ⅱｗ，Ⅲｗ，Ⅳｗ，10Ｈ，25Ｈ 

最大Ｎ値 
単独施工 

(Ｎmax＜50) 

ウォータジェット併用施工 

(50≦Ｎmax＜100) 

ウォータジェット併用施工 

(100≦Ｎmax≦180) 

継 施 工 

箇 所 数 
２箇所 ３箇所 ４箇所 ５箇所 ２箇所 ３箇所 ４箇所 ５箇所 ２箇所 ３箇所 ４箇所 ５箇所 

補
正
係
数(

Ｆ) 

陸
上
施
工 

0.63 0.46 0.37 0.30 
0.70 

(0.67) 

0.54 

(0.51) 

0.44 

(0.42) 

0.38 

(0.35) 
0.74 0.60 0.50 0.43 

水
上
施
工 

0.67 0.51 0.41 0.34 
0.72 

(0.70) 

0.57 

(0.55) 

0.48 

(0.45) 

0.41 

(0.38) 
0.76 0.62 0.53 0.46 

 

適 用 Ｈ形鋼 Ｈ250，Ｈ300，Ｈ350，Ｈ400 

最大Ｎ値 
単独施工 

(Ｎmax＜50) 

ウォータジェット併用施工 

(50≦Ｎmax＜100) 

ウォータジェット併用施工 

(100≦Ｎmax≦180) 

継 施 工 

箇 所 数 
２箇所 ３箇所 ４箇所 ５箇所 ２箇所 ３箇所 ４箇所 ５箇所 ２箇所 ３箇所 ４箇所 ５箇所 

補
正
係
数(

Ｆ) 

陸
上
施
工 

0.66 0.49 0.39 0.33 
0.72 

(0.69) 

0.57 

(0.54) 

0.48 

(0.44) 

0.41 

(0.37) 
0.77 0.63 0.54 0.48 

水
上
施
工 

0.69 0.53 0.43 0.36 
0.75 

(0.72) 

0.60 

(0.57) 

0.51 

(0.47) 

0.44 

(0.40) 
0.79 0.66 0.57 0.50 

(注) ウォータジェット併用施工における（ ）書きは，Ｎmax＜50 の場合で，転石等によりやむを得ず杭打ち

用ウォータジェットを使用する必要が生じた場合。 
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(３) 継施工費 

表３．33 継施工費 

鋼矢板・H形鋼型式 継施工費(円/箇所) 

鋼

矢

板 

Ⅱ型 6,130 

Ⅲ型 6,440 

Ⅳ型 6,820 

ⅤL型 7,980 

ⅥL型 8,250 

Ⅱｗ型 7,470 

Ⅲｗ型 7,700 

Ⅳｗ型 8,230 

10H型(ハット) 11,900 

25H型(ハット) 12,600 

Ｈ

形

鋼 

Ｈ250 16,200 

Ｈ300 21,400 

Ｈ350 26,500 

Ｈ400 38,300 

(注) 継施工費に含まれる費用は，次のとおりである。 

鋼矢板継施工費：溶接棒費用，補強板材料費，開先加工費 

Ｈ形鋼継施工費：補強板材料費，接続用ボルト・ナット材料費，Ｈ形鋼孔明け加工費 

(４) 引抜き 

鋼矢板，Ｈ形鋼の日当り引抜枚数及び本数（Ｎ）は次表による。 

 

表３．34 日当り施工枚(本)数(Ｎ)  ［枚（本）／日］ 

施工場所 
陸上施工 水上施工 

引抜長(ｍ) 

2以下 91 50 
4以下 78 46 
6以下 68 42 
9以下 58 38 
12以下 50 34 
15以下 43 31 
19以下 38 28 
23以下 33 25 
25以下 30 24 

(注)１．上表は，広幅鋼矢板（Ⅱw，Ⅲw，Ⅳw）及びハット形鋼矢板（10Ｈ，25Ｈ）には適用しない。 

２．鋼矢板・Ｈ形鋼を鉛直に吊上げた状態で，鋼矢板等を切断する場合については，別途計上

する。 

6,120

8,240

16,500

21,700

26,900

38,900
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３－４ 諸雑費 

諸雑費は，溶接棒，導材（ガイド）賃料，施工機械足場用の敷鉄板賃料，電気溶接機損料，ウォータジェ

ット併用施工用付属機器に関する経費（配管バンド及び溶接棒，電気溶接機損料，水中ポンプ損料，水槽及

び配管損料），現場内小運搬に関する経費，電力に関する経費等の費用であり，労務費（潜水士は除く）及

び機械運転経費の合計に下表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表３．35 諸雑費率                         （％） 

施工区分 
バイブロハンマ 

規 格 

諸雑費率 

継施工なし 継施工あり 

普通・広幅 

鋼矢板 

Ｈ形鋼 

ハット形 

鋼矢板 

普通・広幅 

鋼矢板 

ハット形 

鋼矢板 
Ｈ形鋼 

バイブロハンマ 

単独施工・打込み 

電動式 

60kＷ 
22 

15 

18 

13 

21 

15 

18 

13 

20 

15 

90kＷ 
30 

20 

24 

18 

27 

20 

23 

17 

27 

19 

油圧式 
224kＷ 

(235kＷ)(注2) 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

ウォータジェット 

併用施工・打込み 

電動式 

60kＷ 

22(26) 

21(20) 

(注3) 

20(23) 

19(18) 

(注3) 

21(25) 

20(19) 

(注3) 

19(22) 

18(18) 

(注3) 

21(25) 

20(19) 

(注3) 

90kＷ 

27(32) 

25(24) 

(注3) 

23(27) 

22(21) 

(注3) 

25(30) 

24(23) 

(注3) 

23(26) 

21(21) 

(注3) 

25(30) 

24(23) 

(注3) 

油圧式 
224kＷ 

(235kＷ)(注2) 

8(8) 

8(7) 

(注3) 

7(8) 

7(7) 

(注3) 

8(9) 

8(8) 

(注3) 

8(8) 

8(7) 

(注3) 

8(8) 

8(7) 

(注3) 

引抜き 

電動式 60kＷ 

19 

13 

(注4) 

－ － － － 

油圧式 224kＷ 

0.1 

－ 

(注4) 

－ － － － 

(注)１．凡例 

上段：陸上施工の場合 

下段：水上施工の場合 

２．バイブロハンマ規格における（ ）書きは，ハット形鋼矢板の場合。 

３．ウォータジェット併用施工・打込みにおける（ ）書きは，Ｎmax＜50 の場合で，転石等によりやむを

得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要が生じた場合。 

４．引抜きの諸雑費率は，広幅鋼矢板には適用しない。 
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４． 単 価 表 

(１) バイブロハンマ施工による鋼矢板等の打込み又は引抜き 10枚（本）当り単価表 

 

施工歩掛コード WB250200，WB250210，WB250240，WB250250 
 

(鋼矢板等打込み，又は引抜長○○ｍ) 

名  称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一般 世話 役  人 

 

×１ 

表3.6 

表3.8～3.11,3.20～3.23, 

3.32,3.34 

と び 工  〃 

 

〃 

〃 

普 通 作 業 員  〃 

 

×１ 
〃 

〃 

溶 接 工  〃 

 

×２ 
〃  (必要に応じて計上) 

〃 

バ イ ブロ ハン マ 

杭 打 機 運 転 
 日 

 

表3.1～3.4 

〃 

引 船 運 転 鋼製200PS型 〃 

 

表3.5 (必要に応じて計上) 

〃 

ク レ ー ン 付 

台 船 運 転 

台船300ｔ積 

クローラクレーン45～50ｔ吊 
〃 

 

〃  (必要に応じて計上) 

〃 

矢 板 積台 船運 転 200ｔ積 〃 

 

〃  (必要に応じて計上) 

〃 

継 施 工 費  箇所 10×Ｘ 表3.33 (必要に応じて計上) 

諸 雑 費  式 １ 表3.35 

計     

(注) Ｎ：日当り施工枚（本）数［枚（本）／日］ 

Ｘ：１本当り継施工箇所数｛箇所／枚（本)｝ 

（ ）書き：Ｈ形鋼（継施工あり）の場合に適用する。 

×１
10 

Ｎ 

×１
10 

Ｎ 

×２
10 

Ｎ 

２ 

 

10

10 

Ｎ 

２
× 

 

×
（３） 

 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10

10 

Ｎ 

コード番号 Ｓ 1 9 4 2コード番号 Ｓ 1 9 4 2

水上施工の場合は，必要に応じて繋船費及び同航費用を共通仮設費に計上すること。

コード番号 Ｓ 5 5 0 0
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(２) バイブロハンマとウォータジェット併用施工による鋼矢板等の打込み 10枚（本）当り単価表

施工歩掛コード WB250220，WB250230

(鋼矢板等打込長○○ｍ)

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人
表3.6

表3.12～3.19,3.24～3.32,3.34

と び 工 〃
〃

〃

普 通 作 業 員 〃
〃

〃

溶 接 工 〃
〃

〃

バ イ ブ ロ ハ ン

マ 杭 打 機 運 転
日

表3.1～3.2,3.4

〃

杭打ち用ウォータ

ジ ェ ッ ト 運 転

エンジン式・排出ガス対策型

(第１次基準値 )ポンプ圧力

14.7MPa、吐出量325ℓ/min

〃

表3.1～3.2

〃

引 船 運 転 鋼製200PS型 〃
表3.5 (必要に応じて計上)

〃

クレーン付台船運転
台船300ｔ積

クローラクレーン45～50ｔ吊
〃

〃 (必要に応じて計上)

〃

矢 板 積 台 船 運 転 200ｔ積 〃
〃 (必要に応じて計上)

〃

継 施 工 費 箇所 10×Ｘ 表3.33(必要に応じて計上)

諸 雑 費 式 1 表3.35

計

(注) Ｎ：日当り施工枚（本）数［枚（本）／日］

Ｘ：１本当り継施工箇所数｛箇所／枚（本)｝

（ ）書き：Ｈ形鋼（継施工あり）の場合に適用する。

［ ］書き：鋼矢板（継施工あり）の場合に適用する。

　水上施工の場合は，必要に応じて繋船費及び同航費を共通仮設費に計上する。 

(３) 矢板積台船（200ｔ積）運転１日当り単価表

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要

台 船 損 料 200ｔ積 供用日 1.3

諸 雑 費 式 1

計

２10

Ｎ

２
××
（３）

110

Ｎ

1
××
［2］

10

Ｎ

10

10

Ｎ

0

Ｎ
×１

10

10

Ｎ

0

Ｎ
×１

10

Ｎ

10

Ｎ
××台数

10

Ｎ

10×Ｘ

10

Ｎ

コード番号 Ｓ 5 5 1 0
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(４) 機械運転単価表（陸上施工） 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 適用 

電 動 式 
バ イ ブ ロ ハ ン マ 

杭 打 機 

電動式・普通型 
60ｋＷ 

90ｋＷ 

機－20 

運転労務数量 

燃料消費量 
機械損料１ 
 

 
機械損料数量 
機械損料２ 

 
 
 

 
機械損料数量 
 

→ 

→ 
→ 
 

 
→ 
→ 

 
 
 

 
→ 

1.00 

65 
バイブロハンマ（単体） 
[電動式・普通型] 

60ｋＷ，90ｋＷ 
1.3 
クローラクレーン 

[油圧駆動式ウインチ・ラチ
スジブ型・排出ガス対策型 
(第１次基準値)] 

50～55ｔ吊 
1.3 

打込み 
引抜き 

電 動 式 
バ イ ブ ロ ハ ン マ 

杭 打 機 
(ハット形鋼矢板用) 

電動式・可変モーメント
型 

60ｋＷ 
90ｋＷ 

機－20 

運転労務数量 
燃料消費量 

機械損料１ 
 
 

機械損料数量 
機械損料２ 
 

 
 
 

機械損料数量 
 

→ 
→ 

→ 
 
 

→ 
→ 
 

 
 
 

→ 

1.00 
65 

バイブロハンマ（単体） 
[電動式・可変モーメント型] 
60ｋＷ，90ｋＷ 

1.3 
クローラクレーン 
[油圧駆動式ウインチ・ラチ

スジブ型・排出ガス対策型 
(第１次基準値)] 
50～55ｔ吊 

1.3 

打込み 

油 圧 式 
バ イ ブ ロ ハ ン マ 
杭 打 機 

油圧式・可変超高周波
型・排出ガス対策型(第１

次基準値) 
224ｋＷ 

機－20 

運転労務数量 

燃料消費量 
機械損料１ 
 

 
 
機械損料数量 

機械損料２ 
 
 

 
 
機械損料数量 

 

→ 

→ 
→ 
 

 
 

→ 

→ 
 
 

 
 

→ 

1.00 

465 
バイブロハンマ 
[油圧式・可変超高周波型・

排出ガス対策型(第１次基準
値)] 
1.3 

クローラクレーン 
[油圧駆動式ウインチ・ラチ
スジブ型・排出ガス対策型 

(第１次基準値)] 
50～55ｔ吊 
1.3 

打込み 

運転労務数量 

燃料消費量 
機械損料１ 
 

 
 
機械損料数量 

機械損料２ 
 
 

 
機械損料数量 
 

→ 

→ 
→ 
 

 
 

→ 

→ 
 
 

 
→ 

1.00 

499 
バイブロハンマ 
[油圧式・可変超高周波型・

排出ガス対策型(第１次基準
値)] 
1.2 

ラフテレーンクレーン 
[油圧伸縮ジブ型・排出ガス
対策型(第１次基準値)] 

25ｔ吊 
1.2 

引抜き 
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油 圧 式 
バ イ ブ ロ ハ ン マ 
杭 打 機 

(ハット形鋼矢板用) 

油圧式・可変超高周波
型・排出ガス対策型(第２
次基準値) 

235ｋＷ 

機－20 

運転労務数量 
燃料消費量 

機械損料１ 
 
 

 
機械損料数量 
機械損料２ 

 
 
 

 
機械損料数量 
 

→ 
→ 

→ 
 
 

 
→ 
→ 

 
 
 

 
→ 

1.00 
483 

バイブロハンマ 
[油圧式・可変超高周波型・
排出ガス対策型(第２次基準

値)] 
1.3 
クローラクレーン 

[油圧駆動式ウインチ・ラチ
スジブ型・排出ガス対策型 
(第１次基準値)] 

50～55ｔ吊 
1.3 

打込み 

 杭 打 ち 用 
ウォータジェット 

エンジン式・排出ガス対
策型(第1次基準値) 
ポンプ圧力 14.7ＭPa 

吐出量 325ℓ/min 

機－24 
燃料消費量 
機械損料数量 

→ 
→ 

110 
1.3 

打込み 
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(５) 機械運転単価表（水上施工） 

 

 

 

 

名   称 規 格 適用単価表 指  定  事  項 

バイブロハンマ 

（ 単 体 ） 

電動式・普通型 

60ｋＷ，90ｋＷ 
機－25 機 械 損 料 数 量  → 1.3 

バイブロハンマ 

（ 単 体 ） 

(ハット形鋼矢板用） 

電動式・可変モーメント型 

60ｋＷ，90ｋＷ 
機－25 機 械 損 料 数 量  → 1.3 

バイブロハンマ 

（ 単 体 ） 

油圧式・可変超高周波型・ 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

 

224ｋＷ 

機－24 
燃 料 消 費 量 

機 械 損 料 数 量  

→ 

→ 

400 

1.3 

バイブロハンマ 

（ 単 体 ） 

(ハット形鋼矢板用） 

油圧式・可変超高周波型・ 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

 

235ｋＷ 

機－24 
燃 料 消 費 量 

機 械 損 料 数 量  

→ 

→ 

418 

1.3 

 杭 打 ち 用 

ウォータジェット 

エンジン式・排出ガス対策型(第

１次基準値) 

ポンプ圧力 14.7ＭPa 

吐出量 325 ℓ／min 

機－24 
燃 料 消 費 量 

機 械 損 料 数 量  

→ 

→ 

110 

1.3 

クレーン付台船 

クローラクレーン 

45～50ｔ吊 

台船300ｔ積 

機－11 

船 員 名 称 

運 転 労 務 数 量  

(クローラクレーン) 

機 械 損 料 単 位  

燃 料 消 費 量 

機 械 損 料 数 量  

(台 船) 

機 械 損 料 数 量  

→ 

→ 

 

→ 

→ 

→ 

 

→ 

高級船員 

1.00 

 

供用日 

51 

1.3 

 

1.3 

引 船 鋼製200PS型 機－11 

船 員 名 称 

運 転 労 務 数 量  

燃 料 消 費 量 

機 械 損 料 単 位  

機 械 損 料 数 量  

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

高級船員 

1.00 

111（重油） 

供用日 

1.0 
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②－２ バイブロハンマ工（軽量鋼矢板打込引抜工） 

 
１． 適 用 範 囲 

本資料は，電動式バイブロハンマによる軽量鋼矢板の打込み，引抜きに適用する。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 
 

打込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引抜き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 規  格 単位 数量 摘 要 

バイブロハンマ 15ｋＷ 台 １  

クローラクレーン 機械駆動式ウインチ・ラチスジブ型

16ｔ吊 

〃 １  

トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 16ｔ吊 〃 １ 必要時のみ計上 

発動発電機 

ディーゼルエンジン駆動・排出ガス

対策型（第１次基準値） 

17／20kVA 

〃 １ 〃 

(注)１．トラッククレーンは，現場内小運搬用として次の場合のみ計上する。 

①施工場所から 30ｍ以内のところに矢板置場を設けることが出来ない場合 

②作業場所が狭小で民家その他施設，構造物などを破損又は危険にさらす恐れのある場合 

２．発動発電機は，商用電源がない場合に計上する。 

矢
板
吊
上
げ
・
建
込
み 

機

材

の

搬

出 

施

工

機

械

撤

去 

矢

板

打

込

み 

施

工

機

械

設

置 

機

材

の

搬

入 

矢

板

引

抜

き 
機

材

の

搬

出 

施

工

機

械

撤

去 

矢

板

抜

倒 

施

工

機

械

設

置 

機

材

の

搬

入 
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４． 編 成 人 員 

軽量鋼矢板の打込み，引抜き作業の編成人員は，次表を標準とする。 

表４．１ 打込み，引抜き作業の編成人員 

土木一般世話役 とび工 普通作業員 

１ ２ １ 

 

５． 施 工 歩 掛 

５－１ 打込み及び引抜施工時間 

矢板１枚当り打込み及び引抜き施工時間は，次式による。 

 

 

ＴＣ：矢板１枚当り施工時間（分／枚） 

Ｔｓ：  〃   準備時間（分／枚） 

Ｔｂ：  〃   打込み又は引抜き時間（分／枚） 

ｆｃ：現場の条件による作業係数 

(１) 軽量鋼矢板１枚当り準備時間（Ｔｓ） 

軽量鋼矢板１枚当り準備時間は，次表を標準とする。 

                 表５．１ 軽量鋼矢板１枚当り準備時間（Ｔｓ）       (分／枚) 

打 込 み 引 抜 き 

Ｔｓ＝0.3・Ｌ＋２ Ｔｓ＝0.15・Ｌ＋1.5 

(注) Ｌ：矢板長さ（ｍ） 

 

(２) 軽量鋼矢板１枚当り打込み又は引抜時間（Ｔｂ） 

Ｔｂ＝γ・ｔ・Ｋ………………………………（分／枚） 

γ：土質による打込み又は引抜時間（分／ｍ） 

ｔ：矢板根入長（ｍ） 

Ｋ：軽量鋼矢板の種類による係数 

① 土質による打込み又は引抜時間（γ） 

土質による打込み又は引抜時間は，次表を標準とする。 

                           表５．２ 打込み又は引抜時間                     (分／ｍ) 

工 種 （γ1）レキ質土・砂・砂質土 （γ2）粘性土 

打 込 バイブロハンマ 0.02・Ｎ1＋0.7 0.03・Ｎ2＋0.7 

引 抜 バイブロハンマ 0.4 0.7 

(注)１．Ｎ1，Ｎ2：各地質ごとの根入長に対する加重平均Ｎ値 

２．γ の算出については γ1・γ2を各々算出し，下式により加重平均する。 

 

 

γ ：土質による打込み又は引抜時間（分／ｍ） 

γ1：レキ質土・砂・砂質土の打込み又は引抜時間（分） 

ℓ1：γ1に対する根入長（ｍ） 

γ2：粘性土の打込み又は引抜時間（分） 

ℓ2：γ2に対する根入長（ｍ） 

 

② 軽量鋼矢板の種類による係数（Ｋ） 

表５．３ 軽量鋼矢板の種類による係数（Ｋ） 

矢 板 種 類 打 込 み 引 抜 き 

軽量鋼矢板 250㎜ 0.5 0.6 

軽量鋼矢板 333㎜ 0.8 0.95 

 

普通作業員

（人） 

γ の算出については γ1・

γ ：土質による打込み又は引抜時間（分／

 

γ＝ 
ℓ1＋ℓ2 

1

γ1×ℓ1＋γ2×ℓ2 

矢板１枚当り打込み及び

ＴＣ：矢板１枚当り施工時間（分／枚）

 

ＴＣ＝ 

ＴＣ：矢板１枚当り施工時間（分／枚）

ｆc 
ＴＣ＝

Ｔｓ＋Ｔb 
…………………(分／枚) 



①  737①  737 Ⅱ−5−②−27

 

Ⅱ-5-②-35 

③ 現場の条件による作業係数（ｆｃ） 

作業係数は，次式による。 

ｆｃ＝f0＋f1＋f2＋f3＋f4 

f0：基準作業係数 

f1～f4：作業条件による補正係数 

 

表５．４ 基準作業係数（f0） 

打 込 み 引 抜 き 

0.8 0.7 

 

表５．５ 作業条件による補正係数 

係 数 

条 件 
-0.05 0 ＋0.05 摘 要 

f1 

家屋，鉄道，橋梁，道路

施設，構造物などによる

障害の程度 

かなりある な し － 
作業中断の有無，並びに機械の

行動に制約される。 

f2 
現場の広さによる作業難

易の程度 
不 良 普 通 － 

機械の移動，矢板の仮置場所，

矢板の吊込みなどに十分な広さ

があるか。 

f3 
足場の状況により作業に

及ぼす程度 
不 良 普 通 良 不陸，軟弱等による足場の良否 

f4 
施 工 規 模 

（１工事当り） 
100枚未満 

100枚以上 

300枚未満 
300枚以上  

 

５－２ 運転時間 

(１) バイブロハンマ，クローラクレーン，発動発電機 

・軽量鋼矢板１枚当り運転時間＝ＴＣ 

・運転日当り運転時間（Ｔ）＝「建設機械等損料表」のバイブロハンマの標準時間 

・バイブロハンマの電源に商用電源を用いた場合の電力料の算出は，１枚当り施工時間（ＴＣ）に，0.7を

乗じたものとする。 

(２) トラッククレーン 

・軽量鋼矢板１枚当り運転時間＝ＴＣ×0.6 
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７． 単 価 表 

(１) バイブロハンマによる軽量鋼矢板打込み又は引抜き 10枚当り単価表 

施工歩掛コード WB251010，WB251020 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 
 

人 
10・TC 

60 
表 4.1 

と び 工 
 

〃 
10・TC 

60 
〃 

普 通 作 業 員 
 

〃 
10・TC 

60 
〃 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

杭 打 機 運 転 

 
ｈ 

10・TC 

60 

ベースマシン 

＋バイブロハンマ 

発 動 発 電 機 運 転 
 

日 
10・TC 

60 
必要に応じて計上 

トラッククレーン

運 転 

 
ｈ 

10・TC 

60 
〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) Ｔ＝バイブロハンマ運転日当り運転時間（ｈ） 

ＴＣ＝軽量鋼矢板１枚当り施工時間（分） 

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

電 動 式 

バイブロハンマ 

杭 打 機 

15ｋＷ 機－５ 

機械損料１→バイブロハンマ 15ｋＷ 

（商用電力を使用した場合は下記による） 

電力量→Ｅ×0.7 

Ｅ→バイブロハンマの時間当り電力消費量（ｋＷｈ） 

Ｔ＝バイブロハンマ運転日当り運転時間（ｈ） 

ＴＣ→矢板１枚当り施工時間（分） 

発 動 発 電 機 

ディーゼルエンジ

ン駆動・排出ガス

対策型 

（第１次基準値） 

17／20ｋVA 

機－12 運転時間→バイブロハンマの運転日当り運転時間（ｈ） 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 

16ｔ吊 
機－１ 

 

 

 

 

×１ 
１ 

Ｔ 
× 

×２ 
１ 

Ｔ 
× 

×１ 
１ 

Ｔ 
× 

１ 

Ｔ 
× 

×0.6 
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７． 単 価 表 

(１) バイブロハンマによる軽量鋼矢板打込み又は引抜き 10枚当り単価表 

施工歩掛コード WB251010，WB251020 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 
 

人 
10・TC 

60 
表 4.1 

と び 工 
 

〃 
10・TC 

60 
〃 

普 通 作 業 員 
 

〃 
10・TC 

60 
〃 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

杭 打 機 運 転 

 
ｈ 

10・TC 

60 

ベースマシン 

＋バイブロハンマ 

発 動 発 電 機 運 転 
 

日 
10・TC 

60 
必要に応じて計上 

トラッククレーン

運 転 

 
ｈ 

10・TC 

60 
〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) Ｔ＝バイブロハンマ運転日当り運転時間（ｈ） 

ＴＣ＝軽量鋼矢板１枚当り施工時間（分） 

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

電 動 式 

バイブロハンマ 

杭 打 機 

15ｋＷ 機－５ 

機械損料１→バイブロハンマ 15ｋＷ 

（商用電力を使用した場合は下記による） 

電力量→Ｅ×0.7 

Ｅ→バイブロハンマの時間当り電力消費量（ｋＷｈ） 

Ｔ＝バイブロハンマ運転日当り運転時間（ｈ） 

ＴＣ→矢板１枚当り施工時間（分） 

発 動 発 電 機 

ディーゼルエンジ

ン駆動・排出ガス

対策型 

（第１次基準値） 

17／20ｋVA 

機－12 運転時間→バイブロハンマの運転日当り運転時間（ｈ） 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 

16ｔ吊 
機－１ 

 

 

 

 

表×１ 
１ 

Ｔ 

TC １

Ｔ
× 

×２ 
１ 

Ｔ 

TC １１

Ｔ
× 

×１ 

・TC

１ 

Ｔ 

TC １１

Ｔ
× 

１ 

Ｔ 

TC １

Ｔ
× 

TC
×0.6 

６．
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③ 油圧圧入引抜工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は、油圧式杭圧入引抜機による鋼矢板の圧入（Nmax≦600）及び，引抜きの施工に適用する。 

なお，継矢板の施工法は，先行する鋼矢板を圧入後，それに接続する鋼矢板を鉛直に建込んだ状態で継手部を溶

接するものである。 

Nmax≦50 での施工における油圧式圧入引抜機の反力チャックのつかみ代は次のとおりとする。 

・Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，ⅤＬ，ⅥＬ，Ⅱｗ，Ⅲｗ，Ⅳｗ型の場合：500㎜を標準とする。 

・ハット形鋼矢板（10Ｈ，25Ｈ型）の場合：550㎜を標準とする。 

なお，Nmax≦50での施工における布掘深さ（又は、地表面よりの余裕深さ）は反力チャックのつかみ代と同じ幅

を標準とする。50＜Nmax≦600 の施工における布掘深さ（又は，地表面よりの余裕高さ）は，1,000 ㎜を標準とす

る。 

また，鋼矢板形式毎の圧入長（引抜長）の適用範囲は，表１.１のとおりとし，これにより難い場合は，別途考

慮する。 

表１．１ 圧入長（引抜長） 

鋼矢板の型式 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ⅤL型 ⅥL型 Ⅱｗ型 Ⅲｗ型 Ⅳｗ型 10Ｈ型 25Ｈ型 

圧入長 

（引抜長） 

（ｍ） 

圧
入 

Nmax≦25 10以下 15以下 20以下 25以下 25以下 12以下 25以下 25以下 12以下 25以下 

Nmax≦50 12以下 18以下 20以下 25以下 25以下 14以下 25以下 25以下 14以下 25以下 

50＜Nmax≦600 10以下 15以下 20以下 25以下 25以下 12以下 25以下 25以下 － － 

引抜き 12以下 18以下 20以下 25以下 25以下 － 

(注)１．圧入長（引抜長）とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長（引抜長）であり，鋼矢板長とは異なる。 

２．圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用するものとし， Nmax≦25 におい

ても転石等によりやむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する場合は適用できる。 

３．圧入（50＜Nmax≦600）の最小圧入長は，3.0ｍ以上を標準とする。 

４．圧入（600＜Nmax）は別途考慮するものとする。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

(１) 圧入（Nmax≦25） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 施工機械足場用の敷鉄板の施工を含む。 

         (注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図 2-1 施工フロー(圧入（Nmax≦25）) 
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(２) 圧入（Nmax≦50） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 施工機械足場用の敷鉄板の施工を含む。 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図 2-2 施工フロー(圧入（Nmax≦50）) 

 (３) 圧入（50＜Nmax≦600） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 施工機械足場用の敷鉄板の施工を含む。 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図 2-3 施工フロー(圧入（50＜Nmax≦600）) 

 

(４) 引抜き 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 施工機械足場用の敷鉄板の施工を含む。 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図 2-4 施工フロー(引抜き) 
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３． 施 工 歩 掛 

３－１ 機種の選定 

(１) 油圧式杭圧入引抜機 

油圧式杭圧入引抜機の規格は，次表を標準とする。 

表３．１ 機種の選定 

作業の種類 圧  入 引 抜 き 

最大Ｎ値 Nmax≦25 Nmax≦50 50＜Nmax≦600 － 

鋼
矢
板
型
式 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 

エンジン式ユニット・ 

排出ガス対策型（第１次基準値） 

圧入力  981～1,471kN 

引抜力 1,079～1,569kN 

エンジン式ユニット(硬質地盤専用)・ 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

普通鋼矢板用 

圧入力 800kN 

引抜力 900kN 

エンジン式ユニット・ 

排出ガス対策型 

（第１次基準値） 

圧入力  981～1,471kN 

引抜力1,079～ 1,569kN 

ⅤL・ⅥL型 
エンジン式ユニット・ 

排出ガス対策型（第１次基準値） 

広幅鋼矢板用 

圧入力  981～1,471kN 

引抜力 1,079～1,569kN 

エンジン式ユニット(硬質地盤専用)・ 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

広幅鋼矢板用 

圧入力 800kN 

引抜力 900kN 

エンジン式ユニット・ 

排出ガス対策型 

（第１次基準値） 

広幅鋼矢板用 

圧入力  981～1,471kN 

引抜力 1,079～1,569kN 

Ⅱｗ・Ⅲｗ・Ⅳｗ型 － 

10Ｈ・25Ｈ型 

エンジン式ユニット・ 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

ハット形鋼矢板900㎜ 用 

圧入力 1,000kN 

引抜力 1,100kN 

－ － 

(注) 圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用するものとし，Nmax≦25 におい

ても転石等によりやむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する場合は適用できる。 

 

(２) 付属機械 

油圧式杭圧入引抜機の付属機械の機械・規格は，次表を標準とする。 

表３．２ 付属機械の機種の選定 

作業の種類 

機械名 
圧入（Nmax≦25） 

引抜き 
圧入（Nmax≦50） 圧入（50＜Nmax≦600） 備  考 

ラフテレーンクレーン 

(注）4 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

25ｔ吊 (注)2 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型（第１次基準値） 

50～51ｔ吊 (注)2 

陸上からの施工時のみ 

杭 打 ち 用 

ウ ォ ー タ ジ ェ ッ ト 
－ 

エンジン式・ 

排出ガス対策型 

（第１次基準値） 

14.7MPa325ℓ /min 

－  

ク レ ー ン 付 台 船 
クローラクレーン 35～ 40ｔ吊 

台船 300ｔ積 (注)3 
－ 

水上からの施工時のみ 

引 船 鋼製 100ＰＳ型 (注)3 － 

(注)１．圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用するものとし，Nmax≦25 におい

ても転石等によりやむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する場合は適用できる。 

２．ラフテレーンクレーンは，損料とする。 

３．水上施工の場合の注意事項 

・潜水士船を必要に応じ計上する。 

・海上及び港湾工事で，上表により難い場合は別途考慮する。 

・クレーン付台船には，圧入（Nmax≦25）時は油圧式杭圧入引抜機，同油圧ユニット，電気溶接機及び

鋼矢板を搭載するものとし，鋼矢板の搭載質量は，230ｔ（圧入（Nmax≦50）時は杭打ち用ウォータ

ジェット，水槽も搭載し，鋼矢板の搭載質量は，210ｔ）以下とする。 

４．現場条件により上表により難い場合は，現場条件に適した規格を選定すること。 

５．濁水処理装置が必要な場合は，「第Ⅱ編第５章⑰濁水処理工（一般土木工事）」により別途計上する。 
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３－２ 日当り編成人員 

(１) 油圧圧入引抜工の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

表３．３ 日当り編成人員                   (人) 

作業の種類 土木一般世話役 特殊作業員 とび工 溶接工(注) 

圧入(Nmax≦25) 1 1 2 2 

圧入(Nmax≦50) 1 1 2 2 

圧入(50＜Nmax≦600) 1 1 2 － 

引  抜  き 1 1 2 － 

(注)１．圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用する。 

２．溶接工は継矢板を施工する場合のみ計上する。 

 

(２) 水上施工の１船団に対する船舶作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

表３．４ 船舶作業の日当り編成人員    （人） 

職 種 クレーン付台船 引 船 

高級船員 1 1 

(注)１．船員は休日以外の休止日については，共通仮設費の準備費における繋船費として

計上する。 

２．潜水士が必要な場合は、船員と同様な方法で別途計上する。 

３．海上及び港湾工事で，上表により難い場合は別途考慮する。 

４．上表は，圧入又は引抜作業の配置人員であり，搬入，搬出等の回航は共通仮設費

の運搬費として計上する。 

 

３－３ 日当り施工枚数 

(１) 圧入，引抜き（継施工なし） 

鋼矢板の圧入及び引抜作業における日当り施工枚数（Ｎ）は，表３．５～表３．１２による。 

１) 圧入（Nmax≦25） 

 

表３．５ 日当り施工枚数（Ｎ）               (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

2 

以下 

4 

以下 

6 

以下 

9 

以下 

12 

以下 

15 

以下 

19 

以下 

23 

以下 

25 

以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 62 45 35 28 22 18 15 13 － 

ⅤL・ⅥL型 59 41 31 24 19 16 13 11 9.7 

Ⅱw・Ⅲw・Ⅳw型 59 41 31 24 19 15 13 11 9.5 

10Ｈ・25Ｈ型 57 38 28 21 17 14 11 9.3 8.3 

(注)１．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

２．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表１.１による。 

３．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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２) 圧入（Nmax≦50） 

 

表３．６ 日当り施工枚数（Ｎ）                (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

2 

以下 

4 

以下 

6 

以下 

9 

以下 

12 

以下 

15 

以下 

19 

以下 

23 

以下 

25 

以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 
41 

(42) 

30 

(33) 

24 

(27) 

19 

(22) 

16 

(18) 

13 

(15) 

ll 

(13) 

9.3 

(11) 

－ 

(－) 

ⅤL・ⅥL型 
40 

(41) 

29 

(31) 

23 

(25) 

18 

(20) 

14 

(16) 

12 

(14) 

10 

(12) 

8.4 

(9.9) 

7.5 

(8.9) 

Ⅱw・Ⅲw・Ⅳw型 
40 

(41) 

29 

(31) 

23 

(25) 

18 

(20) 

14 

(16) 

12 

(14) 

9.8 

(11) 

8.3 

(9.7) 

7.4 

(8.7) 

10Ｈ・25Ｈ型 
39 

(40) 

27 

(30) 

21 

(23) 

16 

(19) 

13 

(15) 

ll 

(12) 

8.7 

(10) 

7.3 

(8.8) 

6.5 

(7.8) 

(注)１．圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用する。 

２．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

３．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表１.１による。 

４．上     段：25＜Nmax≦50 

下段（ ）書き：Nmax≦25 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必

要が生じた場合。 

５．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

 

３) 圧入（50＜Nmax≦100） 

 

表３．７ 日当り施工枚数（Ｎ）               (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

4 

以下 
6 

以下 
9 

以下 
12 

以下 
15 

以下 
19 

以下 
23 

以下 
25 

以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 19 13 9.2 6.9 5.5 4.4 3.6 － 

ⅤL・ⅥL型 17 12 8.2 6.1 4.8 3.9 3.2 2.8 

Ⅱw・Ⅲw・Ⅳw型 17 12 8.2 6.1 4.8 3.9 3.2 2.8 

(注)１．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

２．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表１.１による。 

３．最小圧入長は，３.０ｍ以上を標準とする。 

４．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

５．本歩掛は，オーガによる先行掘削の有無にかかわらず適用出来る。 

 

４) 圧入（100＜Nmax≦180） 

 

表３．８ 日当り施工枚数（Ｎ）              (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

4 

以下 
6 

以下 
9 

以下 
12 

以下 
15 

以下 
19 

以下 
23 

以下 
25 

以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 16 11 7.8 5.7 4.6 3.7 3.0 － 

ⅤL・ⅥL型 15 9.7 6.8 5.0 4.0 3.2 2.6 2.3 

Ⅱw・Ⅲw・Ⅳw型 15 9.7 6.8 5.0 4.0 3.2 2.6 2.3 

(注)１．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

２．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表１.１による。 

３．最小圧入長は，３.０ｍ以上を標準とする。 

４．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

５．本歩掛は，オーガによる先行掘削の有無にかかわらず適用出来る。 
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５) 圧 入（180＜Nmax≦250） 

表３．９ 日当り施工枚数（Ｎ）              (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

4 

以下 
6 

以下 
9 

以下 
12 

以下 
15 

以下 
19 

以下 
23 

以下 
25 

以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 16 11 7.4 5.4 4.3 3.5 2.8 － 

ⅤL・ⅥL型 14 9.4 6.5 4.8 3.7 3.0 2.5 2.2 

Ⅱw・Ⅲw・Ⅳw型 14 9.4 6.5 4.8 3.7 3.0 2.5 2.2 

 (注) 1．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

2．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表 1.1による。 

3．最小圧入長は，3.0ｍ以上を標準とする。 

4．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

5．本歩掛は，オーガによる先行掘削の有無にかかわらず適用出来る。 

 

 

６) 圧 入（250＜Nmax≦375） 

表３．10 日当り施工枚数（Ｎ）              (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

4 
以下 

6 
以下 

9 
以下 

12 
以下 

15 
以下 

19 
以下 

23 
以下 

25 
以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 14 9.3 6.4 4.7 3.7 3.0 2.4 － 

ⅤL・ⅥL型 13 8.1 5.6 4.1 3.2 2.6 2.1 1.8 

Ⅱｗ・Ⅲｗ・Ⅳｗ型 13 8.1 5.6 4.1 3.2 2.6 2.1 1.8 

(注) 1．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

2．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表 1.1による。 

3．最小圧入長は，3.0ｍ以上を標準とする。 

4．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

5．本歩掛は，オーガによる先行掘削の有無にかかわらず適用出来る。 

 

 

７) 圧 入（375＜Nmax≦600） 

表３．11 日当り施工枚数（Ｎ）              (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

4 
以下 

6 
以下 

9 
以下 

12 
以下 

15 
以下 

19 
以下 

23 
以下 

25 
以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 12 7.6 5.2 3.8 3.0 2.4 1.9 － 

ⅤL・ⅥL型 10 6.6 4.5 3.3 2.6 2.1 1.7 1.5 

Ⅱｗ・Ⅲｗ・Ⅳｗ型 10 6.6 4.5 3.3 2.6 2.1 1.7 1.5 

(注) 1．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

2．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表 1.1による。 

3．最小圧入長は，3.0ｍ以上を標準とする。 

4．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

5．本歩掛は，オーガによる先行掘削の有無にかかわらず適用出来る。 
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８) 引抜き 

 

表３．12 日当り施工枚数（Ｎ）                  (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

2 

以下 

4 

以下 

6 

以下 

9 

以下 

12 

以下 

15 

以下 

19 

以下 

23 

以下 

25 

以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・ⅤL・Ⅵ L型 86 70 58 48 40 34 30 25 23 

(注)１．引抜長とは，地表面よりの鋼矢板の引抜長であり，鋼矢板長とは異なる。 

２．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表１.１による。 

３．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

 

(２) 圧入（継施工あり） 

鋼矢板１枚につき１箇所継施工（圧入）する場合の日当り施工枚数（Ｎ）は，表３.13～表３.14を標準と

する。 

鋼矢板１枚につき２箇所以上継施工を行う場合は，表３.15の補正係数を，表３.13～表３.14の枚数に乗

じて，日当り継施工枚数を求める。 

(注) 鋼矢板１枚当りＸ箇所継ぐ場合の日当り継施工枚数Ｎ ’＝Ｎ×Ｆ（Ｆ：補正係数） 

日当り継施工枚数Ｎ ’が１０以上の場合は，整数とし，少数第１位を四捨五入する。 

日当り継施工枚数Ｎ ’が１０未満の場合は，少数第１位とし，少数第２位を四捨五入する。 

 

１) 圧入継施工（Nmax≦25） 

 

表３．13 日当り継施工枚数（Ｎ）                 (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

2 

以下 

4 

以下 

6 

以下 

9 

以下 

12 

以下 

15 

以下 

19 

以下 

23 

以下 

25 

以下 

Ⅱ型 22 19 17 15 13 － － － － 

Ⅲ型 17 16 14 13 11 10 － － － 

Ⅳ型 15 14 13 12 10 9.5 8.6 7.9 － 

ⅤL型 8.6 8.0 7.6 7.1 6.6 6.2 5.7 5.2 5.0 

ⅥL型 7.0 6.7 6.4 6.0 5.6 5.3 5.0 4.6 4.4 

Ⅱw型 19 17 15 13 ll － － － － 

Ⅲw型 15 13 12 11 9.7 8.6 7.9 7.1 6.2 

Ⅳw型 11 9.9 9.2 8.4 7.7 7.0 6.5 6.0 5.3 

10Ｈ型 9.9 9.1 8.4 7.6 7.0 － － － － 

25Ｈ型 7.8 7.3 6.8 6.3 5.9 5.5 5.0 4.5 4.2 

(注)１．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

２．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表１.１による。 

３．日当り継施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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２) 圧入継施工（Nmax≦50） 

 

表３．14 日当り継施工枚数（Ｎ）                  (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

2 

以下 

4 

以下 

6 

以下 

9 

以下 

12 

以下 

15 

以下 

19 

以下 

23 

以下 

25 

以下 

Ⅱ型 
18 

(18) 

16 

(17) 

14 

(15) 

12 

(13) 

ll 

(12) 
－ － － － 

Ⅲ型 
15 

(15) 

13 

(14) 

12 

(13) 

ll 

(11) 

9.6 

(10) 

8.4 

(9.2) 

7.5 

(8.4) 
－ － 

Ⅳ型 
13 

(14) 

12 

(12) 

11 

(11) 

9.7 

(10) 

8.9 

(9.5) 

7.9 

(8.6) 

7.1 

(7.9) 

6.2 

(7.1) 
－ 

ⅤL型 
8.0 

(8.0) 

7.4 

(7.6) 

7.0 

(7.1) 

6.4 

(6.7) 

5.8 

(6.2) 

5.5 

(5.8) 

5.0 

(5.5) 

4.4 

(5.0) 

4.4 

(4.7) 

ⅥL型 
6.7 

(6.7) 

6.3 

(6.4) 

5.9 

(6.1) 

5.5 

(5.7) 

5.1 

(5.3) 

4.8 

(5.1) 

4.4 

(4.8) 

4.0 

(4.4) 

4.0 

(4.2) 

Ⅱw型 
17 

(17) 

15 

(15) 

13 

(13) 

ll 

(12) 

9.4 

(10) 

8.5 

(9.4) 
－ － － 

Ⅲw型 
13 

(13) 

12 

(12) 

ll 

(ll) 

9.5 

(10) 

8.2 

(8.9) 

7.5 

(8.2) 

6.7 

(7.1) 

5.7 

(6.7) 

5.2 

(6.2) 

Ⅳw型 
9.8 

(9.9) 

9.0 

(9.2) 

8.3 

(8.6) 

7.5 

(7.9) 

6.7 

(7.2) 

6.2 

(6.7) 

5.7 

(6.0) 

5.0 

(5.7) 

4.6 

(5.3) 

10Ｈ型 
9.2 

(9.2) 

8.3 

(8.6) 

7.6 

(7.9) 

6.9 

(7.4) 

6.2 

(6.7) 

5.7 

(6.0) 
－ － － 

25Ｈ型 
7.3 

(7.3) 

6.8 

(6.9) 

6.3 

(6.5) 

5.8 

(6.1) 

5.3 

(5.6) 

5.0 

(5.1) 

4.5 

(4.7) 

3.9 

(4.5) 

3.9 

(4.2) 

(注)１．圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用する。 

２．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

３．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表 1.1による。 

４．上     段：25＜Nmax≦50 

下段（ ）書き：Nmax≦25 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必

要が生じた場合。 

５．日当り継施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

 

３) 鋼矢板１枚当り継施工箇所数による補正 

 

表３．15 補正係数（Ｆ）（鋼矢板１枚当り２箇所以上継施工を行う場合） 

鋼矢板１枚当り継施工箇所数（Ｘ） 2箇所 3箇所 4箇所 5箇所 

補正係数（Ｆ） 0.66 0.50 0.40 0.34 

 

(３) 継施工費 

「第Ⅱ編第５章仮設工②－１バイブロハンマ工３．施工歩掛３－３日当り施工枚数（３）継施工費」による。 

 

(４) 継矢板の引抜き・切断 

鋼矢板を鉛直に吊上げた状態で，鋼矢板を切断する場合については，別途積算する。 
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(５) 油圧式杭圧入引抜機の据付・解体歩掛 

据付・解体は，施工前の準備としての施工機械の設置，試運転等と施工後の施工機械の解体・撤去作業で

あり，歩掛は次表を標準とする。 

 

表３．16 据付・解体歩掛 

作業の種類 

労 務(人/回) 組合せ機械運転時間(日/回) 
土木一般 

世話役 
特殊作業員 とび工 

油圧式杭 

圧入引抜機 
ラフテレーン

クレーン 
圧入(Nmax≦25) 0.29 0.29 0.58 0.25 0.30 
圧入(Nmax≦50) 0.50 0.50 1.00 0.29 0.45 

圧入(50＜Nmax≦600) 1.10 1.10 2.19 0.59 0.90 
引  抜  き 0.19 0.19 0.39 0.13 0.19 

(注)１．圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用する。 

２．本歩掛は，既設鋼矢板，反力架台いずれを使用する場合も適用出来る。 

３．本表は，据付・解体１回当りの歩掛である。したがって，１工事で機械１組につき，工事着工時

には１回，現場内移設時には移設回数分計上する。 

４．水上施工等で反力架台が設置出来ない場合には，初期鋼矢板の施工は，バイブロハンマ工により

別途積算する。また，引抜きにおいても残鋼矢板の施工はバイブロハンマ工により別途計上する。

（初期又は残鋼矢板：Ⅱ～Ⅳ型４枚，ⅤL～ⅥL型及びⅡw～Ⅳw型３枚，10Ｈ・25Ｈ型４枚） 

なお，クレーン付台船及び引船の運転日数は，土木一般世話役の歩掛を「日／回」と読み変えて

適用するものとし，回航費用は別途計上する。 

 

(６) 諸雑費 

圧入（Nmax≦25），圧入（Nmax≦50）及び引抜きにおける諸雑費は，溶接棒，施工機械足場用の敷鉄板賃

料，電気溶接機損料，ウォータジェット併用施工用付属機器に関する経費（配管バンド及び溶接棒，電気溶

接機損料，水中ポンプ損料，水槽及び配管損料），現場内小運搬に関する経費，電力に関する経費等の費用

（継施工に関する経費は除く）であり，労務費，機械損料及び機械運転経費の合計額に次表の率を乗じた金

額を上限として計上する。 

圧入（50＜Nmax≦600）における諸雑費は，溶接棒，施工機械足場用の敷鉄板賃料，電気溶接機損料，現

場内小運搬に関する経費，排出土処理用のバックホウ運転に関する経費，オーガスクリュー及びオーガヘッ

ド並びにケーシング損料等の費用であり，労務費，機械損料及び機械運転経費の合計額に下表の率を乗じた

金額を上限として計上する。 

表３．17 諸雑費率                             （％） 

作業の種類 

陸上施工 水上施工 
継施工なし 継施工あり 継施工なし 継施工あり 

普通・ 

広幅 

鋼矢板 

ハット形 

鋼矢板 

普通・ 

広幅 

鋼矢板 

ハット形 

鋼矢板 

普通・ 

広幅 

鋼矢板 

ハット形 

鋼矢板 

普通・ 

広幅 

鋼矢板 

ハット形 

鋼矢板 

圧入(Nmax≦25) 1 1 2 2 1 1 3 2 
圧入(Nmax≦50) 8 6 8 7 6 5 8 7 

圧入(50＜Nmax≦600) 16 ― 

引 抜 き 
0.2 

(注)2 
― 

(注)１．圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用する。 

２．引抜きの諸雑費率は，広幅鋼矢板には適用しない。 
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５. 単 価 表 

(１) 鋼矢板圧入 10枚当り単価表（Nmax≦25） 

施工歩掛コード WB251330 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表3.3 

表3.5 

特 殊 作 業 員  〃 
  〃 

 〃 

と び 工  〃 
  〃 

 〃 

油圧式杭圧入引抜機運転  日 
 表3.1 

 〃 

ラ フテレ ーンク レーン 

転運  

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型(第2次基準値)25ｔ吊 
〃 

 表3.2  (注)2 

 〃 

ク レ ー ン 付 台 船 運 転 
クローラクレーン35～40ｔ吊 

台船300ｔ積 
〃 

 表3.2  (注)3 

 〃 

引 船 運 転 鋼製100PS型 〃 
  〃 

 〃 

諸 雑 費  式 1 表3.17 

計     

(注)１．Ｎ：日当り施工枚数（枚／日） 

２．陸上からの施工時のみ計上 

３．水上からの施工時のみ計上。また，必要に応じて繋船量及び同航費用を，共通仮設費に計上する。 
 

(２) 鋼矢板圧入 10枚当り単価表（Nmax≦50） 

施工歩掛コード WB251340 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表3.3 

表3.6 

特 殊 作 業 員  〃 
  〃 

 〃 

と び 工  〃 
  〃 

 〃 

油圧式杭圧入引抜機運転  日 
 表3.1 

 〃 

杭 打 ち 用 

ウォータジェット運転 
ｴﾝｼﾞﾝ式・排出ガス対策型(第1

次基準値)14.7MPa325ℓ/min 
〃 

 表3.2 

 〃 

ラフテレーンクレーン 

運 転 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型(第2次基準値)25ｔ吊 
〃 

 表3.2  (注)3 

 〃 

ク レ ー ン 付 台 船 運 転 
クローラクレーン35～40ｔ吊 

台船300ｔ積 
〃 

 表3.2  (注)4 

 〃 

引 船 運 転 鋼製100PS型 〃 
  〃 

 〃 
諸 雑 費  式 1 表3.17 

計     

(注)１．本単価表は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用する。 

２．Ｎ：日当り施工枚数（枚／日） 

３．陸上からの施工時のみ計上 

４．水上からの施工時のみ計上。また，必要に応じて繋船費及び同航費用を共通仮設費に計上する。 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×2 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×2 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

コード番号 Ｓ 5 5 2 9

コード番号 Ｓ 5 5 3 5

４.
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(３) 鋼矢板圧入 10枚当り単価表（50＜Nmax≦600） 

施工歩掛コード WB251390 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表3.3 

表3.7～表3.11 

特 殊 作 業 員  〃 
  〃 

 〃 

と び 工  〃 
  〃 

 〃 

油圧式杭圧入引抜機運転  日 
 表3.1 

 〃 

ラフテレーンクレーン 

運 転 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型(第1次基準値)50～51ｔ吊 
〃 

 表3.2  (注)2 

 〃 

諸 雑 費  式 1 表3.17 

計     

 (注)１．Ｎ：日当り施工枚数（枚／日） 

２．陸上からの施工時のみ計上 

 

(４) 継鋼矢板圧入10枚当り単価表（Nmax≦25） 

施工歩掛コード WB251350 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表3.3 

表3.13，表3.15 

特 殊 作 業 員  〃     〃 

と び 工  〃 
 

   〃 

溶 接 工  〃 
 

   〃 

継 施 工 費  箇所 10×X  

油圧式杭圧入引抜機運転  日 
 表3.1 

表3.13，表3.15 

ラフ テレーンク レーン 

転運  

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

25ｔ吊 

〃 
 表3.2  (注)2 

 〃   〃 

ク レ ー ン 付 台 船 運 転 
クローラクレーン35～40ｔ吊 

台船300ｔ積 
〃 

 表3.2  (注)3 

 〃   〃 

引 船 運 転 鋼製 100PS型 〃 
 〃 

 〃   〃 

諸 雑 費  式 1 表3.17 

計     

 (注)１．ＮorＮ’：日当り継施工枚数（枚／日） 

Ｘ：１枚当り継施工箇所数（箇所／枚） 

２．陸上からの施工時のみ計上 

３．水上からの施工時のみ計上。また，必要に応じて繋船費及び同航費用を共通仮設費に計上する。 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×2 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

ＮorＮ’ 

 

×1 

10 

ＮorＮ’ 

 

×1 

10 

ＮorＮ’ 

 

×2 

10 

ＮorＮ’ 

 

×2 

10 

ＮorＮ’ 

 10 

ＮorＮ’ 

 10 

ＮorＮ’ 

 10 

ＮorＮ’ 

 

コード番号 Ｓ 5 5 3 3

コード番号 Ｓ 5 5 3 0
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(５) 継鋼矢板圧入 10枚当り単価表（Nmax≦50） 

施工歩掛コード WB251360 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表3.3 

表3.14，表3.15 

特 殊 作 業 員  〃 
  〃 

 〃  〃 

と び 工  〃  
 〃 

 〃  〃 

溶 接 工  〃 
  〃 

 〃  〃 

継 施 工 費  箇所 10×Ｘ  

油圧式杭圧入引抜機運転  日 
 

表3.1 

表3.14，表3.15 

杭 打 ち 用 

ウォータジェット運転 

ｴﾝｼﾞﾝ式・排出ガス対策型(第1

次基準値)14.7MPa325ℓ/min 
〃 

 表3.2 

 〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

運 転 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型(第2次基準値)25ｔ吊 
〃 

 表3.2  (注)3 

 〃  〃 

ク レ ー ン 付 台 船 運 転 
クローラクレーン35～40ｔ吊 

台船300ｔ積 
〃 

 表3.2  (注)4 

 〃 〃 

引 船 運 転 鋼製100PS型 〃 
  〃 

 〃 〃 

諸 雑 費  式 1 表3.17 

計     

(注)１．本単価表は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用する。 

２．ＮorＮ’：日当り継施工枚数（枚／日） 

Ｘ：１枚当り継施工箇所数（箇所／枚） 

３．陸上からの施工時のみ計上 

４．水上からの施工時のみ計上。また，必要に応じて繋船費及び同航費用を共通仮設費に計上する。 

 

 

 

10 

ＮorＮ’ 

 

10 

ＮorＮ’ 

 

×1 

10 

ＮorＮ’ 

 

×1 
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×2 

10 
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×2 
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 10 
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コード番号 Ｓ 5 5 3 6
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(６) 鋼矢板引抜き 10枚当り単価表 

施工歩掛コード WB251370 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表3.3 

表3.12 

特 殊 作 業 員  〃 
  〃 

 〃 

と び 工  〃 
  〃 

 〃 

油圧式杭圧入引抜機運転  日 
 表3.1 

 〃 

ラ フテレ ーンク レーン 

転運  

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型(第2次基準値)25ｔ吊 
〃 

 表3.2  (注)2 

 〃 

ク レ ー ン 付 台 船 運 転 
クローラクレーン35～40ｔ吊 

台船300ｔ積 
〃 

 表3.2  (注)3 

 〃 

引 船 運 転 鋼製100PS型 〃 
  〃 

 〃 

諸 雑 費  式 1 表3.17 

計     

(注)１．Ｎ：日当り施工枚数（枚／日） 

２．陸上からの施工時のみ計上 

３．水上からの施工時のみ計上。また，−｛（5）と同じ｝ 

 

(７) 油圧式杭圧入引抜機据付・解体１回当り単価表 

施工歩掛コード WB251380 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.16 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

と び 工  〃   〃 

油圧式杭圧入引抜機運転  日  
表3.1 

表3.16 

ラフテレーンクレーン 

運 転 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型(第2次基準値)25ｔ吊 
〃  

表3.2  (注)2 

 〃 

〃 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型(第1次基準値)50～51ｔ吊 
〃  

 〃 

 〃 

ク レ ー ン 付 台 船 運 転 
クローラクレーン35～40ｔ吊 

台船300ｔ積 
〃 ｄa 

表3.2  (注)3 

 〃 

引 船 運 転 鋼製100PS型 〃 ｄa 
 〃 

 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

(注)１．ｄa：土木一般世話役の据付・解体歩掛（日／回） 

２．陸上からの施工時のみ計上 

３．水上からの施工時のみ計上。また，−｛（5）と同じ｝ 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×2 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

コード番号 Ｓ 5 5 3 2

コード番号 Ｓ 5 5 3 1

また，必要に応じて繋船費及び同航費用を共通仮設費に計上する。

また，必要に応じて繋船費及び同航費用を共通仮設費に計上する。



①  752①  752 Ⅱ−5−③−14

 

Ⅱ-5-③-19 

(８) 機械運転単価表 

名 称 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

油圧式杭圧入引抜機 

エンジン式ユニット・排出ガス対策型(第1

次基準値) 

圧入力  981～1,471kN 

引抜力 1,079～1,569kN 

機－24 
燃料消費量 →132 

機械損料数量→1.45 

〃 

エンジン式ユニット・排出ガス対策型(第1

次基準値)広幅鋼矢板用 

圧入力  981～1,471kN 

引抜力 1,079～1,569kN 

機－24 
燃料消費量 →132 

機械損料数量→1.45 

〃 

エンジン式ユニット・排出ガス対策型(第2

次基準値) 

ハット形鋼矢板900㎜用 

圧入力 1,000kN 

引抜力 l,l00kN 

機－24 
燃料消費量 →202 

機械損料数量→1.45 

〃 

(鋼矢板Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型用) 

エンジン式ユニット(硬質地盤専用)・排出ガ

ス対策型(第2次基準値)普通鋼矢板用 

圧入力 800kN 

引抜力 900kN 

機－24 
燃料消費量 →202 

機械損料数量→1.45 

〃 

(鋼矢板ⅤL・Ⅵ L・ 

Ⅱw・Ⅲw・Ⅳw型用) 

エンジン式ユニット(硬質地盤専用)・排出ガ

ス対策型(第2次基準値)広幅鋼矢板用 

圧入力 800kN 

引抜力 900kN 

機－24 
燃料消費量 →202 

機械損料数量→1.45 

杭 打 ち 用 

ウォータジェット 

エンジン式・排出ガス対策型(第1次基準値) 

ポンプ圧力 14.7MPa 

吐出量 325ℓ/min 

機－24 
燃料消費量 →120 

機械損料数量→1.45 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

25ｔ吊 

機－18 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →107 

機械損料数量→1.45 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第1次基準値) 

50～51ｔ吊 

機－18 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →139 

機械損料数量→1.45 

ク レ ー ン 付 台 船 

(クローラクレーン) 

35～40ｔ吊 

(台船) 

300ｔ積 

機－11 

運転1日当り単価表 

船員名称  →高級船員 

運転労務数量→1.00 

(クローラクレーン) 

燃料消費量 →45 

機械損料数量→1.45 

機械損料単位→供用日 

 (台船) 

機械損料数量→1.45 

引 船 鋼製100PS型 機－11 

運転1日当り単価表 

船員名称  →高級船員 

運転労務数量→1.00 

主燃料   →重油 

燃料消費量 →57 

機械損料数量→1.21 

機械損料単位→供用日 
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④ 矢板工（アースオーガ併用圧入工） 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，アースオーガ併用圧入杭打機による鋼矢板の打込みに適用する。なお，適用出来る鋼矢板はⅡ，Ⅲ，

Ⅳ，ⅤＬ型とし，オーガ径はⅡ，Ⅲ，Ⅳ型はφ320㎜，ⅤＬ型は φ400 ㎜とする。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

３． 機 種 の選 定  

機械・規格は，次表を標準とする。 

表３．１ 機種の選定 

最大N値 Nmax≦50 50＜Nmax≦65 

圧入長 20ｍ以下 

機種 

アースオーガ（油圧式）

併用圧入杭打機 

34kＮ･ｍ 

アースオーガ 

併用圧入杭打機 

90kＷ 

(注)１．電動式オーガ（90kＷ）は，鋼矢板ⅤL型のみ適用する。 

２．対象地盤の最大Ｎ値が 50 を超えるものについては，次式により換算Ｎ値を求めた上

で適用する。 

 

 

３．圧入長とは，地表面からの鋼矢板の圧入長さであり，鋼矢板長とは異なる。 

４．油圧式オーガについては最大掘削トルク，電動式オーガについてはオーガ出力を示す。 

 

４． 編 成 人 員 

鋼矢板の打込圧入作業の編成人員は，次表を標準とする。 

表４．１ 打込圧入の編成人員     （人） 

土木一般世話役 とび工 普通作業員 

1 2 1 

 

 

 

1，500 

落下 50回当り貫入量（㎝） 
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５． 施 工 歩 掛 

５－１ 鋼矢板の１日当りの圧入枚数（Ｎ）は，表５.１～５.４による。 

 

表５．１ 日当り施工枚数（Ⅱ型）        （枚／日） 

最大Ｎ値Nmax 

圧入長(ｍ) 

25 

以下 

25を超え 

50以下 

2以下 38 34 

2を超え 4以下 33 26 

4を超え 6以下 29 21 

6を超え 8以下 26 18 

8を超え10以下  23 15 

10を超え13以下 21 13 

13を超え16以下 18 11 

16を超え20以下 16 9 

 

表５．２ 日当り施工枚数（Ⅲ型）        （枚／日） 

最大Ｎ値Nmax 

圧入長(ｍ) 

25 

以下 

25を超え 

50以下 

2以下 37 32 

2を超え 4以下 31 23 

4を超え 6以下 27 19 

6を超え 8以下 24 15 

8を超え10以下  21 13 

10を超え13以下 19 11 

13を超え16以下 17 9 

16を超え20以下 15 8 

 

表５．３ 日当り施工枚数（Ⅳ型）        （枚／日） 

最大Ｎ値Nmax 

圧入長(ｍ) 

25 

以下 

25を超え 

50以下 

2以下 36 30 

2を超え 4以下 30 22 

4を超え 6以下 26 17 

6を超え 8以下 22 14 

8を超え10以下  20 12 

10を超え13以下 18 10 

13を超え16以下 15 8 

16を超え20以下 13 7 
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表５．４ 日当り施工枚数（ⅤL型）            （枚／日） 

最大Ｎ値Nmax 

圧入長(ｍ) 

25 

以下 
25を超え 

50以下 
50を超え 

65以下 

2以下 35 29 25 

2を超え 4以下 29 20 16 

4を超え 6以下 24 15 11 

6を超え 8以下 21 12 9 

8を超え 10以下 19 10 7 

10を超え13以下 16 8 6 

13を超え16以下 14 7 5 

16を超え20以下 12 6 4 

(注) 最大Ｎ値が 50を超えるものについては，換算Ｎ値とする。 

 

５－２ 諸雑費 

諸雑費は，掘削土処理（穴埋め作業等）作業費，矢板等設置現場内小運搬費，オーガスクリュ及びオーガ

ヘッド損料，電力に関する経費，足場材（敷鉄板等），鋼矢板圧入金具取付に関する経費等の費用であり，

労務費，杭打機損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

     表５．５ 諸雑費率           (％) 

機 種 諸雑費率 

アースオーガ（油圧式）併用圧入杭打機34kＮ･ｍ 34 

ア ー ス オ ー ガ 併 用 圧 入 杭 打 機 9 0 k Ｗ 39 
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６． 単 価 表 

(１) アースオーガ併用圧入工法による鋼矢板打込み 10枚当り単価表 

施工歩掛コード WB251110 
 

名    称 規    格 単位 数 量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表4.1 

表5.1～5.4 

と び 工  〃 
   〃 

  〃 

普 通 作 業 員  〃 
   〃 

  〃 

杭 打 機 運 転  日 
 表3.1 

表5.1～5.4 

諸 雑 費  式 1 表5.5 

計     

(注) Ｎ：日当り施工枚数（枚／日） 

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

ク ロ ー ラ 式 

ア ー ス オ ー ガ 

ア ー ス オ ー ガ （ 油 圧 式 ） 

併 用 圧 入 杭 打 機 

34kＮ･ｍ 
機－18 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →57 

機械損料数量→1.59 

ア ー ス オ ー ガ 

併 用 圧 入 杭 打 機 

90kＷ 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →74 

機械損料数量→1.59 

 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×2 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 

コード番号 Ｓ 5 5 2 0
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⑤ 矢板工（クレーン引抜工） 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，引抜長 10ｍ以上 20ｍ以下の鋼矢板及びＨ形鋼をクレーンとワイヤ式杭抜機により引抜く作業に適用す

る。適用にあたっては，現場条件により他工法との比較検討を行うものとする。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

２－２ 参考図等 

図２－１ 施工図 
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３． 施 工 歩 掛 

３－１ 機種の選定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

杭 抜 き 機 

(杭抜き機) 

ワイヤ式 

最大引抜力 2,940kN(300ｔ) 

(クローラクレーン) 

油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型 

30～35ｔ吊 

台 1 

ワイヤ式杭抜き機 

＋ 

クローラクレーン 

(ベースマシン) 

ラフテレーン 

クレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第

１次基準値）20ｔ吊 
台 1 合引き及び吊出し用 

(注)１．ラフテレーンクレーンは賃料とする。 

２．現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 

 

３－２ 日当り編成人員 

クレーン引抜作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

表３．２ 日当り編成人員             (人) 

職 種 土木一般世話役 と び 工 普 通 作 業 員 

編 成 人 員 1 2 1 

 

３－３ 日当り引抜枚（本）数 

矢板，Ｈ形鋼の施工１日当り引抜枚（本）数（Ｎ）は，次表による。 

 

表３．３ 日当り引抜枚［本］数（Ｎ）          (枚［本］／日) 

作業補正条件 

引抜長（ｍ） 

家屋,鉄道,橋梁,道路,施設及び構造物による障害 

無し 有り 

10以上12以下 23 20 

12を超え15以下 20 18 

15を超え20以下 17 15 

(注) 家屋，鉄道，橋梁，道路，施設及び構造物による障害の有無は，作業中断の有無及び作業の

行動制限の有無によって判断する。 

 

 

 

 

 



①  758①  758 Ⅱ−5−⑤−3

 

Ⅱ-5-⑤-4 

５． 単 価 表 

(１) クレーンによる鋼矢板及びＨ形鋼引抜 10枚（本）当り単価表 

施工歩掛コード 
WB251610 

WB251620 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 

 

表3.2 表3.3 

と び 工  〃 

 

 〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

杭 抜 き 機 運 転 

(杭抜き機) 

ワイヤ式 

最大引抜力2,940kＮ 

(300ｔ) 

(クローラクレーン) 

油圧駆動式ウインチ・ 

ラチスジブ型 

30～35ｔ吊 

日 

 

表3.1 

ラフテレーンクレーン 

賃料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対

策型（第1次基準値）20ｔ吊 
〃 

 

 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) Ｎ：日当り施工枚（本）数（枚［本］/日） 

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規  格 適用単価表 指 定 事 項 

杭 抜 き 機 

ワイヤ式 

最大引抜力 

2,940kN 

(300ｔ) 

機－20 

運転労務数量→1.0 

燃料消費量 →53 

機械損料1  →杭抜き機 

損料数量  →1.58 

機械損料2  →クローラクレーン 

(油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型30～35ｔ吊) 

損料数量  →1.58 

 

 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×2 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

コード番号 Ｓ 5 5 4 0
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５． 単 価 表 

(１) クレーンによる鋼矢板及びＨ形鋼引抜 10枚（本）当り単価表 

施工歩掛コード 
WB251610 

WB251620 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 

 

表3.2 表3.3 

と び 工  〃 

 

 〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

杭 抜 き 機 運 転 

(杭抜き機) 

ワイヤ式 

最大引抜力2,940kＮ 

(300ｔ) 

(クローラクレーン) 

油圧駆動式ウインチ・ 

ラチスジブ型 

30～35ｔ吊 

日 

 

表3.1 

ラフテレーンクレーン 

賃料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対

策型（第1次基準値）20ｔ吊 
〃 

 

 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) Ｎ：日当り施工枚（本）数（枚［本］/日） 

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規  格 適用単価表 指 定 事 項 

杭 抜 き 機 

ワイヤ式 

最大引抜力 

2,940kN 

(300ｔ) 

機－20 

運転労務数量→1.0 

燃料消費量 →53 

機械損料1  →杭抜き機 

損料数量  →1.58 

機械損料2  →クローラクレーン 

(油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型30～35ｔ吊) 

損料数量  →1.58 

 

 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×2 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

４．
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⑥ 矢 板 工（Ｈ形鋼） 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，ディーゼルハンマ工法によるＨ形鋼の施工（打込み）及びプレボーリング工法によるＨ形鋼の 

施工（打込み）に適用する。 

 

２．機 種 の選 定  

２－１ ディーゼルハンマの規格 

(１) 機械の種類 

施工機械は，土質，打込長による施工性及び騒音，振動等を考慮し，現場条件に適した機種を選定する。 

(２) 機械の規格 

機械の規格は，Ｈ形鋼のサイズ，打込長，土質などにより異なるが，一般的には，次表を標準とする。 

 

図２．１ ディーゼルハンマ規格選定図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２．１ クローラ式杭打機標準機種 

ディーゼルハンマ規格 杭 打 機 

ラム質量1.3ｔ ディーゼルハンマ・ブーム式 

〃 2.5ｔ 〃 

〃 3.5ｔ ディーゼルハンマ直結三点支持式 

 

２－２ アースオーガ（プレボーリング用）の規格 

 

図２．２ アースオーガ規格選定図 
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表２．２ クロ－ラ式杭打機標準機種 

アースオーガ規格 杭 打 機 

30kW ディーゼルハンマ及びアースオーガ併用・直結三点支持式 

45kW 〃 

(注)１．打込みを行う場合のディーゼルハンマ規格はラム質量 1.3ｔを標準とする。 

２．打込みを行わない場合はディーゼルハンマに替えて，モンケン（2ｔ）の装備を標準

とする。 

 

(１) アースオーガ径 

Ｈ形鋼サイズとアースオーガ径の関係は，次表を標準とする。 

 

表２．３ Ｈ形鋼サイズとア－スオ－ガ径 

Ｈ形鋼サイズ Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 

アースオーガ径 φ350㎜ φ400㎜ φ450㎜ φ500㎜ 

 

２－３ その他の機種 

(１) 補助クレーン 

現場内小運搬用クレーンは，トラッククレーン（油圧伸縮ジブ型 16 ｔ吊）を標準とし，下記の場合等必

要に応じて考慮する。 

① 施工場所から 30ｍ 以内のところに材料置場を設けることが出来ない場合。 

② 民家，その他施設，構造物等を破損又は危険にさらす恐れのある場合。 

(２) バックホウ（プレボーリング工法のみ適用） 

バックホウ（クローラ型）は，掘削土の処理作業（穴埋作業及び簡単な整正を含む）として標準型・排出

ガス対策型（第１次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥）を標準とする。 

 

３． 編成人員及び運転時間 

３－１ 編成人員 

Ｈ形鋼施工の１班編成は，次表を標準とする。 

ただし，杭打機等の運転労務は「第Ⅰ編第５章①建設機械運転労務」により別途計上する。 

 

表３．１ Ｈ形鋼施工編成人員               (人) 

職 種 

工 種 

土 木 一 般 

世 話 役 
と び 工 普通作業員 

打込み 
ディーゼルハンマ 1 2 1 

プレボーリング 1 2 1 

 

３－２ 運転時間 

(１) Ｈ形鋼施工機械の運転日当り運転時間は「建設機械等損料算定表」の杭打機の標準時間とする。 

(２) 補助クレーンは，単独機械とし，運転時間は打込み又は引抜施工時間の 60％とする。 

(３) プレボーリング工法の場合は，バックホウの杭１本の施工に要する運転時間は，Ｔｃ×0.3min／本とする。 
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４． 施 工 歩 掛 

Ｈ形鋼１本当りの打込施工時間は次式による。 

 

 

Ｔｃ：Ｈ形鋼１本当り施工時間（min ／本） 

Ｔｓ：Ｈ形鋼１本当り準備時間（min ／本） 

Ｔｂ：Ｈ形鋼１本当り打込時間（min ／本） 

Ｆ ：作業係数 

４－１ Ｈ形鋼１本当り準備時間（Ｔｓ） 

準備時間は，足場づくり，杭打機の移動，Ｈ形鋼の吊込み，芯出し，機械の給油脂等を含む時間であり，

次表とする。 

 

表４．１ Ｈ形鋼１本当り準備時間  (min／本) 

工   種 時間 

打込み 
デ ィ ー ゼ ル ハ ン マ 10 

プ レ ボ ー リ ン グ 12 

(注)１．プレボーリングの準備時間には打込みのための時間も含む。 

２．プレボーリングで打込みをしない場合は２分を減ずるものとする。 

 

４－２ Ｈ形鋼１本当り打込み時間（Ｔｂ） 

(１) ディーゼルハンマ 

Ｔｂ＝γ×ℓ×Ｋ（min ／本） 

Ｔｂ：Ｈ形鋼１本当り打込時間（min ／本） 

γ ：打込みの単位作業時間（min ／ｍ） 

ℓ ：Ｈ形鋼の根入長（ｍ） 

Ｋ ：ハンマ係数 

 

表４．２ ディ－ゼルハンマによる打込みの単位作業時間（γ）    (min／ｍ) 

土質 砂質土・レキ質土(γ1) 粘性土(γ2) 

γ 0.03Ｎl+0.4 0.05Ｎ2+0.4 

(注)１．Ｎ1，Ｎ2：各地質ごとの根入長に対する加重平均Ｎ値 

２．γ の算出については，γ1・γ2 を各々算出し，次式により加重平均する。 

 

 

γ ：施工土質に対する打込み単位作業時間（min ／ ｍ） 

γ1：砂質土，レキ質土に対する単位作業時間（min ／ ｍ） 

γ2：粘性土に対する単位作業時間（min ／ ｍ） 

ℓ1：γ1 に対する根入長（ｍ） 

ℓ2：γ2 に対する根入長（ｍ） 

 

図４．１ 施工状況（ディーゼルハンマ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔｓ＋Ｔb 

Ｆ 
Ｔｃ＝ (min／本) 

γ1×ℓ1＋γ2×ℓ2 

 

 

 

ℓ1＋ℓ2 

 

γ＝ 
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表４．３ Ｈ形鋼のハンマ係数（Ｋ） 

Ｈ形鋼規格 
Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 

工種 

打込み ディーゼルハンマ 0.90 0.95 1.00 1.05 

 

(２) プレボーリング 

Ｔb  ＝Ｔ b0 ＋Ｔ bh 

Ｔb0 ＝γ0×ℓ0×Ｋ0 

Ｔbh ＝γ×ℓ×Ｋ 

Ｔb ：Ｈ形鋼１本当り掘削・打込時間（min／本） 

Ｔb0 ：Ｈ形鋼１本当り掘削時間（min ／本） 

Ｔbh：Ｈ形鋼１本当り打込時間（min ／本） 

γ0 ：掘削の単位作業時間（min／ｍ） 

ℓ ：掘削深さ（ｍ） 

Ｋ0 ：ハンマ係数 

γ：打込単位作業時間（min／ｍ） 

ℓ0 ：打止め長さ（ｍ） 

Ｋ：ハンマ係数 

図４．２ 施工状況（プレボーリング） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４．４ 掘削・打止単位作業時間（γ0,γ） 

土質 

工種 
砂質土・レキ質土（γ01,γ1） 粘性土（γ02,γ2） 

ア ー ス オ ー ガ 掘 削 0.03Ｎ1＋1.5 0.05Ｎ2＋1.5 

ディーゼルハンマ打止め 0.03Ｎ1＋0.4 0.05Ｎ2＋0.4 

(注)１．Ｎ1，Ｎ2：各土質ごとの根入長に対する加重平均Ｎ値 

２．γ の算出については，γ0１,γ１,γ0２,γ２を各々算出し，次式により加重平均する。 

 

 

γ0 ：施工土質に対する掘削単位作業時間（min／ｍ） 

γ01：砂質土・レキ質土に対する掘削単位作業時間（min／ｍ） 

γ02：粘性土に対する掘削単位作業時間（min／ｍ） 

ℓ 01：γ01 に対する掘削深さ（ｍ） 

ℓ 02：γ02 に対する掘削深さ（ｍ） 

γの計算は，ディ－ゼルハンマ打込みの場合に準ずるが ℓ は打止めのための根入長と

する。 

 

γ01×ℓ01＋γ02×ℓ02 

 

 

 

ℓ01＋ℓ02 

 

γ0＝ 
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表４．５ Ｈ形鋼のハンマ係数（Ｋ0 ，Ｋ） 

ハンマ 

係 数 

Ｈ形鋼の規格 

（掘削径） 

工 種 

Ｈ200（φ350） Ｈ250（φ400） Ｈ300（φ450） Ｈ350（φ500） 

Ｋ0 ア ー ス オ ー ガ 掘 削 0.90 0.95 1.00 1.10 

Ｋ ディーゼルハンマ打止め 0.90 0.95 1.00 1.05 

 

４－３ 作業係数（Ｆ） 

現場作業条件による作業係数（Ｆ）は，表４.６の基準作業係数（Ｆｏ）に表４.７の作業条件による補正

係数を加え算出する。 

Ｆ＝Ｆ0＋(ｆ1＋ｆ2＋ｆ3) 

Ｆ     ：作業係数 

Ｆ0         ：基準作業係数 

ｆ1～ｆ3   ：作業条件による補正係数 

(１) 基準作業係数 

機種による係数は，次表とする。 

 

表４．６ 基準作業係数 

工   種 Ｆo 

打込み 
ディーゼルハンマ 0.80 

プ レ ボ ー リ ン グ 0.80 

 

(２) 作業条件による補正係数 

作業条件による係数は，次表を標準とする。 

 

表４．７ 作業条件による補正係数 

補正値 

条 件 
-0.05 0 ＋0.05 摘 要 

ｆ1 

家屋,鉄道,橋梁,道路,

施設,構造物などによる

障害の程度 

かなり 

ある 
なし － 

作業中断の有無,並びに機械の

行動に制約される。 

ｆ2 
現場の広さによる作

業難易の程度 
不良 普通 － 

機械の移動,矢板の仮置場所,矢

板の吊込みなどに十分な広さが

あるか。 

ｆ3 
施 工 規 模 

(1工事当り) 
50本未満 

50本以上 

150本未満 
150本以上 

 

 

４－４ 諸雑費（プレボーリング工法） 

諸雑費は，オーガスクリュ及びオーガヘッド損料，発動発電機を使用した場合の発動発電機損料及び運転

経費等の費用であり，労務費，杭打機損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上

する。なお，商用電源を使用した場合は（ ）内の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表４．８ 諸雑費率      (％) 

諸雑費率 11(4) 
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５． 水 上 施 工 

５－１ 台船及び引船 

船打の場合の台船，引船は次表とする。 

 

表５．１ 台船及び引船 

杭打機台船 矢板積台船 引船 

300ｔ積×1台 200ｔ積×1台 
鋼製 

D 100PS型×1台 

(注)１．杭打機台船とは台船にクローラクレーンと杭打機を搭載する。 

２．潜水士船は，必要に応じて別途計上する。 

３．杭打機台船にはウインチ（複胴開放式１.５ｔ）２台を計上する。 

４．海上施工の場合は規格を別途考慮する。 

 

５－２ １船団に対する編成人員 

船打の１船団に対する船舶作業の配置人員は，次表を標準とする。 

 

表５．２ 船舶作業の編成人員                  (人) 

職種 杭打機台船 矢板積台船 引船 

高級船員 1 1 

(注)１．船員は休日以外の休止日については計上する。 

２．潜水士は，必要に応じて別途計上する。 

３．海上及び港湾工事で，これにより難い場合は別途考慮する。 

４．上表は打込み作業時の配置人員であり，搬入，搬出等の回航は共通仮設費の運搬費に計

上する。 

 

５－３ 引船の運転時間 

引船は作業日当り平均３時間運転とし，作業期間中拘束することを標準とする。 

 

５－４ 施工歩掛 

水上施工におけるＨ形鋼１本当り打込施工時間は次式による。 

 

 

Ｔｃ：Ｈ形鋼１本当り施工時間（min／本） 

Ｔｓ：Ｈ形鋼１本当り準備時間（min／本） 

Ｔｂ：Ｈ形鋼１本当り打込時間（min／本） 

Ｆ ：作業係数 

Ｔｗ：水上施工における準備時間（min／本） 

(注) Ｔｓ・Ｔｂ・Ｆの値は，「４－１，４－２，４－３」（ディーゼルハンマ）に準ずる。 

(１) 水上施工における準備時間（Ｔｗ） 

水上施工における準備時間（Ｔｗ） 

Ｔｗ＝ Ｔ1 ＋ Ｔ2 ＋ Ｔ3……………（min ／本） 

Ｔ1：Ｈ形鋼１本当り導枠取付取外し時間（min ／本） 

（ただし，引抜きの場合は計上しない。） 

Ｔ2：Ｈ形鋼１本当り台船小移動時間（min ／本） 

Ｔ3：Ｈ形鋼１本当り台船大移動時間（min ／本） 

(注)１．台船の小移動とはウインチによるワイヤー巻込み及び引出しにより導枠１組分移動することをいう。 

２．台船の大移動とは引船等により移動し，また，アンカーの取直しを行う移動である。 

 

Ｔｓ＋Ｔb 

Ｆ 
Ｔｃ＝ (ｍｉｎ／本) ＋Ｔｗ 
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表５．３ Ｈ形鋼１本当り標準準備時間               (min／本) 

Ｈ形鋼１本当り 

準 備 時 間 

(min) 

備         考 

1回当り 

時 間 
導枠取付取外し,台船移動回数 1回当り本数 

Ｔ1 
 

1.5時間 導枠転用ごとに1回 
 

Ｔ2 
 

0.8時間 導枠転用3回につき小移動2回 
 

Ｔ3 
 

2.0時間 導枠転用3回につき大移動1回 Ｎ3＝Ｎ1×3 

Ｎ1～Ｎ3：１回当り本数 

Ｐ ：Ｈ形鋼の施工ピッチ（ｍ） 

(注)１．Ｈ形鋼の法線は方形の場合の標準である。 

２．施工規模，法線形状により，これにより難い場合は所要回数及び導枠１回当りＨ形鋼本数を増

減することが出来る。 

 

５－５ 導枠 

導枠は，次表を標準とする。 

 

表５．４ 標準導枠 

材料 規格 長さ×本数 1組当り施工本数 

Ｈ形鋼 200×200 10ｍ×2本  

P：Ｈ形鋼の施工ピッチ（ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)１．施工規模，法線形状，Ｈ形鋼規格，現場条件により，これにより難い場合は長さ及び１組当りＨ形鋼本数

を増減することが出来る。 

２．導杭はＨ形鋼（200×200）を標準とする。 

３．１工事所要数量は，導杭４本，導枠２本として，賃料計上する。なお，導枠の賃料算定は別途考慮する。 

 

 

90 

Ｎ1 

48 

Ｎ2 

120 

Ｎ3 

３ 

２ 
Ｎ2＝Ｎ1× 

８ 

Ｐ 
＋1 

＋1 Ｎ1＝ 
Ｐ 

８ 
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８． 単 価 表 

(１) ディーゼルハンマによるＨ形鋼打込み 10本当り単価表 

施工歩掛コード WB251710 
 

名      称 規       格 単 位 数   量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 10×Tc/60×1/T×1 表3.1 

と び 工  〃 10×Tc/60×1/T×2  〃 

普 通 作 業 員  〃 10×Tc/60×1/T×1  〃 

ク ロ ー ラ 式 

杭 打 機 運 転 
 h 10×Tc/60 本体+ハンマ 

ト ラ ッ ク ク レ ー ン 

運 転 
油圧伸縮ジブ型16ｔ吊 〃 10×Tc/60×0.6 必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) Ｔc：Ｈ形鋼１本当り施工時間（min／本） 

Ｔ：杭打機の運転日当り運転時間（ｈ／日） 

 

(２) プレボーリング工法によるＨ形鋼打込み 10本当り単価表 

施工歩掛コード WB251720 
 

名    称 規    格 単 位 数   量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 10×Tc/60×1/T×1 表3.1 

と び 工  〃 10×Tc/60×1/T×2  〃 

普 通 作 業 員  〃 10×Tc/60×1/T×1  〃 

ク ロ ー ラ 式 

杭 打 機 運 転 

 
h 10×Tc/60 本体+ハンマ 

ト ラ ッ ク ク レ ー ン 

運 転 
油圧伸縮ジブ型16ｔ吊 〃 10×Tc/60×0.6 必要に応じて計上 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型(第1次基

準値)クローラ型山積 

0.45㎥(平積0.35㎥) 

〃 〃  ×0.3 3-2(3) 

諸 雑 費  式 1 表4.8 

計     

(注) Ｔｃ：Ｈ形鋼１本当り施工時間（min ／本） 

Ｔ ：杭打機の運転日当り運転時間（ｈ／日） 

 

コード番号 Ｓ 5 5 5 0

コード番号 Ｓ 5 5 5 1

６．
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(３) ディーゼルハンマによるＨ形鋼打込み 10本当り単価表 

（水上施工の場合） 

施工歩掛コード WB251750 
 

名    称 規  格 単位 数 量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 

表3.1 

と び 工  〃 
 

 〃 

普 通 作 業 員  〃 
 

 〃 

高 級 船 員  〃 
 

表5.2 

ク ロ ー ラ 式 

杭 打 機 運 転 
 ｈ 

 
ディーゼルハンマ＋本体 

引 船 運 転  ｈ 
 

 

台 船 運 転 200ｔ積 日 
 

 

〃 300ｔ積 〃   〃  

諸 雑 費  式 1  

計     

(注)１．Ｔ＝杭打機の運転日当り運転時間（ｈ／日） 

２．作業日数率＝0.9 

 

(４) 台船（鋼製 300ｔ積）運転日当り単価表 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

台 船 損 料 300ｔ積 供用日 1.1  

ウ イ ン チ 損 料 複胴開放式1.5ｔ 日 2  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

 

 

 

10×Ｔｃ 

60 
× ×１ 

１ 

Ｔ 

× 
10×Ｔｃ 

60 
×２ 

１ 

Ｔ 

× 
10×Ｔｃ 

60 
×１ 

１ 

Ｔ 

60 
× 

10×Ｔｃ 

60 

10×Ｔｃ 

60 
× ×３ 

１ 

Ｔ 

 10×Ｔｃ 

Ｔ×60 

×２ 
10×Ｔｃ １ 

Ｔ 

 

× 
１ 

作業日数率 
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(３) ディーゼルハンマによるＨ形鋼打込み 10本当り単価表 

（水上施工の場合） 

施工歩掛コード WB251750 
 

名    称 規  格 単位 数 量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 

表3.1 

と び 工  〃 
 

 〃 

普 通 作 業 員  〃 
 

 〃 

高 級 船 員  〃 
 

表5.2 

ク ロ ー ラ 式 

杭 打 機 運 転 
 ｈ 

 
ディーゼルハンマ＋本体 

引 船 運 転  ｈ 
 

 

台 船 運 転 200ｔ積 日 
 

 

〃 300ｔ積 〃   〃  

諸 雑 費  式 1  

計     

(注)１．Ｔ＝杭打機の運転日当り運転時間（ｈ／日） 

２．作業日数率＝0.9 

 

(４) 台船（鋼製 300ｔ積）運転日当り単価表 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

台 船 損 料 300ｔ積 供用日 1.1  

ウ イ ン チ 損 料 複胴開放式1.5ｔ 日 2  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

 

 

 

 

10×Ｔｃ 

60 
× ×１ 

１ 

Ｔ 

× 
10×Ｔｃ 

60 
×２ 

１ 

Ｔ 

× 
10×Ｔｃ 

60 
×１ 

１ 

Ｔ 

60 
× 

10×Ｔｃ 

60 

10×Ｔｃ 

60 
× ×３ 

１ 

Ｔ 

 10×Ｔｃ 

Ｔ×60 

×２ 
10×Ｔｃ １ 

Ｔ 

 

× 
１ 

作業日数率 
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(５) 機械運転単価表

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項

ディーゼルハンマ

及びアースオーガ

併 用 ・ 直 結 三 点

支 持 式 杭 打 機

ラム質量1.3ｔ

オーガ出力

30kW

45kW

機－4
電力料→0.5Eo

主燃料→qp+0.5qh

クローラ式杭打機

ラム質量1.3ｔ

2.5ｔ

3.5ｔ

機－1

ラム質量1.3ｔ→ディーゼルハンマ・ブーム式

〃 2.5ｔ→ 〃

〃 3.5ｔ→ディーゼルハンマ直結三点支持式

1時間当り燃料消費量(Qf)

Qf=qp+(Tb/Tc)・qh(ℓ/h)

qp:クローラ式杭打機の時間当り燃料消費量(ℓ/h)

qh:ディーゼルパイルハンマの燃料消費量(ℓ/h)

トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型16ｔ吊 機－1

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型

(第1次基準値)

クローラ型山積0.45㎥

(平積0.35㎥)

機－1

引 船 鋼製D 100PS型 機－13

主燃料→A重油

1日拘束とし，供用日損料は補正する。

補正損料＝(9欄+11欄/ｔ)

ｔ=3×作業日数率

台 船 200ｔ積 機－25
電力料の積算はしない。

機械損料数量→1.1

(注)１．qp：杭打機の時間当り燃料消費量（ℓ／ｈ）

qh：ディーゼルハンマの時間当り燃料消費量（ℓ／ｈ）

Eo：アースオーガの時間当り電力消費量（kWh）

Tc：Ｈ形鋼１本当り施工時間（min／本）

Tb：Ｈ形鋼１本当り打込時間（min／本）

２．作業日数率は 0.9 とする。
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⑦ 鋼矢板施工法選定（参考） 

⑦－１ 鋼矢板打込み施工法選定表（参考） 

  鋼矢板打込み施工法選定表は、陸上での一般的な施工条件（鋼矢板型式、環境条件、Ｎ値及び継施工の有無）を

基として経済性を考慮した参考の選定表であり、現場施工条件等により本表により難い場合は、別途考慮すること。 

鋼矢板 
型式 

 

環境 
対策 

打込長 

継施工なし 継施工あり 

Ｎ値 Ｎ値 

Nmax≦25 ※１ 25＜Nmax≦50 ※1,2 50＜Nmax≦180 ※２ ≦600 Nmax≦25 ※１ 25＜Nmax≦50 ※1,2 50＜Nmax≦180 ※２ 

ⅠA型 無し Ｌ≦６ｍ 電動式バイブロハンマ ― ― 

Ⅱ型 

無し Ｌ≦15ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

低振動 

Ｌ≦６ｍ 油圧式杭圧入引抜機  

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 

 

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

６ｍ＜Ｌ≦10ｍ 

油圧式バイブロハンマ 

 

10ｍ＜Ｌ≦15ｍ 油圧式バイブロハンマ 

無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 

油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 

油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― ３ｍ≦Ｌ≦10ｍ 
50＜Nmax≦600 

油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 

10ｍ＜Ｌ≦12ｍ ― ― ― 

Ⅲ型 

無し Ｌ≦19ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

低振動 

Ｌ≦12ｍ 油圧式杭圧入引抜機  

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 

 

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

12ｍ＜Ｌ≦15ｍ 

油圧式バイブロハンマ 

 

15ｍ＜Ｌ≦19ｍ 油圧式バイブロハンマ 

無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 

油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 

油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― ３ｍ≦Ｌ≦15ｍ 
50＜Nmax≦600 

油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 

15ｍ＜Ｌ≦18ｍ ― ― ― 

Ⅳ型 

無し Ｌ≦25ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

低振動 

Ｌ≦20ｍ 油圧式杭圧入引抜機  

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機  

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

20ｍ＜Ｌ≦25ｍ 油圧式バイブロハンマ 油圧式バイブロハンマ 

無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

３ｍ≦Ｌ≦20ｍ 
50＜Nmax≦600 

油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 

ⅤL型 

無し Ｌ≦25ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

低振動 Ｌ≦25ｍ 
油圧式杭圧入 

引抜機 
油圧式バイブロハンマ 

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 油圧式杭圧入引抜機 油圧式バイブロハンマ 
油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

50＜Nmax≦65 ― 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

３ｍ≦Ｌ≦20ｍ 
電動式アース
オーガ併用圧
入杭打機 

65＜Nmax≦600 
 

油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 

20ｍ＜Ｌ≦25ｍ ―     

ⅥL型 無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 
３ｍ＜Ｌ≦25ｍ 

50＜Nmax≦600 
油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 
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鋼矢板 
型式 

環境 
対策 

打込長 

継施工なし 継施工あり 

Ｎ値 Ｎ値 

Nmax≦25 ※１ 25＜Nmax≦50 ※1,2 50＜Nmax≦180 ※２ ≦600 Nmax≦25 ※１ 25＜Nmax≦50 ※1,2 50＜Nmax≦180 ※２ 

Ⅱｗ型 

無し Ｌ≦15ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

低振動 

Ｌ≦４ｍ 油圧式杭圧入引抜機  

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 

 

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

４ｍ＜Ｌ≦12ｍ 

油圧式バイブロハンマ 

 

12ｍ＜Ｌ≦15ｍ 油圧式バイブロハンマ 

無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― ３ｍ≦Ｌ≦12ｍ 
50＜Nmax≦600 

油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 

12ｍ＜Ｌ≦14ｍ ― ― ― 

Ⅲｗ型 

無し Ｌ≦19ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

低振動 

Ｌ≦12ｍ 油圧式杭圧入引抜機  
油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 油圧式杭圧入引抜機 油圧式バイブロハンマ 
油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

12ｍ＜Ｌ≦19ｍ 油圧式バイブロハンマ 

無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

３ｍ≦Ｌ≦25ｍ 
50＜Nmax≦600 

油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 

Ⅳｗ型 

無し Ｌ≦25ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

低振動 Ｌ≦25ｍ 油圧式杭圧入引抜機 油圧式バイブロハンマ 
油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 油圧式杭圧入引抜機 油圧式バイブロハンマ 
油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

３ｍ≦Ｌ≦25ｍ 
50＜Nmax≦600 

油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 

10H型 

無し 

Ｌ≦15ｍ 電動式バイブロハンマ 

電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

電動式バイブロハンマ 

電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

15ｍ＜Ｌ≦19ｍ ― ― 

低振動 

Ｌ≦４ｍ 油圧式杭圧入引抜機  

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 

 

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

４ｍ＜Ｌ≦12ｍ 

油圧式バイブロハンマ 

 

12ｍ＜Ｌ≦15ｍ 油圧式バイブロハンマ 

15ｍ＜Ｌ≦19ｍ ― ― 

無振動 

Ｌ≦12ｍ 油圧式杭圧入引抜機 

油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 

油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

12ｍ＜Ｌ≦14ｍ ― ― 

25H型 

無し 

Ｌ≦19ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

19ｍ＜Ｌ≦25ｍ ― ― 

低振動 

Ｌ≦15ｍ 油圧式杭圧入引抜機  

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 油圧式バイブロハンマ 
油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

15ｍ＜Ｌ≦19ｍ 油圧式バイブロハンマ 

19ｍ＜Ｌ≦25ｍ ― ― 

無振動 Ｌ≦25ｍ 油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

 ※１．以下の条件において，現場条件（転石等）により，やむを得ずウォータジェット併用施工とする場合，別途考慮する。 

   ただし，低振動条件の油圧式杭圧入引抜機施工区分については，油圧式バイブロハンマ・ウォータジェット併用とする。 

   ・Ｎ値条件（電動式バイブロハンマ，油圧式バイブロハンマ）：Nmax＜50 

   ・Ｎ値条件（油圧式杭圧入引抜機）：Nmax≦25 

※２．バイブロハンマ工におけるＮ値区分については，25＜Ｎmax＜50，50≦Nmax≦180と読み替える。 
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⑦－２ 鋼矢板引抜き施工法選定フロー（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)１．上表は，陸上での一般的な施工条件の基で経済性を考慮したフローである。 

２．上表は，広幅鋼矢板とハット形鋼矢板については対象外である。 

 

 

 

 

環境対策の必要性 

Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ 

無 振 動 施 工 
が 特 に 必 要 

引 抜 き 対 象 物 

油圧圧入引抜工 

ク レ ー ン 引 抜 き 工 

電 動 式 ・ 普 通 型 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

油圧式・可変超高周波型 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

鋼矢板 

 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｈ型鋼 
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⑧ 仮設材設置撤去工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，土留（親杭横矢板工法，鋼矢板工法），締切（一重締切，二重締切），路面覆工等で使用される仮設材

のうち，切梁，腹起し，タイロッド，横矢板（土留板）及び覆工板の
なお，鋼矢板二重締切の中詰土，仮締切用タイロッド及びタイロープ等については，土木工事標準積算基準[Ⅲ]
第Ⅶ編第６章②矢板工についても参照のこと。

設置・撤去工に適用する。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対象としているのは，実線部分のみである。           ※必要に応じて計上
 

 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

作 業 種 別 機械名 規 格 単位 数量 摘要 

切梁・腹起し設置・撤去 

タイロッド・腹起し設置・撤去 

覆工板設置・撤去 

覆工板受桁設置・撤去 

ラフテレーン 

ク レ ー ン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガ

ス対策型（第２次基準値）

25ｔ吊 

台 1  

(注)１．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

２．現地地盤が軟弱な場合や水中に施工する場合などラフテレーンクレーンによる作業が困難な場合は，

クローラクレーン等現場条件に適合した機種とすることが出来る。 

 

(切梁・腹起し 

設置・撤去工) 

矢板・Ｈ鋼打込 

掘 削 

埋 戻 し 

切梁・腹起し設置 

本 体 施 工 

切梁・腹起し撤去 

矢板・Ｈ鋼引抜 

(タイロッド・腹起

し設置・撤去工) 

矢 板 打 込 

掘 削 

矢 板 引 抜 

 

タイロッド・腹起し設置 

本 体 施 工 

タイロッド・腹起し撤去 

 

(覆工板，覆工板受

桁設置・撤去工) 

覆工板受桁設置 

 

覆 工 板 設 置 

本 体 施 工 

 

覆 工 板 撤 去 

 

覆工板受桁撤去 

 

(横矢板設置・撤去工) 

Ｈ 鋼 打 込 

掘 削 

埋 戻 し 

横 矢 板 設 置 

本 体 施 工 

※ 横 矢 板 撤 去 

 

Ｈ 鋼 引 抜 
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⑧ 仮設材設置撤去工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，土留（親杭横矢板工法，鋼矢板工法），締切（一重締切，二重締切），路面覆工等で使用される仮設材

のうち，切梁，腹起し，タイロッド，横矢板（土留板）及び覆工板の
なお，鋼矢板二重締切の中詰土，仮締切用タイロッド及びタイロープ等については，土木工事標準積算基準[Ⅲ]
第Ⅶ編第６章②矢板工についても参照のこと。

設置・撤去工に適用する。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対象としているのは，実線部分のみである。           ※必要に応じて計上
 

 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

作 業 種 別 機械名 規 格 単位 数量 摘要 

切梁・腹起し設置・撤去 

タイロッド・腹起し設置・撤去 

覆工板設置・撤去 

覆工板受桁設置・撤去 

ラフテレーン 

ク レ ー ン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガ

ス対策型（第２次基準値）

25ｔ吊 

台 1  

(注)１．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

２．現地地盤が軟弱な場合や水中に施工する場合などラフテレーンクレーンによる作業が困難な場合は，

クローラクレーン等現場条件に適合した機種とすることが出来る。 

 

(切梁・腹起し 

設置・撤去工) 

矢板・Ｈ鋼打込 

掘 削 

埋 戻 し 

切梁・腹起し設置 

本 体 施 工 

切梁・腹起し撤去 

矢板・Ｈ鋼引抜 

(タイロッド・腹起

し設置・撤去工) 

矢 板 打 込 

掘 削 

矢 板 引 抜 

 

タイロッド・腹起し設置 

本 体 施 工 

タイロッド・腹起し撤去 

 

(覆工板，覆工板受

桁設置・撤去工) 

覆工板受桁設置 

 

覆 工 板 設 置 

本 体 施 工 

 

覆 工 板 撤 去 

 

覆工板受桁撤去 

 

(横矢板設置・撤去工) 

Ｈ 鋼 打 込 

掘 削 

埋 戻 し 

横 矢 板 設 置 

本 体 施 工 

※ 横 矢 板 撤 去 

 

Ｈ 鋼 引 抜 
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４． 施 工 歩 掛 

４－１ 施工歩掛 

各工種の施工歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．１ 施工歩掛 

名  称 規  格 
単

位 

工 種 区 分 

1 2 3 

切  梁 

・腹起し 

(10ｔ当り) 

タイロッド 

・腹起し 

(10ｔ当り) 

横矢板 

 

(10㎡当り) 

設置 撤去 設置 撤去 設置 撤去 

土木一般世話役  人 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 0.4 0.2 

と び 工  〃 3.2(1.9) 1.9(1.2) 9.9 4.4 － － 

溶 接 工  〃 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 － － 

普 通 作 業 員  〃 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 1.2 0.6 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 運 転 

油圧伸縮ジブ型・排出ガ

ス対策型（第２次基準値）

25ｔ吊 

日 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 － － 

諸 雑 費 率  ％ 4 6 8 9 － － 

歩掛算出の施工質 

量又は施工面積 
  

主部材及び 

副部材の全質量 

タイロッド 

及び腹起し材 

の質量 

壁面積 

(注)１．切梁・腹起しにおいては，加工材を標準とし，中間支柱の施工は含まない。また，火打ブロックを使用す

る場合は，（ ）内の値を計上する。 

２．タイロッド・腹起しにおいては，中埋土の充填排除は含まない。 

３．諸雑費は，溶接棒，アセチレンガス，酸素，溶接機損料，溶接機運転経費等の費用であり，労務費の合計

額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
 

表４．２ 覆工板・覆工板受桁設置・撤去歩掛 

名  称 規  格 
単

位 

工 種 区 分 

4 5 6 

覆工板設置面積700㎡以下 覆工板設置面積700㎡を超える 

覆工板・覆工板受桁 

(100㎡当り) 

覆 工 板 

(100㎡当り) 

覆 工 板 受 桁 

(10ｔ当り) 

設置 撤去 設置 撤去 設置 撤去 

土木一般世話役  人 2.9 1.8 0.8 0.5 1.6 1.0 

と び 工  〃 4.6 2.7 2.5 1.4 1.6 1.0 

溶 接 工  〃 2.1 1.3 － － 1.6 1.0 

普 通 作 業 員  〃 5.1 3.2 0.8 0.5 3.2 2.0 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 運 転 

油圧伸縮ジブ型・排

出ガス対策型（第２

次基準値）25ｔ吊 

日 2.9 1.8 0.8 0.5 1.6 1.0 

諸 雑 費 率  ％ 3 4 － － 5 6 

歩掛算出の施工面

積又は施工質量 
  覆工板の面積 覆工板の面積 

覆工板受桁の 

質量 

(注)１．工種区分「4」は覆工板及び受桁，桁受の設置・撤去の歩掛が含まれており，1工事当りの覆工板設置面積

700㎡以下に適用する。覆工板設置面積が 700㎡を超える場合は，工種区分「5」及び「6」を適用する。 

２．覆工板においては，据置式（はめこみ式）の加工材を標準とし，路面のすりつけ作業は含まない。 

３．覆工板受桁においては，加工材を標準とする。 

４．覆工板受桁用桁受においては，(注)３に準じ加工材を標準とする。なお，歩掛算出については覆工板受桁

の質量と覆工板受桁用桁受の質量を含めて算出する。 

５．諸雑費は，溶接棒，アセチレンガス，酸素ガス，溶接機損料，溶接機運転経費等の費用であり，労務費の

合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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５． Ｈ形鋼の使用区分 

積算にあたっての使用区分は，次表を標準とする。 

 

表５．１ 使用区分 

用途 

項目 
切梁・腹起し 親  杭 

設 計 計 算 加 工 材 生  材 

質 量 算 出 〃 〃 

賃 料 計 算 〃 〃 

(注) 仮設材設置・撤去工に使用する材料については，「建設用仮設材賃料積算基準」によ

る。 

 

６． 部 材 質 量 

６－１ 主部材及び副部材の質量算出 

主部材及び副部材の質量算出は，次表を標準とする。 

ただし，これにより難い場合は，別途考慮する。 

 

表６．１ 部材質量算出方法 

部材名 部 品 名 質量算出方法 摘  要 

主部材 
切梁,腹起し, 

火打梁,補助ピース 
積上げ 

キリンジャッキ・火打受

ピース(火打ブロック) 

の長さに相当する部材長

の質量を控除すること。 

副部材 

(A) 

隅部ピース,交差部ピース, 

カバープレート,キリン 

ジャッキ,ジャッキカバー, 

ジャッキハンドル, 

火打受ピース,腰掛金物, 

(火打ブロック) 

主部材質量 

×0.22(0.67) 

キリンジャッキ・火打受

ピースの長さは,どちらも

50㎝とする。火打ブロッ

クを使用する場合は,( )

内の値とする。 

副部材 

(B) 
ブラケット,ボルト・ナット 

主部材質量 

×0.04(0.06) 

1回毎全損とする。火打ブ

ロックを使用する場合

は,( )内の値とする。 
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図６－１ 土留標準図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－２ 受桁及び桁受の質量算出 

覆工板の受桁及び桁受の質量算出は，次式による。 

受桁及び桁受質量（ｔ）＝覆工板設置面積（㎡）×0.134・・・（式 6.1） 

ただし，１工事当りの覆工板設置面積が，700㎡ を超える場合は，別途考慮する。 
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７． 単 価 表 

(１) 山留材賃料１ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251910 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

主 部 材 賃 料  ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費 主部材 〃 1  

副 部 材 賃 料 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(B) 〃 0.04(0.06)  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 覆工板賃料１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

覆 工 板 賃 料  ㎡ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 覆工板受桁及び覆工板受桁桁受賃料（設置面積 700㎡以下）１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

受 桁 ・ 桁 受 賃 料  ｔ 0.134  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 0.134  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 切梁・腹起し設置・撤去 10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251930 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日  
〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 〃 

計     
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７． 単 価 表 

(１) 山留材賃料１ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251910 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

主 部 材 賃 料  ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費 主部材 〃 1  

副 部 材 賃 料 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(B) 〃 0.04(0.06)  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 覆工板賃料１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

覆 工 板 賃 料  ㎡ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 覆工板受桁及び覆工板受桁桁受賃料（設置面積 700㎡以下）１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

受 桁 ・ 桁 受 賃 料  ｔ 0.134  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 0.134  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 切梁・腹起し設置・撤去 10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251930 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日  
〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 〃 

計     
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７． 単 価 表 

(１) 山留材賃料１ｔ当り単価表 
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修 理 費 及 び 損 耗 費 主部材 〃 1  

副 部 材 賃 料 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(B) 〃 0.04(0.06)  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 覆工板賃料１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

覆 工 板 賃 料  ㎡ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 覆工板受桁及び覆工板受桁桁受賃料（設置面積 700㎡以下）１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

受 桁 ・ 桁 受 賃 料  ｔ 0.134  
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諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 切梁・腹起し設置・撤去 10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251930 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日  
〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 〃 

計     
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７． 単 価 表 

(１) 山留材賃料１ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251910 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

主 部 材 賃 料  ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費 主部材 〃 1  

副 部 材 賃 料 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(B) 〃 0.04(0.06) 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 覆工板賃料１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

覆 工 板 賃 料  ㎡ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  
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計     

 

(３) 覆工板受桁及び覆工板受桁桁受賃料（設置面積 700㎡以下）１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

受 桁 ・ 桁 受 賃 料  ｔ 0.134  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 0.134  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 切梁・腹起し設置・撤去 10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251930 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日  
〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 〃 

計     
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(５) タイロッド・腹起し設置 10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251940 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃   〃 

溶 接 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日  
 〃 

機械賃料 

タ イ ロ ッ ド φ32～42㎜ ｔ   

諸 雑 費  式 1 表4.1 

計     

 

(６) タイロッド・腹起し撤去 10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251940 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃   〃 

溶 接 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日 

 
 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

(７) 横矢板設置 10㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251970 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

横 矢 板  ㎥  壁面積(10㎡)×板厚 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(８) 横矢板撤去 10㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251970 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

コード番号 Ｓ 5 6 0 0

コード番号 Ｓ 5 6 0 0

コード番号 Ｓ 5 6 0 0

コード番号 Ｓ 5 6 0 0



①  778①  778 Ⅱ−5−⑧−7

 

Ⅱ-5-⑧-10 

(９) 覆工板・受桁設置・撤去 100㎡当り単価表（覆工板設置面積 700㎡以下） 

施工歩掛コード WB251990 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.2 

と び 工  〃   〃 

溶 接 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日 

 
 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

(10) 覆工板設置・撤去 100㎡当り単価表（覆工板設置面積 700㎡を超える） 

施工歩掛コード WB251950 

 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.2 

と び 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日 

 
 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(11) 覆工板受桁設置・撤去 10ｔ当り単価表（覆工板設置面積 700㎡を超える） 

施工歩掛コード WB251960 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.2 

と び 工  〃   〃 

溶 接 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日 

 
 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 

 

 

コード番号 Ｓ 5 6 0 0

コード番号 Ｓ 5 6 0 0

コード番号 Ｓ 5 6 0 0
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⑨ 足 場 支 保 工 

⑨－１ 足 場 工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，一般土木工事の構造物施工にかかる平均設置高 30ⅿ 以下の足場工に適用する。 

ただし，高さ２ⅿ 未満の構造物及び鋼橋床版，砂防，ダム，トンネル等で標準歩掛が設定されている工種には

適用しない。 

また，「第Ⅱ編第２章共通工⑤－１場所打擁壁工(1)，○24－１函渠工(1)，第Ⅳ編第４章共同溝工①共同溝工(1)(2)，

第７章橋梁工⑲－１橋台・橋脚工(1)」については，適用出来ない。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２．１ 施工フロー 

２－２ 工法の選定 

工法の選定は，図 2-2による。 

 

図２-２ 工法の選定 
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３． 施 工 歩 掛 

足場材の設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 足場材設置・撤去歩掛             （100掛㎡当り） 

名 称 規 格 単位 
手摺先行型 

枠組足場 
単管足場 単管傾斜足場 

土木一般世話役  人 1.4 1.7 1.4 

と び 工  〃 6.3(7.7) 6.3(7.7) 4.1(5.6) 

普 通 作 業 員  〃 1.2 1.6 2.5 

ラフテレーン 

クレーン運転 

油圧伸縮ジブ型・排出ガ

ス対策型(第2次基準値) 

25ｔ吊 

日 1.4 0.8 0.8 

諸 雑 費 率  ％ 34(31) 32(29) 35(30) 

(注)１．安全ネットが必要な場合は，（ ）内の数値を計上する。 

２．諸雑費は，足場工仮設材等の費用であり，労務費，機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限と

して計上する。 

なお，諸雑費には，供用中の足場材損料を含むものとする。 

・手摺先行型枠組足場における仮設材内訳は，壁つなぎ，敷板，建枠，筋違，板付布枠，連結ピ

ン，アームロック，ジャッキベース，手摺柱，手摺，手摺枠（二段手摺の機能を有する)，幅木，

階段，養生ネット（メッシュシート）等である。また，安全ネットを設置した場合の安全ネッ

トである。 

・単管足場における仮設材内訳は，丸パイプ，直交クランプ，自在クランプ，直線ジョイント，

固定ベース，足場板，敷板，壁つなぎ，階段，養生ネット等である。また，安全ネットを設置

した場合の安全ネットである。 

・単管傾斜足場における仮設材内訳は，丸パイプ，直交クランプ，自在クランプ，直線ジョイン

ト，足場板，固定ベース，養生ネット等である。また，安全ネットを設置した場合の安全ネッ

トである。 

３．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

 

Ⅱ-5-⑨-4 

４． 単 価 表 

(１) 手摺先行型枠組足場・単管足場・単管傾斜足場 100掛㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB252110 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.1 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

25ｔ吊 

日 

 
表3.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表3.1 

計     

コード番号 Ｓ 1 9 4 0

４．安全ネットの設置基準は以下とする。

　①設置する場合

　　・地上高４ｍ以上の作業で物の落下等により一般通行に危険を及ぼす可能性がある場合。

　②必要に応じて設置する場合

　　・地上高４ｍ以下の作業で物の落下等により一般通行に危険を及ぼす可能性がある場合。

　　・作業現場内において，物の落下等により作業員に危険を及ぼす可能性があり，必要と判断される

　　　場合

　③不要の場合

　　・上記以外
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５． 参 考 資 料 

図６－１ 足場工参考図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－２ 足場工断面参考図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（メッシュシート） 
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⑨－２ 支 保 工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，一般土木工事の構造物施工にかかる平均設置高 30ⅿ 以下の支保工に適用する。 

ただし，鋼橋床版，砂防，ダム，トンネル等で標準歩掛が設定されている工種には適用しない。 

また，「第Ⅱ編第２章共通工⑤－１場所打擁壁工(1)，○24－１函渠工(1)，第Ⅳ編第４章共同溝工①共同溝工(1)(2)，第

７章橋梁工⑲－１橋台・橋脚工(1)」については，適用出来ない。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２．１ 施工フロー 

２－２ 工法の選定 

工法の選定は，図２．２による。 

図２．２ 工法の選定 
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パイプサポート支保 く さ び 結 合 支 保 別 途 検 討 

平均設置高 

Ｈ＜４ｍ 
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支保耐力 
f≦80kN/㎡ 

かつ最大設置高 

Ｈ≦30ｍ 

支保耐力 

f≦60kN/㎡ 
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３． 施 工 歩 掛 

支保材の設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。ただし,パイプサポート支保の総設置数量 40空 m3以下の小規模

工事では表 3.2とする。 

 

表３．１ 支保材設置・撤去歩掛              （100空㎥当り） 

名 称 規 格 単位 

支保耐力（ｆ） kN／㎡ 

（参考：コンクリート厚（t）cm） 

パイプサポート支保 くさび結合支保 

f≦40 

（t≦120） 

40＜f≦60 

(120＜t≦190) 

f≦40 

(t≦120) 

40＜f≦80 

(120＜t≦250) 

土木一般世話役  人 2.6 4.2 1.4 2.1 

型 わ く 工  〃 4.7 8.7 1.3 2.7 

と び 工  〃 2.2 2.4 3.3 4.2 

普 通 作 業 員  〃 5.1 11.1 3.3 6.0 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 運 転 

油圧伸縮ジブ型・排出ガ

ス対策型（第２次基準値） 

25ｔ吊 

日 － 0.5 1.2 

諸 雑 費 率  ％ 15 33 

(注)１．諸雑費は，仮設材等の費用であり，労務費及び機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計

上する。 

・パイプサポート支保における仮設材内訳は，パイプサポート，型枠受台，根がらみ，水平つなぎ，根がらみ

クランプ,直交クランプ，頭つなぎ等である。 

・くさび結合支保における仮設材内訳は，ジャッキベース，大引受ジャッキ，建地材，つなぎ材，斜材等である。 

２．参考値のコンクリート厚について，張出し部等で断面の変化する場合のコンクリート厚は，平均とする。 

３．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

表３．２ 支保材設置・撤去歩掛（小規模）          （10空㎥当り） 

名 称 規 格 単位 

パイプサポート支保耐力（f） kN／㎡ 

（参考：コンクリート厚（t）cm） 

f≦40 

（t≦120cm） 

土木一般世話役  人 0.29 

型 わ く 工  〃 0.53 

と び 工  〃 0.25 

普 通 作 業 員  〃 0.57 

諸 雑 費 率  ％ 13 
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４． 単 価 表 

(１) パイプサポート支保・くさび結合支保 100 空㎥ 当り単価表 

施工歩掛コード WB252210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.1 

型 わ く 工  〃   〃 

と び 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

25ｔ吊 

日 

 
表3.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表3.1 

計     

 

(２) パイプサポート支保（小規模）10 空㎥ 当り単価表 

施工歩掛コード WB252210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.2 

型 わ く 工  〃   〃 

と び 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

コード番号 Ｓ 1 9 4 2
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４． 単 価 表 

(１) パイプサポート支保・くさび結合支保 100 空㎥ 当り単価表 

施工歩掛コード WB252210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.1 

型 わ く 工  〃   〃 

と び 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

25ｔ吊 

日 

 
表3.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表3.1 

計     

 

(２) パイプサポート支保（小規模）10 空㎥ 当り単価表 

施工歩掛コード WB252210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.2 

型 わ く 工  〃   〃 

と び 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     
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⑩ 締 切 排 水 工

１． 適 用 範 囲

本資料は，仮設工のうち河川、道路、砂防工事などの水中締切，地中締切の排水工事で，全揚程が 15ⅿ以下の場合に適

用するものとし，ダム本体工事などの大規模工事の排水工事には適用しない。

なお，鋼矢板二重締切の中詰工，仮締切用タイロッド及びタイロープ等については，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕

第Ⅶ編第６章②矢板工についても参照のこと。

２． 施 工 概 要

２－１ 施工フロー

施工フローは，下記を標準とする。

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。

２－２ 排水方法の選定

排水方法は，作業時排水又は常時排水とする。

(１) 作業時排水とは，作業前（１～３時間）から排水し始めて作業終了時には排水を中止する方法をいう。

なお，作業時排水には，コンクリート打設前後の型枠組立養生などのための一時的に昼夜排水するものも含

む。

(２) 常時排水とは，昼夜連続的に排水する方法をいう。

３． 施 工 歩 掛

３－１ 機種の選定

機械・規格は，次表を標準とする。

表３．１ 機種の選定（ポンプ運転）

機 械 名 規 格

数 量

摘要
排水量 (㎥ /h)

0以上

40未満

40以上

120未満

120以上

450未満

450以上

1,300未満

工事用水中モー

タポンプ

普通型（潜水ポンプ）

口径150㎜、全揚程10m 台 1 － 1 －

普通型（潜水ポンプ）

口径200㎜、全揚程10m 〃 － 1 2 5

発 動 発 電 機

ディーゼルエン

ジン駆動・排出

ガス対策型(第2

次基準値)

25kVA 〃 1 － － －

35kVA 〃 － 1 － －

60kVA 〃 － － 1 －

100kVA 〃 － － － 1

(注)１．工事用水中モータポンプの動力源は，発動発電機を標準とする。

２．工事用水中モータポンプ及び発動発電機は，賃料とする。

３．工期，現場の状況により上表により難い場合は，別途考慮する。

４．工期，現場の条件により，工事用水中モータポンプの動力源が商用電源の場合は，別途考慮する。

［Ⅲ］
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３－２ 運転工歩掛 

(１) 運転日数 

排水期間中のポンプの運転日数は，工事の規模，現場状況などから積上げて算出するものとする。 

(２) 労務歩掛 

ポンプの排水現場１箇所当り運転歩掛は，次表する。 

 

表３．２ ポンプ運転歩掛    (人／１箇所・日) 

名 称 
排 水 方 法 

作業時排水 常時排水 

特殊作業員 0.14 0.17 

(注)１．歩掛は，運転日当り運転時間が作業時排水８ｈ，常時排水 24 ｈを標準としたもの

である。 

２．労務単価は，時間外手当等を考慮しない。 

３．歩掛は，排水方法にかかわらず，排水現場１箇所当りポンプ台数が１～５台の運転

労務歩掛を標準としたものである。現場条件により難い場合は別途積算する。 

４．１工事中に数分割の締切がある場合は，１締切現場を１箇所とする。 

 

(３) 諸雑費 

諸雑費は，ポンプの配管材料の損料，分電盤の賃料等の費用であり，労務費，機械賃料及び運転経費の合

計額に下表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表３．３ 諸雑費率           (％) 

排水方法 作業時排水 常時排水 

諸雑費率 3 1 

 

３－３ 設置・撤去歩掛 

ポンプの設置・撤去に要する１箇所当りの歩掛は，次表とする。 

 

表３．４ 据付・撤去歩掛               (１箇所) 

名  称 規  格 単位 数 量 

土 木 一 般 世 話 役 － 人 0.5 

特 殊 作 業 員 － 〃 0.1 

普 通 作 業 員 － 〃 2 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 クローラ型[標準型・クレーン機

能付き・排出ガス対策型(第 2 次

基準値)] 

山積 0.8ｍ３(平積 0.6ｍ３)2.9t吊 

日 0.5 

(注)１．バックホウは，賃料とする。 

２．歩掛及び運転日数は，１締切現場当りポンプ設置・撤去台数が１～５台が標準であり，上

表により難い場合は，別途考慮する。 

３．使用機械・規格については上表を標準とするが，現場条件により上表により難い場合は，

別途選定出来るものとする。 

４．歩掛には，配管設置・撤去労務を含む。 

５．１工事中に数分割の締切がある場合は，１締切現場を１箇所とする。 
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４． 内  訳  書  及  び  単  価  表 

(１) 締切排水内訳書 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ポ ン プ 運 転  日  (2)単価表 

ポ ン プ 設 置 ・ 撤 去  箇所  (3)単価表 

 

(２) ポンプ運転１日当り単価表 

施工歩掛コード WB252310 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

特 殊 作 業 員  人  表3.2 

工 事 用 水 中 

モ ー タ ポ ン プ 運 転 

[普通型（潜水ポンプ）] 

 
日 1 

表3.1 

機械賃料 

発 動 発 電 機 

運 転 

ディーゼルエンジン駆動・排出ガ

ス対策型(第2次基準値) 
〃 1 

 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表3.3 

計     

 

(３) ポンプ設置・撤去１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB252320 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.4 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 

(ク ロ ー ラ 型 )運 転 

標準型・クレーン機能付き・排出

ガス対策型(第 2次基準値) 

山積0.8 ㎥(平積0.6 ㎥)2.9t吊 

日  
 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     
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(４) 機械運転単価表 

機 械 名 規  格 適用単価表 指定事項 

工事用水中モータポン

プ 

普通型（潜水ポンプ） 

 
機－30 

賃料数量→(常時排水)1.1 

(作業時排水)1.2 

発 動 発 電 機 

ディーゼルエンジン駆動・排出ガ

ス対策型(第2次基準値) 

25kVA 

35kVA 

60kVA 

100kVA 

機－16 

(常時排水) 

燃料消費量→25kVA→ 79 

35kVA→115 

60kVA→199 

100kVA→312 

賃料数量 →1.1 

発 動 発 電 機 

ディーゼルエンジン駆動・排出ガ

ス対策型(第2次基準値) 

25kVA 

35kVA 

60kVA 

100kVA 

機－16 

(作業時排水) 

燃料消費量→25kVA→ 26 

35kVA→ 38 

60kVA→ 66 

100kVA→104 

賃料数量 →1.2 

バ ッ ク ホ ウ 

クローラ型[標準型・クレーン機能

付き・排出ガス対策型(第 2次基準

値)] 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

機－28 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →  69 

賃料数量  →1.16 
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⑪ ウエルポイント工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，構造物等の掘削工事におけるウエルポイント工に適用する。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工内容 

この工法は，地下水低下工法の一種で，真空効果を利用して強制的に土中の水を抜き取る工法である。 

２－２ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

２－３ 参考図等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（用語の説明） 

ウエルポイント………………………ウエルポイント，ライザーパイプ，スイングジョイント 

ヘッダーライン………………………ヘッダーパイプ，ヘッダーカップリング，エルボ，チーズ等 

ウエルポイントポンプ（１組）……バキュームポンプ，ヒューガルポンプ，セパレートタンク，チャッキバルブ，

ゲートバルブ，ノッチタンク，放流パイプ等 
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３． 施 工 歩 掛 

３－１ ウエルポイント設置・撤去歩掛 

ウエルポイント設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．１ ウエルポイント設置・撤去歩掛         (100 本当り) 

名 称 規 格 単位 設置 撤去 

土 木 一 般 世 話 役  人 2.5 1.3 

特 殊 作 業 員  〃 7.1 3.9 

普 通 作 業 員  〃 7.1(10.8) 6.0 

ジ ェ ッ ト 装 置  日 2.3 － 

諸 雑 費 率  ％ 38(40) 45 

(注)１．歩掛に含まれる作業 

［設置］ウエルポイント組立・打込み，ヘッダーライン設置までである。 

［撤去］ヘッダーライン撤去，ウエルポイント引抜・解体までである。 

２．（ ）書きはサンドフィルターを使用する場合。 

３．諸雑費は，サンドフィルターを使用する場合の材料費，トラック（クレーン装置付）運転経

費及び電力に関する諸経費の費用であり，労務費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として

計上する。 

４．諸経費内の電力に関する経費については，低圧電力・臨時契約を標準としており，これによ

り難い場合は「ウエルポイント設置」の諸雑費率から１％減ずるものとし，電力使用量を次式

により求め別途計上する。 

電力使用量（kWh）=15kW×0.9×4.7h×0.023×ウエルポイント施工本数…式 3.1 

５．歩掛には，現場内小運搬を含む。 

６．本歩掛は，商用電源（低圧電力・臨時契約）を標準としているため，基本料金，工事費負担

金，受電設備等の費用を「第Ⅱ編第５章仮設工⑳仮設電力設備工」により別途計上する。 

 

３－２ ウエルポイントポンプ設置・撤去歩掛 

ウエルポイントポンプ設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．２ ウエルポイントポンプ設置・撤去歩掛        (１組当り) 

名 称 規 格 単位 設置 撤去 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.3 0.1 

特 殊 作 業 員  〃 0.9 0.6 

普 通 作 業 員  〃 1.2 0.8 

諸 雑 費 率  ％ 39 31 

(注)１．上表は，ゲートバルブから放流パイプまでの設置・撤去歩掛である。 

２．諸雑費は，トラック（クレーン装置付）運転経費等の費用であり，労務費の合計に上表の率

を乗じた金額を上限として計上する。 
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３－３ ウエルポイントポンプ運転管理歩掛 

ウエルポイントポンプ運転管理歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．３ ウエルポイントポンプ運転管理歩掛   (１日当り) 

名 称 単位 
ポンプ使用組数 

1～5組 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.2 

特 殊 作 業 員 〃 0.7 

諸 雑 費 率 ％ 36×使用組数 

(注)１．労務単価は，時間外手当等を考慮しない。 

２．ポンプ使用組数は１組から５組を標準とし，これ以外は別途考慮する。 

３．諸雑費は，電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計に上表の率を乗じた金額を上

限として計上する。 

４．諸経費内の電力に関する経費については，低圧電力・臨時契約を標準としており，これに

より難い場合は，諸雑費率を見込まないものとし，電力使用量を次式により求め別途計上す

る。 

１日当り電力使用量（kWh）=18.5kW×0.9×24ｈ×使用組数…式 3.2 

５．本歩掛は，商用電源（低圧電力・臨時契約）を標準としているため，基本料金，工事費負

担金，受電設備等の費用を「第Ⅱ編第５章仮設工⑳仮設電力設備工」により別途計上する。 
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４． 内訳書及び単価表 

(１) ウエルポイント工内訳書 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト 設 置  本   

ウ エ ル ポ イ ン ト 撤 去  〃   

ウエルポイントポンプ設置  組   

ウエルポイントポンプ撤去  〃   

ウエルポイントポンプ運転管理  日   

ウ エ ル ポ イ ン ト 工 損 料  式 1  

ジ ェ ッ ト 装 置 損 料  〃 1  

計     

 

(２) ウエルポイント設置・撤去 100本当り単価表 

施工歩掛コード WB252410 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト 設 置  本  （３）単価表 

ウ エ ル ポ イ ン ト 撤 去  〃  （３）単価表 

計     

 

(３) ウエルポイント設置又は撤去 100本当り単価表 

施工歩掛コード WB252411 , WB252412 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.1 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

(４) ウエルポイントポンプ設置・撤去１組当り単価表 

施工歩掛コード WB252430 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウエルポイントポンプ設置  組  （５）単価表 

ウエルポイントポンプ撤去  〃  （５）単価表 

計     

 

(５) ウエルポイントポンプ設置又は撤去１組当り単価表 

施工歩掛コード WB252431 , WB252432 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     
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４． 内訳書及び単価表 

(１) ウエルポイント工内訳書 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト 設 置  本   

ウ エ ル ポ イ ン ト 撤 去  〃   

ウエルポイントポンプ設置  組   

ウエルポイントポンプ撤去  〃   

ウエルポイントポンプ運転管理  日   

ウ エ ル ポ イ ン ト 工 損 料  式 1  

ジ ェ ッ ト 装 置 損 料  〃 1  

計     

 

(２) ウエルポイント設置・撤去 100本当り単価表 

施工歩掛コード WB252410 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト 設 置  本  （３）単価表 

ウ エ ル ポ イ ン ト 撤 去  〃  （３）単価表 

計     

 

(３) ウエルポイント設置又は撤去 100本当り単価表 

施工歩掛コード WB252411 , WB252412 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.1 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

(４) ウエルポイントポンプ設置・撤去１組当り単価表 

施工歩掛コード WB252430 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウエルポイントポンプ設置  組  （５）単価表 

ウエルポイントポンプ撤去  〃  （５）単価表 

計     

 

(５) ウエルポイントポンプ設置又は撤去１組当り単価表 

施工歩掛コード WB252431 , WB252432 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     
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４． 内訳書及び単価表 

(１) ウエルポイント工内訳書 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト 設 置  本   

ウ エ ル ポ イ ン ト 撤 去  〃   

ウエルポイントポンプ設置  組   

ウエルポイントポンプ撤去  〃   

ウエルポイントポンプ運転管理  日   

ウ エ ル ポ イ ン ト 工 損 料  式 1  

ジ ェ ッ ト 装 置 損 料  〃 1  

計     

 

(２) ウエルポイント設置・撤去 100本当り単価表 

施工歩掛コード WB252410 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト 設 置  本  （３）単価表 

ウ エ ル ポ イ ン ト 撤 去  〃  （３）単価表 

計     

 

(３) ウエルポイント設置又は撤去 100本当り単価表 

施工歩掛コード WB252411 , WB252412 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.1 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

(４) ウエルポイントポンプ設置・撤去１組当り単価表 

施工歩掛コード WB252430 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウエルポイントポンプ設置  組  （５）単価表 

ウエルポイントポンプ撤去  〃  （５）単価表 

計     

 

(５) ウエルポイントポンプ設置又は撤去１組当り単価表 

施工歩掛コード WB252431 , WB252432 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     
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(６) ウエルポイントポンプ運転管理 1日当り単価表 

施工歩掛コード WB252440 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.2 表3.3 

特 殊 作 業 員  〃 0.7  〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 (７) ウエルポイント工損料１式 

施工歩掛コード WB252450 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト ポ ン プ 

損 料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  組   

ウ エ ル ポ イ ン ト 損 

料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  本   

ヘ ッ ダ ー ラ イ ン 損 

料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  ⅿ   

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) ヘッダーライン及びウエルポイント部分で海水又は機械器具に対して腐蝕作用のある薬液の影響を直接

受ける箇所に敷設するものの損料は，現場条件を考慮し，50％の範囲で増額補正することが出来る。 

 

(８) ジェット装置損料１式 

施工歩掛コード WB252460 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ジ ェ ッ ト 装 置 損 料 

( 供 用 1 日 当 り ) 

 
日 

 供用1箇月当り損料 

30 

〃 ( 1 現 場 当 り )  組 1  

ス タ ー カ ッ タ ー 損 料 

( 供 用 1 日 当 り ) 

 
日 

 供用1箇月当り損料 

     30 

〃 ( 1 現 場 当 り )  個 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) スターカッターは必要に応じて計上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

供用１箇月当り損料 
×使用組数 

30 

供用１箇月当り損料 
×使用本数 

30 

供用１箇月当り損料 
×使用延長 

30 
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(６) ウエルポイントポンプ運転管理 1日当り単価表 

施工歩掛コード WB252440 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.2 表3.3 

特 殊 作 業 員  〃 0.7  〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 (７) ウエルポイント工損料１式 

施工歩掛コード WB252450 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト ポ ン プ 

損 料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  組   

ウ エ ル ポ イ ン ト 損 

料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  本   

ヘ ッ ダ ー ラ イ ン 損 

料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  ⅿ   

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) ヘッダーライン及びウエルポイント部分で海水又は機械器具に対して腐蝕作用のある薬液の影響を直接

受ける箇所に敷設するものの損料は，現場条件を考慮し，50％の範囲で増額補正することが出来る。 

 

(８) ジェット装置損料１式 

施工歩掛コード WB252460 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ジ ェ ッ ト 装 置 損 料 

( 供 用 1 日 当 り ) 

 
日 

 供用1箇月当り損料 

30 

〃 ( 1 現 場 当 り )  組 1  

ス タ ー カ ッ タ ー 損 料 

( 供 用 1 日 当 り ) 

 
日 

 供用1箇月当り損料 

     30 

〃 ( 1 現 場 当 り )  個 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) スターカッターは必要に応じて計上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

供用１箇月当り損料 
×使用組数 

30 

供用１箇月当り損料 
×使用本数 

30 

供用１箇月当り損料 
×使用延長 

30 
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(６) ウエルポイントポンプ運転管理 1日当り単価表 

施工歩掛コード WB252440 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.2 表3.3 

特 殊 作 業 員  〃 0.7  〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 (７) ウエルポイント工損料１式 

施工歩掛コード WB252450 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト ポ ン プ 

損 料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  組   

ウ エ ル ポ イ ン ト 損 

料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  本   

ヘ ッ ダ ー ラ イ ン 損 

料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  ⅿ   

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) ヘッダーライン及びウエルポイント部分で海水又は機械器具に対して腐蝕作用のある薬液の影響を直接

受ける箇所に敷設するものの損料は，現場条件を考慮し，50％の範囲で増額補正することが出来る。 

 

(８) ジェット装置損料１式 

施工歩掛コード WB252460 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ジ ェ ッ ト 装 置 損 料 

( 供 用 1 日 当 り ) 

 
日 

 供用1箇月当り損料 

30 

〃 ( 1 現 場 当 り )  組 1  

ス タ ー カ ッ タ ー 損 料 

( 供 用 1 日 当 り ) 

 
日 

 供用1箇月当り損料 

     30 

〃 ( 1 現 場 当 り )  個 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) スターカッターは必要に応じて計上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

供用１箇月当り損料 
×使用組数 

30 

供用１箇月当り損料 
×使用本数 

30 

供用１箇月当り損料 
×使用延長 

30 
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⑫ 土 の う 工 

⑫－１ 土 の う 工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，簡易な仮締切工に適用するものとし，仕拵，積立，撤去の各作業よりなるものとする。 

 

２． 施 工 歩 掛 

２－１ 土のう仕拵・積立・撤去歩掛 

土のう仕拵・積立・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

 

表２．１ 土のう仕拵・積立・撤去歩掛       （100 袋当り） 

種別／工種 材 料 仕 拵 積 立 撤 去 合 計 

土 の う 化学センイ土のう 2.0 1.0 1.2 4.2 

 

２－２ 土のう積材料使用量 

材料の使用量については，次表を標準とする。 

 

表２．２ 土のう積材料使用量 

規 格 
袋数／㎡当り 詰土量・質量／袋 

小口並べ 側面並べ ㎥／袋 ㎏／袋 
62×48㎝ 17 14 0.02 40 
土のう袋数＝１㎡ 当り袋数×直高×延長 
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３． 単 価 表 

(１) 土のう 100袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252610 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 砂  ㎥ 2 100袋×0.02㎥/袋 

普 通 作 業 員  人  表2.1 

土 の う 62×48㎝ 袋 100  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 土のう積工 10㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB252620 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 砂  ㎥  表2.2 

土 の う 62×48㎝ 袋   〃 

普 通 作 業 員  人  表2.1,表2.2 

諸 雑 費  式 1  

計     

  （注）施工数量は直高×延長の面積とする。
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３． 単 価 表 

(１) 土のう 100袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252610 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 砂  ㎥ 2 100袋×0.02㎥/袋 

普 通 作 業 員  人  表2.1 

土 の う 62×48㎝ 袋 100  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 土のう積工 10㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB252620 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 砂  ㎥  表2.2 

土 の う 62×48㎝ 袋   〃 

普 通 作 業 員  人  表2.1,表2.2 

諸 雑 費  式 1  

計     

  （注）施工数量は直高×延長の面積とする。
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（注）施工数量は直高×延長の面積とする。
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⑫－２ 大 型 土 のう工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，大型土のうの製作・設置，撤去に適用する。 

なお，大型土のうの袋材は容量１㎥を標準とする。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２．１ 施工フロー 

 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

作業種別 作業半径 機 械 名 規  格 単位 数量 摘要 

製 作 － 
バ ッ ク ホ ウ 

(クローラ型) 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥) 吊能力2.9t 

台 1 

 

設 置 

撤 去 

6ⅿ以下 
バ ッ ク ホ ウ 

(クローラ型) 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥) 吊能力2.9t 

〃 1 

 

6ⅿを超え～ 

20ⅿ以下 

ラ フ テ レー ン 

ク レ ー ン 

油圧伸縮ジブ型 

排出ガス対策型(第1次基準値) 25t吊 
〃 1 

 

(注)１．バックホウ及びラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

２．現場条件により，上記により難い場合は，別途考慮する。 

 

４． 施 工 歩 掛 

４－１ 編成人員 

製作から設置までの一連作業と製作，設置，撤去の単独作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

表４．１ 日当り編成人員                （人） 

名 称 単位 製作・設置 製 作 設  置 撤 去 

土木一般世話役 人 1 1 1 1 

特 殊 作 業 員 〃 1 1 1 1 

普 通 作 業 員 〃 1 1 1 － 

(注)１．製作・設置，製作には，横取り作業（12ⅿ まで：製作現場～仮置場）を含む。 

２．製作現場と設置現場が異なる場合は，積込み・荷卸・運搬等必要な費用を別途計上する。 

３．撤去には，中詰材排出を含む。 

機

材

搬

入 

大
型
土
の
う
製
作 

大
型
土
の
う
設
置 

後

片

付

け 

①製作・設置 

大
型
土
の
う
撤
去 

残

土

処

理 

②撤去 
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４－２ 日当り施工量 

日当り施工量は，次表を標準とする。 

 

表４．２ 日当り施工量 

作業種別 単 位 施工量 

製 作 ・ 設 置 袋 36(52) 

製 作 〃 62 

設 置 〃 86(80) 

撤 去 〃 144(134) 

(注)１．ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 

       ２．袋材の処分費及び残土処理費が必要な場合は,別途計上する。 

 

４－３ 諸雑費 

諸雑費は，製作枠等の費用であり，製作労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

          表４．３ 諸雑費率    （％） 

作業種別 諸雑費率 
製作・設置 4(6) 
製 作 7 

(注) ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 
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６． 単 価 表 

(１) 大型土のう製作・設置（バックホウ設置）10袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252730 
 

名 称 規 格 単位 数  量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×10/D 表4.1,表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

普 通 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

大 型 土 の う 容量1㎥ 袋 10  

土 砂  ㎥ 10 ほぐした土量 

バ ッ ク ホ ウ 

(ク ロ ー ラ 型 )運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥)  

吊能力2.9t 

日 10/D 
表4.2 

 

諸 雑 費  式 1 表4.3 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

(２) 大型土のう製作・設置（ラフテレーンクレーン設置）10袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252730 
 

名 称 規 格 単位 数  量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×10/D 表4.1,表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

普 通 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

大 型 土 の う 容量1㎥ 袋 10  

土 砂  ㎥ 10 ほぐした土量 

バ ッ ク ホ ウ 

( ク ロ ー ラ 型 ) 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥)  

吊能力2.9t 

日 10/D 表4.2 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型 

排出ガス対策型(第1次基準値) 

25t吊 

〃 10/D 機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表4.3 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 
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４－２ 日当り施工量 

日当り施工量は，次表を標準とする。 

 

表４．２ 日当り施工量 

作業種別 単 位 施工量 

製 作 ・ 設 置 袋 36(52) 

製 作 〃 62 

設 置 〃 86(80) 

撤 去 〃 144(134) 

(注)１．ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 

       ２．袋材の処分費及び残土処理費が必要な場合は,別途計上する。 

 

４－３ 諸雑費 

諸雑費は，製作枠等の費用であり，製作労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

          表４．３ 諸雑費率    （％） 

作業種別 諸雑費率 
製作・設置 4(6) 
製 作 7 

(注) ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 
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４－２ 日当り施工量 

日当り施工量は，次表を標準とする。 

 

表４．２ 日当り施工量 

作業種別 単 位 施工量 

製 作 ・ 設 置 袋 36(52) 

製 作 〃 62 

設 置 〃 86(80) 

撤 去 〃 144(134) 

(注)１．ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 

       ２．袋材の処分費及び残土処理費が必要な場合は,別途計上する。 

 

４－３ 諸雑費 

諸雑費は，製作枠等の費用であり，製作労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

          表４．３ 諸雑費率    （％） 

作業種別 諸雑費率 
製作・設置 4(6) 
製 作 7 

(注) ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 
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４－２ 日当り施工量 

日当り施工量は，次表を標準とする。 

 

表４．２ 日当り施工量 

作業種別 単 位 施工量 

製 作 ・ 設 置 袋 36(52) 

製 作 〃 62 

設 置 〃 86(80) 

撤 去 〃 144(134) 

(注)１．ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 

       ２．袋材の処分費及び残土処理費が必要な場合は,別途計上する。 

 

４－３ 諸雑費 

諸雑費は，製作枠等の費用であり，製作労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

          表４．３ 諸雑費率    （％） 

作業種別 諸雑費率 
製作・設置 4(6) 
製 作 7 

(注) ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 
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６． 単 価 表 

(１) 大型土のう製作・設置（バックホウ設置）10袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252730 
 

名 称 規 格 単位 数  量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×10/D 表4.1,表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

普 通 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

大 型 土 の う 容量1㎥ 袋 10  

土 砂  ㎥ 10 ほぐした土量 

バ ッ ク ホ ウ 

(ク ロ ー ラ 型 )運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥)  

吊能力2.9t 

日 10/D 
表4.2 

 

諸 雑 費  式 1 表4.3 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

(２) 大型土のう製作・設置（ラフテレーンクレーン設置）10袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252730 
 

名 称 規 格 単位 数  量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×10/D 表4.1,表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

普 通 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

大 型 土 の う 容量1㎥ 袋 10  

土 砂  ㎥ 10 ほぐした土量 

バ ッ ク ホ ウ 

( ク ロ ー ラ 型 ) 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥)  

吊能力2.9t 

日 10/D 表4.2 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型 

排出ガス対策型(第1次基準値) 

25t吊 

〃 10/D 機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表4.3 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 
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(３) 大型土のう製作 10 袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252730 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×10/D 表4.1,表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

普 通 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

大 型 土 の う 容量1㎥ 袋 10  

土 砂  ㎥ 10 ほぐした土量 

バ ッ ク ホ ウ 

(ク ロ ー ラ 型 )運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥) 吊能力2.9t 

日 10/D 表4.2 

諸 雑 費  式 1 表4.3 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

(４) 大型土のう設置 10袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252730 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×10/D 表4.1,表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

普 通 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

バ ッ ク ホ ウ 

( ク ロ ー ラ 型 ) 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥) 吊能力2.9t 
日 10/D 

表4.2 

作業半径 6ⅿ以下の場合 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型 

排出ガス対策型(第1次基準値) 

25t吊 

〃 10/D 

表4.2 

作業半径 6ⅿを超え 20ⅿ 

以下の場合 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

(５) 大型土のう撤去 10袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252730 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×10/D 表4.1,表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

バ ッ ク ホ ウ 

( ク ロ ー ラ 型 ) 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥) 吊能力2.9t 

日 10/D 
表4.2 

作業半径6ⅿ以下の場合 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型 

排出ガス対策型(第1次基準値) 

25t吊 

〃 10/D 

表4.2 

作業半径6ⅿを超え20ⅿ 

以下の場合 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

コード番号 Ｓ 5 7 0 0

コード番号 Ｓ 5 7 0 5

コード番号 Ｓ 5 7 0 5
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(６) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ 

( ク ロ ー ラ 型 )  

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基

準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥) 

吊能力2.9t 

機－28 

【製作・設置】 

(バックホウによる設置) 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →98 

機械賃料数量→1.39 

【製作・設置】 

(ラフテレーンクレーンによる設置) 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →112 

機械賃料数量→1.44 

【製作】 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →112 

機械賃料数量→1.44 

【設置】 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →88 

機械賃料数量→1.36 

【撤去】 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →74 

機械賃料数量→1.26 
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⑬ 仮橋・仮桟橋工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，鋼製による仮橋及び仮桟橋の上部工（桁の架設・撤去，覆工板設置・撤去，高欄設置・撤去）と下部

工（橋脚設置・撤去，杭橋脚打込・引抜及び設置・撤去）で，支間長 39ⅿ以下に適用する。 

ただし，下部工は橋脚高
なお，損料等については，土木工事標準積算基準[Ⅲ]第Ⅶ編第６章①仮設工○についても参照のこと。

24ⅿ以下とし，橋脚と杭橋脚の区分については図 2.2仮橋・仮桟橋工概念図による。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２．１ 施工フロー 

 

撤 去 

機 材 搬 入 

足 場 設 置 

高 欄 撤 去 

覆 工 板 撤 去 

上部撤去・解体 

足 場 撤 去 

直接基礎形式 杭基礎形式 

橋 脚 撤 去 杭 橋 脚 撤 去 

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎撤去 杭 橋 脚 引 抜 

機 材 搬 出 

機 材 搬 入 

設 置 

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎設置 

直接基礎形式 杭基礎形式 

杭 橋 脚 打 込 

導 杭 打 込 

導 枠 設 置 

導 枠 撤 去 

導 杭 引 抜 

杭 橋 脚 設 置 橋 脚 設 置 

足 場 設 置 

上部地組・架設 

覆 工 板 設 置 

高 欄 設 置 

足 場 撤 去 

機 材 搬 出 

水中打込 地中打込 
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参考図（概念図） 

橋脚，杭橋脚等の区分は，次図による。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．２ 仮橋・仮桟橋工概念図 

 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

作業種別 機械名 規格  単位 数量 摘要 

直接基礎形式 ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対

策型(第2次基準値) 

〇〇ｔ吊 

 

台 1  

杭基礎形式 クローラクレーン 

油圧駆動式ウインチ・ラチス

ジブ型・排出ガス対策型 

(第1次基準値) 

〇〇ｔ吊 

〃 1  

(注)１．クレーンは，最大部材質量( 地組がある場合は，地組部材質量)， 作業半径，吊上げ高及び主桁等の架

設・撤去，高欄設置・撤去，覆工板設置・撤去，橋脚設置・撤去，導枠設置・撤去等の工程を配慮し，同

一機種で選定することを標準とするが，現場条件により上表により難い場合は，現場条件に適合した機種

とすることが出来る。 

２．ラフテレーンクレーン，クローラクレーンは，賃料とする。 

３．杭橋脚打込・引抜，導杭打込・引抜については表４．８より選定すること。 

４．ラフテレーンクレーンで 7t 吊，10t 吊，45t 吊を選定した場合は，第１次基準値とする。 
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４． 施 工 歩 掛 

４－１ 上部工 

４－１－１ 架設・撤去工 

上部工の架設・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．１ 架設・撤去工歩掛                （10ｔ当り） 

名 称 規 格 単 位 
数 量 

摘 要 
架 設 撤 去 

橋 り ょ う 世 話 役  人 1.2 0.8  

橋 り ょ う 特 殊 工  〃 3.4 1.6  

溶 接 工  〃 － 0.5  

普 通 作 業 員  〃 2.0 1.4  

ラフテレーンクレーン 

又はクローラクレーン 

運 転 

〇〇ｔ吊 日 1.3 0.7  

諸 雑 費 率  ％ 16 2  

(注)１．本歩掛は，地組・解体作業及び架設に伴う本締めも含む。 

２．架設・撤去の対象質量は，架設・撤去すべき主桁，横桁の質量で，高力ボルト，覆工板，高欄の

質量は含まない。 

３．諸雑費は，ガス切断機，酸素，アセチレン，ホース，ドリフトピン，仮締めボルト，インパクト

レンチ，トルクレンチ，高力ボルト及び電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

４－１－２ 覆工板設置・撤去工 

覆工板設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．２ 覆工板設置・撤去工歩掛            (100㎡当り)  
 

 

 

 

 

 

 

(注) 上表には，路面のすりつけ作業は含まない。 

 

 

 

 

 

 

 

  

名 称 規 格 単 位 
数 量 

摘 要 
設置 撤去 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.9 0.5  

と び 工  〃 2.9 1.5  

普 通 作 業 員  〃 1.1 0.7  

ラフテレーンクレーン 

又はクローラクレーン 

運 転 

〇〇ｔ吊 日 1.0 0.5 
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４－１－３ 高欄設置・撤去工 

高欄設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．３ 高欄設置・撤去工歩掛            （100ⅿ当り） 

名 称 規 格 単 位 

数 量 摘 要 

ガードレール型 単管パイプ型  

設置 撤去 設置 撤去  

土 木 一 般 世 話 役  人 1.3 0.7 1.0 0.6  

普 通 作 業 員  〃 5.0 3.3 3.8 2.1  

溶 接 工  〃 (2.6) (1.3) － － 
必要に応じ 

計上する 

(注)2 

(注)3 

ラフテレーンクレーン 

又はクローラクレーン 

運 転 

〇〇ｔ吊 日 (1.1) (0.7) － － 

諸 雑 費 率  ％ (6) (2) － － 

(注)１．高欄型式は，仮橋はガードレール型，仮桟橋は単管パイプ型を標準とする。 

２．溶接工及びクレーンは，高欄の支柱基礎として形鋼を橋面上に設置する場合の支柱と基礎の溶接及

び基礎の吊込用として計上する。 

３．諸雑費は，溶接又は切断が必要な場合の電気溶接機（エンジン付）又はガス切断器，酸素，アセチ

レン，ホース等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

４－２ 下部工 

４－２－１ 橋脚設置・撤去工（直接基礎形式） 

橋脚設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．４ 橋脚設置・撤去工歩掛               （10ｔ当り） 

名 称 規 格 単 位 
数 量 

摘 要 
設置 撤去 

橋 り ょ う 世 話 役  人 1.7 1.1  

橋 り ょ う 特 殊 工  〃 4.2 3.0  

溶 接 工  〃 1.1 1.0  

普 通 作 業 員  〃 2.6 1.4  

ラフテレーンクレーン 

運 転 
〇〇ｔ吊 日 1.5 0.7 

 

諸 雑 費 率  ％ 28 1  

(注)１．本歩掛には，橋脚設置に伴う本締めも含む。 

２．設置・撤去の対象質量は，設置・撤去すべき橋脚，枕，ブラケット，つなぎ材等の質量で，高力ボル

トの質量は含まない。 

３．諸雑費は，電気溶接機（エンジン付），ガス切断機，酸素，アセチレン，ホース，ドリフトピン，仮

締めボルト，インパクトレンチ，トルクレンチ，高力ボルト，電力に関する経費等の費用であり，労務

費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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４－２－２ 杭橋脚設置・撤去工（杭基礎形式） 

４－２－２－１ 杭橋脚打込・引抜工 

(１) 機種の選定 

(１)－１ 機種の選定 

Ｈ形鋼の打込みに使用する電動式バイプロハンマの機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表４．５ 機種の選定（打込み） 

 バイブロハンマ施工 ウォータジェット併用施工 

最大Ｎ値 Nmax＜50 50≦Nmax≦80 

打
込
長(

ｍ) 

20以下 60㎾ 

25以下 90㎾ 

杭 打 ち 用 

ウ ォ ー タ ジ ェ ッ ト 
－ 

14.7MPa 325ℓ/min×2台 

(14.7MPa 325ℓ/min×1台) 

(注)１．ウォータジェット併用打込における（ ）書きは Nmax＜50の場合で，転石等によりやむを得ずウ

ォータジェットを使用する必要が生じた場合に計上する。 

２．対象地盤の最大Ｎ値が 50を超えるものについては，次式により換算Ｎ値を求めたうえで適用する。 

  

 

３．打込長は，地表面よりのＨ形鋼の打込長であり，Ｈ形鋼長とは異なる。 

４．本歩掛の適用範囲は，表 4.6のとおりとするが，これにより難い場合は別途考慮する。 

 

表４．６ 打込長 

Ｈ形鋼型式 H200・250 H300 H350・400 

打 込 長 

(ⅿ) 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 施 工 13以下 20以下 25以下 

ウォータジェット併用施工 16以下 25以下 25以下 

Ｈ形鋼の引抜きに使用する電動式バイブロハンマの機械・規格は，Ｎ値に関係なく次表を標準とする。 

 

表４．７ 機種の選定（引抜き） 

 引抜長（ｍ） 規格(kW) 

H形鋼 25以下 60 

（注） 引抜長は，地表面よりの H形鋼の引抜長であり，H形鋼長とは異なる。 

 

(１)－２ 付属機械 

バイブロハンマの付属機器の機械・規格は，次表を標準とするが，現場条件によりこれにより

難い場合は，別途考慮する。 

 

表４．８ 付属機器の機械・規格 

 

 

 

 

 

(２) 編成人員 

Ｈ形鋼の打込み，引抜作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

表４．９日当り編成人員              （人） 

施 工 区 分 土木一般世話役 と び 工 普通作業員 特殊作業員 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 施 工 1 2 1 － 

ウォータジェット併用施工 1 2 1 1 

           バイブロハンマ規格 

機種 

電動式バイブロハンマ 

60kW 90kW 

クローラクレーン 

(油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型) 
50～55ｔ吊 

換算Ｎ値＝ 

落下 50回当り貫入量（㎝） 

1,500 
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(３) 日当り施工本数 

Ｈ形鋼の日当り打込み，引抜本数（Ｎ）は次表を標準とする。 

① 電動式バイブロハンマによる施工（Nmax＜50） 

 

表４．10 日当り施工本数（Ｎ）         (本／日) 

形式 

打込み長(ⅿ) 
H200 H250 H300 H350 H400 

2以下 63 59 55 49 45 

4以下 47 40 35 28 24 

6以下 38 31 26 20 17 

8以下 32 25 21 16 13 

10以下 27 21 17 13 10 

13以下 23 17 14 10 8 

16以下   12 8 7 

20以下   10 7 6 

22以下    6 5 

25以下    5 4 

(注) 継施工が必要な場合，施工本数（Ｎ）は別途考慮する。 

 

② 電動式バイブロハンマとウォータジェット併用による施工 

 

表４．11 日当り施工本数（Ｎ）         (本／日) 

形式 

打込み長(ⅿ) 
H200 H250 H300 H350 H400 

2以下 
60 55 50 43 38 

(65) (60) (56) (49) (45) 

4以下 
35 30 26 20 18 

(40) (35) (31) (25) (22) 

6以下 
25 21 17 13 11 

(29) (25) (21) (17) (15) 

8以下 
19 16 13 10 8 

(23) (19) (16) (13) (11) 

10以下 
16 13 11 8 7 

(19) (16) (13) (10) (9) 

13以下 
13 10 8 6 5 

(15) (13) (11) (8) (7) 

16以下 
10 8 7 5 4 

(13) (10) (9) (7) (6) 

20以下 
  6 4 3 

  (7) (5) (5) 

22以下 
  5 4 3 

  (6) (5) (4) 

25以下 
  4 3 3 

  (6) (4) (4) 

 (注)１． 継施工が必要な場合，施工本数（Ｎ）は別途考慮する。 

２．上段     ：50≦Nmax≦80 

下段（ ）書き：Nmax＜50で，転石等により，やむを得ずウォータジェットを使用する必要が生じ

た場合。 
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③ 引抜き 

表４．12 日当り施工本数（Ｎ）               (本／日) 

引抜長(ⅿ) 2以下 4以下 6以下 8以下 10以下 

引抜数量(本/日) 56 46 39 34 30 

引抜長(ⅿ) 13以下 16以下 20以下 22以下 25以下 

引抜数量(本/日) 26 22 19 17 16 

 

(４) 諸雑費 

 

表４．13 諸雑費率 

施工区分 
バイブロハンマ 

機種・規格 
諸雑費率(％) 

バイブロハンマ単独打込 電動式 
60kW 20 

90kW 27 

ウォータジェット併用打込 電動式 
60kW 23(25) 

90kW 27(30) 

引 抜 き 電動式 60kW 20 

(注)１．ウォータジェット併用打込における（ ）書きは Nmax＜50 の場合で，転石等によりやむを得ず

ウォータジェットを使用する必要が生じた場合。 

２．諸雑費は，電力に関する経費，現場内小運搬費用，電気溶接機運転経費（バイブロハンマ施工時），

ウォータジェット併用施工用付属機器運転経費及び材料費（電力に関する経費，工事用水中モータ

ポンプ及び電気溶接機運転経費，水槽及び配管損料，配管バンド及び溶接棒）等の費用であり，打

込労務費，杭打機及びウォータジェットの機械損料及び運転経費の合計額に，上表の率を乗じた金

額を上限として計上する。 

 

４－２－２－２ 杭橋脚設置・撤去工 

杭橋脚設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．14 杭橋脚設置・撤去工歩掛            (10ｔ当り) 

名 称 規 格 単 位 
数量 

摘  要 
設置 撤去 

橋 り ょ う 世 話 役  人 2.1 1.2  

橋 り ょ う 特 殊 工  〃 3.9 2.3  

溶 接 工  〃 3.2 1.6  

普 通 作 業 員  〃 2.6 1.3  

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 

運 転 
〇〇ｔ吊 日 1.9 1.4 

 

諸 雑 費 率  ％ 28 2  

(注) １．本歩掛には，杭橋脚設置に伴う本締めも含む。 

２．設置・撤去の対象質量は，設置・撤去すべき枕，ブラケット，つなぎ材等の質量で，高力

ボルト及び杭の質量は含まない。 

３．諸雑費は，電気溶接機（エンジン付），ガス切断器，酸素，アセチレン，ホース，ドリフト

ピン，仮締めボルト，インパクトレンチ，トルクレンチ，高力ボルト，電力に関する経費等

の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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４－２－３ 定規工（導杭・導枠） 

本歩掛は，杭橋脚（Ｈ鋼杭）を水中に打込む場合に計上することを標準とする。 

(１) 導杭打込・引抜工 

導杭打込・引抜工は，4-2-2-1杭橋脚打込・引抜工による。 

導杭の規格は，Ｈ形鋼（300×300）とし，施工本数は杭橋脚打込 10 本当り８本で，打込長は杭橋脚打

込長の 50％とする。 

(２) 導枠設置・撤去工 

導枠設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．１5 導枠設置・撤去工歩掛       (杭橋脚打込 10本当り) 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.45  

と び 工  〃 1.23  

普 通 作 業 員  〃 0.52  

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 

運 転 
○○ｔ吊 日 0.65 

 

諸 雑 費 率  ％ 10  

(注) 諸雑費は，導杭，導枠に使用するＨ形鋼の賃料及びボルト等の費用であり，労務費の合計額に上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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５． 単 価 表 

(１) 上部工架設・撤去工 10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB252810 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表4.1 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン又は 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 運 転 
〇〇ｔ吊 日 

 表3.1,表4.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表4.1 

計     

 

(２) 覆工板設置・撤去工 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB252820 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.2 

と び 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン又は 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 運 転 
〇〇ｔ吊 日 

 表3.1,表4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 高欄設置・撤去工 100ⅿ 当り単価表 

施工歩掛コード WB252830 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.3 

普 通 作 業 員  〃  〃 

溶 接 工  〃  必要に応じ計上 表4.3 

ラフテレーンクレーン又は 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 運 転 
〇〇ｔ吊 日 

 必要に応じ計上 

表3.1,表4.3 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 必要に応じ計上 表4.3 

計     

 （注）仮橋はガードレール型，仮桟橋は単管パイプ型を標準とする。

コード番号 Ｓ 5 6 5 0

コード番号 Ｓ 5 6 5 1

コード番号 Ｓ 5 6 5 2
Ｓ 5 6 5 7
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(４) 橋脚設置・撤去工（直接基礎形式）10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB252840 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表4.4 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃  

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 
〇〇ｔ吊 日 

 表3.1,表4.4 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表4.4 

計     

 

(５) バイブロハンマ施工によるＨ形鋼の打込み又は引抜き 10本当り単価表 

施工歩掛コード WB252850・WB252880 

（Ｈ形鋼打込み，又は引抜長○○ⅿ） 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表4.9 

表4.10～4.12 

と び 工  〃 
 〃 

〃 

普 通 作 業 員  〃 
 〃 

 〃 

バイブロハンマ杭打機 

運 転 
 日 

 表4.5,表4.8 

〃    ，機械損料 

諸 雑 費  式 1 表4.13 

計     

(注) Ｎ：日当り施工本数（本／日） 

 

(６) バイブロハンマとウォータジェット併用施工によるＨ形鋼の打込み 10本当り単価表 

施工歩掛コード WB252850 

（Ｈ形鋼打込長○○ⅿ） 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表4.9 

～表4.12 

と び 工  〃 
 〃 

〃 

特 殊 作 業 員  〃 
 

 

〃 

〃 

普 通 作 業 員  〃 
 〃 

〃 

バイブロハンマ杭打機 

運 転 
 日  

表4.5,表4.8 

〃   ，機械損料 

杭打ち用ウォータジェット 

運 転 

エンジン式・排出ガス対策型

（第１次基準値） 

圧力14.7MPa吐出量325ℓ／min 

〃 

 
表4.5 

 〃   ，機械損料 

諸 雑 費  式 1 表4.13 

計     

(注) Ｎ：日当り施工本数（本／日） 

10 

Ｎ 

10
×１ 

10 

Ｎ 

10

Ｎ
×2 

10 

Ｎ 

10
×１ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10
×１ 

10 

Ｎ 

10

Ｎ
×2 

10 

Ｎ 

10
×１ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10
×１ 

10 

Ｎ 

10

Ｎ
×台数 

コード番号 Ｓ 5 6 5 3

コード番号 Ｓ 5 6 6 2

コード番号 Ｓ 5 6 6 3
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(７) 杭橋脚設置・撤去工（杭基礎形式）10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB252860 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表4.14 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

クローラクレーン運転 〇〇ｔ吊 日  表3.1,表4.14，機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表4.14 

計     

 

(８) 導枠設置・撤去工 杭橋脚打込 10本当り単価表 

施工歩掛コード WB252870 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.15 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

クローラクレーン運転 〇〇ｔ吊 日  表3.1,表4.15，機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表4.15 

計     

 

(９) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 

油圧駆動式ウインチ・ 

ラチスジブ型 

排出ガス対策型 

（第１次基準値） 

35ｔ吊 

40ｔ吊 

50ｔ吊 

55ｔ吊 

65ｔ吊 

80ｔ吊 

100ｔ吊 

150ｔ吊 

機－27 

燃料消費量→35ｔ→68 

40ｔ→70 

50ｔ→80 

55ｔ→80 

65ｔ→96 

80ｔ→112 

100ｔ→112 

150ｔ→144 

機械賃料数量 →1.0 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

杭 打 機 

電動式・普通型 

60kW 

90kW 

機－20 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →62 

機械損料１ →バイブロハンマ(単体) 

電動式・普通型 60kW,90kW 

機械損料数量→1.20 

機械損料２ →クローラクレーン 

(油圧駆動式ウインチ・ 

ラチスジブ型)50～55ｔ吊 

機械損料数量→1.20 

杭 打 ち 用 

ウ ォ ー タ ジ ェ ッ ト 

エンジン式・排出ガス

対策型（第１次基準値）

圧力14.7MPa 

吐出量325ℓ/min 

機－24 

燃料消費量 →118 

機械損料数量→1.20 

コード番号 Ｓ 5 6 5 9

コード番号 Ｓ 5 6 6 0



①  810①  810 Ⅱ−5−⑬−12

 

Ⅱ-5-⑬-16 

７．参  考  図 

（１）鈑桁 

 

 

（２）トラス桁 

 

 

６．参　　考　　図
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⑭ 汚濁防止フェンス工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，河川，海岸工事等に使用する汚濁防止フェンスの設置・撤去で，えい航距離１km以下に適用する。 
  

２．施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

  

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。  

図2-1 施工フロー 

３. 機種の選定 

 機械・規格は，次表を標準とする。 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

台 1  

(注)１．バックホウは賃料とする。 

  ２．現場条件により，上表により難い場合は，別途考慮する。 
 

４．施 工 歩 掛 

施工歩掛は，次表を標準とする。 

表４．１ 設置・撤去歩掛              （100ｍ当り） 

名  称 規  格 単位 
数   量 

設置 撤去 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.3 0.9 

普 通 作 業 員  〃 3.2 2.2 

バ ッ ク ホ ウ 

（クローラ型）運転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

日 1.3 0.9 

諸 雑 費 率  ％ 3 

(注)１．上表には，１kmまでのフェンスえい航作業を含むものとし、えい航の有無にかかわらず適

用出来るものとする。 

２．諸雑費は，船外機船に関する経費等の費用であり，労務費，機械賃料及び運転経費の合計

額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。ただし，現場条件により，これにより難

い場合は，別途考慮する。 

５．使 用 材 料 

アンカー工（アンカーブロック，アンカーワイヤ）の費用として，フェンス賃料の 10％を計上する

ことを標準とする。 

 

フ

ェ

ン

ス

組

立 

フ

ェ

ン

ス

え

い

航 

点

検 

フ

ェ

ン

ス

撤

去 

フ

ェ

ン

ス

設

置 

本

体

施

工 

ア

ン

カ

ー

撤

去 

フ

ェ

ン

ス

解

体 

機

材

搬

出 
ア

ン

カ

ー

連

結 

フ

ェ

ン

ス

え

い

航 

機

材

搬

入 



①  812①  812 Ⅱ−5−⑭−2

 

Ⅱ-5-⑭-2 

６． 施工単価入力基準表 

(１) 汚濁防止フェンス 

施工歩掛コード WB253010 施工単位 ｍ 

施工区分 入 力 条 件 

各 種 

Ｊ１ 

作業区分 

①設置・撤去 

②設置 

③撤去 

(注)１．汚濁防止フェンス賃料（Y-1076000）［円／ｍ］を単価登録すること。 

なお，フェンス賃料は使用日数分の賃料［円／ｍ］を入力すること。 

２．バックホウは，低騒音型機種及び普通型機種（排出ガス未対策型），排出ｶﾞｽ対策型(第 1次基準値) ，排

出ｶﾞｽ対策型 (第 2次基準値)についても適用出来る。 
 

(２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 

施工歩掛コード WB253020 施工単位 ｍ 

 

７．内訳書及び単価表 

 (１) 汚濁防止フェンス工内訳書 

施工歩掛コード WB253010 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

汚濁防止フェンス設置・撤去  ｍ  単価表(2) 

フ ェ ン ス 賃 料  〃    

ア ン カ ー 工  式 1 フェンス賃料×0.10 

諸 雑 費  〃 1  

計     

 

 (２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253020 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 4.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

日   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 (３) 機械運転単価表 

機 械 名 規    格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→83 

機械賃料数量→1.03 

 

 

（注）フェンス賃料は，使用日数分の賃料とする。

６．内訳書及び単価表
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６． 施工単価入力基準表 

(１) 汚濁防止フェンス 

施工歩掛コード WB253010 施工単位 ｍ 

施工区分 入 力 条 件 

各 種 

Ｊ１ 

作業区分 

①設置・撤去 

②設置 

③撤去 

(注)１．汚濁防止フェンス賃料（Y-1076000）［円／ｍ］を単価登録すること。 

なお，フェンス賃料は使用日数分の賃料［円／ｍ］を入力すること。 

２．バックホウは，低騒音型機種及び普通型機種（排出ガス未対策型），排出ｶﾞｽ対策型(第 1次基準値) ，排

出ｶﾞｽ対策型 (第 2次基準値)についても適用出来る。 
 

(２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 

施工歩掛コード WB253020 施工単位 ｍ 

 

７．内訳書及び単価表 

 (１) 汚濁防止フェンス工内訳書 

施工歩掛コード WB253010 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

汚濁防止フェンス設置・撤去  ｍ  単価表(2) 

フ ェ ン ス 賃 料  〃    

ア ン カ ー 工  式 1 フェンス賃料×0.10 

諸 雑 費  〃 1  

計     

 

 (２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253020 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 4.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

日   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 (３) 機械運転単価表 

機 械 名 規    格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→83 

機械賃料数量→1.03 
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６． 施工単価入力基準表 

(１) 汚濁防止フェンス 

施工歩掛コード WB253010 施工単位 ｍ 

施工区分 入 力 条 件 

各 種 

Ｊ１ 

作業区分 

①設置・撤去 

②設置 

③撤去 

(注)１．汚濁防止フェンス賃料（Y-1076000）［円／ｍ］を単価登録すること。 

なお，フェンス賃料は使用日数分の賃料［円／ｍ］を入力すること。 

２．バックホウは，低騒音型機種及び普通型機種（排出ガス未対策型），排出ｶﾞｽ対策型(第 1次基準値) ，排

出ｶﾞｽ対策型 (第 2次基準値)についても適用出来る。 
 

(２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 

施工歩掛コード WB253020 施工単位 ｍ 

 

７．内訳書及び単価表 

 (１) 汚濁防止フェンス工内訳書 

施工歩掛コード WB253010 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

汚濁防止フェンス設置・撤去  ｍ  単価表(2) 

フ ェ ン ス 賃 料  〃    

ア ン カ ー 工  式 1 フェンス賃料×0.10 

諸 雑 費  〃 1  

計     

 

 (２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253020 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 4.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

日   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 (３) 機械運転単価表 

機 械 名 規    格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→83 

機械賃料数量→1.03 
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６． 施工単価入力基準表 

(１) 汚濁防止フェンス 

施工歩掛コード WB253010 施工単位 ｍ 

施工区分 入 力 条 件 

各 種 

Ｊ１ 

作業区分 

①設置・撤去 

②設置 

③撤去 

(注)１．汚濁防止フェンス賃料（Y-1076000）［円／ｍ］を単価登録すること。 

なお，フェンス賃料は使用日数分の賃料［円／ｍ］を入力すること。 

２．バックホウは，低騒音型機種及び普通型機種（排出ガス未対策型），排出ｶﾞｽ対策型(第 1次基準値) ，排

出ｶﾞｽ対策型 (第 2次基準値)についても適用出来る。 
 

(２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 

施工歩掛コード WB253020 施工単位 ｍ 

 

７．内訳書及び単価表 

 (１) 汚濁防止フェンス工内訳書 

施工歩掛コード WB253010 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

汚濁防止フェンス設置・撤去  ｍ  単価表(2) 

フ ェ ン ス 賃 料  〃    

ア ン カ ー 工  式 1 フェンス賃料×0.10 

諸 雑 費  〃 1  

計     

 

 (２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253020 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 4.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

日   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 (３) 機械運転単価表 

機 械 名 規    格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→83 

機械賃料数量→1.03 
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⑮ 仮囲い設置撤去工 

⑮－１ 仮囲い設置撤去工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，建設工事現場における仮囲いの設置及び撤去に適用する。 

ただし，塗装及び機材搬出入用等のゲートには適用しない。 
 

表１．１ 適用範囲 

項 目 適 用 範 囲 

基 礎 形 式 丸パイプ土中打込式 

囲 い 高 さ 3ｍ 

 

２． 施 工 概 要 

標準施工フローは，下表のとおりとする。 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 
 

３． 日当り編成人員  

日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 日当り編成人員         (人) 

職 種 土木一般世話役 普 通 作 業 員 

編 成 人 員 1 5 
 

４． 日 当 り施 工 量 

日当り施工量は，次表を標準とする。 

 

表４．１ 日当り施工量        (ｍ／日) 

施工区分 単位 設置 撤去 

日当り施工量 ｍ 35 49 
 

５． 諸 雑 費 

諸雑費は，設置及び撤去における，ハンマ，ラチェットレンチ，脚立，フックボルト，クランプ等の費用であり，

労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表５．１ 諸雑費率             (％) 

諸 雑 費 率 10 
 

６． 仮 設 材 損 料 

仮囲い設置撤去工に使用する仮設材損料（供用日当り損料）は，次表を標準とする。 

 

表６．１ 仮囲い 10ｍ当り仮設材損料 

名 称 単位 損料（円） 摘 要 

仮囲い仮設材損料 供用日 147 
仮囲い鉄板 

丸パイプ 

 

整

地

等 

機

材

搬

入 

仮

囲

い

設

置 

開

口

部

設

置 

本

工

事 

仮

囲

い

撤

去 

開

口

部

撤

去 

機

材

搬

出 
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８． 単 価 表 

(１) 仮囲い設置及び撤去 10ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253110 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1 × 10 ／Ｄ 表 3.1，表 4.1 

普 通 作 業 員  〃 5 × 10 ／Ｄ 〃  〃 

仮 設 材 損 料  供用日   

諸 雑 費  式 1 表 5.1 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

９． 仮囲い概念図（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．

コード番号 Ｓ 5 6 6 5

８．
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⑮－２ 雪寒仮囲い工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，積雪寒冷地の冬期における土木構造物の施工において，平均設置高 30ｍ 以下の「雪寒仮囲い」を設

置する工事に適用する。 

なお，小型構造物には適用しない。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 標準施工フロー 

標準施工フローは，下記のとおりとする。 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

２－２ 施工歩掛補正 

仮囲いの設置，撤去作業には冬期労務補正値（実数値）を適用する。 

なお，仮囲い内の作業は冬期労務補正の割増率を１／３に補正して適用する。 

 

３． 仮囲いタイプ及び機種の選定 

３－１ 仮囲いタイプの選定 

仮囲いタイプの選定は，図 3.1 による。 

 

図３．１ 仮囲いタイプの選定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｈ1＝ｈ＋1.8－（Ｂ1÷2）×10％（ｍ） 

もしくは，Ｈ1＝ｈ1＋1.8－（ｂ＋0.5＋1.2）×10％（ｍ） 

ｂ ：構造物幅（奥行） ｈ ：構造物高さ ｈ1：谷側での構造物高さ 

Ｂ1：仮囲い幅（奥行） Ｈ1：谷側での仮囲いの高さ 

 

表３．１ 仮囲いの構成部材 

 囲 い 枠 部 材 屋根梁・屋根受け梁部材 

Ｐタイプ パイプサポート＋シート 単管パイプ・既製ビーム・Ｉ形鋼・Ｈ形鋼，等 

Ｗタイプ 枠組足場＋シート 単管パイプ・既製ビーム・Ｉ形鋼・Ｈ形鋼，等 

ＰＷタイプ 枠組足場＋パイプサポート＋シート 単管パイプ・既製ビーム・Ｈ形鋼，等 

スタート 

施工基面は 
概ね水平か 

ブロック張 
or 

ブロック積 

谷側の 
仮囲い高さ 
Ｈ1≦3.4ｍ 

Ｗタイプ Ｐタイプ ＰＷタイプ 

Yes 

Yes 

No 

Yes 

No 

No ブロック積 

ブロック張 

施工基面か 
らの構造物高さ 

ｈ＞1.6ｍ 

雪寒仮囲い 

材 料 搬 入 
設 置 撤 去 

雪寒仮囲い 

材 料 搬 出 
本 工 事 
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３－２ 機種の選定 

仮設材の持上げ（下げ）機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．２ 機種の選定（仮設材の持上げ（下げ）機械） 

持上げ（下げ）機械 規 格 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第

２次基準値）25ｔ吊 

(注) ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

４． 設置・撤去歩掛 

４－１ Ｐタイプの設置・撤去歩掛 

Ｐタイプの雪寒仮囲いの設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．１ 雪寒仮囲い設置・撤去歩掛（Ｐタイプ）      （100㎡当り） 

名 称 単 位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 人 1.3  

普 通 作 業 員 〃 5.6  

ラフテレーンクレーン運転 日 1.0  

諸 雑 費 率 ％ 11  

(注)１．諸雑費は，仮囲い仮設材等の費用であり，労務費と機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上

限として計上する。 

２．仮囲いの面積算出にあたっては,「７．数量算出基準」を参照のこと。 

 

４－２ Ｗ・ＰＷタイプの設置・撤去歩掛 

Ｗ・ＰＷタイプの雪寒仮囲いの設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．２ 雪寒仮囲い設置・撤去歩掛（Ｗ・ＰＷタイプ）       (100㎡当り) 

名 称 単 位 
枠組足場部 

（Ｓ1） 

枠組足場以外 

（Ｓ2） 

土 木 一 般 世 話 役 人 1.5 1.4 

と び 工 〃 5.6 4.2 

普 通 作 業 員 〃 5.0 4.7 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.8 0.8 

諸 雑 費 率 ％ 15(45) 12 

(注)１．仮囲い用の足場幅は，1.2ｍを標準とする。 

２．諸雑費は，仮囲い仮設材等の費用であり，労務費と機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上

限として計上する。なお，手摺先行型枠組足場を使用する場合は，( ) 書きの値を使用するものと

する。 

３．「枠組足場部」は構造物天端の高さまでであり，「枠組足場以外」は構造物天端以上の屋根部分とす

る。（７．数量算出基準を参照） 

４．上記歩掛は，足場を兼用した仮囲いの設置・撤去歩掛であり，兼用出来ない場合の足場は別途必要

数量を計上する。 

５．手摺先行型枠組足場には，二段手摺及び幅木の機能を有している。 
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５． 養生工（Ｐタイプ，Ｗタイプ，ＰＷタイプ共通） 

仮囲い内でのコンクリート養生は，「第Ⅱ編第４章①コンクリート工」を標準とし，特殊養生（仮囲い内ジェッ

トヒータ養生）を行う場合は下記を適用する。 

５－１ 特殊養生（仮囲い内ジェットヒータ養生） 

(１) 機種及び施工歩掛 

仮囲い内でのジェットヒータによる養生歩掛は，次表を標準とする。 

 

表５．１ 養生歩掛（ジェットヒータ養生）      (10㎥当り) 

名 称 規 格 単位 
数 量 

無筋構造物 鉄筋構造物 

業務用可搬型ヒータ（ジ

ェ ッ トヒ ータ ）運 転 

油 だ き ・ 熱 風 ・ 直 火 型

126MJ/h（30,100kcal/h） 
ｈ 30 28 

発 動 発 電 機 運 転 
ディーゼルエンジン駆動 

2.7／3kVA 

(注) ジェットヒータは賃料とする。 

 

(２) 運転時間 

ジェットヒータによる養生に要する施工機械運転日当り運転時間は，次表を標準とする。 

 

表５．２ 施工機械運転日当り運転時間     (ｈ／日) 

名 称 単位 無筋構造物 鉄筋構造物 

業務用可搬型ヒータ（ジェッ

ト ヒ ー タ ） 運 転 ｈ 18.5 15.2 

発 動 発 電 機 運 転 

(注) ジェットヒータ運転時間当り燃料消費量は，灯油 3.6ℓ／ｈとする。 

 

６． 除 雪 工 

６－１ 除雪（仮囲い屋根部） 

仮囲い屋根部に 50㎝以上の積雪があった場合を対象とし，次表を標準とする。 

 

表６．１ 除雪歩掛（仮囲い屋根部）         （10㎥当り） 

名 称 単位 Ｐタイプ,Ｗタイプ,ＰＷタイプ 

普 通 作 業 員 人 0.4 

除雪量（㎥） Ｖ＝Ａ×Ｈ 

Ａ：除雪対象面積（屋根面積） （㎡） 

Ｈ：積雪深 （ｍ） 
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７． 数量算出基準 

雪寒仮囲いの数量算出においては，下記を標準とする。 

なお，数量算出基準の仮囲い面積とは，壁面及び屋根部の計５面の外面積を対象としている。 

７－１ Ｐタイプ 

(１) Ｐタイプ（標準タイプ） 

 

 

Ｓ ：仮囲い面積（㎡） 

ｂ ：対象構造物の幅（ｍ） 

ℓ ：対象構造物の長さ（ｍ） 

ｈ ：対象構造物の高さ（ｍ） 

Ｂ1：仮囲いの底面の幅（ｍ） 

Ｂ1＝ｂ＋ 0.8 ×２ 

Ｂ2：仮囲いの屋根の幅（ｍ） 

 

Ｌ ：仮囲いの長さ（ｍ） 

Ｌ ＝ℓ＋ 0.8 ×２ 

Ｈ1：仮囲いの低い方の側面の高さ（ｍ） 

Ｈ1 ＝ｈ＋ 1.8 － (Ｂ1 ÷２) × 0.1 

Ｈ2：仮囲いの高い方の側面の高さ（ｍ） 

Ｈ2 ＝ｈ＋ 1.8 ＋ (Ｂ1 ÷２) × 0.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ＝Ｌ×（Ｈ1＋Ｈ2＋Ｂ2）＋Ｂ1×（Ｈ1＋Ｈ2）   （㎡） 

Ｂ2＝√￣￣￣￣￣￣￣￣ Ｂ1
2＋(Ｂ1×0.1)2 
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(２) Ｐタイプ（ブロック張タイプ） 

 

 

 

Ｓ ：仮囲い面積（㎡） 

ｂ ：対象構造物の幅（ｍ） 

 ℓ ：対象構造物の長さ（ｍ） 

ｈ ：対象構造物の高さ（ｍ） 

ｈ1：対象構造物の谷側での高さ（ｍ） 

ｈ2：対象構造物の山側での高さ（ｍ） 

Ｂ1：仮囲いの断面の幅（ｍ） 

Ｂ1 ＝ｂ＋ 0.8 ×２ 

Ｂ2：仮囲いの屋根の幅（ｍ） 

Ｌ ：仮囲いの長さ（ｍ） 

Ｌ＝ℓ＋ 0.8 ×２ 

Ｈ1：仮囲いの谷側の側面の高さ（ｍ） 

Ｈ2：仮囲いの山側の側面の高さ（ｍ） 

 

      （断 面 図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （平 面 図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ＝Ｌ×（Ｈ1＋Ｈ2＋Ｂ2）＋（ｂ＋0.8×2）×（Ｈ1＋Ｈ2＋ｈ） 

－ｈ×（ｂ－ｂ1＋ｂ2＋0.8×2）    （㎡） 
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７－２ Ｗタイプ 

 

 

 

Ｓ1：枠組足場面積（㎡） 

Ｓ2：枠組足場以外の面積（㎡） 

ｂ ：対象構造物の幅（ｍ） 

 ℓ ：対象構造物の長さ（ｍ） 

ｈ ：対象構造物の高さ（ｍ） 

Ｂ1：仮囲いの底面の幅（ｍ） 

Ｂ1 ＝ｂ＋ 0.5 ×２＋ 1.2 ×２ 

Ｂ2：仮囲いの屋根の幅（ｍ） 

 

Ｌ ：仮囲いの長さ（ｍ） 

Ｌ ＝ℓ＋ 0.5 ×２＋ 1.2 ×２ 

Ｈ1：仮囲いの低い方の側面の高さ（ｍ） 

Ｈ1 ＝ｈ＋ 1.8 － (Ｂ1 ÷２) × 0.1 

Ｈ2：仮囲いの高い方の側面の高さ（ｍ） 

Ｈ2 ＝ｈ＋ 1.8 ＋ (Ｂ1 ÷２) × 0.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ1＝｛2×（ｂ＋ℓ）＋0.5×8＋1.2×4｝×ｈ   （㎡） 

Ｓ2＝Ｌ×（Ｈ1＋Ｈ2＋Ｂ2－ｈ×2）＋Ｂ1×（Ｈ1＋Ｈ2－ｈ×2）   （㎡） 

Ｂ2＝√￣￣￣￣￣￣￣￣ Ｂ1
2＋(Ｂ1×0.1)2 
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Ⅱ-5-⑮-10 

７－３ ＰＷタイプ 

 

 

 

 

Ｓ1：枠組足場面積（㎡） 

Ｓ2：枠組足場以外の面積（㎡） 

ｂ ：対象構造物の幅（ｍ） 

 ℓ ：対象構造物の長さ（ｍ） 

ｈ1：対象構造物の谷側での高さ（ｍ） 

ｈ2：対象構造物の山側での高さ（ｍ） 

Ｂ1：仮囲いの断面の幅（ｍ） 

Ｂ1 ＝ｂ＋ 0.5 ＋ 0.8 ＋ 1.2 

Ｂ2：仮囲いの屋根の幅（ｍ） 

 

Ｌ ：仮囲いの長さ（ｍ） 

Ｌ ＝ℓ＋ 0.8 ×２ 

Ｈ1：仮囲いの低い方（谷側）の側面の高さ（ｍ） 

Ｈ1 ＝ ｈ1 ＋ 1.8 －（ｂ＋ 0.5 ＋ 1.2）× 0.1 

Ｈ2：仮囲いの高い方（山側）の側面の高さ（ｍ） 

Ｈ2 ＝ ｈ2 ＋ 1.8 ＋ 0.8 × 0.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ1＝（ℓ ＋0.8×2）×ｈ1   （㎡） 

Ｓ2＝Ｌ×（Ｈ1＋Ｈ2＋Ｂ2－ｈ1）＋Ｂ1×（Ｈ1＋Ｈ2－ｈ1－ｈ2） 

＋（ｂ＋0.8＋0.5）×ｈ2×2＋（ｂ＋0.5×2）×（ｈ1－ｈ2）   （㎡） 

Ｂ2＝√￣￣￣￣￣￣￣￣ Ｂ1
2＋(Ｂ1×0.1)2 
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Ⅱ-5-⑮-12 

９． 内訳書及び単価表 

(１) 仮囲い設置・撤去（Ｐタイプ）100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.3 表 4.1 

普 通 作 業 員  〃 5.6 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型（第２次基準値）25ｔ吊 
日 1.0 

表 3.2，表 4.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.1 

計     

 

(２) 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ） 

① 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）１式内訳書 

施工歩掛コード WB253220 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

仮囲い設置撤去(Ｗ・ＰＷタイプ) 枠組足場部 ㎡  ②単価表 

〃 枠組足場以外 〃  ③単価表 

計     

 

② 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場部 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253221 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.5 表 4.2 

と び 工  〃 5.6 〃 

普 通 作 業 員  〃 5.0 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

③ 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場以外 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253222 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.4 表 4.2 

と び 工  〃 4.2 〃 

普 通 作 業 員  〃 4.7 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

８．

 

Ⅱ-5-⑮-12 

９． 内訳書及び単価表 

(１) 仮囲い設置・撤去（Ｐタイプ）100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.3 表 4.1 

普 通 作 業 員  〃 5.6 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型（第２次基準値）25ｔ吊 
日 1.0 

表 3.2，表 4.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.1 

計     

 

(２) 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ） 

① 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）１式内訳書 

施工歩掛コード WB253220 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

仮囲い設置撤去(Ｗ・ＰＷタイプ) 枠組足場部 ㎡  ②単価表 

〃 枠組足場以外 〃  ③単価表 

計     

 

② 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場部 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253221 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.5 表 4.2 

と び 工  〃 5.6 〃 

普 通 作 業 員  〃 5.0 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

③ 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場以外 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253222 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.4 表 4.2 

と び 工  〃 4.2 〃 

普 通 作 業 員  〃 4.7 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

 

Ⅱ-5-⑮-12 

９． 内訳書及び単価表 

(１) 仮囲い設置・撤去（Ｐタイプ）100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.3 表 4.1 

普 通 作 業 員  〃 5.6 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型（第２次基準値）25ｔ吊 
日 1.0 

表 3.2，表 4.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.1 

計     

 

(２) 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ） 

① 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）１式内訳書 

施工歩掛コード WB253220 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

仮囲い設置撤去(Ｗ・ＰＷタイプ) 枠組足場部 ㎡  ②単価表 

〃 枠組足場以外 〃  ③単価表 

計     

 

② 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場部 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253221 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.5 表 4.2 

と び 工  〃 5.6 〃 

普 通 作 業 員  〃 5.0 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

③ 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場以外 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253222 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.4 表 4.2 

と び 工  〃 4.2 〃 

普 通 作 業 員  〃 4.7 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

 

Ⅱ-5-⑮-12 

９． 内訳書及び単価表 

(１) 仮囲い設置・撤去（Ｐタイプ）100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.3 表 4.1 

普 通 作 業 員  〃 5.6 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型（第２次基準値）25ｔ吊 
日 1.0 

表 3.2，表 4.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.1 

計     

 

(２) 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ） 

① 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）１式内訳書 

施工歩掛コード WB253220 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

仮囲い設置撤去(Ｗ・ＰＷタイプ) 枠組足場部 ㎡  ②単価表 

〃 枠組足場以外 〃  ③単価表 

計     

 

② 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場部 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253221 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.5 表 4.2 

と び 工  〃 5.6 〃 

普 通 作 業 員  〃 5.0 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

③ 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場以外 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253222 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.4 表 4.2 

と び 工  〃 4.2 〃 

普 通 作 業 員  〃 4.7 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

 

Ⅱ-5-⑮-12 

９． 内訳書及び単価表 

(１) 仮囲い設置・撤去（Ｐタイプ）100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.3 表 4.1 

普 通 作 業 員  〃 5.6 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型（第２次基準値）25ｔ吊 
日 1.0 

表 3.2，表 4.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.1 

計     

 

(２) 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ） 

① 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）１式内訳書 

施工歩掛コード WB253220 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

仮囲い設置撤去(Ｗ・ＰＷタイプ) 枠組足場部 ㎡  ②単価表 

〃 枠組足場以外 〃  ③単価表 

計     

 

② 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場部 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253221 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.5 表 4.2 

と び 工  〃 5.6 〃 

普 通 作 業 員  〃 5.0 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

③ 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場以外 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253222 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.4 表 4.2 

と び 工  〃 4.2 〃 

普 通 作 業 員  〃 4.7 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     
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 (３) 特殊養生（仮囲い内ジェットヒータ養生）10㎥当り内訳書 

施工歩掛コード WB253240 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

業 務 用 可 搬 型 ヒ ー タ 

（ ジ ェ ッ ト ヒ ー タ ） 運 転 

油だき・熱風・直火型

126MJ/h（30,100kcal/h） 
ｈ  

表 5.1 

（５）単価表 

発 動 発 電 機 運 転 
ディーゼルエンジン駆動 

2.7／３kVA 
〃  

〃 

機械損料 

計     

 

(４) 除雪工（仮囲い屋根部）10㎥当り単価表 

施工歩掛コード WB253250 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

普 通 作 業 員  人 0.4 表 6.1 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(５) ジェットヒータ運転１時間当り単価表  

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

燃 料 費 灯油 ℓ  表 5.2 

業務用可搬型ヒータ

（ジェットヒータ） 

油だき・熱風・直火型 

126MJ/h（30,100kcal/h） 
ｈ 1 時間当り賃料→賃料×1／表 5.2 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(６) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 摘 要 

発 動 発 電 機 
ディーゼルエンジン駆動 

2.7 ／ 3kVA 
機－ 13 時間当り損料→１日当り損料×１／表 5.2 

 

Ⅱ-5-⑮-13 

 (３) 特殊養生（仮囲い内ジェットヒータ養生）10㎥当り内訳書 

施工歩掛コード WB253240 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

業 務 用 可 搬 型 ヒ ー タ 

（ ジ ェ ッ ト ヒ ー タ ） 運 転 

油だき・熱風・直火型

126MJ/h（30,100kcal/h） 
ｈ  

表 5.1 

（５）単価表 

発 動 発 電 機 運 転 
ディーゼルエンジン駆動 

2.7／３kVA 
〃  

〃 

機械損料 

計     

 

(４) 除雪工（仮囲い屋根部）10㎥当り単価表 

施工歩掛コード WB253250 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

普 通 作 業 員  人 0.4 表 6.1 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(５) ジェットヒータ運転１時間当り単価表  

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

燃 料 費 灯油 ℓ  表 5.2 

業務用可搬型ヒータ

（ジェットヒータ） 

油だき・熱風・直火型 

126MJ/h（30,100kcal/h） 
ｈ 1 時間当り賃料→賃料×1／表 5.2 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(６) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 摘 要 

発 動 発 電 機 
ディーゼルエンジン駆動 

2.7 ／ 3kVA 
機－ 13 時間当り損料→１日当り損料×１／表 5.2 
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 (３) 特殊養生（仮囲い内ジェットヒータ養生）10㎥当り内訳書 

施工歩掛コード WB253240 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

業 務 用 可 搬 型 ヒ ー タ 

（ ジ ェ ッ ト ヒ ー タ ） 運 転 

油だき・熱風・直火型

126MJ/h（30,100kcal/h） 
ｈ  

表 5.1 

（５）単価表 

発 動 発 電 機 運 転 
ディーゼルエンジン駆動 

2.7／３kVA 
〃  

〃 

機械損料 

計     

 

(４) 除雪工（仮囲い屋根部）10㎥当り単価表 

施工歩掛コード WB253250 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

普 通 作 業 員  人 0.4 表 6.1 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(５) ジェットヒータ運転１時間当り単価表  

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

燃 料 費 灯油 ℓ  表 5.2 

業務用可搬型ヒータ

（ジェットヒータ） 

油だき・熱風・直火型 

126MJ/h（30,100kcal/h） 
ｈ 1 時間当り賃料→賃料×1／表 5.2 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(６) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 摘 要 

発 動 発 電 機 
ディーゼルエンジン駆動 

2.7 ／ 3kVA 
機－ 13 時間当り損料→１日当り損料×１／表 5.2 
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⑯ 仮設防護柵工 

⑯－１ 切土及び発破防護柵工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，切土及び発破による落石又は飛石を防止するための仮設防護柵の設置・撤去に適用する。 

ただし，仮設防護柵の支柱はＨ形鋼とし，仮設防護柵の高さ（地上高）は 2.5 ～ 10ｍ，支柱間隔 1.5 ～ 4.0ｍ

及び根入長は２ｍ以下のものとする。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．本歩掛で対応しているのは実線部分のみである。 

２．横桁等設置・撤去の有無にかかわらず適用出来る。 

図２－１ 施工フロー 

床 掘 り ・ 削 孔 

基礎コンクリート打設 

支 柱 設 置 

中 詰 材 充 填 

横 桁 設 置 

土 留 材 設 置 

金 網 設 置 

飛 散 防 止 材 設 置 

（設置） （撤去） 

飛 散 防 止 材 撤 去 

金 網 撤 去 

土 留 材 撤 去 

横 桁 撤 去 

支 柱 撤 去 

基 礎 コ ン ク リ ー ト 

と り こ わ し 

埋 戻 し 等 復 旧 工 
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２－２ 参考図等 

 

 

支 柱 Ｈ形鋼

横 桁 無し

土 留 材 施工内容 全面施工

－

図2-2

支 柱 Ｈ形鋼

横 桁 有り

土 留 材 施工内容

図2-3

支 柱 Ｈ形鋼

横 桁 有り

土 留 材 施工内容 －

全面施工

図2-4

支 柱 形 式

飛散防止材 施工 内容

土留全面又は

土留及び飛散

防止材併用施工

支 柱 形 式

飛散防止材 施工 内容

支 柱 形 式

飛散防止材 施工 内容

土留材 支柱(H形鋼)

支柱(H形鋼)
土留材 横桁

支柱(H形鋼)
横桁

飛散防止材（金網）

飛散防止材

（シート・ネット）

土留材

支柱(H形鋼)
横桁

飛散防止材（金網）

飛散防止材

（シート・ネット）
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３． 施 工 歩 掛 

３－１ 機種の選定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型(第

1次基準値)10t吊 
台 1 仮設材吊込用 

高 所 作 業 車 
トラック架装・伸縮ブーム・バスケ

ット型 作業床高 12ｍ 
〃 1 

切土及び発破防護 

柵工用仮設足場 

(注)１．ラフテレーンクレーン及び高所作業車は，賃料とする。 

２．現場条件により上表により難い場合は，別途選定する。 

 

３－２ 日当り編成人員 

切土及び発破防護柵の設置・撤去作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

表３．２ 日当り編成人員       （人） 

作業区分 土木一般世話役 とび工 普通作業員 

設 置 1 1 2 

撤 去 1 1 2 

 

３－３ 日当り施工量 

日当り施工量（Ｄ）は，次表を標準とする。 

 

表３．３ 日当り施工量（Ｄ）             （㎡） 

作業区分 設 置 撤 去 

日当り施工量（Ｄ） 70 109 

(注) 本歩掛には，支柱自立のための中詰材の充填及び支柱のサポートとしての支保杭の設置・

撤去を含む。 

 

３－４ 諸雑費 

諸雑費は，中詰材，溶接棒，電気グラインダー研削板，アセチレンガス，酸素，番線，電気グラインダー

損料，電気溶接機運転経費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に次表の率を乗じた金額

を上限として計上する。 

 

表３．４ 諸雑費率                   （％） 

作業区分 設 置 撤 去 

諸雑費率 11 13 

(注) 中詰材の施工の有無及び中詰材種類にかかわらず適用出来る。 

 

３－５ 材料使用量 

飛散防止材（金網，シート・ナイロンネット）の使用量は，継重ね量を見込み，次式による。 

使用量（㎡）＝設計面積（㎡）×（１＋Ｋ）……式 3.1 

Ｋ：ロス率 

 

表３．５ ロス率（Ｋ） 

材料種別 ロス率 

金網 ＋0.04 

シート・ナイロンネット ＋0.09 
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５． 内訳書及び単価表 

(１) 切土及び発破防護柵の設置・撤去 100㎡当り内訳書 

施工歩掛コード WB253310 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

切土及び発破防護柵の設置  ㎡ 100 （２）単価表 

切土及び発破防護柵の撤去  ㎡ 100 （２）単価表 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 切土及び発破防護柵の設置・撤去 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253311 , WB253312 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×100／Ｄ 表 3.2，表3.3 

と び 工  〃 1×100／Ｄ 〃 ， 〃 

普 通 作 業 員  〃 2×100／Ｄ 〃 ， 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出対策型(第

1次基準値)10ｔ吊 
日 1×100／Ｄ 

表 3.1，  〃 

機械賃料 

高 所 作 業 車 運 転 

トラック架装・伸縮ブーム・バ

スケット型 

作業床高 12ｍ 

〃 1×100／Ｄ 
〃 ， 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 3.4 

計     

Ｄ：日当り施工量（㎡／日） 

 

(３) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 摘 要 

高 所 作 業 車 

トラック架装・伸縮ブーム・バスケ

ット型 

作業床高 12ｍ 

機－28 

運転労務数量  →1.00 

燃料消費量   →28 

機械賃料数量 →1.07 

 

 

 

４．
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５． 内訳書及び単価表 

(１) 切土及び発破防護柵の設置・撤去 100㎡当り内訳書 

施工歩掛コード WB253310 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

切土及び発破防護柵の設置  ㎡ 100 （２）単価表 

切土及び発破防護柵の撤去  ㎡ 100 （２）単価表 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 切土及び発破防護柵の設置・撤去 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253311 , WB253312 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×100／Ｄ 表 3.2，表3.3 

と び 工  〃 1×100／Ｄ 〃 ， 〃 

普 通 作 業 員  〃 2×100／Ｄ 〃 ， 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出対策型(第

1次基準値)10ｔ吊 
日 1×100／Ｄ 

表 3.1，  〃 

機械賃料 

高 所 作 業 車 運 転 

トラック架装・伸縮ブーム・バ

スケット型 

作業床高 12ｍ 

〃 1×100／Ｄ 
〃 ， 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 3.4 

計     

Ｄ：日当り施工量（㎡／日） 

 

(３) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 摘 要 

高 所 作 業 車 

トラック架装・伸縮ブーム・バスケ

ット型 

作業床高 12ｍ 

機－28 

運転労務数量  →1.00 

燃料消費量   →28 

機械賃料数量 →1.07 

 

 

 

コード番号 Ｓ 5 6 4 1
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⑯－２ 掘削（発破）防護柵工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，特殊防護柵（法留柵・土工用仮設防護柵）の人力による設置・撤去に適用する。 

ただし，法留柵は砂質土等の床掘時における崩壊防止，土工用仮設防護柵は土工作業等で第三者への被害を防止

する必要がある場合で柵高 1.5ｍ のものに適用する。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

標準施工フローは，下記のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

２－２ 参考図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支 柱 打 込 

土 留 材 設 置 

設置 撤去 

土 留 材 撤 去 

支 柱 撤 去 

法留柵工 

支柱・横桁設置 

金 網 設 置 

シ ー ト 設 置 

設置 撤去 

シ ー ト 撤 去 

金 網 撤 去 

支柱・横桁撤去 

土工用仮設防護柵工 
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３． 施 工 歩 掛 

３－１ 特殊防護柵 

(１) 法留柵設置撤去歩掛 

法留柵工の施工歩掛は次表を標準とする。 

 

表３．１ 法留柵設置撤去歩掛                （100ｍ当り） 

名 称 単位 規 格 数 量 摘 要 

普 通 作 業 員 人  11.2  

板 材 ㎥ 雑矢板 2.0ｍ×3～4.5㎝×12㎝ 3.0 全 損 

杭 材 本 切丸太φ7.5㎝   ℓ＝2.0ｍ 100 〃 

 

(２) 土工用仮設防護柵設置撤去歩掛 

土工用仮設防護柵工の施工歩掛は次表を標準とする。 

 

表３．２ 仮設防護柵設置撤去歩掛                 （３ｍ当り） 

名 称 単位 規 格 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 人  0.11  

普 通 作 業 員 〃  0.44  

杭 材 

本 （松丸太末口 15㎝ ℓ＝2.0ｍ） 2 杭 用 

〃 （松丸太末口 10㎝ ℓ＝3.0ｍ） 3 横 桁 用 

〃 （松丸太末口 15㎝ ℓ＝1.2ｍ） 2 支 保 杭 用 

〃 （松丸太末口 10㎝ ℓ＝0.9ｍ） 2 支 保 杭 用 

金 網 ㎡ 菱形 4㎜×50㎜目 4.8  

シ ー ト 〃 2.7ｍ×3.6ｍ×0.5㎜ 5.0  

(注) 土工については，別途計上するものとする。 
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５． 単 価 表 

(１) 法留柵工（特殊防護柵）100ｍ当り設置撤去単価表 

施工歩掛コード WB253410 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

普 通 作 業 員  人  表 3.1 

板 材 
雑矢板 

2.0ｍ×3～4.5㎝×12㎝ 
㎥ 

 
〃 

杭 材 
切丸太 

φ7.5㎝   ℓ＝2.0ｍ 
本 

 
〃 

諸 雑 費  式   

計     

 

(２) 土工用仮設防護柵工（特殊防護柵）３ｍ当り据付撤去単価表 

施工歩掛コード WB253420 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土木一般世話役  人  表 3.2 

普 通 作 業 員  〃  〃 

杭 材 

松丸太末口 15㎝   ℓ＝2.0ｍ 本  〃  杭用 

松丸太末口 10㎝   ℓ＝3.0ｍ 〃  〃  横桁用 

松丸太末口 15㎝   ℓ＝1.2ｍ 〃  〃  支保杭用 

松丸太末口 10㎝   ℓ＝0.9ｍ 〃  〃  支保杭用 

金 網 菱形 4㎜×50㎜目 ㎡  〃 

シ ー ト 2.7ｍ×3.6ｍ×0.5㎜ 〃  〃 

諸 雑 費  式   

計     

 

４．
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５． 単 価 表 

(１) 法留柵工（特殊防護柵）100ｍ当り設置撤去単価表 

施工歩掛コード WB253410 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

普 通 作 業 員  人  表 3.1 

板 材 
雑矢板 

2.0ｍ×3～4.5㎝×12㎝ 
㎥ 

 
〃 

杭 材 
切丸太 

φ7.5㎝   ℓ＝2.0ｍ 
本 

 
〃 

諸 雑 費  式   

計     

 

(２) 土工用仮設防護柵工（特殊防護柵）３ｍ当り据付撤去単価表 

施工歩掛コード WB253420 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土木一般世話役  人  表 3.2 

普 通 作 業 員  〃  〃 

杭 材 

松丸太末口 15㎝   ℓ＝2.0ｍ 本  〃  杭用 

松丸太末口 10㎝   ℓ＝3.0ｍ 〃  〃  横桁用 

松丸太末口 15㎝   ℓ＝1.2ｍ 〃  〃  支保杭用 

松丸太末口 10㎝   ℓ＝0.9ｍ 〃  〃  支保杭用 

金 網 菱形 4㎜×50㎜目 ㎡  〃 

シ ー ト 2.7ｍ×3.6ｍ×0.5㎜ 〃  〃 

諸 雑 費  式   

計     
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５． 単 価 表 

(１) 法留柵工（特殊防護柵）100ｍ当り設置撤去単価表 

施工歩掛コード WB253410 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

普 通 作 業 員  人  表 3.1 

板 材 
雑矢板 

2.0ｍ×3～4.5㎝×12㎝ 
㎥ 

 
〃 

杭 材 
切丸太 

φ7.5㎝   ℓ＝2.0ｍ 
本 

 
〃 

諸 雑 費  式   

計     

 

(２) 土工用仮設防護柵工（特殊防護柵）３ｍ当り据付撤去単価表 

施工歩掛コード WB253420 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土木一般世話役  人  表 3.2 

普 通 作 業 員  〃  〃 

杭 材 

松丸太末口 15㎝   ℓ＝2.0ｍ 本  〃  杭用 

松丸太末口 10㎝   ℓ＝3.0ｍ 〃  〃  横桁用 

松丸太末口 15㎝   ℓ＝1.2ｍ 〃  〃  支保杭用 

松丸太末口 10㎝   ℓ＝0.9ｍ 〃  〃  支保杭用 

金 網 菱形 4㎜×50㎜目 ㎡  〃 

シ ー ト 2.7ｍ×3.6ｍ×0.5㎜ 〃  〃 

諸 雑 費  式   

計     

 （注）材料損料率は，土木工事標準積算基準第Ⅱ編第５章①仮設工表 2.2 による。
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⑰ 濁水処理工（一般土木工事） 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，一般土木工事（ダム・トンネル及び浚渫工事は除く）における濁水処理工に適用する。 

１－１ 濁水処理設備 

濁水処理設備は，機械処理沈殿方式を標準とする。 

また，濁水処理設備能力は，30 ～ 60，100 ㎥／ｈ級を標準とする。なお，30 ～ 60，100 ㎥／ｈ級以外

を使用した場合は別途考慮する。 

１－２ 使用薬剤 

使用薬剤は，無機凝集剤，高分子凝集剤，炭酸ガスの３種類使用を標準とする。なお，使用量については，

別途計上する。 

 

２． 施 工 概 要 

標準施工フローは，次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

２．濁水処理設備の運転時間は，運転日当り８時間を標準とする。 

なお強制排水ポンプが必要な場合は，別途計上する。 

３． 施 工 計 画 

３－１ 濁水処理設備設置・撤去 

濁水処理設備設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 濁水処理設備設置・撤去歩掛             （１箇所当り） 

名 称 規 格 単位 

30～60 

㎥／ｈ級 

100 

㎥／ｈ級 

設置 撤去 設置 撤去 

土 木 一 般 世 話 役  人 3 2 4 3 

電 工  〃 4 1 5 1 

設 備 機 械 工  〃 8 5 9 6 

普 通 作 業 員  〃 5 2 6 4 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 

運 転 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型（第１次基準値） 

25ｔ吊 

日 1 1 2 2 

(注)１．上屋の設置・撤去については，上記歩掛に含まない。 

２．上記歩掛には，設備の調整に要する費用を含む。 

３．ラフテレーンクレーンは賃料とする。 

 

３－２ 濁水処理設備運転 

濁水処理装置は，損料とする。 

基

礎

工

事 

濁
水
処
理
設
備
設
置 

濁
水
処
理
設
備
運
転 

保

守

点

検 

濁
水
処
理
設
備
撤
去 

泥

土

処

理 
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３－３ 濁水処理設備の保守点検 

濁水処理設備の保守点検は，次表を標準とする。 

 

表３．２ 濁水処理設備保守点検歩掛（１回当り） 

名 称 単 位 数 量 

設 備 機 械 工 人 0.1 

普 通 作 業 員 〃 0.3 

(注)１．濁水処理設備の保守点検は，濁水処理設備運転日に１回実施を標準とする。 

２．保守点検は，濁水処理設備の日常の運転に関わる全ての保守・点検を含む。 

 

３－４ 泥土処理作業 

泥土処理作業については，現場条件により別途計上する。 
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５． 単 価 表 

(１) 濁水処理設備設置１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 濁水処理設備撤去１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 濁水処理設備保守・点検１回当り単価表 

施工歩掛コード WB253520 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

設 備 機 械 工  人 0.1 表 3.2 

普 通 作 業 員  〃 0.3 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 濁水処理設備１日当り単価表 

施工歩掛コード WB253530 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

電 力 料  kWh   

濁 水 処 理 装 置 損 料 各 種 日 1 機械損料 

諸 雑 費  式 1  

計     

４．
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５． 単 価 表 

(１) 濁水処理設備設置１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 濁水処理設備撤去１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 濁水処理設備保守・点検１回当り単価表 

施工歩掛コード WB253520 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

設 備 機 械 工  人 0.1 表 3.2 

普 通 作 業 員  〃 0.3 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 濁水処理設備１日当り単価表 

施工歩掛コード WB253530 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

電 力 料  kWh   

濁 水 処 理 装 置 損 料 各 種 日 1 機械損料 

諸 雑 費  式 1  

計     
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５． 単 価 表 

(１) 濁水処理設備設置１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 濁水処理設備撤去１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 濁水処理設備保守・点検１回当り単価表 

施工歩掛コード WB253520 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

設 備 機 械 工  人 0.1 表 3.2 

普 通 作 業 員  〃 0.3 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 濁水処理設備１日当り単価表 

施工歩掛コード WB253530 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

電 力 料  kWh   

濁 水 処 理 装 置 損 料 各 種 日 1 機械損料 

諸 雑 費  式 1  

計     
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５． 単 価 表 

(１) 濁水処理設備設置１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 濁水処理設備撤去１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 濁水処理設備保守・点検１回当り単価表 

施工歩掛コード WB253520 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

設 備 機 械 工  人 0.1 表 3.2 

普 通 作 業 員  〃 0.3 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 濁水処理設備１日当り単価表 

施工歩掛コード WB253530 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

電 力 料  kWh   

濁 水 処 理 装 置 損 料 各 種 日 1 機械損料 

諸 雑 費  式 1  

計     
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５． 単 価 表 

(１) 濁水処理設備設置１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 濁水処理設備撤去１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 濁水処理設備保守・点検１回当り単価表 

施工歩掛コード WB253520 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

設 備 機 械 工  人 0.1 表 3.2 

普 通 作 業 員  〃 0.3 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 濁水処理設備１日当り単価表 

施工歩掛コード WB253530 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

電 力 料  kWh   

濁 水 処 理 装 置 損 料 各 種 日 1 機械損料 

諸 雑 費  式 1  

計      

Ⅱ-5-⑰-5 

(５) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指定事項 

濁 水 処 理 装 置 

（ポータブル型・ 

機械処理沈澱方式） 

処理能力 30㎥／ｈ 

処理能力 40㎥／ｈ 

処理能力 60㎥／ｈ 

処理能力 100㎥／ｈ 

機－14 

電力消費量→45 

電力消費量→88 

電力消費量→104 

電力消費量→112 
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⑱ 敷鉄板設置・撤去工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，工事用道路等において，軟弱地盤等により工事用車両の通行に支障がある場合の敷鉄板設置・撤去作

業に適用する。 

 

２． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表２．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 敷鉄板 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

（第１次基準値）25ｔ吊 

設置 撤去 

○ ○ 

(注) ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

３． 施 工 歩 掛 

施工歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 施工歩掛                 (100㎡当り) 

名 称 規 格 単位 設置 撤去 

と び 工  人 0.1 0.1 

普 通 作 業 員  〃 0.3 0.2 

ラフテレーンクレーン運転 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

（第１次基準値）25ｔ吊 
日 0.1 0.1 

(注) 使用する敷鉄板は，賃料とする。 
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表４．１ 敷鉄板の種類 

規格 入力番号 

22×1,524×6096 ① 

22×1,524×3048 ② 

25×1,524×6096 ③ 

各種 ④ 

 

５． 単 価 表 

(１) 敷鉄板設置・撤去 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253610 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

と び 工  人  表 3.1 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

（第１次基準値）25ｔ吊 
日  

〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 敷鉄板賃料１枚当り単価表 

施工歩掛コード WB253630 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

敷 鉄 板 賃 料  枚・日  必要日数を計上 

整 備 費  枚 1 必要な場合計上 

不 足 分 弁 償 金  ｔ  必要量を計上 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

 

４．
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表４．１ 敷鉄板の種類 

規格 入力番号 

22×1,524×6096 ① 

22×1,524×3048 ② 

25×1,524×6096 ③ 

各種 ④ 

 

５． 単 価 表 

(１) 敷鉄板設置・撤去 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253610 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

と び 工  人  表 3.1 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

（第１次基準値）25ｔ吊 
日  

〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 敷鉄板賃料１枚当り単価表 

施工歩掛コード WB253630 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

敷 鉄 板 賃 料  枚・日  必要日数を計上 

整 備 費  枚 1 必要な場合計上 

不 足 分 弁 償 金  ｔ  必要量を計上 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

 

コード番号 Ｓ 5 7 3 0
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⑲ 防 塵 処 理 工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，工事施工に伴う防塵対策の内，現道工事，仮道（切替，工事用含む)，又は現道を運搬作業に使用す

るとき等の散水車による防塵処理を行う場合に適用する。 

なお，塩化カルシウム散布等による防塵処理を行う場合は別途考慮する。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，次図を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 機種・規格 

散 水 車 ﾄﾗｯｸ架装型 5,500～6,500ℓ 

 

４． 施 工 歩 掛 

４－１ 散水作業 

散水は１回 1.0ℓ／㎡を標準とする。 

１回当りの散水作業時間は次式による。 

 
 

Ｑ：時間当り散水量(ℓ／ｈ) 

Ａ：散水面積（㎡） 

散水面積は，原則として１車線当りＷ＝ 3.0ｍとして算出する。 

Ａ＝Ｌ×Ｗ 

Ｌ：作業 1回当りの対象延べ路線延長（ｍ） 

Ｗ：1車線当りの散水幅 

移

動 

作

業 

移

動 

１回当りの散水作業時間＝1.0× 
１ 

Ｑ 
×Ａ（ｈ／回） 
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４－２ 時間当り散水量（Ｑ） 

散水作業の時間当り散水量の算定は，次式による。 

 

 

ｑ：散水車のタンク容量（ℓ），なお，6,500ℓ を標準とする。 

㎝：１サイクル当り所要時間（分） 

４－３ １サイクル当り所要時間（㎝) 

 

 

ｄ ：給水場所までの片道距離（ｍ） 

Ｖ ：走行速度（ｍ／分） 

ｔ1：給水ホース取付・取外し時間（分） 

ｔ2：給水時間（分） 

ｔ3：待機・現場待時間（分） 

ｔ4：散水時間（分） 

(１) 走行速度（Ｖ） 

走行速度は，次表とする。 

表４．１ 走行速度     （ｍ／分） 

走 行 速 度 500 

 

(２) 給水ホース取付け・取外し時間（ｔ1） 

給水ホース取付け・取外し時間は，次表とする。 

 

表４．２ 給水ホース取付・取外し時間   （分） 

給水ホース取付・取外し時間 5 

 

(３) 給水時間（ｔ2） 

給水時間は，次表とする。 

 

表４．３ 給水時間         （分） 

給 水 時 間 18 

 

(４) 待機・現場待時間（ｔ3） 

待機・現場待時間は，次表とする。 

 

表４．４ 待機・現場待時間     （分） 

待機・現場待時間 5 

 

(５) 散水時間（ｔ4） 

散水時間は，次表とする。 

 

表４．５ 散水時間        （分） 

散 水 時 間 10 

 

Ｑ＝ 
㎝ 

60×ｑ 

Ｖ 
㎝＝ 

２×ｄ 
＋ｔ1＋ｔ2＋ｔ3＋ｔ4 
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５． 施工単価入力基準表 

(１) 防塵処理（散水作業） 

施工歩掛コード WB253710 施工単位 回 

施 工 区 分 入 力 条 件 

作 業 内 容 Ｊ１ Ｊ２ 

各  種 

作業１回当り 

延べ路線延長 

（Ｌ） 

（実数入力） 

(ｍ) 

給水場所までの 

片道距離（ｄ） 

 

（実数入力） 

(ｍ) 

 

６． 単 価 表 

(１) 防塵処理（散水作業）１回当り単価表 

施工歩掛コード WB253710 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

散 水 車 運 転 ﾄﾗｯｸ架装型 

5,500～6,500ℓ 

ｈ 1.0×１／Ｑ×Ａ  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指定事項 

散 水 車 ﾄﾗｯｸ架装型 

5,500～6,500ℓ 

機－6  
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５． 施工単価入力基準表 

(１) 防塵処理（散水作業） 

施工歩掛コード WB253710 施工単位 回 

施 工 区 分 入 力 条 件 

作 業 内 容 Ｊ１ Ｊ２ 

各  種 

作業１回当り 

延べ路線延長 

（Ｌ） 

（実数入力） 

(ｍ) 

給水場所までの 

片道距離（ｄ） 

 

（実数入力） 

(ｍ) 

 

６． 単 価 表 

(１) 防塵処理（散水作業）１回当り単価表 

施工歩掛コード WB253710 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

散 水 車 運 転 ﾄﾗｯｸ架装型 

5,500～6,500ℓ 

ｈ 1.0×１／Ｑ×Ａ  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指定事項 

散 水 車 ﾄﾗｯｸ架装型 

5,500～6,500ℓ 

機－6  

 

５．
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⑳ 仮設電力設備工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，土木工事に係わる工事用仮設電力設備のうち，負荷設備容量が 500kW 以下の仮設電力設備の積算に適

用する。ただし，管理用常用施設には適用しない。 

なお，指定仮設等を除き「第Ⅱ編第５章 グラフによる標準的な仮設電力設備の積算」に示す適用範囲に該当す

る設備については，当該グラフにより積算することが出来る。

その他は「電気供給約款（東北電力株式会社）」によるものとする。 

２． 工事用電力の区分 

工事用電力は大別すると次のように区分される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．工事費負担金  電力会社の配電設備の工事が必要な場合で，その工事代金をいう。 

２．自前設備    受注者が工事用電力に必要な設備を自ら設置する場合。 

３．貸与設備    発注者又は，別途工事（前回工事等）で設置した施設を使用する場合。

 

 

３． 仮 設 計 画 

仮設電力設備は，土木工事の工程に従って計画するものとし，可能な限り一時期に使用電力が集中する計画を避

け，工事期間中に平均して電気を使用する計画を立案するものとする。 

また，保安施設，排水ポンプ等で常時又は，連続的に運転する設備は「商用電源方式」を，杭打ち作業等のよう

に昼間だけで断続的に使用する場合は「発電機方式」を使用する等，負荷設備の実状に応じた適切な電源方式を計

画しなければならない。 

 

４． 積 算 の手 順  

積算は，次の手順で行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事用電力 

商用電源方式 

発電機方式 

工事費負担金（電力会社施工費） 

自前設備（受注者設置） 

貸与設備（別途設置） 

自前設備（受注者設置） 

電力を使用する機械の拾い出し 

工程表に基づく負荷推移表の作成 

設備容量の計算 

契約電力の計算 

受電地点の計画 

電力会社への負担金工事の有無 

発動発電機との比較計算 

各設備の平面配置の計画 

低圧，高圧受電設備の選定 

低圧，高圧配電線路長の計算 

低圧，高圧電動機設備数の計算 

施工コード入力 

施工コードに無い部分の積上積算 

21 
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５． 商用電源方式と発電機方式の選定 

商用電源方式又は，発電機方式の選定は，どちらかが明らかに有利と判断される場合以外は経済比較（５－１，

５－２）を行って決めるものとする。特に次の場合は経済比較を行うものとする。 

① 工事現場（仮設受電点）から電力会社の配電線路までの距離が長い場合 

② 基礎杭工事等の断続的で昼間のみ電力を使用する場合 

③ 工事用電力の使用期間が短い場合 

５－１ 商用電源方式 

次の各項目を積上げ必要額を算出する。 

① 電力会社の工事費負担金 

電力会社の配電線路に何れかの工事が必要な場合は，その工事金額を各電力会社と電気供給約款に基づき協

議し工事費負担金を算出する。 

② 工事期間中の基本料金及び電力料金の合計額 

③ 必要となる仮設電力設備費の合計額 

５－２ 発電機方式 

発電機の容量は，各土木工種に指定がある場合はその指定容量で，容量指定の無い場合は使用する発電機

容量を算定し，作業工程から運転時間を算出し，必要額を算出する。

５－３ 工事費負担金 

工事負担金は，仮設電力を使用することにより，電力会社の配電線路の工事が必要となり，その工事に要

する代金のことで，常時契約と臨時契約の区別がある。 

① 常時契約の場合 

低圧又は，高圧で供給を受ける場合で，新たに電気を使用又は，増加する場合，これに伴い配電設備の工事

こう長が 1,000ｍ，地中の場合は 150ｍを超える場合にその超過こう長分に次の金額を乗じて得た金額に消費

税相当額を加えた金額が工事費負担金となる。精算は一般にやむをえない事情によって設計の変更をした場合

等を除き精算されない。 

負担金は一般に以下により算出する。 

 

区 分 単 位 金 額 

架空配電設備の場合 

地中配電設備の場合 

超過こう長１ｍにつき 

超過こう長１ｍにつき 

各電力会社供給約款による 

〃 

 

② 臨時契約の場合 

臨時契約によって電気の供給を受ける場合，電力会社が新たに供給設備を施設しなければならない場合で，

施設する供給設備の工事費にその設備を撤去する場合の諸経費を加えた金額から，その撤去後の資材の残存価

格を差し引いた金額に消費税相当額を加えた金額である。なお，設計変更，材料単価の変動その他特別の事情

によって工事費負担金に差異を生じた場合は工事完成後精算される。 

負担金は電力会社との個別協議による。 
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６． 基 本 料 金 

６－１ 契約種別 

電力会社との契約電力の種別は，別紙「工事用電力の契約種別選択フロー」により決定するものとする。 

 

仮設で使用する主な契約種別（電気供給約款） 

常
時
契
約 

低圧電力 
低圧で電気の供給を受けて，動力を使用する需要で契約電力が原則

として 50kW未満のもの 

３相３線式 

200Ｖ 

高圧電力Ａ 
高圧で電気の供給を受けて，動力（付帯電灯を含む）を使用する需

要で，契約電力が 50kW以上 500kW未満のもの 

３相３線式 

6000Ｖ 

臨
時
契
約 

低圧電力 

高圧電力Ａ 

動力（高圧は付帯電灯を含む）を使用する需要で，契約期間１年未

満のものに適用される。 

契約種別及び適用範囲は，５kW以下は定額制，それ以外は常時契約

と同じ扱い 

常時契約に

同じ 

(注)１．低圧とは，標準電圧 100Ｖ又は，200Ｖをいう。 

２．高圧とは，標準電圧 6000Ｖをいう。 

３．動力とは，電灯及び小型機器以外の電気機器をいう。 

４．付帯電灯とは，動力を使用するために直接必要な作業用の電灯その他これに準ずるものをいう。 

５．臨時契約は，常時契約該当料金に 20％増が適用される。 

 

６－２ 契約電力の算定 

契約電力の計算は，電力会社の電気供給約款に従って算定するものとする。なお，計算過程上は１キロボ

ルトアンペアを１キロワットとみなす。 

６－２－１ 低圧電力の場合（常時契約及び臨時契約） 

(１) 基本料金 

基本料金＝Ｋ×Ｚ×Ｓ 

Ｋ：基本料金単価（各契約の単価，円／ kW） 

Ｚ：最大契約電力（kW） 

Ｓ：需要契約期間（月） 

注） 基本料金単価は，後述の「６－３」に示した単価とする。 

(２) 最大契約電力（Ｚ） 

① 負荷設備（kW）を入力換算して，合計値（Ｘ）を求める。 

 

表６．１               (電気供給約款) 

契 約 負 荷 設 備 換 算 率 

単相低圧 

電動機 

出力が馬力表示のもの 

出力が kW  〃 

100.0％ 

133.0％ 

三相低圧 

電動機 

出力が馬力表示のもの 

出力が kW  〃 

93.3％ 

125.0％ 

三相高圧 

電動機 

出力が馬力表示のもの 

出力が kW  〃 

87.8％ 

117.6％ 

溶接器 １次側最大入力 kVA表示 70.0％ 

 

② 上記①で得た合計値（Ｘ）から，表６．２の係数を乗じ合計値（Ｙ）を求める。 

 

表６．２              (電気供給約款) 

順 序 区 分 率 

最大の入力の 

ものから順に 

最初の２台の入力につき 

次の２台の入力につき 

上記以外のものの入力につき 

100％ 

 95％  

90％ 
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③ 上記②で得た合計値（Ｙ）に表６．３の係数を乗じて最大契約電力（Ｚ）を求める。 

表６．３               (電気供給約款) 

範 囲 率 

最初の６kWにつき 

次の 14kWにつき 

次の 30kWにつき 

50kWを超える部分につき 

100%  

90%  

80%  

70% 

（注）最大契約電力（Ｚ）が「50kW」を超える場合は，「高圧電力Ａ」の契約となる。 

 

６－２－２ 高圧電力Ａ（臨時契約）の場合 

(１) 基本料金 

基本料金＝Ｋ×Ｚ×Ｓ 

Ｋ：基本料金単価（円／kW） 

Ｓ：需要契約期間（月） 

Ｚ：最大契約電力（kW） 

注） 基本料金単価は，後述の「6-3」に示した単価とする。 

(２) 最大契約電力（Ｚ） 

「契約負荷設備」と「契約受電設備容量」の２通り計算し，小さい値をとる。 

１) 契約負荷設備の計算 

① 負荷設備の入力換算計算 

表６．１により「Ｘ」を算出する。 

② 台数圧縮の計算 

表６．２により「Ｙ」を算出する。 

③ ②で算出した「Ｙ」に表６．４の係数を乗じて得た値を「最大契約電力（Ｚ）」とする。 

表６．４                (電気供給約款) 

範 囲 率 

最初の 6kWにつき 

次の 14kWにつき 

次の 30kWにつき 

次の 100kWにつき 

次の 150kWにつき 

次の 200kWにつき 

500kWを超える部分につき 

100%  

90% 

 80% 

 70% 

 60% 

 50% 

 30% 

 

２） 契約受電設備容量の計算 

① 必要な変圧器容量を求める。 

各負荷の出力（kW）を集計して合計容量（Ｐ）を求め，以下により変圧器容量を求める。 

変圧器容量＝Ｐ× ( 需要率÷ 100) ÷ＣＯＳθ 

② 需要率及びＣＯＳθは表６．５を標準とする。 

表６．５ 

Ｐ 需 要 率 

100kW以下 

200  〃 

300  〃 

500  〃 

700  〃 

75％ 

70％ 

65％ 

60％ 

55％ 

(注)１．変圧器容量は，直近上位を選択するものとするが，変圧器は１割以下の過負荷に対

応することからその範囲内の容量とする。 

２．計算した変圧器容量が最も大きい負荷容量以下となる場合は別途考慮するものとす

る。 

ＣＯＳθ＝力率改善後の値 

＝0.95 



①  843①  843 Ⅱ−5−⑳−5

 

Ⅱ-5-⑳-5 

表６．６ 標準変圧器容量             kVA 

単相 5   7.5   10   15   20   30   50   75   100   150   200   300   500 

三相 5   7.5   10   15   20   30   50   75   100   150   200   300   500 

 

③ 設備容量の圧縮計算 

①で求めた変圧器の総容量及び高圧機器の入力換算値の合計を表6.7 により圧縮した値を契約受電

設備容量とする。 

 

表６．７                  (電気供給約款) 

範 囲 率 

最初の 50kWにつき 

次の 50kWにつき 

次の 200kWにつき 

次の 300kWにつき 

600kWを超える部分につき 

80％ 

70％ 

60％ 

50％ 

40％ 

 

６－２－３ 高圧電力Ａ（常時契約）の場合 

一般的にデマンド契約方式が用いられる。「デマンド契約」とは，実際の使用電力をメータ（電力

会社取付）により毎月計測し，その月の契約電力は前 11 ヶ月間の計測電力値を比較し最大値を契約

電力とするもので，契約変更は自動的に行われる。 

なお，契約後１年未満は，前 11 ヶ月の計測値が無いことから，契約月から前月までを比較し，決

定される。 

６－３ 力率割引き 

基本料金は，力率改善コンデンサを設置することにより力率割引きの適用を受けることが出来るので，適

切な力率改善コンデンサを設置して割引を受けるものとする。 

(１) 低圧電力（常時，臨時共）は，力率 90％として基本料金５％引きとする。 

(２) 高圧電力（常時，臨時共）は，力率 95％として基本料金 10％引きとする。 

 

７． 仮設電力設備の構成 

仮設電力設備は，次の項目に区分して積算するものとする。 

① 基本料金（役務費に計上） 

② 電力量料金（直接工事費に計上） 

③ 工事費負担金（必要な場合は役務費に計上） 

④ 受電設備 

低圧受電設備は，電力会社から低圧で受電して工事用機械等に電気を供給する設備 

高圧受電設備は，電力会社から高圧で受電し低圧に変換して工事用機械等に電気を供給する設備 

⑤ 低圧配電線路 

低圧機器に受電設備から必要な場所まで配電する配線設備 

⑥ 高圧配電線路 

高圧機器に受電設備から必要な場所まで配電する配線設備 

⑦ 低圧電動機設備 

低圧工事用機械のための区分開閉器 

⑧ 高圧電動機設備 

高圧工事用機器のための区分開閉器 

⑨ 照明設備 

現場の作業照明設備 

⑩ その他 

上記以外の設備 
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７－１ 施工コード 

本施工コードは，汎用性の高い 500kW 以下の仮設電力設備用である。よって，500kW を超える設備及び特

殊な設備を必要とする仮設電力設備にあっては，設備実態に応じ別途個別に積上げ積算するものとする。 

７－１－１ 受電設備 

受電設備は，原則として１現場１箇所計上するものとし，以下の設備から適切な設備を選定する。 

なお，高圧受電設備はキュービクル方式を標準とする。 

① 負荷設備容量が 25kW 以下の場合          低圧受電設備（25kW 以下） 

②    〃   25kW を超え 50kW 以下           〃  （50kW 以下） 

③    〃   50kW を超え 100kW 以下       高圧受電設備（100kW 以下） 

④    〃   100kW を超え 300kW 以下          〃  （300kW 以下） 

⑤    〃   300kW を超え 500kW 以下          〃  （500kW 以下） 

（変圧器，コンデンサ損料はキュービクル損料（③，④，⑤）に含んでいる。） 

７－１－２ 配電線路 

(１) 低圧配電線路 

① 低圧配電線路は，電柱による架線方式を標準とする。 

② 使用電線サイズは負荷容量と距離に応じ表７．１により選定するものとする。 

 

表７．１ 

負荷／距離 50ｍ 100ｍ 150ｍ 200ｍ 250ｍ 300ｍ 350ｍ 400ｍ 450ｍ 500ｍ 

10kW以下 2.6 3.2 14 22 22 22 38 38 38 38 

20kW以下 3.2 22 22 38 38 60 60 60 100 100 

30kW以下 14 22 38 60 60 100 100 100 100  

40kW以下 22 38 60 60 100 100     

50kW以下 22 38 60 100 100      

60kW以下 22 60 100 100       

(注) 電線規格は，３．２までは直径（㎜）を，14以上は断面積（mm2）を示す。 

 

(２) 高圧配電線路 

高圧配電線路は，電柱による架線方式を標準とする。 

(３) 坑内配電線路 

坑内配電線路は，トンネル工事における坑内の各種施工機械に電力を送電するためのケーブル電線路で

ある。 

使用電圧により，低圧，高圧の区分がある。使用ケーブルの種類は表７．２とする。 

 

表７．２ 

区分 ケーブルの種類 

低圧ケーブル ＶＶＲケーブル×３Ｃ 

高圧ケーブル ＣＶケーブル×３Ｃ 

 

(４) ころがし配線 

ころがし配線は，低圧電動機設備から電動機までは機械付属ケーブルを用いるものとするが，工事用機

械の配置上 10ｍ以上の距離を必要とする場合に，ころがし配線でケーブルを計上する。 

また，ケーブルの保護を必要とする場合は，別途計上するものとする。なお，ケーブルは，移動を考慮

してキャブタイヤケーブルである。 
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７－１－３ 低圧，高圧電動機設備 

電動機設備は，低圧は機械台数により表 7.3 から適切な回路数の仮設ボックスを選定し，高圧は機

械１台に１台とする。 

ただし，低圧電動機設備の台数には，0.4kW 未満の電動機及び単相 100Ｖ負荷は含めないものとす

る。 

 

表７．３ 

接続する機械台数 仮設ボックス回路数 

３台以下 ３回路 

５台以下 ５回路 

７台以下 ７回路 

10台以下 10回路 

 

７－１－４ 照明設備 

(１) 工事用照明 

工事現場で使用する 500 Ｗ投光器に適用する。 

(２) 坑内照明 

坑内照明は，40 Ｗ蛍光灯を片側５ｍ間隔に設置することを標準とし，ケーブルサイズは表 7.4 による。 

坑内照明の計上は，日当り 17時間を標準とする。 

なお，使用電力量は次式で計算し，電力量コードで別途計上するものとする。 

使用電力量（kWh）＝ 17 ｈ／日× 0.04kWh ×個数×照明日数 

 

表７．４ 

トンネル長 320ｍ 430ｍ 590ｍ 700ｍ 890ｍ 1150ｍ 1500ｍ 

ケーブルサイズ 5.5 8 14 22 38 60 100 

(注) ケーブルサイズは，断面積（mm2）である。 

 

(３) 切羽照明 

トンネル工事の切羽部及び覆工で使用する 500 Ｗ投光器に使用する。 

切羽照明の計上は，日当り 17時間を標準とする。 

使用電力量は次式で計算し，電力量コードで別途計上するものとする。 

使用電力量（kWh）＝ 17ｈ／日× 0.5kWh×灯数×照明日数 

 

７－２ 労務費 

仮設電力設備で個別に積上げ積算を行う場合，労務費は原則として「設置＋撤去」に要する歩掛を計上す

るものとする。なお，「撤去歩掛」は設置歩掛に 0.5 を乗じた値で，「全損」で計上する撤去歩掛は 0.2 を

乗じた値とする。 

ただし，撤去を含まない場合は「設置」のみとする。 



①  846①  846 Ⅱ−5−⑳−8

 

Ⅱ-5-⑳-8 

７－３ 設備費の積算方法 

仮設電力設備で個別に積上げ積算を行う場合，設備費は「供用日当り損料×供用日数」及び「材料費×損

料率」で計上するものとする。 

損料率により計上する場合は，各材料について表 7.5 の電力設備の損料率表により供用期間に応じた損率

を用いて損料を計算し計上するものとする。 

・損料率により計上する材料は，電線，配線器具等とする。 

・供用日当り損料で計上する設備は，キュービクル式受変電設備，高圧気中開閉器等とする。 

 

表７．５ 電力設備の損料率（％） 

   種別 

期間 

木柱類 電線類 碍子類 器具類 電線管類 

３ヶ月未満 

６ヶ月未満 

１年未満 

２年未満 

３年未満 

20 

25 

35 

45 

60 

10 

10 

15 

30 

40 

10 

10 

15 

25 

35 

10 

15 

20 

30 

45 

100 

100 

100 

100 

100 

(注)１．再使用不可能なものは，「全損」扱いとする。 

２．上表は建設用仮設材料算定基準に記載のないものに適用する。 

３．種別区分は下記による。 

・木柱類    木柱，腕木など 

・電線類    電線，ケーブルなど 

・碍子類    碍子，装柱金具，コンクリート柱など 

・器具類    分電盤，灯具，配線器具など 

・電線管類   電線管，接地材料など 

 

７－４ 仮設電力設備の配置例 
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７－５ 供用日数の算出 

供用日数は下記を標準として算出するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

工事用電力の契約種別選定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定
額
電
灯 

従
量
電
灯
Ａ 

従
量
電
灯
Ｂ 

従
量
電
灯
Ｃ 

臨
時
電
灯
Ａ 

臨
時
電
灯
Ｂ 

臨
時
電
灯
Ｃ 

低
圧
電
力 

高
圧
電
力
Ａ 

高
圧
電
力
Ｂ 

特
別
高
圧
電
力 

低
圧
電
力 

(臨) 

高
圧
電
力
Ａ 

(臨) 

高
圧
電
力
Ｂ 

(臨) 

常 時 
(１年以上) 

契約電力 
2000kW 未満 

契約電力 
500kW 未満 

常 時 
(１年以上) 

常 時 
(１年以上) 

契約電流 
40A～60A 

入力容量 
3kVA 以下 

契約電流 
10A～60A 

契約電流 
5A 以下 

入力容量 
400VA 以下 

常 時 
(１年以上) 

電灯又は 
小型機器 

契約電力 
50kW 以上 

START 

No 

Yes 

No 

Yes 

No 

Yes 

No 

No 

Yes 

No 

Yes 

No 

Yes 

No 

Yes 

No 

Yes 

No 

Yes 

Yes 

No 

Yes 

No 

Yes 

No 

Yes 

据付日数 撤去日数 

供用日数 

据付開始日 撤去終了日 
在場日数 

搬
入
日 

搬
出
日 
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９． 単 価 表 

(１) 低圧受電設備１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253810 
 

名 称 規 格 単位 単価 

25kW以下 50kW以下 

備 考 
数 量 金 額 数 量 金 額 

コ ン ク リ ー ト 柱 ７ｍ－19㎝ 4200〔Ｎ〕(430kgf) 本  1  1  損率 

低 圧 ピ ン 碍 子 中 個  3  3  損率 

腕 金 1.2ｍ 本  1  1  損率 

ア ー ム タ イ 2.3－25－945 〃  1  1  損率 

装 柱 金 具 Ｕボルト 13－220 個  1  1  損率 

亜 鉛 メ ッ キ 鋼 撚 線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  1.2  1.2  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  4  4  全損 

エントランスキャップ VE42 〃  1    全損 

〃 VE70 〃    1  全損 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  8  8  損率 

プ リ カ チ ュ ー ブ 50㎜ ｍ  1    全損 

〃 76㎜ 〃    1  全損 

ス テ ン レ ス ベ ル ト SFBT-10 〃  4  4  全損 

ス テ ン レ ス ベ ル ト 同上締金具 個  5  5  全損 

根 か せ コンクリートＡ形 〃  1  1  損率 

電 線 管 VE70 ｍ    4  全損 

〃 VE42 〃  4    全損 

〃 VE16 〃  2  2  全損 

接 地 棒 10φ－1000 本  2  2  全損 

同 上 リ ー ド 端 子 10φ用 個  2  2  全損 

電 線 VVR100sq－3ｃ ｍ    4  損率 

〃 VVR38sq－3ｃ 〃  4    損率 

電 線 IV5.5 〃  3  3  損率 

玉 碍 子 100×100 個  1  1  損率 

仮 設 ボ ッ ク ス 屋外用 600×700×200 面    1  損率 

〃 屋外用 500×400×200 〃  1    損率 

漏 電 遮 断 器 600Ｖ，3Ｐ，100ＡＦ 個    1  損率 

〃 600Ｖ，3Ｐ，50ＡＦ 〃  2  3  損率 

〃 600Ｖ，3Ｐ，30ＡＦ 〃  1  1  損率 

低 圧 ブ レ ー カ 600Ｖ，3Ｐ，225ＡＦ 〃  1  1  損率 

進 相 コ ン デ ン サ 200Ｖ，250μＦ 〃    1  損率 

〃 200Ｖ，200μＦ 〃  1  2  損率 

〃 200Ｖ，150μＦ 〃  2  2  損率 

電 工 (設置＋撤去) 人  6.0  8.0   

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  3.0  3.0   

諸 雑 費  式  1  1   

計         
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９． 単 価 表 

(１) 低圧受電設備１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253810 
 

名 称 規 格 単位 単価 

25kW以下 50kW以下 

備 考 
数 量 金 額 数 量 金 額 

コ ン ク リ ー ト 柱 ７ｍ－19㎝ 4200〔Ｎ〕(430kgf) 本  1  1  損率 

低 圧 ピ ン 碍 子 中 個  3  3  損率 

腕 金 1.2ｍ 本  1  1  損率 

ア ー ム タ イ 2.3－25－945 〃  1  1  損率 

装 柱 金 具 Ｕボルト 13－220 個  1  1  損率 

亜 鉛 メ ッ キ 鋼 撚 線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  1.2  1.2  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  4  4  全損 

エントランスキャップ VE42 〃  1    全損 

〃 VE70 〃    1  全損 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  8  8  損率 

プ リ カ チ ュ ー ブ 50㎜ ｍ  1    全損 

〃 76㎜ 〃    1  全損 

ス テ ン レ ス ベ ル ト SFBT-10 〃  4  4  全損 

ス テ ン レ ス ベ ル ト 同上締金具 個  5  5  全損 

根 か せ コンクリートＡ形 〃  1  1  損率 

電 線 管 VE70 ｍ    4  全損 

〃 VE42 〃  4    全損 

〃 VE16 〃  2  2  全損 

接 地 棒 10φ－1000 本  2  2  全損 

同 上 リ ー ド 端 子 10φ用 個  2  2  全損 

電 線 VVR100sq－3ｃ ｍ    4  損率 

〃 VVR38sq－3ｃ 〃  4    損率 

電 線 IV5.5 〃  3  3  損率 

玉 碍 子 100×100 個  1  1  損率 

仮 設 ボ ッ ク ス 屋外用 600×700×200 面    1  損率 

〃 屋外用 500×400×200 〃  1    損率 

漏 電 遮 断 器 600Ｖ，3Ｐ，100ＡＦ 個    1  損率 

〃 600Ｖ，3Ｐ，50ＡＦ 〃  2  3  損率 

〃 600Ｖ，3Ｐ，30ＡＦ 〃  1  1  損率 

低 圧 ブ レ ー カ 600Ｖ，3Ｐ，225ＡＦ 〃  1  1  損率 

進 相 コ ン デ ン サ 200Ｖ，250μＦ 〃    1  損率 

〃 200Ｖ，200μＦ 〃  1  2  損率 

〃 200Ｖ，150μＦ 〃  2  2  損率 

電 工 (設置＋撤去) 人  6.0  8.0   

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  3.0  3.0   

諸 雑 費  式  1  1   

計         
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(２) 高圧受電設備１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253820 
 

名 称 規 格 単位 単価 
100kW以下 300kW以下 500kW以下 

備 考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 

高圧キュービクル 6.6kV，500kVA ＣＢ形 日      **  損料 

〃 6.6kV，300kVA PF･S 〃    **    損料 

〃 6.6kV，100kVA PF･S 〃  **      損料 

高圧気中開閉器 6.6kV，300Ａ 無方向 〃      **  損料 

〃 6.6kV，200Ａ 無方向 〃    **    損料 

〃 6.6kV，100Ａ 無方向 〃  **      損料 

コンクリート柱 10ｍ－19㎝－350 3400〔Ｎ〕(350kgf) 本  1  1  1  損率 

腕 金 1.8ｍ 〃  2  2  2  損率 

〃 0.9ｍ 〃  1  1  1  損率 

ア ー ム タ イ 2.3－25－945 〃  3  3  3  損率 

装 柱 金 具 Ｕボルト 13－220 個  3  3  3  損率 

高 圧 耐 張 碍 子 普通形 〃  3  3  3  損率 

引 留 ク ラ ン プ 38sq 〃    3  3  損率 

〃 22sq 〃  3      損率 

蓄力形コネクタ 38sq 〃    12  12  損率 

〃 22sq 〃  12      損率 

避 雷 器 8.4kV，一般形 〃  3  3  3  損率 

玉 碍 子 100×100 〃  1  1  1  損率 

高 圧 ピ ン 碍 子 普通形 〃  3  3  3  損率 

亜鉛メッキ鋼撚線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  1.7  1.7  1.7  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  4  4  4  全損 

根 か せ コンクリートＡ形 個  1  1  1  損率 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  13  13  13  損率 

電 線 管 ＣＰ70 ｍ    10  10  全損 

〃 ＣＰ54 〃  10      全損 

〃 ＣＰ28 〃  10  10  10  全損 

ステンレスベルト SFTB-10 〃  5.6  5.6  5.6  全損 

ステンレスベルト 同上締金具 個  7  7  7  全損 

電 線 CV，6.6kV，38sq－3ｃ ｍ    10  10  損率 

〃 CV，6.6kV，22sq－3ｃ 〃  10      損率 

電 線 PDC，6.6kV，38sq 〃    5  5  損率 

〃 PDC，6.6kV，22sq 〃  5      損率 

電 線 IV，38sq 〃      10  損率 

〃 IV，22sq 〃  10  10    損率 

接 地 棒 10φ－1500 本  5  5  5  全損 

同上リード端子 10φ用 個  5  5  5  全損 

接 地 銅 板 900×900×1.5ｔ 枚  1  1  1  全損 

水 切 り カ バ ー 100A 個  3  3  3  全損 

分 岐 カ バ ー T1，2個用 〃  12  12  12  全損 

ステーブロック NO.1，ロット付 〃  1  1  1  全損 

端 末 処 理 材 料 屋外，6.6kV，38sq－3ｃ 〃    1  1  全損 

〃 屋外，6.6kV，22sq－3ｃ 〃  1      全損 

〃 屋内，6.6kV，38sq－3ｃ 〃    1  1  全損 

〃 屋内，6.6kV，22sq－3ｃ 〃  1      全損 

技 術 者 (設置＋撤去) 人  1.05  1.05  1.05   

電 工 (設置＋撤去) 〃  23.50  26.00  26.00   

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  12.00  12.00  12.00   

諸 雑 費  式  1  1  1   

計           

 

 

Ⅱ-5-⑳-16 

(２) 高圧受電設備１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253820 
 

名 称 規 格 単位 単価 
100kW以下 300kW以下 500kW以下 

備 考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 

高圧キュービクル 6.6kV，500kVA ＣＢ形 日      **  損料 

〃 6.6kV，300kVA PF･S 〃    **    損料 

〃 6.6kV，100kVA PF･S 〃  **      損料 

高圧気中開閉器 6.6kV，300Ａ 無方向 〃      **  損料 

〃 6.6kV，200Ａ 無方向 〃    **    損料 

〃 6.6kV，100Ａ 無方向 〃  **      損料 

コンクリート柱 10ｍ－19㎝－350 3400〔Ｎ〕(350kgf) 本  1  1  1  損率 

腕 金 1.8ｍ 〃  2  2  2  損率 

〃 0.9ｍ 〃  1  1  1  損率 

ア ー ム タ イ 2.3－25－945 〃  3  3  3  損率 

装 柱 金 具 Ｕボルト 13－220 個  3  3  3  損率 

高 圧 耐 張 碍 子 普通形 〃  3  3  3  損率 

引 留 ク ラ ン プ 38sq 〃    3  3  損率 

〃 22sq 〃  3      損率 

蓄力形コネクタ 38sq 〃    12  12  損率 

〃 22sq 〃  12      損率 

避 雷 器 8.4kV，一般形 〃  3  3  3  損率 

玉 碍 子 100×100 〃  1  1  1  損率 

高 圧 ピ ン 碍 子 普通形 〃  3  3  3  損率 

亜鉛メッキ鋼撚線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  1.7  1.7  1.7  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  4  4  4  全損 

根 か せ コンクリートＡ形 個  1  1  1  損率 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  13  13  13  損率 

電 線 管 ＣＰ70 ｍ    10  10  全損 

〃 ＣＰ54 〃  10      全損 

〃 ＣＰ28 〃  10  10  10  全損 

ステンレスベルト SFTB-10 〃  5.6  5.6  5.6  全損 

ステンレスベルト 同上締金具 個  7  7  7  全損 

電 線 CV，6.6kV，38sq－3ｃ ｍ    10  10  損率 

〃 CV，6.6kV，22sq－3ｃ 〃  10      損率 

電 線 PDC，6.6kV，38sq 〃    5  5  損率 

〃 PDC，6.6kV，22sq 〃  5      損率 

電 線 IV，38sq 〃      10  損率 

〃 IV，22sq 〃  10  10    損率 

接 地 棒 10φ－1500 本  5  5  5  全損 

同上リード端子 10φ用 個  5  5  5  全損 

接 地 銅 板 900×900×1.5ｔ 枚  1  1  1  全損 

水 切 り カ バ ー 100A 個  3  3  3  全損 

分 岐 カ バ ー T1，2個用 〃  12  12  12  全損 

ステーブロック NO.1，ロット付 〃  1  1  1  全損 

端 末 処 理 材 料 屋外，6.6kV，38sq－3ｃ 〃    1  1  全損 

〃 屋外，6.6kV，22sq－3ｃ 〃  1      全損 

〃 屋内，6.6kV，38sq－3ｃ 〃    1  1  全損 

〃 屋内，6.6kV，22sq－3ｃ 〃  1      全損 

技 術 者 (設置＋撤去) 人  1.05  1.05  1.05   

電 工 (設置＋撤去) 〃  23.50  26.00  26.00   

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  12.00  12.00  12.00   

諸 雑 費  式  1  1  1   

計           
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(３) 低圧配電線路 400ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253830 
 

名 称 規 格 単位 単価 
低圧配電線路 

備 考 
数量 金額 

コンクリート柱 7ｍ－19㎝ 4200〔Ｎ〕(430kgf) 本  10  損率 

低 圧 碍 子  個  33  損率 

低 圧 ラ ッ ク  〃  33  損率 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  80  損率 

電 線 各種 ｍ  1210  表 8.1のとおり         損率 

根 か せ コンクリートＡ形，1000×170×140 個  10  損率 

亜鉛メッキ鋼撚線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  4.8  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  16  全損 

ステーブロック NO.1，ロット付 〃  4  全損 

玉 碍 子 100×100 〃  4  損率 

電 工 (設置＋撤去) 人  15.18  本員数に表 8.1計上分を加算する 

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  24.68  〃 

諸 雑 費  式  1   

計       

 

表８．１ 

名 称 規 格 単位 単価 
ＯＷ，2.6㎜ ＯＷ，3.2㎜ ＯＷ，14sq ＯＷ，22sq ＯＷ，38sq 

備 考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＯＷ，2.6㎜ ｍ  1210           

〃 ＯＷ，3.2㎜ 〃    1210         

〃 ＯＷ，14sq 〃      1210       

〃 ＯＷ，22sq 〃        1210     

〃 ＯＷ，38sq 〃          1210   

〃 ＯＷ，60sq 〃             

〃 ＯＷ，100sq 〃             

電 工 （設置＋撤去） 人  4.50  4.50  6.75  11.25  11.25  架線労務のみ 

普通作業員 （設置＋撤去） 〃  6.75  6.75  11.25  18.00  18.00  〃 

 

表８．１ 

名 称 規 格 単位 単価 
ＯＷ，60sq ＯＷ，100sq 

備 考 
数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＯＷ，2.6㎜ ｍ       

〃 ＯＷ，3.2㎜ 〃       

〃 ＯＷ，14sq 〃       

〃 ＯＷ，22sq 〃       

〃 ＯＷ，38sq 〃       

〃 ＯＷ，60sq 〃  1210     

〃 ＯＷ，100sq 〃    1210   

電 工 （設置＋撤去） 人  13.50  20.25   

普通作業員 （設置＋撤去） 〃  22.50  33.75   
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(３) 低圧配電線路 400ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253830 
 

名 称 規 格 単位 単価 
低圧配電線路 

備 考 
数量 金額 

コンクリート柱 7ｍ－19㎝ 4200〔Ｎ〕(430kgf) 本  10  損率 

低 圧 碍 子  個  33  損率 

低 圧 ラ ッ ク  〃  33  損率 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  80  損率 

電 線 各種 ｍ  1210  表 8.1のとおり         損率 

根 か せ コンクリートＡ形，1000×170×140 個  10  損率 

亜鉛メッキ鋼撚線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  4.8  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  16  全損 

ステーブロック NO.1，ロット付 〃  4  全損 

玉 碍 子 100×100 〃  4  損率 

電 工 (設置＋撤去) 人  15.18  本員数に表 8.1計上分を加算する 

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  24.68  〃 

諸 雑 費  式  1   

計       

 

表８．１ 

名 称 規 格 単位 単価 
ＯＷ，2.6㎜ ＯＷ，3.2㎜ ＯＷ，14sq ＯＷ，22sq ＯＷ，38sq 

備 考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＯＷ，2.6㎜ ｍ  1210           

〃 ＯＷ，3.2㎜ 〃    1210         

〃 ＯＷ，14sq 〃      1210       

〃 ＯＷ，22sq 〃        1210     

〃 ＯＷ，38sq 〃          1210   

〃 ＯＷ，60sq 〃             

〃 ＯＷ，100sq 〃             

電 工 （設置＋撤去） 人  4.50  4.50  6.75  11.25  11.25  架線労務のみ 

普通作業員 （設置＋撤去） 〃  6.75  6.75  11.25  18.00  18.00  〃 

 

表８．１ 

名 称 規 格 単位 単価 
ＯＷ，60sq ＯＷ，100sq 

備 考 
数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＯＷ，2.6㎜ ｍ       

〃 ＯＷ，3.2㎜ 〃       

〃 ＯＷ，14sq 〃       

〃 ＯＷ，22sq 〃       

〃 ＯＷ，38sq 〃       

〃 ＯＷ，60sq 〃  1210     

〃 ＯＷ，100sq 〃    1210   

電 工 （設置＋撤去） 人  13.50  20.25   

普通作業員 （設置＋撤去） 〃  22.50  33.75   
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(４) 高圧配電線路 400ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253840 
 

名 称 規 格 単位 単価 
高圧配電線路 

備 考 
数量 金額 

コンクリート柱 10ｍ－19㎝ 3400〔Ｎ〕(350kgf) 本  10  損率 

高 圧 ピ ン 碍 子 普通形，大 個  21  損率 

高 圧 耐 張 碍 子 普通形 〃  18  損率 

腕 金 1.5ｍ 本  10  損率 

腕 金 1.8ｍ 〃  1  損率 

装 柱 金 具 Ｕボルト 13－220 個  11  損率 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  130  損率 

ア ー ム タ イ 2.3－25－945 〃  11  損率 

電 線 6kV，OE，22sq ｍ  1210  損率 

電 線 PDC，6kV，22sq 〃  5  損率 

根 か せ コンクリートＡ形，1000－170－140 個  10  損率 

亜鉛メッキ鋼撚線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  6.8  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  16  全損 

ステーブロック NO.1，ロット付 〃  4  全損 

玉 碍 子 100×100 〃  4  損率 

電 工 (設置＋撤去) 人  41.0   

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  66.0   

諸 雑 費  式  1   

計       

 

(５) 坑内配電線路 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253850 
 

名 称 規 格 単位 単価 
坑内電線路 

備 考 
数量 金額 

ケ ー ブ ル 各 種 ｍ    表 8.2による 損率 

一 般 支 持 金 具  個    〃 全損 

一 般 用 受 皿  〃    〃 全損 

アンカーボルト Ｍ10 〃  100  全損 

電 工 (設置＋撤去) 人    本員数に表 8.2計上分を加算する 

諸 雑 費  式  1   

計       
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(４) 高圧配電線路 400ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253840 
 

名 称 規 格 単位 単価 
高圧配電線路 

備 考 
数量 金額 

コンクリート柱 10ｍ－19㎝ 3400〔Ｎ〕(350kgf) 本  10  損率 

高 圧 ピ ン 碍 子 普通形，大 個  21  損率 

高 圧 耐 張 碍 子 普通形 〃  18  損率 

腕 金 1.5ｍ 本  10  損率 

腕 金 1.8ｍ 〃  1  損率 

装 柱 金 具 Ｕボルト 13－220 個  11  損率 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  130  損率 

ア ー ム タ イ 2.3－25－945 〃  11  損率 

電 線 6kV，OE，22sq ｍ  1210  損率 

電 線 PDC，6kV，22sq 〃  5  損率 

根 か せ コンクリートＡ形，1000－170－140 個  10  損率 

亜鉛メッキ鋼撚線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  6.8  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  16  全損 

ステーブロック NO.1，ロット付 〃  4  全損 

玉 碍 子 100×100 〃  4  損率 

電 工 (設置＋撤去) 人  41.0   

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  66.0   

諸 雑 費  式  1   

計       

 

(５) 坑内配電線路 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253850 
 

名 称 規 格 単位 単価 
坑内電線路 

備 考 
数量 金額 

ケ ー ブ ル 各 種 ｍ    表 8.2による 損率 

一 般 支 持 金 具  個    〃 全損 

一 般 用 受 皿  〃    〃 全損 

アンカーボルト Ｍ10 〃  100  全損 

電 工 (設置＋撤去) 人    本員数に表 8.2計上分を加算する 

諸 雑 費  式  1   

計       
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(４) 高圧配電線路 400ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253840 
 

名 称 規 格 単位 単価 
高圧配電線路 

備 考 
数量 金額 

コンクリート柱 10ｍ－19㎝ 3400〔Ｎ〕(350kgf) 本  10  損率 

高 圧 ピ ン 碍 子 普通形，大 個  21  損率 

高 圧 耐 張 碍 子 普通形 〃  18  損率 

腕 金 1.5ｍ 本  10  損率 

腕 金 1.8ｍ 〃  1  損率 

装 柱 金 具 Ｕボルト 13－220 個  11  損率 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  130  損率 

ア ー ム タ イ 2.3－25－945 〃  11  損率 

電 線 6kV，OE，22sq ｍ  1210  損率 

電 線 PDC，6kV，22sq 〃  5  損率 

根 か せ コンクリートＡ形，1000－170－140 個  10  損率 

亜鉛メッキ鋼撚線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  6.8  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  16  全損 

ステーブロック NO.1，ロット付 〃  4  全損 

玉 碍 子 100×100 〃  4  損率 

電 工 (設置＋撤去) 人  41.0   

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  66.0   

諸 雑 費  式  1   

計       

 

(５) 坑内配電線路 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253850 
 

名 称 規 格 単位 単価 
坑内電線路 

備 考 
数量 金額 

ケ ー ブ ル 各 種 ｍ    表 8.2による 損率 

一 般 支 持 金 具  個    〃 全損 

一 般 用 受 皿  〃    〃 全損 

アンカーボルト Ｍ10 〃  100  全損 

電 工 (設置＋撤去) 人    本員数に表 8.2計上分を加算する 

諸 雑 費  式  1   

計       
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表８．２ 

名 称 規 格 単位 単価 
VVR,5.5sq－3C VVR,8sq－3C VVR,14sq－3C VVR,22sq－3C VVR,38sq－3C 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＶＶＲ，5.5sq－3Ｃ ｍ  100           

〃 〃 ， 8sq－3Ｃ 〃    100         

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃      100       

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃        100     

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃          100   

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃             

〃 ６kV ，CV14sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ，CV22sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ，CV38sq－3Ｃ 〃             

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃  50  50  50  50  50   

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃             

電 工 (設置＋撤去) 人  10.05  13.20  13.20  18.00  18.00   

 

表８．２ 

名 称 規 格 単位 単価 
VVR,60sq－3C VVR,100sq－3C 6kV,CV14sq－3C 6kV,CV22sq－3C 6kV,CV38sq－3C 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＶＶＲ，5.5sq－3Ｃ ｍ             

〃 〃 ， 8sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃  100           

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃    100         

〃 ６kV ，CV14sq－3Ｃ 〃      100       

〃 〃 ，CV22sq－3Ｃ 〃        100     

〃 〃 ，CV38sq－3Ｃ 〃          100   

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃      50  50  50   

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃  50  50         

電 工 (設置＋撤去) 人  24.00  39.00  24.00  24.00  39.00   

 

(６) ころがし配線 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253860 
 

名 称 規 格 単位 単価 
ころがし配線 

備 考 
数量 金額 

ケ ー ブ ル 各 種 ｍ    表 8.3による 損率 

電 工  人    〃  

諸 雑 費  式  1   

計       
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表８．２ 

名 称 規 格 単位 単価 
VVR,5.5sq－3C VVR,8sq－3C VVR,14sq－3C VVR,22sq－3C VVR,38sq－3C 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＶＶＲ，5.5sq－3Ｃ ｍ  100           

〃 〃 ， 8sq－3Ｃ 〃    100         

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃      100       

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃        100     

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃          100   

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃             

〃 ６kV ，CV14sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ，CV22sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ，CV38sq－3Ｃ 〃             

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃  50  50  50  50  50   

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃             

電 工 (設置＋撤去) 人  10.05  13.20  13.20  18.00  18.00   

 

表８．２ 

名 称 規 格 単位 単価 
VVR,60sq－3C VVR,100sq－3C 6kV,CV14sq－3C 6kV,CV22sq－3C 6kV,CV38sq－3C 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＶＶＲ，5.5sq－3Ｃ ｍ             

〃 〃 ， 8sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃  100           

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃    100         

〃 ６kV ，CV14sq－3Ｃ 〃      100       

〃 〃 ，CV22sq－3Ｃ 〃        100     

〃 〃 ，CV38sq－3Ｃ 〃          100   

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃      50  50  50   

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃  50  50         

電 工 (設置＋撤去) 人  24.00  39.00  24.00  24.00  39.00   

 

(６) ころがし配線 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253860 
 

名 称 規 格 単位 単価 
ころがし配線 

備 考 
数量 金額 

ケ ー ブ ル 各 種 ｍ    表 8.3による 損率 

電 工  人    〃  

諸 雑 費  式  1   

計       
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表８．３ 

名 称 規 格 単位 単価 
2PNCT,5.5sq－3Ｃ 2PNCT,8sq－3Ｃ 2PNCT,14sq－3Ｃ 2PNCT,22sq－3Ｃ 2PNCT,38sq－3Ｃ 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル 2PNCT， 5.5sq－3Ｃ ｍ  100           

〃 〃 ，  8sq－3Ｃ 〃    100         

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃      100       

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃        100     

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃          100   

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 100sq－3Ｃ 〃             

電 工 (設置＋撤去) 人  4.95  4.95  4.95  6.75  9.45   

 

表８．３ 

名 称 規 格 単位 単価 
2PNCT,60sq－3Ｃ 2PNCT,100sq－3Ｃ 

備 考 
数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル 2PNCT， 5.5sq－3Ｃ ｍ       

〃 〃 ，  8sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃  100     

〃 〃 ， 100sq－3Ｃ 〃    100   

電 工 (設置＋撤去) 人  9.45  15.00   

 

(７) 低圧電動機設備１面当り単価表 

施工歩掛コード WB253870 
 

名 称 規 格 単位 単価 
低圧電動機設備 

備 考 
数量 金額 

仮 設 ボ ッ ク ス 各 種 面    表 8.4による 損率 

低 圧 ブ レ ー カ 各 種 個    〃 損率 

接 地 棒 10φ－1000 本  1  全損 

同上リード端子 10φ用 個  1  全損 

電 線 600Ｖ，VVR(SV)38sq－３Ｃ ｍ  10   損率 

電 工 （設置＋撤去） 人  1.44  本員数に表 8.4計上分を加算する 

諸 雑 費  式  1   

計       
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表８．３ 

名 称 規 格 単位 単価 
2PNCT,5.5sq－3Ｃ 2PNCT,8sq－3Ｃ 2PNCT,14sq－3Ｃ 2PNCT,22sq－3Ｃ 2PNCT,38sq－3Ｃ 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル 2PNCT， 5.5sq－3Ｃ ｍ  100           

〃 〃 ，  8sq－3Ｃ 〃    100         

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃      100       

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃        100     

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃          100   

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 100sq－3Ｃ 〃             

電 工 (設置＋撤去) 人  4.95  4.95  4.95  6.75  9.45   

 

表８．３ 

名 称 規 格 単位 単価 
2PNCT,60sq－3Ｃ 2PNCT,100sq－3Ｃ 

備 考 
数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル 2PNCT， 5.5sq－3Ｃ ｍ       

〃 〃 ，  8sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃  100     

〃 〃 ， 100sq－3Ｃ 〃    100   

電 工 (設置＋撤去) 人  9.45  15.00   

 

(７) 低圧電動機設備１面当り単価表 

施工歩掛コード WB253870 
 

名 称 規 格 単位 単価 
低圧電動機設備 

備 考 
数量 金額 

仮 設 ボ ッ ク ス 各 種 面    表 8.4による 損率 

低 圧 ブ レ ー カ 各 種 個    〃 損率 

接 地 棒 10φ－1000 本  1  全損 

同上リード端子 10φ用 個  1  全損 

電 線 600Ｖ，VVR(SV)38sq－３Ｃ ｍ  10   損率 

電 工 （設置＋撤去） 人  1.44  本員数に表 8.4計上分を加算する 

諸 雑 費  式  1   

計       
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表８．４ 

名 称 規 格 単位 単価 
仮設ボックス（３回路） 仮設ボックス（５回路） 仮設ボックス（７回路） 仮設ボックス（10 回路） 

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

仮設ボックス 屋外用 400× 300×200 面  1        

〃 〃 500× 400×200 面    1      

〃 〃 600× 700×200 面      1    

〃 〃 700×1200×200 面        1  

漏電ブレーカ 600Ｖ，3P，30AF 個    1  2  3  

〃 600Ｖ，3P，50AF 〃  2  2  2  3  

〃 600Ｖ，3P，100AF 〃  1  1  2  3  

〃 600Ｖ，3P，200AF 〃    1  1  1  

電 工 （設置＋撤去） 人  1.95  1.95  2.70  3.15  

 

(８) 高圧電動機設備１台当り単価表 

施工歩掛コード WB253880 
 

名 称 規 格 単位 単価 
高圧電動機設備 

備 考 
数量 金額 

高圧気中開閉器 6.6kV，100Ａ無方向 日  ＊＊  損料 

電 線 6.6kV，CV14sq－3Ｃ ｍ  15  損率 

接 地 棒 10φ－1500 本  2  全損 

同上リード端子 10φ用 個  2  全損 

接 地 銅 板 900－900－1.5ｔ 枚  1  全損 

端 末 接 続 材 料 屋外，6.6kV，14sq－3Ｃ 個  1  全損 

端 末 接 続 材 料 屋内，6.6kV，14sq－3Ｃ 〃  1  全損 

電 線 管 CP54 ｍ  15  全損 

電 工 （設置＋撤去） 人  11.50   

普 通 作 業 員 （設置＋撤去） 〃  3.50   

諸 雑 費  式  1   

計       

 

(９) 工事用照明 10個当り単価表 

施工歩掛コード WB253890 
 

名 称 規 格 単位 単価 
工事用照明 

備 考 
数量 金額 

ラ ン プ 白熱灯，500Ｗ 個  10＊ｎ  全損 

照 明 器 具 リフレクタ投光器 〃  10  損率 

ケ ー ブ ル VVR，5.5sq－2Ｃ ｍ  100  損率 

電 工 （設置＋撤去） 人  3.9   

諸 雑 費  式  1   

計       
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表８．４ 

名 称 規 格 単位 単価 
仮設ボックス（３回路） 仮設ボックス（５回路） 仮設ボックス（７回路） 仮設ボックス（10 回路） 

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

仮設ボックス 屋外用 400× 300×200 面  1        

〃 〃 500× 400×200 面    1      

〃 〃 600× 700×200 面      1    

〃 〃 700×1200×200 面        1  

漏電ブレーカ 600Ｖ，3P，30AF 個    1  2  3  

〃 600Ｖ，3P，50AF 〃  2  2  2  3  

〃 600Ｖ，3P，100AF 〃  1  1  2  3  

〃 600Ｖ，3P，200AF 〃    1  1  1  

電 工 （設置＋撤去） 人  1.95  1.95  2.70  3.15  

 

(８) 高圧電動機設備１台当り単価表 

施工歩掛コード WB253880 
 

名 称 規 格 単位 単価 
高圧電動機設備 

備 考 
数量 金額 

高圧気中開閉器 6.6kV，100Ａ無方向 日  ＊＊  損料 

電 線 6.6kV，CV14sq－3Ｃ ｍ  15  損率 

接 地 棒 10φ－1500 本  2  全損 

同上リード端子 10φ用 個  2  全損 

接 地 銅 板 900－900－1.5ｔ 枚  1  全損 

端 末 接 続 材 料 屋外，6.6kV，14sq－3Ｃ 個  1  全損 

端 末 接 続 材 料 屋内，6.6kV，14sq－3Ｃ 〃  1  全損 

電 線 管 CP54 ｍ  15  全損 

電 工 （設置＋撤去） 人  11.50   

普 通 作 業 員 （設置＋撤去） 〃  3.50   

諸 雑 費  式  1   

計       

 

(９) 工事用照明 10個当り単価表 

施工歩掛コード WB253890 
 

名 称 規 格 単位 単価 
工事用照明 

備 考 
数量 金額 

ラ ン プ 白熱灯，500Ｗ 個  10＊ｎ  全損 

照 明 器 具 リフレクタ投光器 〃  10  損率 

ケ ー ブ ル VVR，5.5sq－2Ｃ ｍ  100  損率 

電 工 （設置＋撤去） 人  3.9   

諸 雑 費  式  1   

計       
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表８．４ 

名 称 規 格 単位 単価 
仮設ボックス（３回路） 仮設ボックス（５回路） 仮設ボックス（７回路） 仮設ボックス（10 回路） 

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

仮設ボックス 屋外用 400× 300×200 面  1        

〃 〃 500× 400×200 面    1      

〃 〃 600× 700×200 面      1    

〃 〃 700×1200×200 面        1  

漏電ブレーカ 600Ｖ，3P，30AF 個    1  2  3  

〃 600Ｖ，3P，50AF 〃  2  2  2  3  

〃 600Ｖ，3P，100AF 〃  1  1  2  3  

〃 600Ｖ，3P，200AF 〃    1  1  1  

電 工 （設置＋撤去） 人  1.95  1.95  2.70  3.15  

 

(８) 高圧電動機設備１台当り単価表 

施工歩掛コード WB253880 
 

名 称 規 格 単位 単価 
高圧電動機設備 

備 考 
数量 金額 

高圧気中開閉器 6.6kV，100Ａ無方向 日  ＊＊  損料 

電 線 6.6kV，CV14sq－3Ｃ ｍ  15  損率 

接 地 棒 10φ－1500 本  2  全損 

同上リード端子 10φ用 個  2  全損 

接 地 銅 板 900－900－1.5ｔ 枚  1  全損 

端 末 接 続 材 料 屋外，6.6kV，14sq－3Ｃ 個  1  全損 

端 末 接 続 材 料 屋内，6.6kV，14sq－3Ｃ 〃  1  全損 

電 線 管 CP54 ｍ  15  全損 

電 工 （設置＋撤去） 人  11.50   

普 通 作 業 員 （設置＋撤去） 〃  3.50   

諸 雑 費  式  1   

計       

 

(９) 工事用照明 10個当り単価表 

施工歩掛コード WB253890 
 

名 称 規 格 単位 単価 
工事用照明 

備 考 
数量 金額 

ラ ン プ 白熱灯，500Ｗ 個  10＊ｎ  全損 

照 明 器 具 リフレクタ投光器 〃  10  損率 

ケ ー ブ ル VVR，5.5sq－2Ｃ ｍ  100  損率 

電 工 （設置＋撤去） 人  3.9   

諸 雑 費  式  1   

計       
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(10) 坑内照明 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253900 
 

名 称 規 格 単位 単価 
坑内照明 

備 考 
数量 金額 

ラ ン プ 蛍光灯 40Ｗ直管 個  20＊ｎ  全損 

照 明 器 具 40Ｗ蛍光灯防湿，防雨 〃  20  損率 

ケ ー ブ ル 各 種 ｍ    表 8.5による  損率 

一 般 支 持 金 具 ＴＡ85 個    〃 全損 

一 般 用 受 皿 ポリエチレン 〃    〃 全損 

アンカーボルト Ｍ10 〃  100  〃 全損 

〃 Ｍ８ 〃  40  全損 

電 工 （設置＋撤去） 人  9  本員数に表 9.5計上分を加算する 

諸 雑 費  式  1   

計       

 

表８．５ 

名 称 規 格 単位 単価 
１ｍ ～320ｍの場合 321ｍ～430ｍの場合 431ｍ～590ｍの場合 591ｍ～700ｍの場合 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル VVR ，   5.5sq－3Ｃ ｍ  100         

〃 〃 ，      8sq－3Ｃ 〃    100       

〃 〃 ，    14sq－3Ｃ 〃      100     

〃 〃 ，    22sq－3Ｃ 〃        100   

〃 〃 ，   38sq－3Ｃ 〃           

〃 〃 ，    60sq－3Ｃ 〃           

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃           

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃  50  50  50  50   

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃           

電 工 （設置＋撤去） 人  10.05  13.20  13.20  18.00   

 

表８．５ 

名 称 規 格 単位 単価 
701ｍ～890ｍの場合 891ｍ～1150ｍの場合 1151ｍ～1500ｍの場合 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル VVR ，   5.5sq－3Ｃ ｍ         

〃 〃 ，      8sq－3Ｃ 〃         

〃 〃 ，    14sq－3Ｃ 〃         

〃 〃 ，    22sq－3Ｃ 〃         

〃 〃 ，    38sq－3Ｃ 〃  100       

〃 〃 ，    60sq－3Ｃ 〃    100     

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃      100   

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃  50       

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃    50  50   

電 工 （設置＋撤去） 人  18.00  24.00  39.00   
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(10) 坑内照明 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253900 
 

名 称 規 格 単位 単価 
坑内照明 

備 考 
数量 金額 

ラ ン プ 蛍光灯 40Ｗ直管 個  20＊ｎ  全損 

照 明 器 具 40Ｗ蛍光灯防湿，防雨 〃  20  損率 

ケ ー ブ ル 各 種 ｍ    表 8.5による  損率 

一 般 支 持 金 具 ＴＡ85 個    〃 全損 

一 般 用 受 皿 ポリエチレン 〃    〃 全損 

アンカーボルト Ｍ10 〃  100  〃 全損 

〃 Ｍ８ 〃  40  全損 

電 工 （設置＋撤去） 人  9  本員数に表 9.5計上分を加算する 

諸 雑 費  式  1   

計       

 

表８．５ 

名 称 規 格 単位 単価 
１ｍ ～320ｍの場合 321ｍ～430ｍの場合 431ｍ～590ｍの場合 591ｍ～700ｍの場合 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル VVR ，   5.5sq－3Ｃ ｍ  100         

〃 〃 ，      8sq－3Ｃ 〃    100       

〃 〃 ，    14sq－3Ｃ 〃      100     

〃 〃 ，    22sq－3Ｃ 〃        100   

〃 〃 ，   38sq－3Ｃ 〃           

〃 〃 ，    60sq－3Ｃ 〃           

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃           

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃  50  50  50  50   

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃           

電 工 （設置＋撤去） 人  10.05  13.20  13.20  18.00   

 

表８．５ 

名 称 規 格 単位 単価 
701ｍ～890ｍの場合 891ｍ～1150ｍの場合 1151ｍ～1500ｍの場合 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル VVR ，   5.5sq－3Ｃ ｍ         

〃 〃 ，      8sq－3Ｃ 〃         

〃 〃 ，    14sq－3Ｃ 〃         

〃 〃 ，    22sq－3Ｃ 〃         

〃 〃 ，    38sq－3Ｃ 〃  100       

〃 〃 ，    60sq－3Ｃ 〃    100     

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃      100   

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃  50       

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃    50  50   

電 工 （設置＋撤去） 人  18.00  24.00  39.00   

 

本員数に表8.5計上分を加算する
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(11) 切羽照明 10 個当り単価表 

施工歩掛コード WB253910 
 

名 称 規 格 単位 単価 
切羽照明 

備 考 
数量 金額 

ラ ン プ 白熱灯，500W 個  10＊ｎ  全損 

照 明 器 具 リフレクタ投光器 〃  10  損率 

ケ ー ブ ル ２PNCT，3.5sq－２Ｃ ｍ  100  損率 

電 工 （設置＋撤去） 人  3.9   

諸 雑 費  式  1   

計       
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(11) 切羽照明 10 個当り単価表 

施工歩掛コード WB253910 
 

名 称 規 格 単位 単価 
切羽照明 

備 考 
数量 金額 

ラ ン プ 白熱灯，500W 個  10＊ｎ  全損 

照 明 器 具 リフレクタ投光器 〃  10  損率 

ケ ー ブ ル ２PNCT，3.5sq－２Ｃ ｍ  100  損率 

電 工 （設置＋撤去） 人  3.9   

諸 雑 費  式  1   

計       
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グラフによる標準的な仮設電力設備の積算 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，「第Ⅱ編第５章⑳仮設電力設備工」の適用を受ける仮設電力設備のうち指定仮設等，設備条件が明示

され積上げ積算が必要なものを除き，次の条件を全て満たすものについて適用する。 

(１) 引込み電路延長が 150ｍ以内であること。 

（注）引込み電路延長とは受変電設備（低圧にあっては引込み用分電盤をいう。以下同じ）から，引込み用構

内柱までの工事現場内の引込みのための電線路の延長をいう。 

(２) 受変電設備から工事現場内に設置する分電盤又は高圧配電設備にあっては負荷端までの最大延長が，1,000

ｍ以内であること。 

 

２． 積 算 

(１) 仮設電力の設備費は，グラフ－ (１)，グラフ－ (２) により，設備容量と設備の在場期間（仮設電力設備

を工事現場に設置し撤去するまでの期間）から定まる金額を計上する。なお，金額は 10,000 円単位とし，10,000 

円未満は切り捨てとする。 

(２) 仮設電力設備費には次の項目が含まれている。 

イ. 受変電設備の設置，撤去費 

ロ. 引込み，構内配線路の設置，撤去費 

ハ. 分電盤の設置，撤去費 

ニ. その他，負荷に電力を供給するために必要な，標準的な機材の設置，撤去費 

ホ. 受変電設備，分電盤，ケーブルその他の機材の在場期間に相当する損料 

 

３． そ の 他 

本基準に定めのない事項は，「第Ⅱ編第５章⑳仮設電力設備工」によること。 

21 
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 法面工（仮設用モルタル吹付工） 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，もたれ式擁壁等の掘削部の施工で危険防止のために仮モルタルを吹付ける場合に適用する。 

なお，吹付厚は３㎝を標準とする。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは次図のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（注） 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

３． 機 種 の 選 定 

使用する機械の機種・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 台数 摘 要 

空 気 圧 縮 機 
排出ガス対策型 可搬式 スクリューエンジン

掛  10.5～11.0㎥／min 
1  

モルタルコンクリート吹付機 湿式 0.8～1.2㎥／ｈ 1 ミキサ付 

ベ ル ト コ ン ベ ヤ 

（ ポ ー タ ブ ル ） 

[エンジン駆動] 

機長７ｍ  ベルト幅３５０mm 
2 材料の投入用 

発 動 発 電 機 
排出ガス対策型 ディーゼルエンジン駆動

10kVA 
1 

ベルトコンベヤ，電気ドリル 

計量器等の動力源 

計 量 器 骨材累加算・機械式 300kg×１槽・２桿 1  

ポ ン プ 
小型渦巻ポンプ 

（呼水・片吸込・モータ駆動型 口径 50㎜） 
1 

揚水用 

必要に応じて計上 

(注) 空気圧縮機及び発動発電機は賃料とする。 
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４． 施 工 歩 掛 

４－１ 仮設用モルタル吹付工（吹付厚３㎝） 

仮設用モルタル吹付工（吹付厚３㎝）の歩掛は次表とする。 

 

表４．１ 仮設用モルタル吹付工歩掛 （100㎡当り） 

名 称 単位 
数 量 

吹付厚３㎝ 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.5 

法 面 工 〃 2.0 

特 殊 作 業 員 〃 1.1 

普 通 作 業 員 〃 1.3 

モルタルコンクリート吹付機 ｈ 4.1 

空 気 圧 縮 機 運 転 日 0.6 

発 動 発 電 機 運 転 〃 0.6 

計 量 器 損 料 〃 0.6 

ベルトコンベヤ（ポータブル）

損 料 
〃 1.2 

小 型 渦 巻 ポ ン プ 損 料 〃 0.6 

諸 雑 費 率 ％ 2 

(注)１．上表は仮設ロープにより施工する場合の歩掛である。 

２．本歩掛にはモルタルコンクリート吹付機，空気圧縮機，ベルトコンベヤ（ポータブ

ル）等の据付撤去及び吹付材料の現場内小運搬を含む。 

３．目地が必要な場合は，材料のみ別途計上する。 

４．諸雑費は，送水ポンプ損料，吹付機のホース及び仮設ロープ損料，水槽損料，骨材

ホッパ損料，水抜パイプ等の費用として労務費，機械運転経費，機械損料の合計額に

上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

４－２ 法面清掃 

法面清掃のみが必要な場合は，「第Ⅱ編第２章①－５現場吹付法枠工」により計上する。 

４－３ ラス張工 

ラス張が必要な場合は，法面清掃の有無にかかわらず「第Ⅵ編第２章⑥－２吹付枠工」により計上する。 

 

５． 吹付材料配合比 

吹付材料配合比は，次表を標準とするが，現場条件によりこれにより難い場合は別途考慮する。 

 

表５．１ 吹付材料配合比            （１㎥当り） 

工 種 セメント 砂 水セメント比 摘 要 

モルタル吹付工 420㎏ 
(1,680㎏) 

1.24㎥ 
45～55％ Ｃ：Ｓ＝1：4 

 

６． 材料の使用量 

吹付材料の使用量は，次式による。 

使用量（㎥）＝設計量×（１＋Ｋ） 

Ｋ：ロス率 

 

表６．１ ロス率（Ｋ） 

名 称 ロス率 摘 要 

吹付材料 ＋0.27 はね返り損失及び混合の損失を含む 

「第Ⅵ編第１章
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８． 単 価 表 

(１) 仮設用モルタル吹付工 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB254010 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.5 表 4.1 

法 面 工  〃 2.0  〃 

特 殊 作 業 員  〃 1.1  〃 

普 通 作 業 員  〃 1.3  〃 

セ メ ン ト  ㎏ 1,600 表 5.1，表 6.1 

砂  ㎥ 4.7  〃 

目 地 材  ㎡  必要に応じて計上する 

モルタルコンクリート吹付機運転 湿式 0.8～1.2㎥／ｈ ｈ 4.1 ミキサ付 表 4.1，機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転 
排出ガス対策型 可搬式 スクリュー

エンジン掛 10.5～11.0㎥／min 
日 0.6 表 4.1，機械賃料 

発 動 発 電 機 運 転 
排出ガス対策型 

ディーゼルエンジン駆動 10kVA 
〃 0.6 〃 

計 量 器 損 料 
骨材累加算・機械式 

300kg×１槽・２桿 
〃 0.6 表 4.1，機械損料 

ポ ン プ 損 料 
小型渦巻ポンプ（呼水・片吸込・ 

モータ駆動型 口径 50㎜） 
〃 0.6 

表 4.1，機械損料 

揚水用 必要に応じて計上する 

ベ ル ト コ ン ベ ヤ 

（ ポ ー タ ブ ル ） 損 料 

[エンジン駆動] 

機長７ｍ  ベルト幅３５０mm 
〃 1.2 表 4.1，機械損料 

諸 雑 費  式 1 表 4.1 

計     

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

モルタルコンクリート吹付機 湿式 0.8～1.2㎥／ｈ 機－13  

空 気 圧 縮 機 
排出ガス対策型 可搬式 スクリュー

エンジン掛 10.5～11.0㎥／min 
機－16 

燃料消費量 →105 

機械賃料数量→1.7 

発 動 発 電 機 
排出ガス対策型 

ディーゼルエンジン駆動 10kVA 
機－16 

燃料消費量 →13 

機械賃料数量→1.3 

 

 

７．

コード番号 Ｓ 5 7 5 0
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 交通誘導警備員 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，交通誘導警備員及び機械の誘導員等の交通管理を行う場合に適用する。 

 

２． 計 上 区 分 

現場条件に応じて，交通誘導警備員の配置人員，作業時間帯，期間を計上する。 

 

表２．１ 交通誘導警備員の計上区分 

区分 現 場 条 件 
計    算    式 

交通誘導警備員Ａ 交通誘導警備員Ｂ 

１ 
昼間勤務（8:00～17:00） 

実働 ８時間（交替要員無し） 
Ａ×必要日数×Ｎ Ａ×必要日数×Ｎ 

２ 
昼間勤務（8:00～17:00） 

実働 ９時間（交替要員有り） 
1.2Ａ×必要日数×Ｎ 1.2Ａ×必要日数×Ｎ 

３ 
夜間勤務（20:00～5:00） 

実働 ８時間（交替要員無し） 
1.5Ａ×必要日数×Ｎ 1.5Ａ×必要日数×Ｎ 

４ 
夜間勤務（20:00～5:00） 

実働 ９時間（交替要員有り） 
1.8Ａ×必要日数×Ｎ 1.8Ａ×必要日数×Ｎ 

５ 
24時間勤務 

実働 22時間（交替要員無し） 
3.0Ａ×必要日数×Ｎ 3.0Ａ×必要日数×Ｎ 

６ 
24時間勤務 

実働 24時間（交替要員有り） 
3.4Ａ×必要日数×Ｎ 3.5Ａ×必要日数×Ｎ 

（注）１．Ａ：交通誘導警備員単価  Ｎ：配置人員 

２．日曜，祝祭日等の休日割増は適用しない。 

３．区分５，６は２交替制勤務とする。 

４．交替要員有りは，休憩，休息時間についても交通誘導を行う場合に適用する。 

５．作業時間帯等が異なる場合は，別途積算するものとする。 

６．上表における必要日数は、交通誘導警備員が必要となる各工種の設計数量を日当たり作業量で 

 除し，その算出した作業日数を新工事工種体系のレベル３ごとに算出し，合計することを基本と 

する。この場合，各工種の作業日数は小数第２位を四捨五入して１位止めとし，新工事工種体系 

のレベル３における合計日数については１日未満を切り上げ，１日単位とする。 

７．必要日数の算出において上記６の方法で算出した場合、明らかに不適当であると判断される 

場合は，作業工程を検討するなど別途積算するものとする。 

８．指定路線（表３．１）の場合，当初設計から配置人員のうち１名を交通誘導警備員Ａ，それ以

外の配置人員を交通誘導警備員Ｂとして計上するものとする。ただし、警察署との道路交通法第

80 条に基づく協議等により交通誘導警備員Ａを２名以上配置することが義務付けられた場合は必

要数計上するものとする。 

９．指定路線でない場合、交通誘導警備員Ｂを必要数計上する。 
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（ロ) 「交通誘導警備員Ａ」「交通誘導警備員Ｂ」について 

    福島県においては、表３．１に示す路線及び区間については、警備業法（昭和 47 年 7 月 5 日法律 117 号）

第 18 条、警備員等の検定等に関する規則（国家公安委員会規則第 20 号、平成 17 年 11 月 18 日）第 2 条及び

福島県公安委員会告示第 41号（平成 18年 12月 19日）に基づき、交通誘導警備検定（１級又は２級）の合格

者を１人以上配置しなければならない。 

表３．１ 指 定 路 線 

指 定 路 線 区 間 施行年月日 

自動車専用道路 供用区間 供用日 

福島県公安委

員会が必要と

認める道路 

国道４号 

福島県の全域 

平成 19年 6月 19日 
国道６号 

国道１３号 

国道４９号 

国道１１４号 
平成 28年 4月 1日 

国道１１５号 

国道１１８号 平成 19年 6月 19日 

国道１２１号 

平成 28年 4月 1日 

国道２８８号 

国道２８９号 

国道２９４号 

国道３４９号 

国道３９９号 

福島県の全域（ただし、福島

市飯坂町茂庭 134 林班い小班

から福島市飯坂町茂庭 134 林

班つ小班までの間を除く） 

国道４５９号 

福島県の全域（ただし、喜多

方市山都町及び耶麻郡西会津

町を除く） 

県道福島飯坂線 

福島県の全域 

県道日立いわき線 

県道原町川俣線 

県道いわき石川線 

県道小名浜四倉線 

県道いわき上三坂小野線 

県道小名浜平線 

県道常磐勿来線 

県道会津若松裏磐梯線 福島県会津若松市の全域 

県道河内郡山線 
福島県の全域 

県道須賀川二本松線 

・交通誘導警備員Ａ  

  警備業者の警備員（警備業法第２条第４項に規定する警備員をいう。）で、交通誘導警備業務（警備員

等の検定等に関する規則第１条４号に規定する交通誘導警備業務をいう。）に従事する交通誘導業務に係

る一級検定合格警備員又は二級検定合格警備員。 

・交通誘導警備員Ｂ 

  警備業者の警備員または過去３年以内に建設業協会等が主催する建設工事の事故防止のための安全講習 

会の受講者で、交通誘導警備員Ａ以外の交通誘導に従事するもの。 

※交通誘導警備業務に係る一級、二級の検定合格者であっても配置義務のない道路の工事では交通誘導警備

員Ｂとなるので注意すること。 
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2 　施工概要 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ④ -17
3 　機種の選定 ･･･････････････ Ⅲ - 1 - ④ -17
4 　浚渫船の運転 ･････････････ Ⅲ - 1 - ④ -18
5 　回航費並びに運搬費 ･･･････ Ⅲ - 1 - ④ -20
6 　雑工事費 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ④ -20
7 　汚濁防止フェンス ･････････ Ⅲ - 1 - ④ -20
8 　単 価 表 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ④ -21

⑤　軟弱地盤上における柔構造樋門・樋管工
　　････････････････････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  1
1 　適用範囲 ･･･････････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  1
2 　施工概要 ･･･････････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  1
3 　機種の選定 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  1
4 　ブロック組立工 ･････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  2
5 　ケーブル組立工 ･････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  2
6 　グラウト工 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  3
7 　可とう継手工 ･･･････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  3
8 　機械器具経費 ･･･････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  3
9 　内訳書及び単価表 ･･･････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  4
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Ⅲ－1－①－ ①  868①  868



①  869 ①  869Ⅲ－1－①－1



①  870 ①  870Ⅲ－1－①－2



①  871 Ⅲ－1－①－3 ①  871

コード番号 ＳＰC 0 0 3



①  872①  872 Ⅲ－1－①－4



①  873①  873 Ⅲ－1－①－5



①  874①  874 Ⅲ－1－①－6



①  875①  875 Ⅲ－1－①－7



①  876①  876 Ⅲ－1－①－8

コード番号 ＳＰC 0 0 7



①  877①  877 Ⅲ－1－①－9



①  878①  878 Ⅲ－1－①－10

コード番号 ＳＰC 0 1 1



①  879①  879 Ⅲ－1－①－11



①  880①  880 Ⅲ－1－①－12

コード番号 ＳＰC 0 1 5



①  881 Ⅲ－1－①－13 ①  881



Ⅲ－1－①－14 ①  882①  882

コード番号 ＳＰC 0 2 5



Ⅲ－1－①－15①  883 ①  883



Ⅲ－1－①－16 ①  884①  884



①  885①  885 Ⅲ－1－②－1



①  886①  886 Ⅲ－1－②－2

コード番号 ＳＰC 0 4 1

コード番号 ＳＰC 0 4 2



①  887①  887 Ⅲ－1－②－3

コード番号 ＳＰC 0 4 5



①  888①  888 Ⅲ－1－③－1



①  889①  889 Ⅲ－1－③－2



①  890①  890 Ⅲ－1－③－3



①  891①  891 Ⅲ－1－③－4



①  892Ⅲ－1－③－5①  892



①  893 Ⅲ－1－③－6 ①  893



①  894Ⅲ－1－③－7①  894



①  895 Ⅲ－1－③－8 ①  895



①  896Ⅲ－1－③－9①  896



①  897 Ⅲ－1－③－10 ①  897



①  898①  898 Ⅲ－1－③－11

コード番号 Ｓ 2 0 6 2



①  899①  899 Ⅲ－1－③－12

コード番号 Ｓ 2 0 2 2

コード番号 Ｓ 2 0 6 1

コード番号 Ｓ K 9 1 0



①  900①  900 Ⅲ－1－③－13

コード番号 Ｓ K 9 1 5



①  901①  901 Ⅲ－1－③－14



①  902①  902 Ⅲ－1－④－1



①  903①  903 Ⅲ－1－④－2



①  904①  904 Ⅲ－1－④－3



①  905①  905 Ⅲ－1－④－4



①  906①  906 Ⅲ－1－④－5



①  907①  907 Ⅲ－1－④－6

 
 

 
 

 
 

  

 
E  200PS  D 1  1  D 30PS  3.0GT 1 
E  500PS  D 3  1  D 50PS  4.9GT 1 

 

D  250PS  D 1  1 
 D 30PS  3.0GT 1 D  420PS  

D 3  1 
D  600PS  
D  800PS  

D 5  1 
 D 50PS  4.9GT 1 

D 1,350PS   D 60PS  6.0GT 1 



①  908①  908 Ⅲ－1－④－7



①  909①  909 Ⅲ－1－④－8



①  910①  910 Ⅲ－1－④－9



①  911①  911 Ⅲ－1－④－10



①  912①  912 Ⅲ－1－④－11



①  913①  913 Ⅲ－1－④－12



①  914①  914 Ⅲ－1－④－13



①  915①  915 Ⅲ－1－④－14



①  916①  916 Ⅲ－1－④－15



①  917①  917 Ⅲ－1－④－16



①  918①  918 Ⅲ－1－④－17



①  919①  919 Ⅲ－1－④－18



①  920①  920 Ⅲ－1－④－19



①  921①  921 Ⅲ－1－④－20



①  922①  922 Ⅲ－1－④－21



①  923①  923 Ⅲ－1－④－22



①  924 Ⅲ－1－⑤－1 ①  924



①  925①  925 Ⅲ－1－⑤－2



①  926①  926 Ⅲ－1－⑤－3



①  927①  927 Ⅲ－1－⑤－4



①  928①  928 Ⅲ－1－⑤－5



Ⅲ－2－①－ ①  929①  929

①　堤防除草工･････････････････････Ⅲ- 2 - ① -  1
1 　適用範囲 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ① -  1
2 　施工概要 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ① -  1
3 　工法の選定 ････････････････Ⅲ- 2 - ① -  1
4 　機械除草 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ① -  2
5 　人力除草 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ① -  2
6 　集草，梱包，積込・荷卸，運搬
　　 ･･････････････････････････Ⅲ- 2 - ① -  3
7 　総合歩掛 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ① -  5
8 　単 価 表 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ① -  8

②　堤防天端補修工･････････････････Ⅲ- 2 - ② -  1
1 　適用範囲 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ② -  1
2 　施工概要 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ② -  1
3 　施工パッケージ ････････････Ⅲ- 2 - ② -  2

③　堤防芝養生工･･･････････････････Ⅲ- 2 - ③ -  1
1 　適用範囲 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ③ -  1
2 　施工概要 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ③ -  1
3 　施工パッケージ ････････････Ⅲ- 2 - ③ -  2

④　伐木除根工･････････････････････Ⅲ- 2 - ④ -  1
1 　適用範囲 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ④ -  1
2 　施工概要 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ④ -  1
3 　施工パッケージ ････････････Ⅲ- 2 - ④ -  2

⑤　塵芥処理工･････････････････････Ⅲ- 2 - ⑤ -  1
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑤ -  1
2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑤ -  1
3　施工パッケージ ･････････････Ⅲ- 2 - ⑤ -  2

⑥　ボーリンググラウト工･･･････････Ⅲ- 2 - ⑥ -  1
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑥ -  1
2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑥ -  1
3　施工パッケージ ･････････････Ⅲ- 2 - ⑥ -  2

⑦　粗朶沈床工･････････････････････Ⅲ- 2 - ⑦ -  1

1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑦ -  1
2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑦ -  1
3　機種の選定 ･････････････････Ⅲ- 2 - ⑦ -  1
4　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑦ -  2
5　単 価 表 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑦ -  4
6　参 考 図 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑦ -  5

⑧　機械土工（河床等掘削）･･････････Ⅲ- 2 - ⑧ -  1
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑧ -  1
2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑧ -  1
3　施工パッケージ ･････････････Ⅲ- 2 - ⑧ -  1

⑨　多自然護岸工･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  1
⑨ - 1　巨石積（張）工 ･･･････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  1
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  1
2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  2
3　施工パッケージ ･････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  3
4　基本数量の算出基準 ･････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  8

⑨ - 2　木杭打工 ･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
3　機種の選定 ･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
4　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
5　日当り施工量 ･･･････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
6　諸 雑 費 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
7　単 価 表 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -10

⑨ - 3　巨石据付工 ･･･････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -11
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -11
2　機種の選定 ･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -11
3　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -11
4　単 価 表 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -11

⑩　護岸基礎ブロック工･････････････Ⅲ- 2 - ⑩ -  1
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑩ -  1
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Ⅲ－2－①－ ①  930①  930

2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑩ -  1
3　施工パッケージ ･････････････Ⅲ- 2 - ⑩ -  2

⑪　かごマット工･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑪ -  1
⑪ - 1　かごマット工（スロープ型）
　　　  ･･････････････････････････Ⅲ- 2 - ⑪ -  1
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑪ -  1
2　施工概要·· ･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑪ -  1
3　施工パッケージ ･････････････Ⅲ- 2 - ⑪ -  2

⑪ - 2　かごマット工（多段積型） ･･･Ⅲ- 2 - ⑪ -  3
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑪ -  3
2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑪ -  4
3　機種の選定 ･････････････････Ⅲ- 2 - ⑪ -  4
4　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑪ -  4
5　材料使用量 ･････････････････Ⅲ- 2 - ⑪ -  5
6　単 価 表 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑪ -  5

⑫　ブロックマット工･･･････････････Ⅲ- 2 - ⑫ -  1
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑫ -  1
2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑫ -  1
3　機種の選定 ･････････････････Ⅲ- 2 - ⑫ -  1
4　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑫ -  1
5　単 価 表 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑫ -  2
6　参考資料 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑫ -  3

⑬　野芝種子吹付工･････････････････Ⅲ- 2 - ⑬ -  1
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①  931①  931 Ⅲ－2－①－1



①  932①  932 Ⅲ－2－①－2



①  933①  933 Ⅲ－2－①－3



①  934①  934 Ⅲ－2－①－4



①  935①  935 Ⅲ－2－①－5



①  936①  936 Ⅲ－2－①－6



①  937①  937 Ⅲ－2－①－7



①  938①  938 Ⅲ－2－①－8

コード番号 Ｓ 2 4 0 0

コード番号 Ｓ 2 4 0 5

コード番号 Ｓ 2 4 1 0

コード番号 Ｓ 2 4 1 0



①  939①  939 Ⅲ－2－①－9

コード番号 Ｓ 2 4 1 0

コード番号 Ｓ 2 4 4 0

コード番号 Ｓ 2 4 2 0
Ｓ 2 4 3 0



①  940①  940 Ⅲ－2－②－1



①  941①  941 Ⅲ－2－②－2

コード番号 ＳＰＣ 1 8 1



①  942①  942 Ⅲ－2－②－3



①  943①  943 Ⅲ－2－③－1



①  944①  944 Ⅲ－2－③－2

コード番号 ＳＰＣ 1 9 1



①  945①  945 Ⅲ－2－③－3

コード番号 ＳＰＣ 1 9 5



①  946①  946 Ⅲ－2－④－1



①  947①  947 Ⅲ－2－④－2

コード番号 ＳＰＣ 2 0 1



①  948①  948 Ⅲ－2－④－3

コード番号 ＳＰＣ 2 0 3



①  949①  949 Ⅲ－2－④－4

コード番号 ＳＰＣ 2 0 5



①  950①  950 Ⅲ－2－④－5

コード番号 ＳＰＣ 2 0 7



①  951①  951 Ⅲ－2－④－6

コード番号 ＳＰＣ 2 0 9



①  952①  952 Ⅲ－2－④－7

コード番号 ＳＰＣ 2 1 1



①  953①  953 Ⅲ－2－④－8

コード番号 ＳＰＣ 2 1 3



①  954①  954 Ⅲ－2－④－9



①  955①  955 Ⅲ－2－④－10



①  956①  956 Ⅲ－2－④－11



①  957①  957 Ⅲ－2－④－12

コード番号 ＳＰＣ 2 1 5



①  958①  958 Ⅲ－2－⑤－1



①  959①  959 Ⅲ－2－⑤－2

コード番号 ＳＰＣ 2 3 1



①  960①  960 Ⅲ－2－⑤－3



①  961①  961 Ⅲ－2－⑤－4

コード番号 ＳＰＣ 2 3 5



①  962①  962 Ⅲ－2－⑤－5



①  963①  963 Ⅲ－2－⑤－6



①  964①  964 Ⅲ－2－⑤－7

コード番号 ＳＰＣ 2 3 7



①  965①  965 Ⅲ－2－⑤－8



①  966①  966 Ⅲ－2－⑥－1



①  967①  967 Ⅲ－2－⑥－2

コード番号 ＳＰＣ 2 5 1



①  968①  968 Ⅲ－2－⑥－3



①  969①  969 Ⅲ－2－⑥－4

コード番号 ＳＰＣ 2 5 5



①  970①  970 Ⅲ－2－⑥－5



①  971①  971 Ⅲ－2－⑥－6

コード番号 ＳＰＣ 2 5 9



①  972①  972 Ⅲ－2－⑦－1



①  973①  973 Ⅲ－2－⑦－2



①  974①  974 Ⅲ－2－⑦－3



①  975①  975 Ⅲ－2－⑦－4



①  976①  976 Ⅲ－2－⑦－5



①  977①  977 Ⅲ－2－⑧－1

コード番号 ＳＰＣ 3 2 1



①  978①  978 Ⅲ－2－⑧－2

コード番号 ＳＰＣ 3 2 5



①  979①  979 Ⅲ－2－⑨－1

（土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕第Ⅶ編第８章河川維持工③自然石採取工についても参照のこと。）



①  980①  980 Ⅲ－2－⑨－2



①  981①  981 Ⅲ－2－⑨－3

コード番号 ＳＰＣ 3 3 3



①  982①  982 Ⅲ－2－⑨－4

コード番号 ＳＰＣ 3 3 5



①  983①  983 Ⅲ－2－⑨－5

コード番号 ＳＰＣ 3 3 7



①  984①  984 Ⅲ－2－⑨－6

コード番号 ＳＰＣ 3 3 1



①  985①  985 Ⅲ－2－⑨－7

コード番号 ＳＰＣ 3 3 8



①  986①  986 Ⅲ－2－⑨－8



①  987①  987 Ⅲ－2－⑨－9



①  988①  988 Ⅲ－2－⑨－10

コード番号 Ｓ 2 6 5 0



①  989①  989 Ⅲ－2－⑨－11



①  990①  990 Ⅲ－2－⑩－1



①  991①  991 Ⅲ－2－⑩－2

コード番号 ＳＰＣ 3 7 1



①  992①  992 Ⅲ－2－⑩－3

コード番号 ＳＰＣ 3 7 2

コード番号 ＳＰＣ 3 7 3



①  993①  993 Ⅲ－2－⑩－4

コード番号 ＳＰＣ 3 7 5



①  994①  994 Ⅲ－2－⑪－1



①  995①  995 Ⅲ－2－⑪－2

コード番号 ＳＰＣ 3 8 1



①  996①  996 Ⅲ－2－⑪－3

A B  C  

  

 

 

 
A-a 

A-b 
A-b 

A-b 
A-b 

A-b 
A-b 

B-a 
B-b 

B-b 
B-b 

B-b 
B-b 

B-b 

C-a 

C-a 
C-a 

C-a 
C-a 

C-a
C-a 

A B C  

 

 

A-a 
A-b 

A-b 
A-b 

A-b 

B-a 
B-b 

B-b 
B-b 

C-a 

C-a 

C-a
C-a 

 

 

A-c 

B-b 
B-b 

 

C-a 
C-a 

C-a C-c 
B b

B-b B-c 

A-b 
A-b    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
) 



①  997①  997 Ⅲ－2－⑪－4



①  998①  998 Ⅲ－2－⑪－5

cn
1200

cn
n 1200

cn
c200

コード番号 Ｓ 2 1 0 2



①  999①  999 Ⅲ－2－⑫－1



①  1000①  1000 Ⅲ－2－⑫－2



①  1001①  1001 Ⅲ－2－⑫－3



①  1002①  1002 Ⅲ－2－⑬－1



①  1003①  1003 Ⅲ－2－⑬－2

コード番号 ＳＰＣ 3 8 5



①  1004①  1004 Ⅲ－2－⑬－3

コード番号 ＳＰＣ 3 8 7

コード番号 ＳＰＣ 3 8 9



①  1005①  1005 Ⅲ－2－⑭－1

コード番号 ＳＰＣ 3 9 1



①  1006①  1006 Ⅲ－2－⑭－2



①  1007①  1007 Ⅲ－2－⑮－1

 
 

コード番号 ＳＰＣ 3 9 5



①  1008①  1008 Ⅲ－2－⑮－2

コード番号 ＳＰＣ 3 9 6



①  1009①  1009 Ⅲ－2－⑯－1

コード番号 ＳＰＣ 4 0 1

コード番号 ＳＰＣ 4 0 2



①  1010①  1010 Ⅲ－2－⑰－1



①  1011①  1011 Ⅲ－2－⑰－2



①  1012①  1012 Ⅲ－2－⑰－3



①  1013①  1013 Ⅲ－2－⑱－1

コード番号 ＳＰＣ 4 2 1



①  1014①  1014 Ⅲ－2－⑱－2

コード番号 ＳＰＣ 4 2 5



①  1015①  1015 Ⅲ－2－⑱－3

コード番号 ＳＰＣ 4 2 9

コード番号 ＳＰＣ 4 3 3



①  1016①  1016 Ⅲ－2－⑱－4

コード番号 ＳＰＣ 4 3 7



①  1017①  1017 Ⅲ－2－⑱－5

コード番号 ＳＰＣ 4 3 8

コード番号 ＳＰＣ 4 3 9

コード番号 ＳＰＣ 4 4 0

コード番号 ＳＰＣ 4 4 1

コード番号 ＳＰＣ 4 4 2

コード番号 ＳＰＣ 4 4 3



①  1018①  1018 Ⅲ－2－⑱－6

コード番号 ＳＰＣ 4 4 7



①  1019①  1019 Ⅲ－2－⑱－7



①  1020①  1020 Ⅲ－2－⑱－8
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①　土　　工･･････････････････････ Ⅲ - 3 - ① -  1
① - 1　土　　工 ････････････････ Ⅲ - 3 - ① -  1
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ① -  1
2 　施工概要 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ① -  2
3 　施工パッケージ ･･･････････ Ⅲ - 3 - ① -  5
① - 2　土工（バックホウ床掘山積0.45㎥
　　　（平積0.35㎥）） ･････････････ Ⅲ - 3 - ① -10
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ① -10
2 　施工概要 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ① -10
3 　機種の選定 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ① -10
4 　施工歩掛 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ① -10
5 　単 価 表 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ① -12

②　コンクリート工････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
② - 1　コンクリート工 ･･････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
2 　施工概要 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
3 　機種の選定 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
4 　材料使用量 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
5 　型 枠 工 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  2
6 　化粧型枠工 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  2
7 　足 場 工 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  2
8 　砂防コンクリート打設歩掛 ･･･ Ⅲ - 3 - ② -  3

9 　止水板設置 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  4
10　単 価 表 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  5
② - 2　コンクリート工（ケーブルクレーン打設）
　　　 ･････････････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  7
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  7
2 　機種の選定 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  7
3 　材料使用量 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  7
4 　コンクリート投入 ･････････ Ⅲ - 3 - ② -  7
5 　型 枠 工 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  8
6 　化粧型枠工 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  8 
7 　締固め養生，打継面清掃施工歩掛
　   ･･････････････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  8 
8 　堤冠コンクリート締固め養生歩掛
  　 ･･････････････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  9
9 　岩盤清掃歩掛 ･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  9
10　チッピング歩掛 ･･･････････ Ⅲ - 3 - ② -  9
11　単 価 表 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -10
② - 3　コンクリート工（横取りを行う場合）
　　　 ･････････････････････････ Ⅲ - 3 - ② -12
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -12
2 　機種の選定 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -12
3 　施工概要 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -12
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4 　施工歩掛 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -12
5 　単 価 表 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -13
② - 4　砂防コンクリート生産（ミキサによる混合）工
　　　 ･････････････････････････ Ⅲ - 3 - ② -14
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -14
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4 　単 価 表 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -16
② - 5　砂防コンクリート生産，運搬（投入）工
　　　 ･････････････････････････ Ⅲ - 3 - ② -17
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -17
2 　機種の選定 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -17
3 　コンクリートプラント運搬（投入）工
  　 ･･････････････････････････ Ⅲ - 3 - ② -17
4 　単 価 表 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -17
② - 6　残存型枠工 ･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -18
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -18
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4 　施工歩掛 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -18
5 　単 価 表 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -19

③　仮設備工･･････････････････････ Ⅲ - 3 - ③ -  1
③ - 1　仮設備工 ････････････････ Ⅲ - 3 - ③ -  1
1 　仮設備工 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ③ -  1
2 　運 搬 工 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ③ -  3
3 　内訳書及び単価表 ･････････ Ⅲ - 3 - ③ -  4
③ - 2　仮設備工（砂防コンクリート生産設備）
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③ - 4　仮設備工（ケーブルクレーン付属設備）
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3 　単 価 表 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ③ -10
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3 　単 価 表 ･･･････････････････ Ⅲ - 3 - ④ -  1

⑤　石材等採取工（割石，雑割石，野面採取）
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1 　適用範囲 ･･･････････････････ Ⅲ - 3 - ⑤ -  1
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3 　単 価 表 ･･･････････････････ Ⅲ - 3 - ⑧ -  1
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⑫　砂防ソイルセメント工･･････････ Ⅲ - 3 - ⑫ -  1
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Ⅲ－3－①－ ①  1024①  1024



①  1025①  1025 Ⅲ－3－①－1



①  1026①  1026 Ⅲ－3－①－2



①  1027①  1027 Ⅲ－3－①－3



①  1028①  1028 Ⅲ－3－①－4



①  1029①  1029 Ⅲ－3－①－5

コード番号 ＳＰC 5 0 1



①  1030 Ⅲ－3－①－6 ①  1030



①  1031①  1031 Ⅲ－3－①－7

コード番号 ＳＰC 5 0 5



①  1032①  1032 Ⅲ－3－①－8

コード番号 ＳＰC 5 0 9



①  1033①  1033 Ⅲ－3－①－9

コード番号 ＳＰC 5 13



①  1034①  1034 Ⅲ－3－①－10



①  1035①  1035 Ⅲ－3－①－11

600,3



①  1036①  1036 Ⅲ－3－①－12

コード番号 Ｓ 2 7 0 1



①  1037①  1037 Ⅲ－3－②－1



①  1038①  1038 Ⅲ－3－②－2



①  1039①  1039 Ⅲ－3－②－3

－



①  1040①  1040 Ⅲ－3－②－4

－

－

－



①  1041①  1041 Ⅲ－3－②－5

コード番号 Ｓ 2 8 0 5

コード番号 Ｓ 2 8 1 0

コード番号 Ｓ 2 8 1 5



①  1042①  1042 Ⅲ－3－②－6

コード番号 Ｓ 2 8 3 5



①  1043①  1043 Ⅲ－3－②－7

60

2

21

1

22



①  1044①  1044 Ⅲ－3－②－8

－
－



①  1045①  1045 Ⅲ－3－②－9

－
－



①  1046①  1046 Ⅲ－3－②－10



①  1047①  1047 Ⅲ－3－②－11



①  1048①  1048 Ⅲ－3－②－12



①  1049①  1049 Ⅲ－3－②－13



①  1050①  1050 Ⅲ－3－②－14



①  1051①  1051 Ⅲ－3－②－15



①  1052①  1052 Ⅲ－3－②－16



①  1053①  1053 Ⅲ－3－②－17



①  1054①  1054 Ⅲ－3－②－18



①  1055①  1055 Ⅲ－3－②－19

コード番号 Ｓ 2 8 5 0



①  1056①  1056 Ⅲ－3－③－1



①  1057①  1057 Ⅲ－3－③－2



①  1058①  1058 Ⅲ－3－③－3



①  1059①  1059 Ⅲ－3－③－4



①  1060①  1060 Ⅲ－3－③－5



①  1061①  1061 Ⅲ－3－③－6



①  1062①  1062 Ⅲ－3－③－7



①  1063①  1063 Ⅲ－3－③－8



①  1064①  1064 Ⅲ－3－③－9



①  1065①  1065 Ⅲ－3－③－10



①  1066①  1066 Ⅲ－3－④－1



①  1067①  1067 Ⅲ－3－⑤－1



①  1068①  1068 Ⅲ－3－⑥－1

60

2

21

1

22



①  1069①  1069 Ⅲ－3－⑥－2



①  1070①  1070 Ⅲ－3－⑦－1



①  1071①  1071 Ⅲ－3－⑦－2



①  1072①  1072 Ⅲ－3－⑧－1



①  1073①  1073 Ⅲ－3－⑨－1



①  1074①  1074 Ⅲ－3－⑨－2



①  1075①  1075 Ⅲ－3－⑩－1



①  1076①  1076 Ⅲ－3－⑩－2



①  1077①  1077 Ⅲ－3－⑩－3



①  1078①  1078 Ⅲ－3－⑩－4

コード番号 Ｓ 5 6 4 0

コード番号 Ｓ 5 7 1 0

コード番号 Ｓ 5 7 1 0



①  1079①  1079 Ⅲ－3－⑩－5

コード番号 Ｓ 5 7 0 0

コード番号 Ｓ 5 7 0 5

コード番号 Ｓ 5 7 0 5



①  1080①  1080 Ⅲ－3－⑩－6



①  1081①  1081 Ⅲ－3－⑩－7



①  1082①  1082 Ⅲ－3－⑩－8



①  1083①  1083 Ⅲ－3－⑪－1



①  1084①  1084 Ⅲ－3－⑪－2



①  1085①  1085 Ⅲ－3－⑪－3



①  1086①  1086 Ⅲ－3－⑪－4



①  1087①  1087 Ⅲ－3－⑫－1



①  1088①  1088 Ⅲ－3－⑫－2



①  1089①  1089 Ⅲ－3－⑫－3



①  1090①  1090 Ⅲ－3－⑫－4

コード番号 Ｓ 2 9 0 0

コード番号 Ｓ 2 9 0 1

コード番号 Ｓ 2 9 0 2



①  1091①  1091 Ⅲ－3－⑫－5



Ⅲ－3－①－ ①  1092①  1092



Ⅲ－4－①－ ①  1093①  1093

①　地すべり防止工････････････････ Ⅲ - 4 - ① -  1
① - 1　集水井工（ライナープレート土留工法）
　　　  ･････････････････････････ Ⅲ - 4 - ① -  1
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 4 - ① -  1
2 　施工概要 ･････････････････ Ⅲ - 4 - ① -  1
3 　工法の選定 ････････････ ･･･Ⅲ - 4 - ① -  1
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